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・本編は特に衛生事項に關する研究及調査成績を牧録

しセるものなう

大正十五年三月
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子四十二議畔引議院議場内室氣試験報告
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吾人人類の生存上最も必要にして獄も映く可からさるものは蓋し塞氣を以面一

εなす回し　水，飲食物の如き固より生活上必須二二るこε勿論なりご錐も而も此等

の物質は暫時其供給を絶つこごあるも之か爲に吾人の生命を絶滅せしむるに至らさる

ものなり然るに室氣に至りては瞬時ε錐も之を映くあらんか忽ち窒息して死滅するの

外なし即ち吾人は1分時間約18同室氣を呼吸し毎回吸入する塞氣の量は李均約500

ccm・にして1書夜間に於ては大凡そ9000L，（約50石）の室氣を呼吸するものなり

斯の如きを以て新鮮清浮なる室氣を吸入するε汚濁せる不潔の室氣を呼吸するこごに

ようて吾人身膿に及ぼす影響の深甚なるへきは自ら明瞭にして今更贅言を要せさるへ

し　而して室内室氣汚濁の原因は一にして足らすご錐も殊に多歎人員の集合する場所

に在bては人燈より排出する炭酸琵斯三牲朕末詳の悪臭を有する有機性琵斯類の室内

に蓄積するによりて室氣の腐敗せらる、事績か圭位を占むるものにして此三新状有臭

物は寧ろ炭酸琵斯よbも衛生上一層有害性を有するものこせらる、所なb　然るに此

所謂毒氣なるものは直接之を測定する方法なきも其量は大騰に於て呼出する炭酸琵斯

の量に比例して消長増減するものなれは從て室内炭酸琵斯の含有量如何は直ちに以て

當該室内室氣の汚染の程度を示すへき尺度εなし得へきか故に室内塞氣の良否を知る
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醸三三嘩を脚響て星・§鱗し勲鰍的三三方法ε
奪すは諸適者の』般承認ずる所な亟故に大iR　8年・12丹22腐衆議：院．よ、り衛生局を経

’て同月23日及24日即ち第42二二國二二召集前日二二日に於ける衆議院議場内室

氣の衛生的試験方照會あり侍る・に繋1レ」・官等は上述の見解に基き同院議場内の淡酸琵

斯を測定するご同時に漁度の如何を塩池するの方針により之か準備をなし以て爾日に

騨を解1騨書留響墾緊r㌔・．
室氣暢線上の定章灘轍効雌も甥ソ・一・・唄艶以て最磧胤

適するものξせらる津を以て小官等も又本法に擦り之を實施せ軌而して灘度の試験に

干て醐スマ抵議長閑吟博せう
　　　　　　　　　　　　　　試　　　験　　　成　　　績

　大正8年’12’月　24日第42回帝論議會召集當日衆議院議員諸氏か議場に着席せ

．・ 轤黹撃ﾍ午前P時10舜に1しで網人員340・．名を算し同10・・蒔47分退場せられ同‘11

1時・無分再度入場須炎にして退場せられた1り’然して小官等め塞氣試験の爲あ許可を

得て議場に入場ぜしは101蒔l1251分にして議員諸氏着席後15・分な・6き

　　　∴1「「（1）炭酸琵・斯1定量・試・鹸’成績’・

．．1「’

揚　　　所 派出蓋心向 天候 氣温
i尊皇）

島山1
i工nm）

風向』

@’

風が米！秒

整温
i蟻氏）

炭酸含量　　　　記事　（％）

速記垂の下方　　　噛　　　　　　　　「

大iE・8年12月23日・後3時45分

後3’回

?S時
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香A晴．．7ゐ

9．0’ 770．2

V70．9
北西
ﾄ．

・3．8’

R．5
1L8 0，7δ4 閉會中

日　　　　上
大正8年

@12月．24日、

A前10蒔26分

唱前10時

F三江1時
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@同

露
772．2・771．4

北々西　　　3．8

k一’4．0 192． 上328． ・曾議申

灘醤9及2r1號］前㌦臨1丁目．1同上向上i同上1同上1鴎i…巨・・瓦1同上

欝蟻轟馴前兇幽国司同、，琳卵上圃≒1同、‡1・刈・劉同上
．議長副調可分ド同劃同■同筆上1同主1同．上1・刺M・7／霧暴退

戴細細調時画嚢1．劉直垂暑二号陽i継西レ劉・・δい剛同上
面心φ越前躍分［’眺‘』1向上1同心主1同’申上1…1・・6・1同上

／騨・晶晶雨蝋引同上1同．上1同上i同上i同論上［…巨14・／同上．

．鷺羅騨枷轟鼻レ同．上1同上i同・上i同上1同・上1同．上1・呵 為・・s国上

儲炭酸の含量1・三脚騨ち澱・．C氣堅76・㎜・1・勘腔氣ユ0・・容中の樋繍し・天

　　便・氣温血墜・風向及風力ば中央愛顧垂の槻測に係るものなり，㌦
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「（2）層・灘㌦度’．試験成』績・

揚’』　所　　　　　、 1試瞼．口時
室　温
i蟻氏）

絶封渥
x（9）

　　1芒r二
x（％）

飽充の
ｽ：乏量（9）

飽充の
ﾉ限量

i9）．

氣象垂観

ｪ時刻
外氣の
芒r灘度
@（％）

能　　；事，

匹田垂の心力

大正＄、年、・1零：月33！日・

繧R時55分

．ユ1二8 層6．35、・ 60．53 4．14 10．49 後3時
繧S時

33．0．

S1．0 閉　　曾．ヰ．

馨醐脚號耀韓国1・1；・1・討／・・53レ・・4／・・8レー｛』／同　　上

蕾麟販31チ號／、轟酬・露胎・・1・…［・84i・981一一・1一桐　　・上，

．醐蜘下司．壽、醤』鵜．／…1・8⇒・8・釧・，2耳」・6，3gl離罐隠：8　i會．山中

灘講話1前論分［…／・・3［・…1・i・i・・二工6「同上i同上1画面‘上

難叢鵬61前門分1．鋤1潮1・…｝・・41…61同上1同上1同　　上

’馨醐9及281號！調帯疑劃…15・891…ト・b・1向上1同上1特牛蜘騨’

議，’長 ・席’i箭躍捌…陣｝4・・31・・剣…6i同上i・同上隣員帯揚・後・

耀5季316罪・団時早分／．…i、…1酬・坤・・6／望工1牽障劉即　　上

騨38號の劇前項時二分1…1・旱・1・・63i・…1・＄・4i同上i同．封同 上

騨螺の割前㌦草分1・刺・88i…9［…i…81同　　　　　上上同上i同
誉購騰引前麟分い・・【・・4i・・38i・…i…5同上1同上1再二上

馨蕃麟り左側1前躍分レ・・レ・・i1…6陣【…6・1同上1向上↑退二二

雛讐欝『轟島分1’・…46幽1・・39昌・7・i・・23騒諄ll量：81同　一上

膿醗壽側［後罹分1…1・91・・1・…1・・31・・85同上1同上1同 上。．

撃313騨1．後難分1刺・・蕎1．・35・レ・gl…4i同上i同上同，　上

備考　本表山外氣の比較滋度に申央氣象塁の測定に係る，ものな．リ

｛替鞘中炭酸の1ﾊは屋外に在り’ては0・2－0．55篇ZF均0．3麗にして人家稠密の市街地は

翌々之より多きこεあり室内に在b’℃は屋外に比し多少其量多きを常ごす而して純粋

．あ炭酸琵期のみによる’衛生上の危害は比較的多量を含有するに及ひて起るもめピしで

1％の含量にあサでば長時平幕を認むる事な’くして之に耐へ得べく5％に於ても亦暫

蒔之に耐へ得るもめなり然・るに室外にありては0．5麗室内に於て’は1麗以上の炭酸琵

薪を含有するご・きは人指に病的症状を上す所以のものは主ごして他の有害性二二類め

作用によるものにして衆人密集め室内に側ては人骨より排出す．る琵斯状有害性物質之

か圭因をなす　然・るに此有害物は直接之を測定するの方法之なきを’以て之ぎ湘俘ひて

増滅消長すへき炭酸の含量によ’り室氣め良否を知るの標準こなす事は既に上述め如く
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にして室内の室氣は炭酸の量1三叉室外の室氣は，ρ5危を以て良否の限界量εなし之

を超過するものは不良の空下墨判定せらる、．ものなり．

　今上記試験成績に擦れば議會召集前日に曾ては炭酸の量0．75老にして前記限界量以

下な・るも召集當日に於ける試験成績は議席’92，93，102及ユ03號の中闘に於けるものを

除き何れも1危を少し’く超過せ為を認む即ち1101－1．47篇にして否均1・1g危に該當す

故1ご上記限界量に從ひ之を劃定すれは召集當日に於ける議場内の空氣は衛生上租不良

の蜘・麟ものご靴へし、伽羅諸即鳩睡臥・・4吻内外に過ぎす

此結果より想豫するζきは傘議時間激壁間1『耳る場合には其炭酸の量は或は2篇以上

に達する場合あらさるなきやを憂黙するものなり而して大人は11日約10009の顔酸を

呼出し呼氣中には約4％の炭酸を含有し1時間には約・22．6、L（1斗2升絵）ノ炭酸を

呼出するを以で議員下郎：を380名εすれは一時間約8588・：L．（約47石鯨）の炭酸を

呼出する割合ごな♪議場の髄績は大凡そ206，000立方尺（31465石）即ち約571755軒・

ε．なるを以て380名入場レナZる場合全く換氣なきものこ管厚せは議場内の察氣は人

の呼出する炭酸に劫塒繭馳1侮を増力評すへき理にして客に遡して有害

琵斯も亦移し・く蓄積すへきなb’而して前記の如く1人1時間22．6しの炭酸を呼出

する’ �ﾈて炭酸の含量をして絶えずα5疹を保たしむる爲には1人1時間に付き炭酸

を含有せさる新鮮なる室氣45200Lを要するこご、なるを以て380名に墾｝しては1

時間171，760・軒即ち17，176立方米（94，468石）を要すへきなり

　室内適當の温度は四季により室の所要目的により又ば人の膿質によb或は其時々の

身膿の獣況により一定しかπきも概して言べは冬季には大人安居の時…は18－20。Cを

以て適度こせらる、を以て．上野試験成績に徴するに召集當日議場内ρ温度は大袋に於

て適當の温度なり‘謂ふを得窪ぐ只議長席の庭は精温暖に過トくる威あか

　室下中滋氣の量も亦各人の性質其他種々の歌況により其港図量に差違あムて一一牽に

適度を牢めかすZきもウオ〃ペノγト民の實験に從へは18「20。C　の氣温に於て静止㊥

揚合に臓比較灘度40－60％を獄て軽羅εせらる》．を以て之によれは召集毎日議場内

室氣④漏度は概して良好なbε思考せらる・　　　　▼層㌧”　　　　　一’．．・’

：室内室氣の衛生的試験‘しては以土の外術塵埃及細菌の試瞼換氣量の測定等を施行
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すへきなれεも此等の試験は或は測定に長時間を要し或は準備に時日を要する等の事

情により回向の試験には終に之を施行するに至ら．さうしなり　而しで今同の試験は會

議極めて短時間の場合に於ける只1同の試験成績に過ぎさるを以て直ちに議場内室氣

の良否験講1硲早計蛛す嫌あ噛こ欄議銭儲頼磯多の齢に於ける
試験を施回せは大約其朕況を瞼養し得へきを信ずるものなり　大正九年二月
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・血忌市内及警急各地に感け．る面高試験

技

旧

記

技

技

．手’

纔@野1與　　　　　　　　　　　　　1他

　手　西　原　　周　二

手犀駆詰次鄭
・手．服－部　安　藏

　遣回内務省圭催兇童衛生展覧會開催に際し東京市内外各地に於ける塞氣の衛生状態

如何を一般に知らしあ且つ特に第二の國民ナZるへき兇童の保健衛生に資せんか爲め本

年九，十爾月の期間に於て市内の公園，紳肚，電車交叉瓢，商業地，工業地，住宅地，停車：

場，電車，浩動爲眞館，小學校報郊外地に於ける室氣の衛生的試験を施行しナzるに次の

成績を得πb

　　　　　　　　　　　　試　　験　　方　　法

　以下各試験は各試験場所の地上叉は床上3－4尺の高さに於ける塞氣に就き之を施行

，せり

　（1）炭酸の定量　ペッタンコーフェノγ民に從ひ可槍室氣を内容約6しの硝子壕に

捕短し之れか炭酸を測定し標準舩態に於ける空室1000長漬中の容量即ち容量危を以

て表示せり

　（2）細菌の検査：・ゲラチン培養基を容れたる直径8．8cmのべトリー氏皿（60．8

q・m）賂試醐脈こ於て1勝間及研5三二しア・る離皿内に落下し価菌を

2禦 wに於で2日閻駿し顯髄三歎を欝し偽綿に之を三三影し一
般展覧に供せb　　　　　　　，

㊨灘有勲の糧本定量に蜘装置を配賦
　　（イ）幽有機物謡扇壕　内容約500c㎝の硝子壕にして之に二箇の硝乎誘導管を有

　する硝子栓を以て密栓す其誘導管の一・（A）は殆ε壕底に達し他の一（B）は硝子栓の

　上端に絡う各壼箇の活栓を有す
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　　（質）　室氣吸引装置　内容約4L．の硝子曝にして壕口に硝子誘導管を有するゴ

　ム栓を施し壕の下血部に排水活栓を備ふ塚の出線迄水を充ナこし下部の活栓を開けば

　水の流出ご共に之に該罪する量の賢才は此壕中に吸引せらる

　　試駿に際しては前記吸引壕に水を充πし其上部の誘薄野を豫め蒸瑠水20ccmε

　容れπる捕集壕の誘導管ごをゴム管を以て連結し誘導管A・Bの活栓及吸引壕の下

　部の活栓を開き竹槍室氣を七六壕の蒸瑠水中を通過せしめ以て其有機物を水中に保．

留せしむ　斯くして2L．の水を流出せしめすZる丁丁丁丁の雨活栓を閉ち試瞼室に

　於て壕の硝子栓を去り之に附属せる誘導；管の内外を蒸鱈水を以て善く洗潅しπる後

　飲料水中の有機物定量法に準篠し叢KMnO、溶液の滑費量を測定し之より標準状態

　に於ける室氣1L・に封ずる過マンガン酸カリウムのmg量を算定す

　（4）煤煙及塵埃含量比較槍査　野竹中の煤煙並に塵埃の試験法に就ては上野諸種

の方法考案せられナこりε錐も而かも未だ實用的良法を認むるに至らす故に今次の試瞼

に於てはゲーデ氏ロー身リポンプ及琵斯メー「ターを用ひ可検室氣2000Lを綿4時間

に於て直径約1寸め濾紙上に濾集し其色調及濃度を比較し以て各地に於ける含量如何

を考察するこε、なせり

　（5）、門門の比較検査　長さ5．2cm幅3・8　cm’（面積19・76　qcm》の開静板上にオリ

ーブ油を塗布しすこるものを各試験場所に於て30分野垂卒に静置し其際落下しπる砂

塵等を爲眞に撮影し以て相互比較考察に供せb

　　　　　　　　　　　試　　　　験　　、　成　　　　績

　　　　　　　　　　　　　　（1）炭　　　　　酸

朋1 時　　刻 揚　　　　所 1天温品晶晶民力隣姻 備　　　考

913後2時40分 晦園麟鶴） ．晴 29．o 758．9 東：北東 和風 0．3322

10　8 前10時45分 上野公園（動物園前） ’晴 22．5 759．7 東北西 疾風 0．3470

9　3後0時50分
芝姻（東照宮附近）

曇 259 759．3 北東 軟風 0．4221

913後塒30分 芝公園（五重塔前） 曇 24．0 759．1 東北東 軟風 0．4424

9　3 前10時45分
砒舗（音樂堂前） 晴’ 31．0 761．0 北 軟風 0．4025

913後2蒔Q分 淺草公園（噴水附近） 晴 27．2 759．0 東北東 疾風　　● 0．35工1

9　4 前10時4粉 1深川公園（池　噂） 曇 3玉8 759．7 南　東 疾風 0．3403 し



8 表i：笠●．上蓮野．「：酋原●辰濃’・服’部

舶／ ‘睡・』刻 1．’躯　所 1’天評論謡1關悔力騰含量1 備　　考
一

一

，9

＄前10時10分坂本公園 曇 30．8 76i．0 北 軟風 0．3413
7

3前

R前

：離雰1灘園
『曇

ﾜ雨後晴

29．8

R0．3

76工0

V6LO

北北東

k北東

軟風

a風

．0．3905

E0．3668

9 ・4前．10時20分 湯島公園 雨鋒晴 27．6 759．7 南　東 疾風 0．3262

9 4前10時50分 植物園 牟晴 29．0 756．6 南　東 疾風 0．3103

、、9　3　圃

．前．10時25分 口一匹赴 牛　晴 26．0 76工0 北 和風 α4566

@　噺　噛

9　3前9時40分靖國紳祉（大鳥居附 小繭
皇5π 76Lσ 北北東 知風 0．5008「

い、・9．4 前10時『6分
　　　　近）自適畠田

牟’晴 29．0 759．7 南南東 疾風 q2843
，　　　r　　　　．

9　4後。時。分 赤城示轍 曇小雨 28．5 759．5 南　東 疾風 0．3657
，　　　噛

9　4 前工1時．22分 築地季願寺

小雨後曇

30．0 759．5 南　東 ’和風． 02854

10．β 後．Q時2β分 井・頭姻撃附）． 晴 19．0 759．5 北　西 軟風 0．4017

10　8 後2時　0分 ヲトノ頭公園（水門口） 晴 19．0 759．0 南南西 軟風 O．3625

9　4 前　9時47分 麺井戸天満宮 曇 3玉5 76工0 南南東
　　’

ｾ風 0．3947

’9．21 前、11晧58分 瀧野川（瀧野川園） ・晴 ’242 7¢8．9 北北東 軟風「 ・0．3202
り　　、

、♪921 前11時β7分 瀧　野声1（金岡曜寺）　・賢息 24．4 769．工 北．東 軟風 0．2760　　　1

921 前11時0分 戸山ケ原 晴 22．0 769．6 北　東 軟風 0．2709

、9工6 前9時40分
髄尾張町（電車交叉馳）

晴 26．1 747．6 北北西 0・3775

916 前9蒔io分 日本橋　　（”） 晴 25．1 747．7 北北西 軟風 0．ぎ926

914後 刻時59分 須由町　（・．） 曇 25．5

@隔，　．，

760．4 北　東 軟風 α574プ’

1011 後　0時25分 御徒士町　　（”） 曇 2上9 765．5 非北東 和風． 0．4025

916 画工0時10分 上野富小路（”） 晴 28；8 747．6 北　西 療風 0．4126

916 前9時5分直面町　　（”） 晴 26．8 747．7 北北西 軟風 0．4429

916 萌10時5分 赤坂見附　　（，，） 晴 28．7 747．6 北　西 疾風 0．3443

1018前10時55分 春日町　　（”） 晴 30．7 747．6 北北西 軟風・ 0．4109

－　　1
E101u後3時31分9131後1時！分10－91前10時3瞬 江戸…橋（郵慎局前）1

[．川・（響論）1

ﾃ島（灘會蔵）

晴曇’晴、 22．0

Q8．0

u25．8

759．5

V59．珍

V642

北東．

k．東

@北

和風

ﾃ穏．

a風．

α2768’

ｿ4196

ｿ3491

914i

後2時1粉 　　　　　1結梠ﾋ三等待合室 曇悔・ ．760．4 非東 軟風’ 0．4003

914後1時粉上購三等船室 盈』 24．工 760．6 詑索 ’軟風． 0．4185

914後1時36分飯田町騨待合室 ・曇 2細 760．4 北 東「軟風 ・0ピ3229 5人在室通風焚
噸

914後1時16分丁丁駆待合室1』 曇 224 760．6 北東 軟風． 0。昏109 通風闇闇．
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朋1 時刻 揚　　　　所 1天引鋼欝1風向1風力陶含量1 備　　　考

914後　0時50分 市内騨（翻圃
曇1　　1

23．0 「760．6 北東 軟風 0．5758

定員66人・栗客約80人・中央窓開，濫

絡ｯ
916

X17

前　9時55分

O10時　5分

市内髄（二二淺）靹騨（商臨川）
晴晴l　　I 26．1

Q8．0

747．6

V47．6

北北西

?@東

醐軟風 0．9664

O．5752

定即6人，ii轄90
l以上
闊�V6人・満員状
ﾔ，窓牛開

917

X17
後0時5分
O「9時二分

市内騨幡川上野）市内騨（鵜瀦）

晴1
繧P

26．0

Q7．0

747．6

V57．5

南南東

k北東

和風

﨣

0．4607

O．83工8

定員76人・窓全開

闊�U6人・乗客50
於]人

913後　0時15分
市内騨（小川町日比谷間） 釧 26．0 759．3 北　東　　P 軟風 0．4929 1回忌66ん乗客約

9　7後2時35分
淺草活動窟眞館（富士館階下）

晴 32．0 754．9 南南東 疾風 0．7068 定員689人，8分入

919 後2時30分 同　　上（日曜口） 晴 33．5 762．6 南　東 和風 1．6813 瀧　　艮

9　7後2時35分 同　　館階　上 晴 31．0 754．9 南南東 疾風 0．5750 定員270人，8分λ

919 後2時55分 同　　上（日曜日） 晴 28．5 762．5． 南　東 和風 1．1077 浦　　員

9　7 後　3時0労 帝國館階　下 晴 31．2 754．8 南南東 和風 0．6900 定員820人，7分λ

919後2時55分 同　上（只曜日） 晴 28．2 762．5
南卑 和風 0．8261

班員・申央扇風器あり

9　7 後3時0分 同　　館階　上 晴 30．3 754．8 南南東 和風 0．6483
定員210人・3分λ・

919後3時0分 同　　上（日曜日） 晴 30．0 762．5 南　東 和風． 漏　　員
闊�U06人，8分入

9　7後3時22分 電氣館階　下 ．晴 30．8 754．8 南南東 和風 0．7169 り大扇風器3個あ

919後3時10分 同　　上（日曜口） 晴 27．4 762．5 南　東 和風 12806
り満　　員

9　7後　3時25分 同　　館階　上 晴 3L9 754£ 南南東 和風 0．5056 定員230人6分入

919 後　3時15分 同　　上（日曜日） 晴 28．5 762．5 南　東 和風 0．9342 滞　　員

9　7後　3時45分 遊樂館階　下 晴 30．8 754．7 南 和風 0．5403
定員346人，6分λ
闖ｬ扇風器所々あ

919後3時30分 同　　上（日曜日） 晴 27．3 762．6 南　東 和風 0．4857
リ9分λり

9　7後3時45分 同　　館階　上 晴 30ユ 754．7 南 和風 0．5973 定員230人・3分λ
1

り

919後3時30分 同　　上（日曜日）’． 晴 26．0 762．6 南　東 和風 0．6801 6分入り

9　7 後4時50分 キネマ館階　下 晴 30．8 754．7 南南東 和風 0．6883
定員550人・5分入
闡蜷�頼墲Q個小
形所々

919後3時50分 同　　上（ロ曜日） 晴 260 762．6 南　東 和風 Q．8260 満　　員

9　7 後　4時5分 同　　館』階上 晴 30．5 754．7 南南東 和風 0．5346

919 後　4時　0分 同　　上（日曜日） 晴 25．5 762．6 南　東 耐風 0．3972 6分入リ・窓開放

10 7前10時20分
淺草柳北尋常小學校
ｮ内髄釧網

雨 1乞2 758．9 北北西 和風 0．4477 64人髄操中

10 7前10時55分 同　　上 、雨 19．4 758．6 北北西 和風 0．4121 遊戯中

10 7前10暗15分 同校一階二女教室 雨 17．4 758．9 北北西 和風 0．6626 生徒64人授業中

10 7前10時35分 同　　上 雨 17．4 7う8・6 北北西 和風 0．5161 同　　上

工0「7 前11時15分 同校二階唱歌室 雨 192 758．5 北北西 和風 0．6220． 女子52人授業中

山0　7 前11時25査 同校　二階四女教室 雨 18．0 758．3 北北西 和風 」0．4950 生徒60人授業中

10　7 前11時3回分 同校三階六男：女教室 雨 18．2 758．1 北北西 幽和風 ’0．8414 60入授業中



ユ。 衣．，笠●上、：逡・野◎酉　　原●i．辰・．．濃●服　　部

（2）　．細 菌：

1・十五分間露出

朋睡 刻1 場．　　所、 1天画一励瞬殿1枷の天候 障　考
10　1 後3時10分 上野公園（動物園前） 晴 軟風 170 雨　　　　天

1019 後塒50分 芝1公園（五重塔前） 串・晴 鰯
156F

10　1 後3時40分 日比谷公園1 晴 微風 96 雨　　　天

1σ6 後2時38分坂本公園 ．曇 微風 430 曇天時々晴 樹　　　蔭

10　6 後2時5分雨國公園 曇 和風．3工9 ，， ，，

工05 前1工時30分植物園 曇 24．5 瓢
28 ・覇晴後曇降雨

10　1 後2時．50分 日．枝騨砒　・ 晴 強風 7 ．雨　　　　天

10　1 後ユ時40分 靖國』’三二 晴． 鍋
98 雨　　　天 普妻屋前

10．8 抑頭割（回附）． 華 37 雨　　　　天
．　　・

10　8 井の頭公園（水門口） ’曇 20 雨　　　天

1016 前⑩時45 須田町（電車交叉黒酌 晴 21．0 微風 1378 曇り午後晴天

1019． 後　1時0 御徒士町（，・） 三三 22・0 微風 258 曇り後快晴
工0　5 前10時20 春H町（，，）

曇（時々）

24．0 微風 81

10　工 後’4時10分睡草電．氣館前 晴 微風．684 雨　　　天 地上漏理

工0　1 後4時40分 淺草豊門仲見世 晴 5608 ：雨、　　、天

1019 後、1時35分 江戸橋（郵便局前） 牛眼 23．0 微風 4262 曇り康応晴
1』

10．11 後
・時・・分1ﾝ聾欝館 曇 24．0 ．1工46 晴　　　　天 滞　　一員・

’101工 後1時25分桐 館（階上） 曇 23．0 476 晴　　　　天 3分入り

10工1 前10暗部分 電氣館（階下） 曇 22．5 1000 晴　　　　天 8分入リ

10．1工 後2時20分 同　　館（階上） 曇 23．0 912 晴　　　　天’ 4分入り

10　7 前10時10分
淺山臥北尋常小躍蜘一階二女教室

i雨 17．4 21 曇時々微雨 64入授業中幽

10　7 前1G時3G分 同　　上’ 17．4 和風 58 ，，　‘ ，b

1015 前11時　0分 同　　上 晴 2α0 曇、　　天 ，，

一

10　7 前工1睡7分 同校二階四1女教室 雨 18．0 和風 11 り時々微雨 60人授業中

110　7 前11時『30分 同　　上 雨 18の
，，

’29
’　，，　　「

@　F
，，

101ろ 前1塒q分 同　　上 臆 ・49 曇　　　天
10　7 前11時15分 同校三階六男女教室 雨 182 和風 2工 曇蝿…々微雨 90人綬業中・

10・工2 野曝20分 ．同　　上 晴 銘i．0 工292 朝晴午後曇夕刻雨

10・7 前10時55分 同榛ゴ階唱歌室． 雨 和風 15 曇り時々微雨 魔女60入

10　7， 前10時30分 同校屋内髄操揚 雨、 17．2 和風 145
，， 彊操中　、

工012 後1時2q分 同稼趣：動場． ・晴 76・’朝晴午後曇夕刻一三操嘩

II．五　　分　　「間 露 出’

朋．四刻嚇 所［天野卑際目国助三三．』備 考・

…3【前・1蒔塒［上騨㈱園前）’［．釧瓠［・・4．韓午三三［
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月日 国刻 陽　　　所 臓陣刈羅剃 前口の天汁 1備　考
晴 微風 19 雨　　　　天

10

llil麟1鋪　6［後　　　　2時

5分嗣國公園

晴晴晴晴

，，

@軟風　

25

R4

Q03

V1

雨　　　　天

ｰ　　　　天

`　後　晴

@　，，

　　　　　　ト
R壷な帯ふ

1018 後2時30分 日枝紳証 晴 編
5 雨 冷血な馨ふ

ユ018 後ユ時35分 靖國紳滋 晴 　
31 雨 ．，，

10　6 前11時30分 銀座尾張町（電車交叉蹄） 曇 微風 812 曇曇時々晴
10　6 前11時55分 本石　町　・（”） 曇 ，，

343
，，

10　6 後0時15分須　田　町　　（”） 曇 ，，
123　．

，，

ユ016 前10暗45分 須　田　町（郵復局前） 晴 微風 4S7 曇　後　晴 撒水あり

1011 前11時15分 赤坂見附（交番前） 晴 ，，
11 晴　　　　天 ，，

1019 後1時0分御徒士町 牛晴 ，，
147 曇，後　晴・ ，，・

f

10　6 幽草仲見世 晴 軟風 70 曇時々晴 ，，’

10　6 淺草電氣館前 晴 ，，
183

，， ，，

1012

P0　6 灘購
上野廣小路

@保町（愛心堂前）

幽幽 微風

C，

76

P82

朝晴後曇夜雨

�桾H晴

，，

10　6 後12暗35分駿河i肇袋町 晴 ，，
48

，，

10　9 下谷萬年町』 晴 ，，
186 晴時・々曇

10　9 江戸橋（曲面局面） ．晴 ，ン 2880 ．，，

1019 後1時35分洞・ 上 二目 ，， 1824 曇’ 縺@晴 撒水あり

10　9

P011 10時25分1紳

　　　　　肺柳島（酷酸會杜附近）　　　　　　　　　坂（昆沙門前）前　　　　　　　樂

晴晴
，，

C，

676

晴時々曇
ｰ　　　　天 三水あり

縫・・’・2；後
鐘、糠壽幡三隅塒・・分漢禦握常小鰍三階　　　　　　　　　　　　　1 雨一雨　1嗣

79

R9

S06

曇夕刻より降雨

@　　，，

ｩ野後曇夕刻雨

定員76人・溝員
闊�V6人
諡q約30人

（3）　有 機 物

月司 時　　　刻 1揚　　所 医三園温髄㈱1暫婆ン蜜リ齢
10　7 後　1時　3分 『上　　野　　公　　園 雨 工7．1 757．2 0．05060

10　1 後4時13分 芝　　　公　　　園 晴 24．9 753．4 0．03478

10　1 後　3時15分 日　比　谷　公　園 ’晴 26・5 752．3 0．05265

10　7 後2時0分 淺　　草　　公　　園 雨 17二2 756．8 0．16906

10　5 前10時20分 深　　川　　公　　園 晴 27．3 7543 qo3510

10　5 前10時30分 植　　　物　　　園 晴 24．0 ？54．3 0．06948

10　ユ 後2時15：分 圓　　枝　　紳　　砒 　ヨｰ－ 278 751．6 0．0361

10　7 前10時30：分 同　　　　　　　上 」雨 15．5 758．7 0．01675

10　1 ．後1時10分 靖　　國　　紳　批 晴 27．5 756・7 0．0528

10　7 前U時15分 同　　　　　　　上 雨　　1 15．5 758．5 0．01676

10 ・t前・・時剛 井の頭公．劇 晴i ・呵 ・副 0．02539 、



、’

鋭 表・笠●上’逡野．6酋　原’ゼ辰　・濃●服　蔀

月．7圓．レ聴 ．・’ 純h’湯．　所 ’／堕罪氣 温1継粍）瞠饗ン難力’齢’

9　20 前11時37分 瀧野　川（金剛寺） 暗 24．4 767．7 0．11947

F’　」

麺．戸　天　満・宮 　rｰ 21．4：：762β．． α08504

10　4

P0　4 前1唾5跨．

前・・油分．銀齪張町（電車交叉黒部　．．．1よ）　　　　　本＝石町　（・）

．曇小雨’

@晴

26．6

Q5β

758．2

F758，6，

0．10438

D0．LO413

10　4 前11時15分 須　田　町　　（，，） 晴・．、． 25．5 ‘758．4 0．12130

10’．・9 前11時35分・御徒士町 ’晴 24．1 764．7 ・0．03137

ユ0　8 前1時20分”春　日　町 ぐ”） 晴 2L3 758．9． 0．06936

10　4 前10時30分．
．．，大．手町　（の　、　　」　　　　　」

．晴． 758．8 α12085　『

　｛冝@本馳「橋　僚 』・晴 ・22．3 ”763．0　　鞠 甲　　一〇．08600

．ユ0　，7 後．舞．21夢’ 　　幽f淺、草噛紬見・世 ’・

J　’ ・i牝5』756」8 　　　　1E　　つ．18586

10　7 上　瞳　廣　小　路 晴
’・一：Q2．5．、759ユ ’　・㍉0．03429

】0　8－’ 前1噂10分 紳：　・保　　・町 晴・
鞠’19．i

759．8 ・　　・＝．0．03386

10．9 前lq睡30分 江　　『β．　橋 晴 21．0 、’ V64．5 ・．0・06715’

10　9’－ ’本・郷三丁　目、 ’晴 21．0 ．764．5ド 0．03887

10　8『
「　亀

騨　　　樂‘　　叛 ∵曇
ユ9。7．’ 759．緊 ’　　　0。08483

10　5 前11時・30分．水．天．宮　境　内 、晴 、．25．2 ，754．3． α10446

10 9　前10時0分．1

下　容　萬　年　．町 四青 塾2．黛． 764お，
；　　0．08508　　へ．

10
・噛

傑．川　清．住　町 ’　晴 0．10420旨

1G　9 前10時30分 本一所ザ秘　島 ’晴 ．・ I14・ 　℃E’ V633 ’　　　0．08504ト’

10　8 後。時．・．ρ釧小石川 林＿町． ’．．晴 20．3． ・，7δ9．6 ．　　　．0．03401
「

10　10・ 前10時0夢 青山北町六丁月 晴 19．0， 767．7 ．0・05025

10．10
．下草活動下馬館・’富士館（階下）

曇㌧・・ ・22．61 ・765，0・．．π　　∵0・15300　，

同館・1（階　　　上） 曇 22．5 765」5・ ．0．15353

’ユ0　．7．． 　」@1Oユ工時17分，
・淺草柳北増配小學佼二階二女教：室

雨 ．7582・
@－　F

0．08590

10　7 前10時30分 同．佼屋内運動揚 雨．、 172 758．4 α08046

　　　　　　　　　　’9－．、，．（4），’塵－．埃－’及’煤’煙，

聴煤煙含量鷹欄に聯を嗣得さるを以て騨騨日時
一隅鷹の腰條恥表示すさし

月　日 「時　　　1間　「 揚　　　．所・ 天候．』 氣．濯 氣屡（粍）

風向
風力（来！秒）

一挙強壮高1最：低 平均】最大

。

10　“

P0　8，

f10「 ?T1

P0　6

u1f

前11時2分一後2時3粉　　（8時30分間）

O11時0分一後2時40分
@　（3曜0分間）
繧O時51分一後4時3粉　』（3時43分間）

O9時5分一後2時。分
@　（4時ラ5分間）後1時2σ分一5時2分

@　（3時45分間）

井蠣公園（離）上野姻（謝江　戸橋（橋諮）

O夏富士館階上

謡扇快晴
ｰ天泥午頃一時曇午前曇天午後晴天曇尺時々薇当朝快晴午後暴夕刻小雨

15，521．6

P5，921．5

P7，822．3

A乳1、＆8

D1う，421．4

．io．3

X1・4

P5．1

P5．0

E．9．4

ブ65あ

V60．8

V60．2

V62名

V67．5

北々西

k　西

k画品

@北

k々西

．4．4

R．6

S．0

R．6』

R．8一

7名

V4

T．6

T．8T

U．0
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月　日 　　　　　　　．栫@　　　間 揚　　　　所 天候
　温　　氣

f［最高隈低
氣歴
i粍） 風　向

カ（来！秒）

平均1最大

ユ0　1

P0　6

P0　9

P0　19

隙識謂時・分…聖織轍後1常盤時47分i本所柳島（酷酸會赴附近）前10灘論獅分i同・上前10時55分一後3時20分1淺草椥北小亭佼　　（4時25分闘）　［　　　　　　　　　　　屋内髄操揚

快　．晴

ﾜ時々微雨1襖　晴

ﾜ時々晴

22L7

P7ρ

P5．5

P5．4

26．8

P8．8

Q1．6

Q0．1

18．5

S5・0

P0．3

P2．6

1751．5

V62．8，

V65．5

V66．4

北々西

@北

k々西

喧k東

牝1

R．6

S4

Q．0

16．4

T．8

V．3

R．4

轟

東京市内外空氣中塵埃煤煙含量比較標本窟眞

（5）　飛塵の比較
．飛塵の比較槍査は各方面に亘り多数之を施行せるも弦には只其代表的のものを掲蔵

せり

月　日 時　　　刻 1．．揚　　所　1 天 候1 摘　　　　　要

10　8

P0　1

後、時、。分1 弗の頭公園　（示申杜附近）．

ﾅ　　公　　園　（五重塔前）

曇曇

微　風 地面牛乾燥・

10　1 後4時　0分i淺草　公　圏　（電氣館前） 晴 ，， 　　　鱒H面撒水，群衆雑附

9　28 後　2噂　43分：叙座尾張町（電車交叉黙） 曇 ，， 車道撒水・通行人多数

10　1 後1時20分 御徒士町（，，）1 晴 、強風
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衣　笠●上遽野●西　原●辰　濃●服　部

月　日　　時 刻 揚 所 天 候 摘 要

10

ユ0

10

10

19後腐20分［江　戸
・エ1後2時35分1 ﾋ醐閉館（電下館F陶
7　前11昨

7　前10時

橋（郵便局附近）　牛　晴　強　風　　路面乾燥砂塵飛ふ

・5分屡鍵腱鞘撒ご階六男

30分1同　校　屋内盤操揚1

曇

雨

雨

l　　　I
　　　　S分入り

「和風60人腰案中
　”　　164人僻操中

東京市内外飛塵含量比較寓眞

　コ
・苧拳♂

　’，　　　い　≧解　　’・

　　　響、・
　　ぺ・5

難艦・
杭

　　淺草公園
　　（電氣養官選D

芝公園
（五重塔前）

　、　　　・ボ：　　　「　・凶

　　　　　、〆㌔一・い、

　　い　　ゼキ　ち　　　ド

懲絵議
井の頭公園

（紳紅附近）

江　戸　橋
（郵便局附近）

御徒士町
（奄車交叉黙）

銀座尾張町　　，
（霊車交叉黙）

淺草梛北尋常小學榛

（屋内盤操揚）

淺草柳北尋：常小學校

（三階六男女教室）
淺草活動籍眞館
（出語館階下）
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　　　　　　　　　　　　　　総　　　．　括

　以上の試験は既述の如く本年十月下旬開催に係る兇童衛生展覧會の爲めに特に調査

せるものなるも短時日の間に各方面に亘う多数の場所につき試瞼せるを以て不完全な

るを免れす且つ同一場所に於ても季節，天候，四温，三三，三三，風向，風力等種々の朕況

により其塞氣の欺態も不同なるへきは勿論なりご錐上記試鹸成績によう大禮に於て市

内の室氣は郊外の夫れに比し著しく不潔にして市内遊覧地，商業地，電車交叉瓢等雑

踏地域に於ける塞氣は公園紳肚境内等に比し甚しく汚濁せるを認むへし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正九年十二月



、ユ6
、i薩笠：9池」田●服部9小㌧酉・憾、唯：ρ須1田●今井

衆議院議場内室氣試験二二　（第一報）

技』

三

三

技・

囑

囑

技

師1 ﾟ
手　池

三層

手・小

託　島

回　無

生　今

　笠　　　豊

田　靖　一　郎

部　　安　藏

西・・隆　雫

岐　　忠　光

　　田　　　保

井　　貫’吾

　本年二月大藏省螢繕管財局（當時臨時議院建築局）よb爾今数年間に赤り帝虚血會開

會中に於ける貴衆雨院議場内塞氣の衛生的試験方依囑せられセるを以て先つ第五十三

世開浴中に於ける衆議院議場内室氣の試験を施行しすごるに次の成績を得たり　依て控

に録して第一報εす

　　　　　　　　　　　　　試　　験　　方　　法

　今次の試験に於ては圭εして米國暖房換氣工業學會の協定法に準蒼し且つ從來施行

し來たれる衛生的試験方法を併用せり其試験項目並方法次の如し

　1）温度及灘度　アスマン氏吸引験灘器を用ひて槍定せう

　2）臭　氣前記米國協定法によれは可槍室内に進入直後嗅畳によりて決定す’

　　るものにして三三氣の程度に從ひ次の如く分別せり

　　　　　100％　無臭　95％　微弱　90％　弱

　　　　　　85％　稽著明　80％　著明　75％　三二

　　　　　　70％　　強　度

　三三三三に際しては同時にヒノレ氏二度計Odorometer（蒸鯛水中に種々の割合に酪

酸を滴加し作製せるもの）を用ひて参考に還せb

　3）炭．　酸　ペッテンコーフーエノン氏法に準記して三三定量し標準三態に於ける’



衆議院議揚丙空氣試瞼報告
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血沈10，000容積中の含量（容量）を：算：噛せb

4）塵　　題画測定にはヒノン民塵埃計測器Dust。Qunterを使用せう即ち物

論硝子を装置し得へき金属製圓筒に吸乳量50ccmの金属製吸引用卿筒を附し花る

ものにして試験に際し出頭子板上にバノレサムを塗布し可検室内に於て適宜に5－10

回室氣を灰引しナZる後物艦硝子上に附着せる塵埃を特種の綱状ミグロメーターを有

する50倍顯微鏡を用ひて塵埃歎を三二し之より1立方吠中の歎を算定せう而して

乙丸の結果之を有機性及無機性塵の二種に圃別せり即ち前者は圭εして綿塵等の繊

維性塵之に属し其形状比較的細小にして輕きものを稽し後者は一般に塊朕をなし有

機二二に比し重きを威せしむるものを回す土壊の飛散によりて生する砂塵等之に減

す

　塵埃歎観測に際し形状極めて微細なるもの多血存在し認めに算出不可能なる二ε

あり†こり此等に塗しては特に管印を附して他巴龍山せb

　5）細　菌本槍査に於ては專ら植木心急の探面忘施せる方法（衛生試験所

彙報第18號5頁）及前記米國協定法に準撫し次の如く之を施行せb

　（・a）7イッケル氏砂層濾過法（Zeitsch二£Hyg．　B・22．）フィ。ケノン氏濾過管に褐色

の硝子粉を填充して三暦こなし豫め吸出量を測定せる金薦製吸引用卿筒を用ひ10

L．の室氣を約4分間の霊感速度を以て吸氣せり而して其露語速度を李等ならしめん

か爲め濾過管ご卿筒この中間に一つの室氣鐘を挿入せb

　次に菌を濾過したる硝子粉は之を10枚のペトリー氏に分注し中性寒天を注記し

て凝固せしめ22’Cの温に於て2日及5日間培養をなし登山せる聚落数を計算し之

より室氣1立方米中の菌歎を算定せb

　（b）コッホ氏落下菌数の搬査法本法に於ては中性寒天培養基を容れテZる径

8・7cm．のべU一二皿蓼2分及5分間露出に際し落下せる菌を前記ε同様に22。C

に於て2日及5日間培養し駿育せる聚落藪を計算し之よb径4inchのべトリー民

面面の落下菌歎に換算せり尚ほ植木品等の試験成績‘樹照に便せんか爲め10分

間100qcm上の落下影面をも算定せり

前上雨法は常に同一場所に猛て同一時刻に實施せり



工8： 撫笠・池・佃。服郡・小四・隠・岐噸田吟縣　・

匿

　　6）室氣分布率　晶晶室内各場所に於て検定せる炭酸量の否均値を算出し此李均，

∵量と各場所の炭酸量蓬の差を求め更に其差の三遷値をi算出し其李均差の李均炭酸量

．．に封ずる，1ρ0，分率を1 ≠ﾟ之を100幽より減し其差を以て可槍室内空弾の分布i率εす

　マ）㌧籔「、，動．二化アムモニウム三士登生器を用ひ管槍室内に於て雲三三化ア

∵ム毛馬ア蒸氣を登生せしめ之にまりて可土室丙に於ける虚無め移動方向及速度を観

・，回す　’：　・　　　　　・『’　　　　・

レ　8）、灘・球’差米國協定法の附表を用び實痴氣動速度に相當する氣動線ご可槍

、・

ｺ内に於ける一人員の状態（静止，勢働等1に相回すム容態線この交叉鮎を求め次に此

1・謡に於ける灘球温度線上の三歎を求め之を以て理想湿球温度εなし實測四球温度ご

　出れεの差を以て湿球差εなす

　1・9）換・三三前記三三協定法に採用せられナこる綜合室氣圖表を用ひ各試験項

　目の成績を夫々該當欄内に記入し三門の左方に；於て各成績に相回する一％を求め次

，，・に痴話り総和を100より減し虚血を以て可強室内空晶の換烏山（完全厭態に劉つる

　％）ごなす・

　：各欄の右方．＋％は軍に其一試験項目の成績のみに就きて批上する場合の尺度なう

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　場　　所

　議場及傍聴席等の試験に當ウては次り位置を選定し毎家之等の場所に於て各試験を

施行せb　　　　　　　㌦・…’　∫　　1　　　　　’”．．．．’

　議　揚　内

　　第1號　議長回り後方（左側）

　　第2號　議席376號ミ377號ミの中間

　　第3號議席1211號ε釣1號亡の中間，

　一銘4號議席102駅103號ミの蝉

、．・
D＿第曝遽輝の下方
－傍聴席（公衆用）

　　第1號　南出λロ附近

　　第2號　東出入口（閉扉）附近

　　第3號レ北出入ロ（閉扉）附近

　　第4號酉出入口附近

階　下　廊』幽下

　　第1號F議事諌に滑止る側の中央

　　第2貌難囲桐へろ側の中央層，

階　上「廊　下

　　第1號　最下廊下第1號にi勤輸する在置

　　第・2號　同上第2號にi麗容する位置

・外　　　氣　議揚の酉北に當る中庭’ ・一、

9



の

衆　議　院二議，揚　内　空　氣　試　瞼，報　告’ 19・

　　　　　　　　　　　　　　　　、試　　験　　時　　期　、

　這般の試験に於ては試験同仁合計8同に’して第1及第2同は共に閉野中を選ひ殊に

：第2向には暖房・通風開窓等會議中の場合ご全然同一状況に於て施行レ第3及第7

，同に於ては商議後1時間第5及第6同に於ては2時間経過後口4及第8同に於ては

夫々第3及第7同筆瞼施行後約2時間の後睾試験を施行せう　次に試筆時期・登院議

員数，傍聴入数等に：就き之を表示すれは次の如し

試験同殿 試瞼時日 議揚の状態 開議時刻 散會時刻
登院議

�@数

試験当時
c回内議
�ﾖ

傍三人
香C籔：

試瞼當時

T聰人
T　　鍛

第1同 2月25圓 閉　會　中

一 一 一 一 一 一
睡2同 黛月27日 同．　上

一 一 一 一 一 一
第3・同 3月12日 會　議　中 午後工時0分 午後5時壬0分 379人 200人． f1611人 1000人

第4同 3月12日 同　　　上 同　　上 同　　上 同上 250人 同上 350人

第5同 3月14日 同　　　上 、午後2時14分 午後6時13分 390人 250人 1566人 600人

第6同 3月17口 同　　　上 同・1時25分 同7時6分 397人 250人 1612人 650人

第7同 3月24日 同　　　上 同1時24分 同5時…51分 427人 150人 1311人 900人

第8同 3月24日 同　　　上 同　’上 同　　上 同上 150人 同上 500人

備考　試験當時に於けろ議身中の議員鍛に軍に目算に過ぎす從って極めて概略のものなり

　　　　　　　　　　　　　試験當時に於ける名爵

　各試験當日言意前日に於ける東京市の天仁概況並に試験當日午後零時より同6時迄

蝿こ於ける温温，一度，氣塵，蒸氣張力及風向，風力次の如し（中央氣象皇調査）

　　　　　　　　　　　　　　氣　　温　　及　　氣　　灘

1試睡・時1午後塒i午麟ヒ後・時／午後鱒1午後・時1午麟

2『 至塩ﾚ
氣　　温

D滋．　度

3．70

R5％

4．30

R学％

．4護｝ゆ

R8％

、4．go

E35％

5．00 4．50

R9％

　一R20　，

T3％

2筋耳， 氣　海．

蛛@　度

5ユ。．

U2％

・4go　・

U0％

540・

I5合％

6．30

T2％

5．60

T3％

4．30

U1％

3．80

U6％

　　　、
R月12H

氣　　温

蛛@　度

3．go

W4％

4．70

V8％

340

W2％

5．20

V0％

8．40

S0％

6．go

S4％

　　　一　　．　　　　．　　　　　　噌

T．40

T1％　㎝　　　．

3月14日
氣．　温

R　　度

16．60

T2％

17．60

T2％

19．60、

S2％

19．go

R3％

18．30

Q8％

16．10

Q7％

13．70

R3％・

3別牢
一氣　　温

蛛@　度

8．go

E24％

8．50

R4％

9．60

Q3％．

930

Q5％

8．4。

Q6％

7．20

Q6％

5．30

R1％

3月£4日
氣　　温

蛛@　度

12．go

U7％

13．70

U5％

】4．go

U3％

ユ4．8σ

g65％

14．50

U9％

13．50

W4％

12．40

¥1％
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氣歴及’蒸弓張「Fカ
時日ド 1午後嚇i午後聴1鞭・時1報・時1午後蝋1午後・時1午後噂：

2月25日
氣　　歴

�?｣力

76a8．m皿

@2」1，，

763．1㎜

@島3，，

763．6m恥

@2。δ　，，

762・7＝nm

@22，．

762。9㎎m

@乞3，緊

76前項珊，　　　　ρ

E2．4　，ヂ

763。5蹴ml　　，

@3．0　

2月27日
氣　　堅

�?｣力

757．9，，

@4．0，，

757識，，

@＆9　，，

756．5　，，

@3．8’，，

756．3初

@3・7，，

756．1，，

@3．6・，，

755．9，，

@3．8　，，

756．0，，

@ag　，，

3月12日
氣　　匪

�?｣力

745．5，，

@5．1，，

746．9　，，

@5．0，，

748．5，，

@4，8，，

750。0；，

@4．7，，

75L6㍉，

@3．3　，，

753．0：，，

@3．3　，，

755．1，，

@34　，，

3月14日
氣　　塵

�?｣力

752．7，，

@7．3　　要，

7δL9，，

f7．7　，，

75乳6，，

@乞2．，，

752．7　

@5．8　

753．5　，，

@4．4，，

754．7，，

@3。8　，，

755．9，，

@3．9，，

3月17日

．’

?@　歴
ﾂ象張力

758。4，，

@2．0，，

757．8，，

@鑑8，，

757．5　，，

@島0　，，

757．5，，

@鑑2　，，

757」7． 758．3，，

@2．0，，

し　　　　「

V59・0り

@2．1，，

3月24H
氣唖聾張力墜．．757・9”

@　．1・4，，

757ユ，，

@1．6　，，

757㌦0，，

@1護》．，，

757．3，，

@8。1　，9

757．7．，，

@8．4，，

758・1讐

@8．9，，

758．0，，

@9；o，，

風 向 台 風ガ（米／秒）
午後0時 午後1時 午後2時 午時3時 午後4時 午後5時 午後6時

風圃風力 風剛風力’ 風剛風力 風向楓力 風向鴨力 風向楓力 風向楓力

2月25日

Q月27日

R月12E

R月14H
R月17日

R月24日

　北

k東
@北
??ｼ
ｼ北西

k　東

’5．5

S4
U．2

VL4

S．1

P．9

　北

k　東

@北
??ｼ

??ｼ、24
兼?

『4．1

S．3

V．9

T．9

R．1

　北

喧k東

@北
k北西東南東

・’4。4：

S．0’

W．6

浮O

S．9．

R．6

　北

@東
k　北北北西．弘4

戟D

3．4

S2
V」5

R．9

x8

北東北東．4・9

k　北．北　東

3£

P14

V．8

W．5

R．5

北東北東北北北東

34
ﾗ6
X．2

ｧ1
X．4

S．0

北北東

喧k東

k北西

k北東

@北
@東

1．3

R．9

W．5「

S．7

薰U－

S．6

、

草 山 概 況

時日1 天氣撫1 記　　　　　　　事 葦

2月24日 曇天微雪あり 朝間霜あり’午後6時ユ0分よリ同】δ分まて微雪あり、
b

2月％日 曇　　天 朝間霜あり
の

2月26、日 曇・天 朝間霜あり夜間憾あり

2月27日 曇天夜間雪
午後8時18分より降霰同8時35分より雪な交へ向11時2扮止む　　　　　　　魑

‘

3月11日 快　　晴 朝間霜あり ド

．3月12日 雨露雪後晴 　　　‘ﾟ前5時47分より同6時14分ま》（降雨あ堕．同8時16分より言霊・
降雨　　同8時20分雨ミ？よリ同10時23分雪ゐρ「1孚こ八田11時…25分・止む

午後1時3分より同1時25分まて上里あり．朝間霧及電雷あり　午
後4時強風あり LF

3月13日 晴　　天 朝間霜あり

3月14口 侠　’晴 午前11時強風あり

晴　　天 、　　甲　一

β月17日 侠　 晴 朝間霜あり　　　　　　　　　　　　　　　∴レ』

：3月23日 雨後曇天 午前7時50分よリ午後4時40分ま・（点画獲7時20分より』同3時β0
」　　　　　　　　　亀

哩 分まて小雨あり　　　　　　　　　　　　　　　　　’胃

91月24日 曇　　天1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　Pｩ間霧あり
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　　　　　　　　　　　　試　　　験　　　成　　　績

　前上の試駿法に從ひ施行しナこる成績を一周すれは次の如し但し藍化アンモニウム蒸

氣網野器を用ひ衆議院會議中事場及傍聴席内各所に於ける氣熱速度の測定は之を許さ

、るの朕況なりしを以て暖房，換寸功総ての條件に於て會一中ε全く同一状況なりし

第2同二二に於てのみ之を施行するの止むなきに至れり　五って會議中に於ける眞の

漁球差を算定するこε能はさりしを以て次の假定に基き之れか算出を試みたり即ち第

1回試験潜時は殆ご無風町上ε假想するも可なるへく會議中に在bては議場及傍聴席

内に於ける多歎人員の爲めに氣温の上昇等種々の影響を來たし從て其氣三遠力は第2

掴試験當時に比し増加すへきは想像に難からす依て第2同試験當時に於ける氣動速度

に順次10吠宛増加せる揚合を假回し夫々之に封回する理想灘球温度を求め之より・所

要灘球差を算出せb而して各層瞼項目の成績の綜合によう決定せらるへき換氣牽の算

出に封しては第3無試験當時の5倍事解速度に於ける灘球差を慮用せり回れ會議中氣

動の速度は第2回試験の成績に鑑み1分間50吠以内の程度なるへきを思催せしむる

も最大速度1分間100吠の場合を假過しナこるものにして之より以下の碧潭の場合には

換氣率の成績は盆低下を示すを以て換氣率成績一覧表中には第2回試単蹄時ε同一遠

度に於ける灘球差を慮陣しセる成績を掲げ擦者比較樹照に資せり

　試験成績中傍聴席どあるは公衆傍聴席を示すものなb以下皆之に微ふ

　　　　　　　　　　　L　氣　　温　　及　　潔　　度

　第1同2月25日閉’上中
温， 度 空玉1立方

試瞼揚所 試験酬 球
比較灘度
@（％） 来中の水

飽和倣適
ﾊ　（9）臓乾♂ﾜ球≠P轟嘩 氏 分量（9）

議揚内第1號 午後3時17分 11．9’ 53．4 10．7 51．3 86．3 8．97 1．42

二二内義2號 同　3時11分 11．9 534 10．8 51．4 87．5 9．09 1．30

川揚内第3號 同　3時6分 11．8 53．2 10．3 50．5 82．9 8．56 1．76

議心内第4號 同　3暗0分 1L6 52．9 10．5 50」9 87．2 8．S9 L30

議揚内第5號 同　3時22分 124 54．3 1L1 5鉱0 85．5 9．17 1．56

議揚内亭均
一

・11．9 534 10．7 51．2 85β 8．94 1．47

傍誹言第1號 同　3時43分 13．0 55．4 11．7 53．1 85．8 9．57 1．59

傍聴席第勲號 同　3時38分 12．7 54．9 11．6 52．9 87．8 9．61 1．34

傍聴席第3號 同　3時34分 12．4 54β・ 11．3 52．3 87．7 9．41 1．32



：22 ’衣盗・池田・9服■、部∬4・：西ヴ隠岐・須1田智今㍉井

亀

、　　温」『　　　・∴度．　，∴，

弁駁暗刻 乾　　　球　　　滋　　　球
比較滋度

i％）・・

空氣1立方
?獅ﾌ水分
ﾊ（9）’

．飽和二丁

ﾊ（9）　　　幽試験揚所

@　　、，

、撮玉帳・政．｝重氏1華氏

傍聯第4職．　，傍聴席亭均． 午御願3瞬　一　　　’・ 12．8

P2．7’

55．0

T4．9

11．6

E11．6’

52瀞

Tλ9㌦

86．8

W7．0　．

9．56

f9．54

　1．46・

E’

P43『 c．

階．臨下第1號
D階上廊下第2號　　　　　β　1　’’階上廊下亭均

．・同、3時48分

f、．3時5多分

．14．8・

P4．7

P4；8

、58㌔6

T8．5

T58．6．．

一12．5∵

P3．1

P島3’

・54．5く．

T5．6　　　■

f55。1’・’

76．5

W3．5、　　「180．0’

．、
ﾊ59、

P0．40　－

X699

2．95

Q．06　　’　㌧

z50．㌦

層L

　　　　LK下廊下第1號

K下廊下第2號

K下廊下李均”

Oギ　皐

祠’3時57分

ｯ　4時。分．

黶@一　　F

@　　　9　　　　　馳

ぺ12．8

@10．8

@11．8「

5510．

T1．4．

T3．2

工1．7・

@9．7

@1α4’

D　　　　一■

T3ユ
D4｛琉　　　幽51」39

：翫8・

W7．0

P87．4・

　　　　㌧9．68

@　　　841
@　　　9」05

璽　．コ．34　』

@1．26．

@1．30
@一　　．層

…第2個　21月含7・・日　閉塞中・

1 」 温　・ 度‘ 空氣「1立方
、

試．瞼揚所 無電時刻 球
比較灘度・（％）．

来日の水分
飽和訣乏
ﾊ．〈9）

　　　　内C
撮
隼氏1轟・！舞漏

氏1華・氏一 量（9）・

議揚劇毒1號 午後衆時15分 182 64．8 ，ユ】．4 52．5 41．6 6．47 ・9．08．・

縫揚内灘2號 同　2時9分 182 ．64．8 1工1 ’52．0 394 aユ3 9．42’

二二二丁3號

c揚内第4號

同塒4分．．1＆2，’同　2時。奔

183
64£

U4．9

，11．1

PL1

，、52．0　　ρ　．

T2．0

394！

C32．4

邸31
U．07

9；42

X．58

笹蟹肉掌る號’ 同，．2蒔19分． 15．0 59．0幽 8．0 46．4　． 33．3 423　．
．『

W．47’

議揚内準均 一
17．6 63．9 51．0 37，2　． 5．82， 9．19．

傍購席第1號 同　3時35分 17．9 64．2 ’10．8 5L4　． 32．4 5．94

傍聴席第2號 同　2蒔30分 18．6． 層65．5＝・ ’i1．1　． 52．0　・ 38．3 6．11 9，84」

丁丁丁丁3號 ．同　2時26分 ’18．2 64．8　． 10二7 5L3 3β3
5，65・　、　　　． ．．8．90

傍薙席第4號． 同　2時弊2分 17．4 1633’ ’11．1 52．0’ 44．2 ・6．54　冒 ＆25

傍聴席白山 一
18．0 ’64．5　　一 10・9． 5L7 37．8 6．06 9．08

階上廊下第1號 同　2時40分 16．4 6L5 9．7 49．5 39．4 5．47 8．42

階上廊下第2號 同　2時45分 16．0 60．8 9．7 49．5 4L9 　5．67・　；

弘87・

階上廊下亭均
一

162 612 9．7 49．5』 40．6 5．5ア 8．14

’
．

借下廊下第1號 同　2時49分－ 15．4’ 59．7 ⑳’ 48．2 39刃 5．2q 肌83

階下廓下第2號 同　2時53分 11．7． 5＆1 6．5　． 43．7　・ 43．9’ 4．50 5」6

階下廊下卒均 　　　， 13．5 56．4 牝8 46．Q 41．9 生8巨 6．80

外 斜同・麟到 ・・．1卿 1 4・’ 奄Rgl・・レ脚．1 ：1生2・’ 1・・9

第・3同　3・月12日　會議中1

温

試験揚所 試験時刻 温　　　球
　　　　　　，獄?r轡

飽和訣乏・量．（琴）

乱撃氏1華學氏i撮・氏1華氏

」議揚内第1號・

c揚内第2號

午後2睡11分

ｯ　2時7分

1868・

z8．6：

65．9

U5．51

1凱6「

P勉

6鼠7・

U30

一ぎ＆9：・；14．35一

黶w Q0　：iag字・’・’

i．80

P鉱08・
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温 度 空氣1立方
試験盤所 試瞼時刻 乾 球 灘 理．

比較灘度
@（％）　‘ 来中の水分 飽和訣乏

ﾊ　（9）
搬 氏1華　氏 撮『氏1華 氏 量（9）

議揚内第3號 午後2時4分 19．5・ 67．1 18．1 64．6 87．2』 14．71 aI5
議場内第4號．～．　　7

c三内第5號

同　2時9分

ｯ　2暉扮

20．0
P8．1i　　　

68．0

U4．6

・19．1、

P6．7、

664
U2．1

．903

C86．7

15．82

?R．41

1．57

Q．04

議湯内細面 一
19ρ i6a2 17．7 64．0 88．1 ’14．41、 1唖93

傍白席第1號 同　2時33分 20．2 68．4 18．8 65．8 87．5 ・…1 220

傍聴席第2號 ・同　2時27分 20．0 68．O・ 19．1 66．4 91．8 15併 p 1．42

傍聴席第3號 同　2時23分 19．1 66．4 18．1 64．6 90．7 1492 1．53

傍聰席第4號 同　2時19分 20．6 69．1 19．6 67．3 91．0 16．43　1 1．62

傍臆席亭均
一

20．0 680 18．9 66．G 903．
・5銘、［ 1．69

階上廊下第1號 同　2時37分 16．0 60β 14．5 58」 、85．0 1151 2．03

階上廊下第2號 同　2曄1分 工5．2・ 59．4 13・警 57．0 86β 11．14 1．72、

，

階上廊下亭均
一

15．6 60・阪 14．2 57．6 85．8 1工33． 1．88・・

階下廊下第1號 同　2時47分 16．8 6名2 154 59｛ 1　．86β
P

12．29 1．95

階下廊下第2號 同　2時53分 ．15．6 60．1 14．1 57．4 1　84・8 1：L20 2．00

階下廊下亭均
一

162 6工2 58．0
●11．75 1．9S

外 剰員・暗・到 9．6 ［・…1 8．8
1・・8『 88．7

．1　　7．92 1層1皿’

第4同串月12日會毒中
温 度 比較灘度 空中1立方 飽和訣乏

試、験一所 試瞼時刻 （％） 来中の水分 量　（9）概乾♂ﾜ球≠猿B灘氏嘩球氏
量　（9）

議宇内第工號 午後4時48分 18．6 65．5 17．7 63・9・・ 915 14，59、 ：し36

議場内第2號 同4脚3分 18．8 65B 17．7 63β 89厚 14．49 L66

　、c揚取払3號 同　4時39分 19．2 66．6 17．9 64．2 89．0陰 14．59 1．80

曾

議瘍内第4號 同　4時35分 19．8 67．6 18．8 65．8 90．9． 15．62 1．56

怠納内顧5號 同　4時52分 18．4 65．1 17．5　． 63．5 9工．4 14．40 1．35　‘

議場内亭均
一

’19．0 66．1 17．9 64．3 90．5 14．74 1．55

傍聴席第1號 同　5時7分 19．8 67．6 18．7 65」 90．0 15．47 1．71

傍聴席第2號 同　5時3分 18．2 64．8 17．1 62．8 89．6 13．93 1．62

傍聰丁丁3號 同　4時59分 17．4． 63．3 16．5 6】．7 90．5 13．49 1．30

傍聴席第4號 同　4時57分 19．0 66．2 17．9 64．2 89．S 14．68 1．67

傍聴席亭均
一

18．6 65．5 17．6 63．6 90．0 14．39 1．58

第5同 3月14日 會砂中

温 度
比較二度 空堀1立方 飽和四三

試験揚所 試験時刻 漏「 球 （％） 来中の水分 量　（9）
撮
乾氏樺球≠P胴取 氏 量．（9）

議揚内第1號 午後4時23分 21．3 70．3 15．8 604 55．6 10．47 8．37　　、

顕揚内第2號 同　4時18分 21．1 7’0．0 16．5 61．7 6鉱1 11．55 7．06

議揚内第3號 同　4時14分 21．4 70．5 17．3 63．1 66．2 12．54 6．41

議揚内心4號 同　4時10分 2M 70．5 1R．9 66．0 78．8 14．94 4．91

議場内第5號 同　4時27分 20．0 68．0 16．0 6α8 65．S 1144 ・5．95
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温　　　　　　　度．
：無験瘍所．’

　．、

u験暗刻’1 ’乾．
c％）

比輔摩・鋒6霧 三二i　　　　5

撮
一三三三i四温蔀轟

量　（9）

議揚内鞠1－　1…1伽1円い剛・劔い・…1鰯1
費田子第1號

ﾙ席門2號
T聰席第3號1

T蕗伊野4號

T聴席民謡．

牛後4時42分

ｯ　4暗39分

f　4時35分

ﾚ　4時鋤分

「22．6

Q1ρ

Q1．7

Q2．7

Q24

物間

VM1
V1．t

V2瀞

V島0

20．6

Q0．3・

P9．9

Q0．3

Q0．3

69．1’

U8．5

U7．8

U8．5

E68ゐ，

8314

W64
W4．6

Wα3

D83．7：

　　．P7．00

P6．88’！

P6ピ34

P6．46

P6r67，

鑑3g｛

Q．66　1

@　…
z97　　｝

S・05．～

R義27　1

階上廊下第1號

K上旛下野2號

K上廊下平均

‘同　4時47分

ﾚ　4時50分
@＿　　　　　■

19．3

P9．牙

P翫3

．66．71

P66．6

ﾞ6．7

’16．5　●

P6．7’

?U．6

61．7‘

U2．1

U1．9

75．0

V7．6

V6．3

12あ0’

P乞84’

P2．67

4．16　i

D3・7工

≠№S

階下廊下第1吟

ｻ下押下垂2號

K下廊下亭均

同　4時54労

ｯ　4時47分
@＿　　　　噛

19．8

P9．1

P9．5

67．6’

U64
U7己0

17よ3

P7．7

P7．旨

63．1

U3β

U3．5

77瀞

W7．1

W2．5

13．39

P4．33

P3．96

3。79　・
ｼ12・i2．96

外　氣1同・曜・到・7・！6缶・／…1…1鰯11砲1・・55

第6・同　3月17町　會忌中

温 度 空冷1立方
試瞼揚所 試験時刻 乾 球

比鮫霧纏　（％）

来中の水分 飽和駅乏
駅隠球≠P毒滋氏樺氏

量（9）
量、（9）・，

i議揚内第1號、 午後暑時3！分 2急2 72．0 20．9 69．6 88．9 17．69 且21　’

議揚・内鞘2號’

@　　　　fｼ髪内第3號

同2時28碕・伺　2時24分 22．7

Q2よ0

72．9

V1．6

2工5

Q0．4

70．7

U8．7

89．9

W6．4　』

18．44

P6．99

　　1j07　．

Q．67　1

．議揚内面4號’ 同　2時碧0分 2L9 71．4 20．3 68．5 86．6 16．93 2．61　、

議腸内第5號 　　・ｯ第時35分 2LO 69＄ 19．9 67．8 90．3 16．71 1．79『

議揚杓亭均 一　　　‘ 22⑩ 71．5 20お 69．1 88．4’ 17．35 2，27’

i弓懸席第1號1同　2時51分 21．7 7玉1 19．8 6766 833 16．18 a13．．

聯帯席第2號 同　2時47分 斐0．8 ・694 19．9 ‘・67・8 92．0 16．81「 上46’
ド

1 傍聰席門3號 同　12時43分 20．5 68．9 19．4 66．9 ’90．2 16．B’＝ 1．76』

欝欝1同＿・2暗40分 20．8

Q1，0　．

69．4

U917

20ρ

z9，8　、

68；0

U7．6

　　．X2．9

W9．7’

16，97’

P6，54’

@　　，

1．30

H1＝9卑・

階毒廊下第1號． 同　2時四分
18．3．．　　1 64．9． 16．7 6②1 84．1 1a31 鼠34■…

・階退廓内第2號 伺　2時59分 工4、0． 5乳2， 1乳7 54．9 86．1　． 10．26

　　…L65

：階上廊下李均

一
162 61．1 14．7 58．5 8561 12．95 2．00

；

笹下廊下第1號 同∴3鱒5i分 18．4， ・65．1 16．3 ・6L3 80悉 12‘69 ao6　．
　　　　　層　　1K下廓下剃2號 祠幽：3時8分 玉6．1　． 6張0 15β 59．5 920 12．53 　　iP．09　、

i｝． 階下廊下蝉茸
一

1犠3 634 15．8 60弓4・ ．86．3　・・ 工且61 易08，

｝

外・ 氣圃・時・釧 1：し合 i52・．i …i ・…． P 8…1 鰯ヤ『 lしら3．

錆・7同　3月24母　會議中
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温 度 空氣1立：方

試瞼曝書 試瞼時刻 乾 球
比較灘度
@（％）

来中ノ水分
飽和境町，量（9）

撮氏1華
球氏濡雪氏1華氏

量（9）

議官内第1號 午後2時11分 20．8 』69．4． 15．5 59．9 56．5 10．32 犠95
も

膿揚内第2號 同　2時8分 20．6 69．1 155 59．9 57．7 10．42 7．63

F 巌揚内第3號 同　2時4分 21．3 ’70．3 16ゐ 61．7 60．8 11．45 7．39

議揚内第4號 同　2時0分 20．4 68ン 】5ゆ 60．6 62．1 11．08 645　，

議揚内高5號 同　2時15分 19．4 66．9 14．9 58．8 61．2 10．25 6．51

議揚内証均
一

②O．5 68．9 153 602 59厚 11盆6． 7．25

傍聴席第1號 同　2時30分 18．4 65．1 14．5 58．1 65．1 10．25 5．50

1
遅漏席第2號 同　2時27奔 20．7 69．3 17．0 6鉱6 68．7 捻47

5，69’

傍聴席第3號 同　2時23分 ‘20．5 ・68．9 16．7 62．1 67．7 ’　12．14・ 5．80

傍聰席第4號 同　2蒔19分 18．0 64．4 14．3 57ガ 66．3 10．工9 5．17

傍醇席干均
一

19．4 66．9 15．6 60ユ 67．0 11．69 5．55

階上廊下第1號 同　2時35分 16．5 61．7 14．工 57．4 76．8 10．73「 3；24．

階上廊下第2號 同　2時38分 16．1 61．0 1＆5 56．3 74．6 10．16 346

階上廊下亭均
一

16．3 61．4 13．8 56瀞 7与．7 10．45 a45

階下廊下第1號 同　2時42分 17．0 6盆6 15．1 592 81．7 11．78 鉱64

階下廊下第2號 同　2時45分 ユ5．5 599 14．8 58洛 92．8 12．17 α94

階下廊下地均
一

16．3 61．3 い翫・ 58．9 87．3 11．98 1．79

外 剰同・時・・分 …1 …一 P…1 …．i …1 ・・41 476

第8同3月24日會議中

試験揚所

議上襲第1號

二二内第2二

二揚内第3論

議場内第4號

二一内第5號

議場内zp均

傍画帳第1號

盤面席第2號

盤面席第3號

亭亭席第4號

傍臆席亭均

試瞼時刻

午後4時42分

同　4時38分

同　4時3雷
同　4時30分

同　4時46分

前　5時2分
同　4時58分

前　4時55分

同　4時51分

温 度
蟻乾′M閥≠P譜 球

氏｝華氏
20．7

20．5

20。6

20．2

20．2

20．4

22。q

22．2

22．2

21．3

21．9

69．3

68．9

69．1

．68．4

684

68．8

71．6

72．0

72．0

70．3

71．5

15．5

16．1

15．6

15．1

152

15．5

167

16．8

16．7

16．3

16．6

59．9

6LO

60．1

592

59．4

59．9

62．1

62．2

62．1

61．3

6】．9

比較温度
　（％）

57．1

63．0’

59．0

57．3

58．0

58．9

57．7

573
56．3

5a4

562

空氣1立方
来中の水分
量　（9）

10．37

11．31

10。65

10．09

10．23

10．53

11．36

11．40

11。25

11．17

11．27

飽和歓乏
量（9）

7ガ9

6；63

恥40

7‘52

牝38

7．34

S．30

8．50

8．65

7。67

8。28

レ

温　　度 一　　覧　　表

帯飛揚所 第1同 第2同 第3同 第4同 第5同 第6同 第7同・ 第8同

第琴，5，6，

y7の4同
第4及8

ﾌ2同
ｽ均

第3乃至
謔W同の
高yF

議場内寸1號

c揚内第2號

11．9

P1．9

18．2

P8．2

】8£

P8．6

18．6

P8．8

21．3

Q1．1

222

Q2．7

20．8

Q0．6

20．7

Q0．5

20．8

Q0．8

19．7

P9・7

20．4

Q0．4
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i 第3，5，6， 第4及 第3乃至
試瞼町所．』・第1同 第2向： 第3同 1第4同 第5同 第6同 第7同 第8同 及7の4同亭　　均 8の2同へ～均 　8同のW　．　　　　　噛　亭一

議工廠第3號 11．8 182 19．5’ 19．2 2L4 22・0 21．3 20．6　， 21？1 19．9・ 20．7，

議事内事4號 11．6 18．3 20．0 19．8・ 21．9 20．4 202 2伍？ 20．0・ 20亭

議揚曲玉5號 12．4 15心 1S．1・ 18．4、． ・20．0 ・姐．0， 19・4 20．2 19．6 1翫3・ ・19．5

半揚内挙均 ・， P1β 17．6 19．0 19．0・ 禽1．0 ．．22・0 20．5 20．4 20．6 「19．7 珍0．3

．傍聴席第1號 13．0 17；9 20．2 19．8 226 21．7 1鼠4 22．0 20．7 20三9 痰O．8

傍聴席第2號
』12．7　1 18．6 20．0 ．18．2 2L9 乞0．8’ 204 2λ2 20．9 202’ 20．6・

傍鵜席第3號 12．4 18．2 ・19．1 17㌧4 21．7 20．5 ．20．5 222 20．5 Ig．8 30．2

岬町席第4號 12．8 工7．4 20．6 19．0 2λ7 20．8 18．0 21β 20．5 20・2 20．4

傍聰席亭均 12．7 18．0 ，20・q．
．18．6　「

22．1 21．0 ・19．4 21・9． 20．6’ 20．3・ ．20．5

階上廊下第1號 14．S 16．4 16．0 「　　　　＿ 19．3 ；8・3 16．5
一

17．ら
占　　　L 一　　　　　　一・

・階五廊下第2號 ｝14．7 16．0 ．152
一

192 ．14．0 16．1 ＿　　　　幽 　　Ffユ6．1
一　」 一

一

階毒廊下挙白 14．8 16．2 15．6 L　　　　一
1913 ・ユ6．2 16．3

一
1a？

一
＿　　　」

階下廊下第1號 ■鉱8 15．4 16．8
一

19．8 18．4； 17．0
曲

18．0 ｝　　　　r

一
階下廊下第2號 ‘1058 t1．7 15．6

■　　　　　＿

19．1 『16．1， 15．5 ，　　　　　　　＿ 16．6
『

一　　．

階下廊下平均 11．8 1翫5 16．2
噌

19三5 17．3
．16．3噛

．　　　　　　　＿　　　F

@　吼　　幽

工7．3

｝
一　髄

死．氣1 一
1㍗・1 叫一 17．8 i・1剰 ．156 ト 1一・ ト ！一・

φ

灘．度 一　　・覧　　表・

試瞼揚所 第1同 第2同 第3同 第4同 第5同 第6同 第7同・ 第8向　　● 蒙1鰯鞠糊
麟揚内第1貌 86．3

’4玉6．’
88＄ 91．5 55．6 88刃 嗣56．5 57．1 72．5 74．3． 73．1

議揚内第2號・ 87．5 39．4 8ア．0 89．7 6λ1 89．9 ．、57．7 63．0 74．2 76．4 74．9

油揚内第3號 82．9 β94 87．2． 89．0， 662 86．4 ．60．8 59菰）1 75．2 74．0、 174．8

油揚内心4號 87L2 32L4 9α9 gα9 1． V8．8 ．86．6 ・62」1 57β 79．6 74・1’
D

・77．8

議揚内第5號． S5．5 3a3 86．7， ・91．4 ’65．8 ，90．3 6工2 ・58．0’ 76．0 74．7． ’75司6「

議揚内回田 85．8 ．37．2 88．11 90．5’ 65．7 88．4 59．7 58．9、 76．5 74．7「 ．75．2

驚聴歯並1號 ’85．8 訟4 87φ ．90．0、マ 83．4 83．8 65．1 57．7 80．0 73．9「 7乞診：

虜聴命玉2號 178．8 3S＝3 　　「X1．8 89．6 86．4 92．0 684 57．3 84．7 73．ら
’死’

W工b’

傍聰席第3號 87．7 36．3 ，90．7 90．5 84β 90．2 ．67．7 56．3 83．9 73．4 80．0

傍聴席第4號． ’1 W6．8 r442 ：91』 89β
80；3 ．92ぶ 66．3 酬534， 82．6 、，71．6．丁・ 7910

傍聰席亭均．　．　　　」
「87．0 「3帆8 90．3 90．〇一 ’83．7 99．7 67．0 「562 824 73．t 795

－　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－、　　　　，

階羊廊下第1號 76．5 39．4 、．85．σ

一
75も0 、磁1

一
80．2二

」　　一 一
’階螂面部號「 ’83．5 86．6

一 77β 3砥、 74£ 、．8L2
一

一　　　．

階上廊下平均 80．0 40．6 85β ．叩
76．3 85．1 754

一
80．7

一 一‘　・　　匿

階下廊下第1號． S7・8 、39，9． ．86．；号

門
77．9 ．80．6 8弘7 ＿　　　　　． 81．6…

一　’
＿　　　　　　　　　■

階ド廊糠2號． ，＝＄乳Q
43．9． 84．8，

’一　’ ’87．1 92．0・ ・『 X2お’ 一　　’ 89ξ2
一 一

・階下廊檸均i 87．4・ 41．9 85．6
『

8鑑5． 86．3 87．3
一

82．9 一　　　． 一　　．

漸 鎗1、一 陣ρ 1鋤 ト： i蜘 1帥 鋼 1÷ トー 引 ・｛一「
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急　炭 酸

第1回　2月25日　閉昌昌

試験揚繭1 試瀬田・1 氣墜（職）／ 氣温（掻氏） 1繍纒力（㎜）1 炭酸含量 51

議腸内第1號 午後3時17分 763．0 11．9 9．65 乳40 ．、ノ

議揚内第2號 同　3時11分 763．0 11．9層 9．71 9．26

議湯内第3號 同　3暗6分『 763ρ・ 11．8 9．39 7．93 ：

’議揚内第4號 同　3蒔0分 763．0 11β 9．52 ・7．13　　　L

議揚内第5號 同’3時22分 763．0 12．4 9．91 9．80

議和洋亭均 一 一 一 一
8・30，

ζ

傍聴席第1號 同　3時43分 763．0 13．0 10言31 9・60：

雲

華蕪酔罵2號 同　3時38分 763．0 以．7 10・24 8．49’
一

撃滑席第3號 同．、3時34分 76＆0’ 1λ4 ］0．04 8．02「

傍聴席第4號 同　3時30分 763．0 1鉱8 10．24 12．60彫
1；

傍i徳席亭均
一 一 一 一

9．68　． 三

階上廊下第1號 ，同　3時48分 763．0 14」 　　　、f1L30 9．76

階上廊下第2號 同　3時53分 763．0’ 14．8 　　　　，P1．87　r　　　‘ 822

階上廊下平均
一 一 一　　　’ 一

8三99

階下廊下第1號 ．同　3時57分 763．0 10；8 9．02 8．51

階下廊下第2號 同　4時0分 763．0 12．8 ’10．31 7．49』

階下廊下苧均
一 一 一 一

8500’
1　　，　　．

第2同　2月27日　閉會中

試鵬囲 試験時刻 レ氣塵（⑳ ・縮（蜘1 繍纒力（mm）1 炭酸含量

議三内第1號 午後2時15分 756．0 18．2 1α11 6．34

議揚内第2號 同　2時9分 756．0 18．2 9．91 5．32

議揚内第3號 同　2蒔4分 756．0 18．2 9．91 6．61 ド

議揚内第4號 同　2時0分 755．5 18．3 9．91 6．45
～

．議揚内鰐5號 伺．2時19分 学57．0 15．0 8．05 6．48

議揚内乳埼 一 一 一 一
’6．24

傍聴席第1號 伺　2時3δ分 755．0 17．9 9．71 6．33．

傍…徳庸愚2號 同　2時30分 755．0 18．6 9．91 5．99

傍聰席第3號 同　2時26分 755．0 182 駄65 9．31

傍賠席第4號 同　2時22分 755．0 17．4 9．91 11．28

傍聰席亭均’ ＿　　1

一 一 一
823

階上廊下第1號 同　2時40分 755．0 16．0 9．03 6．95

，

階上廊下第2號 同　2時45分 755．0 16．4 9．03 8．a7

階上廊下亭均
一 一 一 一

7．61

階下廊下第1號 同　2時49分 757．0 1L7 乳26 7626

階下廊下第2號 同　2時53分 757．0 15．4 ”ヤ W．61 5，86’



、
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試験一所 【一二刻 陣歴（mm）陣温（鰍）i繍高力（一）1鍛含量

9

・階下廊秤均i

一 1一　1－　1一．1 6．56

■」

外　　　　氣 同　3蒔15分 悔・・1　・・　　…　【 4．76．

第3回3月12日　會議中

… 試験揚所 試験時・刻 氣．璽（皿皿） 1菊温（振氏） 陣功力（刺 薦含量

議場内第1號 牛後2蒔1正解 750．0 18β
15よ09．　■ 9．16　■、

き

議揚内第2號 同　2時7分 751．0 18．6　L 14．7盆 11．60

9 議暢内第3號 同　2時4分・ 750；0 195　　「 15．58 11．18

議場内第4號 同　2時0分 750．0 20．0 16‘48 7．91
；

議門内第5號 同　2時15分 749．0 18．1 L　14‘26 8，69’

1 議揚内李均
一 一 甲 一

9．71

傍聴席第1號 同　2時33分 750．0 20．2 16．27 12．27．

傍聴席第2號 同　2時27分 750．0 20．0 16．58　　， 10．89

傍嬉席第3號 同　2時23分 749．0 19．1 15．58 10．48

傍聰席門4號 同　2時19分 749．0 20．6 1乳11 11．53’

傍源男時均
一 一 一 一

11．29

階上廊下第1號 同　2時37分 75LO 152 11；9r 6三〇7

階上廊下第2號 同．2時41分 751．0 16．0 工2ξ38 弘20

．階上廊下平均
一 一 一 一

6．64

階下廊下第1號 同　2時47分 75LO 」5．6 12．07 9．98

階下廊下第2號 同　2時53分 751．0 16．8 13．12 8．04

階下廊下亭均
一 一 一 一

9．01

外　　　　氣 1同・時・分 1・・5・・ 9．6 ’8．44 1…

第4同　3月圏12日　會議中

試験場所 試論刻 氣屋（㎝） 粛温（撮氏）1 三綱力（mm）1 炭酸．含量

明野内第1號・ 午後4・時48分 752．⑰ 18．6 ユ5．19 9．89

議揚内第2號 同’4時43分 75且0 18．8 15．19 12．61

明解内第3號 同　4時39分 752．0 19．2 15．38 ユ2．45

止揚内藤4號 同　4時35分 752．0 19．8 1627 7．87

議場白白5號 同　4麟2分 ・752．0 18．4 15．19 13．33

高揚丙挙均
一 一 一 一

11．23

傍聴席第1號 伺　5時7分 7ら2．0 …　1 1〔覧17 12．66．

傍麟第：2號 同　5時3分 752．0 ．182 14．62 工0．43・

傍穂席亭溶號 同・4時59分 752．0 17．4 虚　　14‘08　　1 11，891
1

　　　　　　層T聴席第4號 同　4時57分 752．0 19．0 15．38 10．54

傍聴席平均
一

1’一
一 一

1工．38
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第5同　3月14日　會議中
■

試瞼揚所 鼠験時刻
i氣－塵（孤・）1 氣温（掻氏） i繍鰹力（・⑳i 炭酸含量

甲子内子1號 午後4暗23分 754．0 2L3 1346 10．80

議山内第2號 同　4時18分 754．0 21．1 14．08 15．87

甲子内子3號 同　4時14分 754．0 21．4 14．81 12．72

議了内第4號 ・同　4時10分 754．0 214 15．97 10．97

議了内第5號 同　4時27分 754．0 20．0 13．63 11．16

議市内亭均
一 一 一 一

12．30

傍聴席第1號 同　4時42分 754．0 2鉱6 18．20 11ン1

傍i騨第2號 同　4時39分 754．0 21．9 17．86 17．93

傍i徳席第3號 同　4時35分 754．0 21．7 17．43 ］3」90

傍蕪席第4號 同　4時32分 754．0 22．7 17．86 11．97

傍嘉席亭均
一 一 一 一

13£8

階上廊下第1號 1同・時・粉 754．0 192 14．26 624

階上扇下心2號 同　4時50分 754．0 19．3 14．08 9．88

階上廊下李均
一 一 一 一

8．06

階下廊下第1號 同　4時54分 754．0・ 19．1 15．19 5．66

階下廊下鳶2號 同　4時57分 754．0 19£ 14．81 8．51

階下廊下亭均　　　　　　9

一 一 一 一
乳08

外　　　　氣 1同・時・分 17… t… 1・… 1・36

第6同　3月17日　會釜中

試瞼揚所 1、試囎刻1 氣墜（mm）1 、氣　温（撮氏） 1二三力（mm）1 炭酸含量

議此内第工號 午後2時31分 758．0 22．2 18．54 10．59

議揚内子2號 同　2時28分 758．0 22．7 19．23 13．75

議此内第3號 同　2時24分 758．0 22．0 　　　　「P7．97 13．08

議場内第4號 同　2時20分 758．0 21．9 17．86 10．32

議揚内第5號 同　2時35分 758．0 21．0 17．43 9，22・

議場内亭均
一 一 一 一

11．39

傍聴席第1號 同　2時51分 757．0 21．7 17．32 16．31

傍聴席第2號 同　2時47分 757．0 20＄ 17．43 12．21

傍謡曲第3號 1司　2時43分 7δ7．0 　　．Q0．5 16．89 14．92
㌃

傍聴席第4號 同　2時40分 757．0 20．8 17．54 13．52

傍懸席亭均
一 一 一 一

14．24

階上階下第1號 同　2時56分 757．0 14．0 11．01 7．47

階上階下第2號 同　2時59分 757．0 18．3 14．26 5．75

階上階下亭均
一 一 一 一

6．61
1

階下廊下第1號 同　3時5分 758．0 16．工 13．04 6．99

階下廊下第2號 同　3時8分 758．0 18．4 13．90 6．70

階下廊下亭均
一 ｝ 一 一

6．84

外　　　　氣 1同3時13分 1　75＆・ エL6　i 9．40 1㌫59
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第7向　3月24日　會議中

試験揚・所 1’試繍刻 「’氣塵・（㎜） ギ氣’温（鋸氏） 1藤纒力（刺 炭酸簿
隔

議揚馬第1號、 午後2時11分 ．7δ7．0 20．8 1321 10．39

議揚内第2號 同．2時8分 757．0 20．6 13．21 10．62

議三内第3號 同　2時4分 757．0 2L3 14．08　　9　　、

3

掻揚内因4號 同　2時0分 757．0 20．4　　・ ．　，13．55 9．42

｝1

同♀時15分 757．0 19．4 12．プ1 鉱06

1・・

．議場眼識均．
一 一 一 ・一

9．98

葦

。：傍聴席第1號 同　2時30分 ．757．0 1　・＆・ ・。　　12．38

一～・傍聴席第2號1 同　2時27分 757．0 ’　　　20．7 14．53 14，22．

傍薯填塞3號 同　2時23分 757．0 20．5 14．32

葦

傍聴席第4號 同　2時19分 757．0 18．0 1222 1L73

Σ

傍i磨席亭絢
一 一 一　　「 　　　　醒 13．42

：i

階上廊下第1號’階上廊下第2號 同　：2時35分 757．0

V57．0

16．1　　　　㌔

P6．5

ユ：L60

P2．07

6．70

U．56．

階上廊下二二
一 一 『 一

6．63

、

階下廊下第1號 同　2時42分 757．0 ’15．5 12．62 5．61

y 階下廊下第2號 同3時45分 757．0 1乳0 1鑑87 乳27

階下廊下李均
一 一 一

　　　し 6．44

外　剰 同2時・扮1 ．757．0 レ… 1　・… ［翫29
「　ゴ

第8同　3月24日　會議中

t

試験揚所 1二二刻 ［氣，膣（㎜の 1氣二半） 水二二力（mm）1 炭酸含量

二二内第1號 ．午後4時42分 758．0 20．7 ・　13．21

一
、

二二二二2號 同94時38分 758．0 2α5 13．72 13．52

穿 議山内第3號 同　4時34分 758．0 20．6 工3．29 15．73

掻揚内．第4號 同　4時30分・ 758．0 20．2 12．87 肱87

議揚内患5號 同　4時46分・ 758．0 2α2 12．9δ

一議腸内挙均 一
■　　　　　　　　　　　　　一

一 一
12．37

傍聴席第ユ號 同’5時2分 758．0 22．6 14．26 1482

－ 傍聴席第2號 同・4時58分 ・・ V58．0 一22．2 14．35

一傍書壇第3號 同　4時55分 758．0 22；2 14．26

一傍蕪席第4號 同　4蒔51分 75§．0 ．13ゆ0 10．27

凝滞席亭均
一 一 一 一

12．55
1畠層．・　　、 ’ら〒　　　「

備・考　 第7及第．8同の試験に於て炭酸の成績な訣けみものに槍盤蓮搬の際其容器な破損し試験な

　　　　施行し剥きりしものなり

　　　　　　　　　　　衆庶含．最層．．一覧表
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第3，5，6， 第4及8 第3乃至
試験揚所 第1同 第2同 第3同 第4同 第5同 第6同 第7同 第8同 及7の4 の2同 第8同の

同亭均亭均総亭均
議揚内第1號 7．40 6．34 9．16 9．89 10．80 1（L59 10．39

一
10．24 9．89 io．17

’議揚内第2號 9．26 5．32 1L61 12．61 15．87 10．62 13．52 ．　12。96 13．06 ．．13．00

議場内浦3號 7．93 6．61 1：L18 1鼠45 ユ2．72 13．08 10．40 15．73 11．85 14．09 12．59

議揚丙第4號 7．13 6．45 『7．91 7げ87 ユα97 10．32 9．42 7」8ア 9．65 ス87 9．06

議白丁第5號 9．80 6．48 8．69 i3．33 11．16 9．22 9．06
一　L■

9．53 13．3＄ 10．29・

議揚内亭均 8．30 6．24 層9．71‘
1玉23 12．30 11．39 「9，981 12．37 エ0．84 1180 ・11．16

傍認席第工號 9．60 6．33 12．27 ユ2．66 11．71 ユ6．31

一
14．82 13．43 13．74 1a55

傍聰席第2號 8．49 5．99 10．89 10．43 17．93 12．21 14．22

一
13．81 1043 13．14

傍細胞第3號 8．02 9．31 工0．48 11．89 13．90 14．92 14．32

一
13．41　　． 11．89 13．10

寸寸席第4號 12．62 1工．28 11．53 10．54 11．97 13．52 11．7＄ 10．27 12．19 10．41 11．59

二三席亭均 9．68 823 11．29 1138 13．88 14．24 13．42 12・55 1321 11．97 1象79

階上廊下第1號 9．76 r6．95 6．07
9　　一

6．24 7．47 6．70

一
6．62

一 一階玉廊下第2號 8．22 8．27 7．20

一
9．88 5／75 6．56

一
7．35

一 一階上廊下亭均 8．99 7．61 「6．64

一
8．06 6．61 6．63

一
6．99

一 一
階下廊下第1號 8．51 7．26 9．98

一
5．66 6．99

一
7．06

一 一階下廊下第2號・ 7．49 5．86． 8．04

一
8．51 6．70 7．27

一
7．63

｛ 一噛

階下廊下亭均 8．00 a56 9．01

｛
．7．08 6．84 6．44

一
牝34．

一 一
団　氣1 一1 ・7・i 5，50－

一1 副 副 …1－1・副一’レー

．3．空氣分布率

陣・同1第・同1糊陣・亜綱1第・回1第・剛高
議　揚　　内

陣　聴　席
直面船止嘉席

8821

84．84

86．02

94．11

74．85

80．50

86．11

94．62

88．30

83；26

92．14

88．26

87。06

85．32

88．96

85．80

90．35

85．45

94．07・

91．59

83．84

75．71

81．87

73．07

4．臭 慶

試瞼肝所 1第十 ．i第・同 1第・同 陣4同 1第・同 1第6同 1第・回 障8同

職揚縁第1號 1go％ 1　100％ 100％ 100％ 1　．100％ 』100％ 1QO％ ：’100％

議揚内第2號 1go％ 100％

一 一 一 一 一 一議幽幽第3盤

范g内用4號

100％幽

P00％

100％、

P00％

95％ 100％

Q1．
1　100％一　　　　　一

100％ 95％ 　100％

P　一
議町内第5號 100％ 100％

｝ 一
Il　　一

一 一 1一1 1

幽幽席第1號 工σ0％ 100％． s5％ 95％ 90％ 90％ S5％ 95％

傍聴席第2號 100％ 100％ 85％ 95％ 90％ 90％ ’90％ 95％

傍聴席第3號 100％ ユ00％， 85％ 95％ 95％、 85％ ．85％ 95％

傍聴席第4號 100％ 100％ 85％ 90％ 90％・ 85％ 85％ 95％

備　考　　會議中議蝪内謁瞼に零してに議席314號の後方に於てのみ施行也リ
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鎗21同12月白日、

　5　氣．

閉白白

動．

o

試鵬囲躍陣㈱剛躍1試三所ド躍睡験糊 1あ鍵

議場，内第1號

議揚内第2雛

等等子下3號

20吠

16i只

20限

議湯内第4號
．議揚、内旨，5号虎

．議三内弔：均

・29呪

16吠．

1駅

傍購席第1號

鰯席第2號，

傍出理非3號・

．，20択・．・傍聴席第4號　24興

17吸　　傍聴席平均渚、21吸．

22眠

第1同．2月25日

　6．、塵

醐會中

断．

　　　　・

若ﾙ瞬刻．

エ氣1立方眠
?ﾌ塵壌殿

空汁1「立方興申の塵挨鍛

試験揚駈 一麓／羅「合討
．．試験．見所

@　　「　L　．　・　P

試験盤刻
講1種：震陶

午後・2時35分一3β43 肉953

P，963

傍臆席第4號
T聰席．亭均　　　　■　　■

同　3時45分 2，477・　　　128
R，651，171

2β05・

R，82　’

議掛内・第、1號一

c門内第2號

c揚内第3號
c町内第4號’議場内第5號

M血内・亭均・

同　2時45分

ｯ　2時50分

ｯ、3時0公
ｯ　2時40分

1，793

Q，477

T；G81

D． Q，929

　　1，110

@　　170
@　　598
P，鎚．59S

@　　598
@　　615

3，075

Q，050

T，679

R，544

階上廊下第1號．

K上廊下第2號

K上廊下亭均

伺　4時50分

~　4時55分

@一　　　．

41953

T乳487

　　「E6，021・256

@　　982
@　　619

6，277，

T，935「

U，106ゴ
㌧1

傍聴席第1號
T聴席第2號，、曲論第3號

同　3時2δ分

ｯ　3時30分

ｯ　3時35分

5，252

S，099

Q，776

128

Q14

f214

5，380

Sβ13

Q，990

階下廊下第1帯同　4時0分

K下廊下第2號．同　3時55分

K下廊下平均　　一

9，522

S，868

V，195

1，324

P28

V26

10，846ご

S，996．｝

V，921㌧’

　備．考　　屋外路面乾燥す

第2回B丹27日上騰中
空氣1立方灰
¥の塵埃籔

空氣1立方味『
¥の塵挨殿

r「

A

試瞼隠所 試瞼時刻
講雛i舗1

紅霞揚所 試験時刻

講離陶
鱒席挙均1－　1・67・1・9・11る・6・

三

議揚内記1號

c揚内寸2號

c揚内第3回

c三内第4回
c寺内第5號一議町内平均

午後2時0：分

ｯ　2暗20分

ｯ　2時15分

ｯ　2時7分
ｯ　2時5分

@一

3，459

R，800

R，843

R，971

R，459

R，706

3．5441

S，270

S，441

S｝398

R5587

S，048

階止廓下第1號

K上廊下第2號

件纔L下干均、

同　2時三分
ｯ2麟分一

7β44

R，544

T，444

342

Wり7

U20

7，686

S，441“

U，064』

9，821，854 10，675階下廊下第1號

K下廊下第2號

K下廓下亭均

同　塒4τ分

ｯ　2時与Q分

@一

3，808

E6，815

蹴59＄ 4，150＝’

D7，413』 o
7傍聴席第1號

V席第2號き傍聴席第3脱‘傍蕪三三4號

同　2時3q分

ｯ　2時35分

ｯ　2時40分

ｯ　2時45分

4，057

S，782

R，032

Qβ18

427

V69

P28

ﾜ56

馬484

fδ，551

R｝160

E074

外　　　　氣 伺』2時59分 4，270 2，135 6，405

’備　考　　屋外路面乾燥す
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第3同3月12日回議中
空氣1立方船
?ﾌ塵填脚

空汁1立：方吠

?ﾌ塵喚鍛
試瞼掴所 試験時刻

磯雛陶
試瞼揚所 試験時刻

艦齢胸臆
画一均1－　1・剛1副・2・9・8議州内第1四

�g内第2號

c嬉遊第3號
糾藷熨謔S號

c揚内隠5號

c揚内壁均

午後2時0分

ﾚ　2時5分
ｯ　2時7分
ｯ　2時10分

ｯ　2時30分

6，490

X，13S

U，917

P1，273

V，686

W，301

1，024

P，196

R42

Q，050

U83

P，059

牌10，3347，25913，3238，3699，360

階上廊下第1號

K上廊下第2號

K上廊下曲論

同　・3時17分

ｯ　3時15分

2，904

R，737

　　　726
獅T69，128

@　　427

3．63

S，697

S．16

階下廊下第1號

K下廊下第2號
晧下廊下血判

同　3時20分

ｯ　3時25分

7，686

T2629．

U，658

8548，540

X85，727

S767．13門門下野1號

T聴席第2號
T麺惑席第3號

T聡席第タ號

同　3時10分

ｯ　3時7分
ｯ　3時5分
ｯ　3時0分

9β21

U，320

P2，212

P8，361

854

@854
P，196

f2，050

10，675

V，174

P3，408

Q0，411

外　　　　氣 同　3時45分 13，664 ・3，416 17，080

備　考　　屋外路面漏潤す

第：4同3月12日會議中

野賞揚所　　試験時刻

空子1立方灰
中の塵換鍛

購雛陶
試瞼揚所　　試瞼時刻

　空車1立方灰
　中の塵埃薮

講講合計
議場内蓋1號 午後4時35分 15，372 1，281 16，653 翌翌席第1號 同　5時13分 11，671 854 12．52

画面内第2號 同　5時0分 4，313 384 4，697 傍嘉席第2號 同　5時12分 9β94 1，193 10，587

議揚内山3號 同　4時50分 5，124 854 5，978 傍嘉席第3號 同　5時5分 7，344 342 7，686

議揚内第4號 同　4麟5分 ＄，198 1，ユ95 9，393 傍嘉席第4號 同　5時10分 11，956 1，138 13．09

議揚内第5號 同4時40分 15，656 1，281 16，937 傍蕪席亭均
　

10，091 882 10，973

下馴内平均 一
9，733 999 10，732

　備　考　　屋外路面灘潤す

第5同　3月14日，會雪中
空氣1立方眠 空氣1立方i只

試験時刻
中の塵挨販

試験揚所 試験時刻．
中の塵埃殿

試験揚所
講購合計 罐薩州舗

堅甲内学1號 午後4時10分 7，686 1，196 8，882 階上廊下第1號 同『3時25分 16，909 1，281 18．19

豊里内第2號 同　3時58分 3，843 256 4，099 階上廊下第2號 同　3時26分 6，149 683 6，832

議揚内寸3號 同　3時57分 15，116 683 15，799 階上廓下卒論
一

11ゴ529 982 12，511

議場内鼠4號

誧?煌|5號

c揚内懐均

同　3時55分

?@4時7分

16，226

P3，237

P1，222

1β66

S27

V86

17，592

P3，664

P2，008

階下廊下第1號

K下廊下第犠

K下廊下李均

同　3時20分

O　3時23分

15，799

R，928

X，864

1，110

R42

V26

L6，909

S，270

P0，590

傍嘉町勢1野

]聴野臥2號

T聴席第3號

T蕪席第4號

同　3時30分

ｯ　3時28分

ｯ　3時34分

ｯ　3時35分

42，102

P4，518

P5，713

S6，286

　811

ES54

@512
@854

42，913

P5，372

P6，225i』

@　「S鴇1401

海猫課室内
�v繰前廊心

O　　　氣

同　4時18分

ｯ　4時18分

ｯ　3時35分

4，355

U，S20

　　　427
P，793，256

@　3，200

4．78

Q，049

P0．02

二二席亭均 一
‘29，655 758 30．4131

備　考　　屋外路面乾燥す
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．第6同　3月17日　會議中

「　　　　　．

詞ｱ揚所 試験暗刻

空氣1立方吠
?ﾌ塵埃数 試験揚・所

空氣1立方灰．
?ﾌ麟数

程劃羅1合計
試験時刻

講薩劃合計

掻揚内画工號 午後ε時20分 6，184 256 6，440 鱗席平司
一

i・剛．咽・劣88

議題内題2趣

|畢内第3號

c三内第4號
c揚内第5號

同　3時12分　　　　　9同　3時10分

ｯ　3時5分　　　　曽

ｯ　3時25分

3，245

P2，041

V，942

　　　512

@　1，110

@　　854
T，551層 V69

．2，756

P3，工51

W，796　・

ﾖ6，320

階上廊下第1號

K上廊下第2號』階上廊下挙均

同　2時37分

ｯ　2時35分

工1，102

Vβ44

X，223

1，366

T55

X61

12；468

U899

P0．18

＊

議場内白白 一　’
β，993 700 7，693 階下廊下第1號 同　2時30分 16，226 1，452 17，678

1
傍i徳席第1號

T聰席第2號

伺　2時38分

ｯ　2時40分

12，041

Q0，496

769

R，416

＊12，810

ﾜ3，9121

階下廊下第2號

K下廊下平均

同　2時27分 14，518

P5，372

2，050

R，751

16，568

P7，123

傍聰席第3二

ﾖ謡曲第4號’

同　2時45分

ｯ　3時0分

11，10睾

Q5，600

　512
Q5，600

　　1 外　　　　氣 ・同．3時30分 8，113，854 8，967

　備考　　屋外路面乾燥す

第7同’3月24日會議中

試験揚土 試験時刻

空氣1立方眠中の塵挨数

r試験揚所

空嘔エ立方灰
?ﾌ塵十干

醐雛陶
試験時刻 一　　　　　　　　一　　　　　　　｝

蛯P灘i合計

議三内第1號

��熨謔Q號

��熨謔R號

��熨謔S號

��熨謔T號

c揚内干均

午後3時35分

ｯ　2時琴0分

ｯ　2時28分

ｯ　2時25分
D同　2時33分

4，185

R1416

S，697

T1209

P0β33

T，568

342

D427

S27

T98

?Q8ユ

U15

4，527

A3，843

T，124

T，807

P1，614

U，183

階上廊下第1號

K上廊下第2號

K上廊下血忌

同　2時0分

ｯ　2時3分

7，5151，2S1

X697卜・512
@　　897邸061

8襲796

T，幻9

V，063

階下廊下第1號り同　2時15分

K下廊下第2三下．2睡18分

K下廊下亭均　　一

9，223

R；160

U，192

，256

X15

1574110，797

@　3，416

@　7，107
鰻席第1劇同2時8分舗聯2劇同塒扮

蝸ﾙi山盛臨席誓詞　一一

9，906

T，551

S，6ユ2

U，320

U，597

769

S27

T12

Q56

S91

10，675

T，978

T，124

U，576

V，088

會計課室．内

�v課前廊下

同　5時10分

ｯ　5暗12分

5，551

U，234

342

T98

5，893

Uβ3

外　　　　氣 同　3時38分’ 5，209 633

f

5，892

備考』

第，8『同

屋外路面滉潤す

議七二床上撒水直後

3月24日．會弩弓、

試瞼揚所

三州』1立．方灰　1

¥の塵挨鍛 　●

若ﾙ揚所 試瞼時刻

空氣1立方灰，
?ﾌ麟鍛．試験時．刻

離薩機殿 莚雛劃韻
議揚内第1號

議場内心2號
議揚丙第3十

二二軸第4號

議揚内第5二

戸揚内挙』均

同　　　5時…0分　　6，149

同　 4時…57分　 5，209』

同’4時55爾6；576

同　 4時…50分　S，882

同5時5分13，664
　－　　　　8，096

633

・760

．蜘

512

512

546

6，S32傍懸席第1號　同　4時30分　8，711，

5・978傍聴席第2號’1同．幽．4時32分8β69

6，832傍聴席第3號　同　．4時％分　．7，088，

9，393傍聴席第4號　同．4時37分15，030．

14；176傍聰席亭均’　　一　　　　9，800

8，642

683

427

427

516

513

9，394

’8，79

、7，515
　　　　

15，546

10，313
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備　考　　屋外路面混潤す

　　　　議三内床上稻灘潤す

附詑　　葡表中菅印な附厄る’ものに極めて微細の塵埃な多鍛存在し之か全高数の算幽殆ん零不可能なり

しな示す

塵埃歎一覧表
第1上 総　　数

し

襲 試験揚所 1第珂 1第・同 第3同
1．第・同

第5同 陣・同 第7同 1第・同．

議場内第1號 先953［ ．3，544 7，514 16，653 ’　8，882 6，440 4，527 6，832
き

議揚内第2號； 1，963 4，270 10，334 4，697 4，099・ 3，756 3，843　　ず 5，978

解離内第3號 3，075 4，441 7，259 5，978 15，799 13，151 5，124 6，832

≧ 議揚内第4號 2，050 4，398 13，323 9，393 17，592 8，796 ．5，807 9，393
疏

議閣内第5號 5，679 9，587 8，369 16，937 13，664 憩6，320 11，614 14，176

議揚内亭均 3，544 4，048 9，360 10，732 12，008 7，693 6，183 8，642
・

傍薙席上1號 5，380 4，484 10，675 12，525 42，913 菌12，810 10，675 9，394
；

盤上席上2號 4β13 5，551 7，174 10，587 15，372 23，912 5，978 8，796

3 傍懸席上3號 2，990 3，160 13，408 7，686 16，225 1ユ，614 5，1卑4 ．7，515

二士二丁4號 2，605 3，074 20，411 13，094 47，140 51，2σ0 6，576 15，546．

傍聴席亭均 3β22 4，067 12，918 10，973 30，413 24，884 7，088 10，313
1

階上廊下第1號 6，277 7，686 3，630

一
18，190 12，468 8，796

一
i

階上廊下第2號 5，935 4，441 4，697

一
6，832 7，899 5，209 』

階上廊下亭均 6，106 6，064 4，164

一
12，511 10，184 7，003

一
r 階下廊下第1號 10，846 10，675 8，540

一
16，909＝ 鱒17，678 10，797 9一

階下廊下第2號 4，996 4，150 5，727

一
4」270、 16，568 3，416

一匙

1階下廊下亭均 7，921 7，413 7，134

一
10，ろ90 17，123 7，107

一
ノ

外　　氣・1
一

1色4・・ 卜瓦・8・ i一 1・α… 1鰯7 h8921
一

一2表 李均雌

廃曲暗所

議翻印第1號

議揚内第2號’

議三内第3號

議揚内第4號

「議三内第5號

議場内亭均

傍聴席第1號

傍蕪席第2野

曝聰席第3號

有機性塵（綿塵i蜜）

第3，5，6

及7の4同
亭　　均

6，121

4，911

9，693

10，163

9，202

8，Q18

18，468

11，721

10，910

第4及
8の2訳
了　　均

10，761

4，761

5，850

8，54，

14，660

8，914

ユ0ゴ191

8，S82

7，216

第3乃至
第8同の
総李均

7，678

4，861

8，412

9，622

11，021

8，319

15，709

10，775

9，679

無機性塵（砂塵等）

第3，5，6

及7り4同
工　　均

705

598

626

1，217

790

787

801

1，388

683

第4及
8の2同
亭　　均

982

577

55ろ

S54

897

772

769

810

335

第3乃至
第8同の
纏亭均

797

591

612

1，096

826

7S4

790

】，195，

584

合 計

第3，5・6

及7の4同
亭　　均

6，841

5，058

10，333

11β80

・9，992

8，811

19，268・

13易109

11，593

第4及
8の2回
干　　均

11，743

5，0S8．

6，405

9，394

15，5δ7

9，637

10，960

9，692

7，601

第3乃翌
第8同の
総平均

8，475

5，451．

9，024

10，71S

11，847

9，103

16，499

11，970

10，262’
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有機性塵（綿塵等） 無機性塵㊥塵等） 合　　　　計’

試瞼揚所
第3，5，6
y7の4同亭　　均

第4及8の2同

?@　均

第3乃至
謔W同の
高yF均

第3，b，6

y7の4同
ｽ　　均

第4及第3乃至8の2同第8同の

焉@　白総亭均

第3，5ゴ6
y7の4同亭　　均

挙

第4及第3乃至；8の2同第8同の1　　・均一亭均1

傍聴席第4號

T嘉席亭均

24，142

k16，310

13，493』9，946 20，592

P4，189

7，190

Q516

827

U98

5，069 31，332

P8，826

14，320

P0，643

，珍5，661

P6，098

階上廊下第1號

K上廊†第2號

K上廓下亭均

9，608

T，690

V，649

一一
9，608

T，690

f7，649

1，163’　　　・469816

一一
1，163

S69

W16

10．771’

U，159

W，465

一一
10，771

U，159

W，465

．階下廊下卸號

K下廊下第2號

K下廊下準均

11，234

U，809’

X，022

一．門
11，234

U，809

X，022

1，247

U86

X66

一一
1，247

U86

X66

13，481

V，495

ｨ0，488

一一

黶D

13，481

V，495

P0，488

愛

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　搾

7．細 菌

（1）　室蘭1立方米中の丁数

第1，同　2’月25日　閉一中

、

培 養　　2 日 培 養「　5 日

’試瞼鵜川 試瞼時刻
分裂菌1糸状一合 計 分裂菌i糸｝聖血1合 計・！

議揚西第1號 午後2時35分 300 200 500 2，200 700 2，900

議同町第2號 同　2時45分 ．2，300 2，400 4，300 500 4β00
～

議揚内第3號 伺　2時53分 2，000 300 2，300 5，300 2，100 7，400 ｛

議揚丙第4號 同’3時0分 1，700』 400 2，100 5，SOO 700 6，500
…

議揚内第5號 同　3時1q分 』1，100』 100 ユ，200 4，900 ユ，000 5，900

議揚内亭均
一

1，480 220 1，700 4，ろ00 1，000 5，500
ゴ

傍賠席第1號 同　3時18分 1，300 0 1，300 4，200 20σ 4，460

傍嘉席第2號・ 同　3時26分 2，30D 200 2，500 9，300 400 9，700 き

傍蕪席第3號 同　3時35分 12，500 700 13，200 25，000　’ ］，600 26，600
’

傍聴席第4號 同　3時48分 2β00 500 3，000 15，100 1，500 16；600

傍聴席平均．
一

4，650 350 52000 13400 925 14β25
｝

P

二

陣上廊下第1號 、同　3時56分 2，500 500 3，000 9，300 層　1，900 11，200 ∫

階上廊下第2號 同　4時5分 3，000 200 3，200 ユ2．900’ ］，100 ’14，000

藷

階上廊下亭均
一

2756 3bo． 3，100 U，100 1，500
．’L－奄Q，600

●

階下廊下第1號． 向　4暗13分 1，700 400 2，100 4，500 700 5，暑00

階下廊下第2號 同　4時21分． 1，000 0 1，000 3，500 700’． 4，200
辛

階下廊下挙均
｛

1，350 ‘200 1，550 4，000 700F 4，700
き

外　　　　氣 1一　一 ｝
［一 ［一 ／一 「ドー

4

第2同　2月吻7．日　閉講中
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’培 養　　2 且 培 養　　5 日　．

試瞼台所 試験時刻
分裂菌i糸妖菌［合　’計 分裂菌國 P糸胱菌1合』 計

二二内第1號 午後2時0分 1，300 0 1，300 6，100 800 6，900

議事内典2號 同　2時8分 900 0 900 1，600 1，400 3，200

議瘍内第3號 同　2時15分 1，800 300 2，100 2，100 600 2，700

議下階第4號 同　2時24分 800 200 1，000 3，600 600 4，200

言揚内第5號 同　2時33分 1，200 300 1，5CO 6，900
」1，200

8，100

議場内題均
一

1，200 160 1，360 4，100 920 5，020

傍聴席第1號 同　2時43分 i珈・ 100 1，800 4，900 300 5，200

傍薙眼識2號 同　2時50分 ［　　200 100 300 2，000 300 2β00

傍聴席第3號’ 　　　，ｯ　2時58分 1，000 100 1，100 3，800 600 4，400

傍i徳二丁4號 同　3時7分・ 700 300 1，100 8，200 1．300’ 9，500

傍聴席亭均
一

900 150 1，500 4，725 625． 5，35Q

階上廊下第1號 同　3時15分 2，200 200 2，400 5，900 1，300 7，200

階上廊下第2號 同　3時23分 2，000 G 2，000 6，200 400 6，600

階上廊下干均
一

2，100 100 2，200 6，050 850 6，900

階下廊下第1號 同　3時31分 2，100 400 2，500 15，700 1，900 』17，600

階下廊下第2號 『同　3時39分 900 100 1，000 4，700 1，100、 5，800

階下廊下平均
一

ユ，500 250 1，750 1Q，2QQ 1，500 11，700

外　釧 同　3時48分 陪…1 200 1客…1 偽…1・ L…1 8，200

第3回　3月12日　會議中

試験揚所 試験時刻
培 養　　2 日 培 養　　5 日

分裂劇糸旧劇合 計 分裂菌1糸駅菌1合 計

議三内第1號 午後1時49分 4，500 300 4，800 9，100 1，300 10，400　－

議了内第2號 同　1時56分 1，500 ，500 2，000 4，000 1，800 5，800

幅下内第3號 同　2時3分 1，900 100 2，000 6，70G 400 7，1◎0

議下燃第4號 同　2時10分 2，SOO 300 3，100 8，300 700 9，000

二三二丁5號 同　2時19分 2，400 500 2，900 5，100 1，100 6，200

議揚内証均
一

2，620 340 2，960 6，64D ユ，060 7，700

髄膜第1劉
蜩?遠蜚v劃

同　2時27分

ﾚ　2時35分

ｯ　2時43分

ｯ　2時51分

　　7，000

@　4，600

@17，900．

@　9，300
P・…

1β00

X00

P，100

V00

P，000

8，300

T，500

P9，000

P0，0CO

P0，700

21，800

X，600

Q9，400

Q4，600

Q1β50

1，400

P，100

P，500

P，100

P，275

23，200

H0，700

R0，900

Q5，700

Q2，625

階上廊下第1號 同　3時23分 4，900 ユ，000 5，900 8，500 1，300 9，800

階上廊下第2號 同　3時32分 2，200 1，000 3，200 6，700 1，000 7，700

階上廊下李均
一

3，550 1，000 4，550 7，600 1う150 8，750

階下廊下第1號 同　3時0分 6，100 900 7，000 10β00 900 11，200

階下廊下第2號 同　3時10分 2，600 600 3，200 6，300 700 7，000

階下廊下準均
一

4，350 750 5，100 8，300 800 9，100
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試験棚 試験時刻
培　　養　　2　日

．分裂菌i糸胱菌i合 計寸裂薗・緑言合
培　　養　　5　日．

計

外 藩・1午後・麟分卜瓠…1…1翫…1・・9・・t

第4，同 3月12日　會議中

50P1蜘0

試験留所 野冊時刻・
培 養　　2 日 培 養　　5 口

分裂劇糸状引合 計 分裂菌［糸状菌［’合 計

議二二第1號 午後4時20分 3，000 600 、3，600 10，200 1，500 1］，700

・議二二第2號 同　4時30分 2，400 600 9，000 10，100 700、 10，800

二二内第3號 同　4時4q分 3，400 200 3，600 ユ3，900 2，000 15，900

議二二第4號 同　4時48分 2，600 300 2，900． 5，400 900． 6，300

二二内第5號 同　4時57分 1，500 ユ，600 3，100 9，200 1，300 10，500

議揚内亭；均
一

3，225 825 4，050 12，200 1，600 13，800

傍聴席第1號 同　5時9分 7，100 700 7，800 15，300 900 16，200

霊徳席第2號 同　5時17分 2，000 0 2，000 3，700 400 4，100

二二席第3號 同　5時25分 10，800 1，800 12，600 12，600 SOO 13，400

二二席第4號 同　5時33分 12，500 2，800 157300 24，400 ．4，900 28，700

傍蕩席亭均
一

8，100 1，325 9，425 ユ4，000 ］β00 1与，600

第5同　3月ユ4日　白白中

培 養　　2 日 培 養　　5 「H 、

試験揚所 試1瞼時刻
分裂劇糸状劇合 計 分裂菌i糸状菌1合 計

二二内第1號 午後4睡20分 ’　4，000 3，400 7，400 15，900 12，600 ・28」500

二二内第2號 同　4時37分 2，300 400 3，700 11，800 8，000 ユ9，800

二二内第3號 同　4時44分 1，700 窺oo 1，900 21，500 1，900 23，400

二二内第4號， 同　4時53分 1，700 300 2，000 10，700 2，100 12，800 ｝

議場内第5號 同　5時2分 1，600 100 1，700 11，300 5，900 17，200

議揚内歯黒 一
2，260 880 3，140 14，240 6，100 20，340

傍聴席第1號 同　5時12分 5，400 600 6，000 25，200 2，900 28，100

二二席第2號 同　5時20分 8，800 1，700 10，500 9，200 15，000 24，200
F

．傍悪席第3號 同　5時30分 4，300 400 4，700 28，600 4，800 33，400

傍聴席第4號 同　5時38分 10，600 1，400 12，000 17，100 6，300 23，4QO

．傍i聯二二　1

一
7，275 1，025 8，300 20，025 7，250 27，275，

階上廊下第1號 同　6時5分 7，000 2，300 9，300 16，000 7，500 23，500

階上廊下第2號 同　6時14分 玉，800 700 2，500 7，100 盆，100 9，200

階上廊下挙均
一

4，400 1，500 5，900 11，550 4，800 16，350

’階下廊下第1號 同　5時47分 亀600 400 3，σ00 12，600 3．000・ 15，600
P

階下廊下第2號 同　5時54分 2，200 ユ，600 3，800 6，000 8β00 14，300

階下廊下亭均
一

2，400 1，000 3，400 9｝300 5，650 14，950

外　　　　氣 i同・時・・分1 i… ユ，300 ・名…1 為5・・1
13，800
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第6回　3月17日　會議中

培 養　　2 日 培 養　　5 口

試験：丁丁 試瞼時刻
分裂紅糸駅劇合 計 分裂菌1糸状菌t合 －計

議揚内帯1號 午後3時15分 2，000 500 2，500 】4，500 1200 15，700

議揚内第2號 同　3時24分 1，700 300 2，000 12，100 1，000 ’13，100

議磁壁第3號 同　3時31分 1，800 4ら0 2，200 10，800 2，100 12，900

議揚内第4號 同　3時38分 5，000 300 5，300 20，400 2，100 22，500

議揚内第5號 同　3時46分 1，400 100 】，500 15，400 3，400 18，800

議揚内勤均 一
2，380 320 2，700 14，640 1，960 16，600

傍聴席第1號 同　3時55分 2，800 100 2，900 17，700 工，500 19，200

傍聴席第2號 同　4時8分 2，0GO 200噛 2，200 11，300 60G 11，90G

傍聴席第3號 同　4時15分 1，800 400 2，200 11，100 1，100 1珍，200

傍聴席第4號 同　4時22分 1，100 0 1，100 7，200 600 7，80b

傍熱席準均
一

1，925 175 2，100 11，825 950 1ρ，775

階上廊下鳶1號 同　4時30分 4，100 200 4，300 17，800 1，700 19，500

階上廊下第2號
　！
ｯ　4時37分 コ，200 300 1，5GO 10，200 1，300 11，500

階上廊下準均
一

2，650 250 2，900 14，000 1，500 ］5，500

階下廊下第1號 同　4時45分 4，700 600 5，300 21，500 1，600 23，toσ

階下廊下第3號 同　4時52分 2，300 300 象，600 9，4eo 900 】0β00

階下廊下李均
一

3，500 450 3，950 15，450 1，250 16，700

外　　　　氣 1同5時・到 亀…1 400
［

a…1．・1訓 ・・叫
22，600

第7同　3月24日　會議中

試瞼時刻
培 養　　2 日 培 養　　5 日

試験丁目　　　　　o

、分裂劇糸状菌1合 計 分裂菌／糸駅菌1合 計

議揚内子1號 午後2時44分 13，600 400 14，000 55，000 2，100 57，100

議町内第2號 同　2時52分 8，800 200 9，000 38，600 1，000 39，600

議揚内第3號 同　2時59分 8，800 400 9，200 48，900 1．700’ 50，600

議揚内第4號 同　3時7分 3，700 0 3，700 23，600 100 23，70（｝

議論内第5號 同　3時14分 13，400 400 13，800 52，900 800 53，700

議揚内平均
一

9，660 280 9，940 43，800 一1，140 44，940

傍i即席第1號 同　2時21分 12，000 100 12，100 60，700 700 61，400

傍蕪席第2號 同　2時13分 16，500 1600 17，100 28，500 ・1，200 29，700』

傍聰席第3號 同　2時28分 ユ5，600 300 15，900 36，200 1．500’ 37，700

傍蕗席第4號 同　2時36分 42，200 800 43，000 121，000 ・2，1001 123，10σ

傍聴席干均
一

21，575 450 22，025 61，600 1，375 ・62，975『

階上廊下第1號 同　1時58分 11，100 100 11，200 23，200 800， 24，COO

階上廊下第2號 同　2時5分 8，800 400 9，210 28，900 ．　1，600 30．5001

階上廊下亭均
一

9，950 250 ．10；200 26，050 ’　1，200 ・27，25σ

階下廊下第1號 同　1時41分 5，800 501 6，300 10，800 1，000 11，800

階下廊下第2號 同　1時50分 昏700 2，400 9，100 18，300　『 ・4，000 　、Q2，30σ

◆
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試瞼揚所 ・試射時刻
培　　養　　・2　日 培・　養　、5　割

分裂菌1、糸；伏工1合　計分裂菌［糸状菌4合　計
，階下門下鞠1 1・25・『［脚1脚1聯・1・…｝・物・5・

外 剰午後・時22到・a…1珈・1・⑥…1、26脚・1・鋤1．・＄…

第＆同　3月24日　評議中・

培 養　　2 ・H ・培 養　　5 H
試査隠所 試験蒔刻 分裂劃糸；町彫合・ 計 分裂菌1糸駿菌．1合・ 計

’議揚二軍1號 午後4時56分 ．2，600 0’ 2，600 21，800 500 牙2，300

　　　　　、c揚内申2號 同　5時4分 、5，300 0 、5，300 ’17，300 1，2QO 18，500

議腸内第3號 同　5時11分 5，300 ．500 5，800 16β00 700 、17，000

議揚内第4號 同　5時18分 7，200 1，500 8，700 20，400 3，000．－ 23，4qo

議場内第5號 同　5時25分 3，600 500 4，100 17，900 900 18，800

議鞘鳴亭均
一

4，800 500 15，300 18，740 1，260 29，000
馴

傍髄席第1號’ ．同．4時25分 6，800 300 「7，100 21，400 ．　1，700 23，1qo

傍席懸第2號 同　4時34分 ．5，400 100 ．5，500 22，400 600 23，000

傍聰席第3號 同　4時41分 15，200 500 15，700 48，200 1，ゴ00 49，400

傍二二第4號 同　4時48分 8，700 500 9，200 ’20，200 、　1；300 ‘21，500

傍聴席挙均 ‘一　、 層9，025 350 9，375 28，050 ’　1，2σ0　』 29，250

（2）　種4吋ペトリー壷中に於ける落下菌歎．

第11司　2月25日　閉門中

2’ 分　，間 ・露 ∵出 5 分 間’ 露 出

培養2H
1 培養5日 培養2日 1 培養5日．試験揚所 試験時刻 盆響騰琴［ 合許 「欝裂1翻 合計 干裂騰紫1 合計

！塞裂i書状／合計

議揚内第1號 午後2時35分 13 0 13 、17 3 20 23． 3 26 33 5 38

議閣内第2號 同　2時45分 11 ．0、 11 33 Q 33 20 3， 23 磁 3　・ 47
「

議揚内開3號 同　2時53分 34 2 36 47 6 53 54 7 61 145 ．7 152

議揚内開4號 同　3時0分 19 6 25 46 7 53 33． 3 36 45 6 51

議閣内第5號 伺．3時10分 34 0 34 58 3 ．61 35 2 37 80 5 s5

議瘍内編均・
一

22．2 1．6 23＄ 402 3．8 侶 33 3．6 36．6 69．4 5・寧 74．6・

・傍偲席第1號 同　3時18分 21 3 24 34 5 39 96 3 99 115 6 121

傍麟1第2號 同　3時26分 327 6 333 344 21 365 433 12 445 443 16 459

傍聴席第3鱗 同　3時35分 415 9 424 464 26． 490 516 47 563 632 62 694‘

鰯惑三二4購・ 同　3時48分 275 17 292 314 30 344 322 真9 341 346 ％ 370’

傍聰席亭均
一

259．5 8β 268．3 389 20．5 309．5 341．8 20．3 362 384 27． 411

階上廊下第1號 同　3時56分 87 ・3 90． 107 9 116 156 7 163 181 16． ユ97

階轟廊下第2聯 同　4時5分 86 0 86 115 6 121 89 2 91 87 5 92

階上廊下李均
一

86．5 1．5 88 111 7．5 118．5 122．5 4．5 127 134 10．4 144．5・

麟廊下第・號1同・時・3到23・1・ 123・ 12331・6 俘・・ 圖・ 1陣’3・・」・9 1397
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2　分　　間　　露　　出 5　分　　間　　露　　出

離瞼揚所　　試瞼時刻． 培養2日　1培養5日 培養2日　！培養5日
審裂1翻舗1劉翻合計歴日状i舗1翻降臨

階下廊下第2號

K下廓下挙均

午後4時21分 62

H46．5

24 64

P50．5

430

R31．5

611
燭342．5 107

Q22．5

．7

U．5

114

Q29

139

Q58

13

P6．5

152

Q74．5

第：2回．2月27日　閉會中

2 分　　間 露 出 5 分 間 露 出

試験揚所 試瞼時刻 培養2日 培養5日 培養2日 培養5ロ
盆裂翻合計 1書裂翻 合計’ 書裂1雷状1

合計 1翻雷状陶

議揚内第1號 午後2時0分 29 6 35 37 10， 47 27 5 32 45 6 51

議揚内第2號 同　2時8分 26 2 28 40 5 45 28 12 40 49 13 62

議場内第3號 同　2時15分 13 2 15 20 2 22 84 5 89 133 10． 143

議揚内第4號 同　2時24分 37 12 49 55 12 67 37 3 40 51 6 57

議揚内第5號 同　2時33分 84 6 90 110 10 120 153 9 162 173 16 189

議湯内亭均
一

37．8 翫6 43．4 52．4 7．8 60．2 65．8 6．8 72．6 902 10．2 100．4

傍聴席第1號 同　2時43分 187 17 204 266 i・9 285 476 16 492 558 35 593

傍i穂席第2號 同　2時50分 61 6 67 83 10 93 89 13 102 107 14　・ 121

傍聰席第3號 同　2時58分 227 9 236 276 16 292 308 13 321 385 20 405

傍i仁摩第4號

T聴席平均
同　3時7分 69

P36

28．5 71

P44．5

、器、臓5　　1 102

P93

84

Q39．3

311．3 87

Q50．5

111

Q90．3

618．8 117

R09

階上廊下
?Q圭麗講　　　　　　1

同　3時15分

ｯ一聾123分

112

V3

X2．5

957 121

V8

　　1132

@　1…g％t聯

16

X12．5

148

P10

P29

82

P66

P24

14

V10．5

96

P73．

P34．5

131

P74

P52．5

52113 136

P95

P65．5

階下血梯・馴同

搖Ii同＿
3時31分

R時39分

196

T4

P25

957 205

T9

P32

275

W2

P78．5

10

P9

P4．5

285

P01

P93

538

W7

R12．5

33
V20

571

X4

R32．5

555

P29

R4．2

33

P2

Q2．5

588

P41

R64．5

外　　副司 ・時・・到271・ 134 國・ 1 37 1鵬
1・・ 1・・8 1・7・ 12

｝・83

第3同「3月12日’會秘中

2． 分 間 露 出 5 分 間 露 出

培養2日 培養5日 培養2日 1 培養5日試瞼揚所 試瞼時刻
劉欝状i 合計 1書評翻 合計

書裂t欝状1
合計 i翻鮒舗

議揚内第1號 午後1時49分 31 6 37 52 7 59 65 5 70 76 9 85

議場内第2號 同　1時56分 21 6 27 28 7 35 121‘ 5 ユ26 168 6 174

議揚内野3號 同　2時3分 70 3 73 110 5 115 117 0 117 117’ 5 122

議揚内第4號 同　2時10分 72 5 77 118 6 124 213 7 220 271 10 281

議揚内応5號 同　2時19分 61 9 70 62 9 71 171 10 181 175 13． 188

議揚内顧均
一

51 53 56．8 74 6．8 80．8 137．4 5．4 142．8 161．4 8．6 170

傍聴席第1號 同　2時27分 230 10 240 322 10 332 476 9 485 541 10 551

傍講席第2號 同　2時35分 154 5 159 201 6 207 314 7 321 373 13 386
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2　分　　間　　露　　出 ・　分　　間　　露　　出

試験適所 試験時刻
培　養　2　日　　　1　　培　養　5　日 培養2日’［培養5E

劉鮒舗i陰欝状i合計 総意舗1鋼酬倒
傍嘉義血3貌

T熱席第4號
T熱席ユド均

午後2時43分

ｯ　2時51分

546

E79

Q5a3193

1912 556

X1

Q61．5

693

Q73

R72．3

12

P3

P0．3

705

Q86

R82．5

587

R92

S42．3

7139．0 594

S05

S51．3

847　10

S8i　13

T60，311．5

847

S94

T72

階上廊下第1號同　3時23分1階上廓下口2號同　3時32分・

K上廊下亭均　　一

73

P29

P01

777 80

P36

P08

112

P60

P36

9109．5 121

P70

P45．5

166

P68

P67

13

U9．5

179

P74

P76．5

199

Q06

Q02．5

14

V10．5

213

Q13

Q13

階下廊下第1號

K下廊下第2號

K下廊下亭均

同　3時0分

ｯ　3時10分

．104

R7

V0．5

』13

Q乞5

117

R9

V8

122

R9

W0．5

13

Q7．5

135

S1

W8

259

W7

P73

798 266

X6

P81

294

P26．10

Q10．11

12 304

P36

Q21

1

外　剰同・時45到…1・・　14231・・4・・1…1・1・・7　　1・7・［385　　　　　　　1467レ i

第：4同　3月12日　會議申

2　分　　間　　露　　出 5　分　　間　　露　　出

試験揚油 試瞼時刻
培　養　2　目　　　1　　培　養　5　日 培　養　2　日　　　　1　　歩口　養　5　H

劉鮒舗1鮒酬舗 斜劉舗1鮒半弓
面面内鼠1號

c面内第2論

c面内第3論

c揚内証4論

c面内第5論

c揚内層均

午後4時20分

ｯ　4蒔30分
ｯ　4時40分

ｯ　4時48分

ｯ　4時57分

@一

98

T4

X1

U1

P22

W52

63636生8 104

T7

X7

U4

P28

X0

164

T6

P33

U3

P73

P17お

7510677ρ 171

U1

P43

U9

A180

P24£

196

P29

Q24

P71

P74

P78β

】2

R71077β

208

P32

Q31

P81

P81

P86し6

216　』12

P39　5

Q80　7
P96　12

Q01　10

QC64　92

228

P44

Q87

QC8

Q11

Q15β

傍聴席第1號

T嘉席第2號

T聰席第3號

T嘉一計4號

T臆席挙均

同　5時9分
ｯ　る時17分

ｯ　5時25分

ｯ　5時33分

322　10

S9　5

R59　6

R29　9
Q64，8　7．5

332

T4

R65

R38

Q72．3

336

V3

R99

R34

Q85．5

10

T697．5

346

V8

S05

R43

Q93

553

Q76

S27

R22

R94．5

13

Q3107．0

566

Q78

S30

R32

S01．5

574

唐Q』3
S50

R49

S13．8

16

T139．3

590

Q85

S55

R62

S23

●

第5同　3月14日　七二中

2 ・分 間 露 出 5 分・　間 露， 出

砂壁場所 試験時刻 培養2日 1 培養5日 培養2日・ 1　培養5日
扇面1舗1書響1合計 書裂証状i舗 鮒鮒舗

議列世第1號 午後4時20分 45 q 45 93 7 100 83 0 83 121．5 126

議場内第2號 同　4時37分 38 3 41 98 5 103 56 『0 56 156．5 161
■

議場内第3號 同　4時44分 19 3 22 40 3 43 62 2 64 115．12 127

議画期第4號 同　4時53分 菊 5 50 70 10 80 100 2 102 1．54　12　’ 166

議湯川第5號 同　5時2分 34 0 34 97 5． 102　， 28 0． 銘 工05　9 114

議湯内印均
一

36二2 λ2 38．4 79．6 6．0 85．6 65．8 0．8 66．6 130．2　8．6 138．8

鶴聯・馴同・時・2分176 1・ レ9 1・561・・ ［… 1・・31・ 1・・8 131・1・・ ［342
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試春蝉所

傍下席第2號

傍聰席亭3號

傍聴席第4．號

傍聴席干均

階上廊下第1號

階上廊下第2號

階上廊下挙均

試瞼時刻

’午後5時20分

同　5時30分

．同　5時38分

同　6時5分
同　6時14分

階下廊下第1號同　5時47分

階下廊下第2號同　5時54分

階下廊下平均

外

2　分　　間　・露
培養2日　レ培養5日

’干裂階胱［合計1書裂騰状1

280　0

356　9

215　6
23L8　4．5

66

75

70，5

111

120

115あ

5

5

5

7

12

9．5

280

365

221

236．3

71

80

75．5

118

132

125

剰同鱒・・分・・531・・8

i轍

157

105

131

261

196

228。5

9

7

8．

14

19

16．3

．1出　　　5　分　　間　　露　　出
日　・培養2日■　培養5日』

側1翻鮒合訓翻劉舗
596

U07

S32

S51．3

507

T60

S60

S35

57　．6　・5．8 512

T67

D466

E440．8

538・

W28

V14

T97£

　5・

f71］414」3

54多

W36：

V28‘

U12’

166

P12

P39

108

Q31

P69．5

52012．5 113

P51

?W2

223

Q59

Q41

12

Q4

P8．

235

奄Q83

P259’

275

Q15

Q45

2＄6

P86

Q36

13

V10

299

P93

Q李6

420

Q01

R10あ

17

V12

437．

QC8

R22．5

い8・國・［・87－i31こ口｛・・9，

第6回　3月17日　會暗中
ゴノ

8

2　分　　間　　露　　出 5　分　　間　　露　　閏

培養2日　1．培養5日 培　養　2　日　　　1　　培　　養　　5　日
試験盤所． 試瞼時刻

書裂1引合訓蓄電駿1舗 　　　　　　　　一　　一|劉合訓欝欝状陶
議骨内第1號

c場内第2號
c潮騒第3號

c揚内第4號
c揚内第5號

c揚内卒均

　　　　　1ﾟ解麟分162
Z翠同3時38分170同　3時46分一

175

U4・4

033373．2 62

U2

T9

V3

W2

　　104

@　96
@　90
@　117
@　111
U御0＆6

356695．8 107

P01

X6

P乞3

P20

　　118

@　133
@　　98

@　148
@　132
P0941125£旨

121

P40

ﾊ155138131．6

16019

P96

P68’

P68

P54

P692i　92

10

P3

V7

169　’

Q06

P81　1

P75

P61

P78．1

傍i徳席第1號

囃囃囃嘯Q號

T聴席窮3號

T聴席第4號

T聴席李均

同　3時55分

ｯ　4時8分
ｯ　4時15分

ｯ　4時22分

203　6

X6　0
P40　7

Q02　6
P60．3　4．8

209

X6

P47

Q08

P65

259

P18

P89

Q02

P92

19

T10610

278

P23

P99

Q08

Q02

280

n17

Q03

T39

Q843

75936 287

P22

Q12

T42

O90．8

359

P80

Q27

U09

R43．8

14

V1359．8

373

n87　：

D240　・

U14　．

Q53・51

階上廊下第1號

Q圭騨劉同

同　4時30分　　　r

@　4時37分

153

P35

P53

10

R6．5

163

P56

P59．5

194

P71．

P82．5

19

T12

213

P76

P94．5

203

Q67

Q35

7129．5 210，

Q79

Q44．5

208

Q80

f244

13

P3

P3

221

Q93

Q57

階下廊下第2號同
K下廊下脚下　　　　　1

階下廊下第・糊・・麟登1297

@　　　　　　　塑「鵬

655．5 303

P24

Q13．5

338

P53

Q45．5

7’

T6

345

P58

Q5L5

432

P38

Q85

・3

R3

435　「

P41

Q88

854

P82

T18

12

E7

X．5

866

P89

T27あ

外　氣1同・時・分［…1・i37・18681・3 t88・1・・41・3i477ト・8・・31u93

o

第7同　3月24日　會蚕糞
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i．・ 2 分　　間 露・ 出 5 分　　間 露 出

試瞼務所 1試瞼時刻 培養2日 1 ・培養5日 培養2H
．1

培養5日
審裂1欝状1 合訓話酬舗 書裂階紫1

議揚内第1號 午後2蒔44分 79 0 79 130 4』 134 174 2・ 176 294 4 298

二二内第2號 同「盆時52分 55 0 55 80 3 83 167 2 169 328 3 331

唐揚聖血3號 同「2時59分 104 ・4 108 177 6 183 184 0 184 206 ’4 210

議場内第4號 同　3時7分 115 0’ 115 180 3 183 187 2 189 279 4 283

議揚内港5號 同　3時14分 103 3 106 166 4 170 126 0 ユ26、 180 2 182

議揚盈虚均
一

91．2 1．4 9牙6 146．6 4 150．6 167．6 12 168・8 25匹4a4 皇6α8

傍源席門1．號 同・2時21分 209 0 209 290 0 290 371 7， 378 454 7’ 4611

傍聰席第2號 同　2時13分 308 4 312 383 4 387 364 4 36S 543 4 547

傍聰席第3號 同　2時28分 269 12 281 371 12 483 476 14 490 574 16 590

傍i慮臨港4號 同　2時36：分 176 0 167 252 6 258 304 4 308 37＄ 6 384

傍聰席亭均
一

238．3 4 242．3 ’324 5．5 329．5 378．8 7．3 386 487．3 8．3 495．5

階上廊下第1號 同　1時58分 265・ 0 265 374 0 374 434 7 441 544 7 551・

階上廊下第2號 同　2時5分 100 ’2 102 157 4 161 189 3 192 259． 4 263

階上廊下準均
一

182．5 1 i83．5 265．5 2 267．5 311．5 5 316．5 401．5 5．5 407

階下三下第1號 同　1時41分 336 4 340 402 4 タ06 364 0 364 559 0 559

階下廊下第盆號 同　1時50分 52 0 52 90 4 94’ 129 3 132 184 4 188

階下廊一ド亭均

一
194 2 196 246 4 250 246．5 i．5 248 371．5 2 373．5

外 剣同・牌分i59 ・1 62 76i・ 1 79 68 ・i 68 ｛87 0 ／87

第：8同　3月24日　會議中
　　　　　　　　　鳴

、

2 分　　間 露 出 5 分　　間 露 出

試験揚所 試験時刻 培養2日 1 培養5日 培養2日 1 培養5日
書裂鮒 合計 合計 書眉騰駿圖望粥陶

議揚内第1號 午後4時56分 59 0 59 91 0 91’118 0 118 178 0 178

議揚内第2號 同　5時4分 79 0 79 126 2 128 238 0 238 357 4 361

議揚内金3號 同　5時11分 86 3 89 126 12 138 189 0 189 328 0 328

議揚内濠4號 同　5時18分 72 0 72 101 2 103 153 2 155 219 2 221

議艦内第5號 同　5時25分 66 2 6S 79 3 82 87 2 89 105 3 108

議欄内挙均 一
72．4 1．0 7＆4 104．6 3．8 108．4 157 0．S 157．8 237．4 1．8 230．2

傍蕩席第1號 119 4 123 219 6 225 266 12 278 406 6 412

傍懸席第2號’ 同　4時34分 145 0 145 229 3 232 212 0 212 322 0 322

』傍聴席第3號 同　4時41分 243 4 247 336 4 340 280 13 293 405 14 419

傍聴席第4號 同　4時48分 266 6 272 366 7 373 335 4 359’ 469 4層 47＄

傍聴席亭均
一

193．33．5’ P96．8 287．5 5 292．5 278．3 7．3 285．5 400．5 6 406．5

・（3）　1α分間100二方糎上に於ける落下菌数
豊

1第1回2月25日一二中
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試瞼揚所 試験時刻
培 養 2　　日 培 養 5　　日1

分裂菌瞬川劇 合　　計 i分裂菌1繍状菌t合 計

議揚内第1脇 ，午後2時35分 60 15 75 84 25 109

議揚内第2號 同　2時45分 50 3 53 136 6 142

議揚内第3號 同　2時53分 101 11　　P 112 287 51 338

議揚内船4號 同　3時0分 86 21 107 175 54 229

議士風第5號 同　3時10分 ユ32 2 134 249 ％ 274

議揚内亭均
一

85．8 10．4 96．2 186．2 32．2 218．4

傍i徳席第1號 同　3時18分 165 11 176 215 39 254　　　気

血悪血第2號 同　3時26分 1，372 31 1，403 1，435 159 1，594

傍…穗出歯3號 同　3時35分 1，707 75 1，782 1，979 276 2，255

傍謡曲第4號 同　3時48分 ，1，120 68 1，188 1，244 219 ・1，463

傍聰席亭均
一

1，091 46．3 1，137．3 1，218．3 173．3 1，391．5

階上廊下第ユ號 同　3時56分 410 16 426 482 84 566

階上廊下第2號 同　4時5分 327 2 329 416 45 461

階上諭下闇均 ●一 368．5 9 377．5 449 64．5 513．5

階下廊下第1號 同　4時13分 1，018 25 1，043 1，028 129 1，157

階下廊下第2號 同　4時21分 267 13 280 1，336 63 1，399

階下廊下挙均
一

642．5 19 661．5 ユ，182 96 1，278

第2同2月27圓閉一中
培 養 2　日　i 培 養 5　　E

試骨揚所 試験時刻
分裂菌瞬駿劇 合　　計 1分裂菌1懸状菌1、合 計－

亥

議揚内第1號 午後2時0分 109 23 1慨 150 35 185
㌦．

議揚内第2號 同　2時8分 101 ユ6 117 164 27 191
冒，

議北内第3號 同　2時15分 127 8 135 202 16 218
き

議揚内第4號 同　2時24分 140 36 176 206 40 246
1：

油揚内第5號 同　2時33分 39S 28 426 483 45 528

，議揚内亭均
一

175．0
1・9・・ ・4・1

32．6 273．6
飯

傍聴席第1號 同　2時43分 1，037 65 1，102 1，335 86 　　　，P，424

傍聴席第2號　　　　　　「 同　2時50分 263 31 296 350 44 394

傍惚席画3號 同　2時58分 964 39 ユ，003 1，370 65 1，435

傍惚席画4號 同　3暗7分 206 8 214 380 20 400
・印

傍i惚面挙均 一一
618 35．8 653．8 858．8 54．5 913．3

階上廊下第1號 同　3時15分 415 41 456 507 48 555
暑

階上廓下第2號 同　3時23分 385 21 406 469 49 518

階上廊下挙均
一

400 51 431 4S8 48．5 536．5

階下廊下第1號 同　3時31分 632 61 693 1，365 64 1，429

階下廊下第2號 同・9時39分 259 36 295 567 63 430

階下廊下耶均
一

445．5 48．5 484 866 63．5 929．5

外　氣1 同・時・・到 205 1・・ い36 i266 133 い99・
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第3凋　3’丹12・日　回議中

試瞼揚所 試瞼時刻
培 養’ 2　日　　1 培 養 5　　日

分裂菌1縣状菌1 合　　計 扮裂菌麟状菌i’合 計

議揚内第1號 午後1時49分 156 23 179 227 30 257．

議比内町2號 同　1時56分 193 》3 216 260 27 287，

［
議揚内第3號 同　2時3分 148 13 161 428 18 446．

燭明内第4號 同，2時10分 435 21， 456 ，628 29 657．

議揚内第5號 同　2時19分 356 36 392 363 39 402

議軍内亭均
一

257．6 23．2 280．8 381．2 28．6 409．8

同　2時27分 1，157 36 1，193 ．1，495 39 コ，534

傍聴席第2號 同　2時35分 770 21 791 860 32 892

傍聰単解3號 同　2時43分 2，146 ’36 2，182　幽 2，840 44 2，884

傍聴席第4號 同　2時51分 650 47　　、 697 1，279 49 1，328

傍聰席亭均
一

1，180．8” 35 1，215．8 ’1，618．8 41 1，659．5

階上廊下第1號 同　3時23分 382 34 416 529 』41 570

階上廊下第2號 同　3時32分 540 27 567 667 36 703

階上廊下亭均
一

461 30．5 49L5 598 38．5 636．5

階下廓下第1號 同　3時0分 570 43 613 659 48 707

F 階下廊下第2號 同　3時10分 197 15 212 244 16 260
L

階下廊下エF・均

｝
383．5 29 412．5 451．5 32 483．5

外　剰 同・塒45分i1鯉 1… 1，532 1，676 i68 1，744

1第4同　3月’ユ2日　會一中

試験判所 試瞼時刻
培 養 2　日　i 培 養 5　　日

分裂菌 階歌劇 合 計「分裂菌1縣歌：菌【合 計

油揚内第1號 午後4時20分 486 32 518 69工 33 724

議揚副審2號 同　4時30分 290 11 301 308 18 326

議揚内子3號 同　4時40分 497 26 523 676 33 709、

職町内第4號 同　4時48分 356’ 19 375 391 31 　　　噺S22

議町内第5號 同　4時57分 526 26 552 696 31 727

議揚内：李均

一
431 22．8 45a8 5524 29．2 58L6

幽幽出歯1號 洞　5時9分 1，497 42 11，539 ．1，557 45
．・
P2602

傍i徳席第2號　．　　｝　1

同　5時17分 4五4 15 429 510 16 526

響町早早3號 同　5時25分 1，455 21 1，476 1，608 23 1，631

傍聴席第4號 同　5時33分 1，230 36． 1，266「 ▼1，274 39 1，313

傍卿窩奉幣 　　　　，D　　　　　　　　　　　　　　＿ 1．1491 28．5 1，177．5 』1，237．3 30．8 1，268

F

第：5同β月14日會議巾

試験揚所 晶晶時刻
培　養　2　日 レ　．培　・養　5　’日

分裂菌1縣駿菌［合　　計　1分裂菌1縣獣：薗1合　　計

．騨牌・馴午二時・・到・・61 ・、い16レ388t・2・・1413’
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培 養 2　日　1 培 養 5　　日
試瞼揚所 試験時刻

分裂菌瞬駿二合 計 1分裂菌瞬状菌’1 合　　計

即日内第2號 午後4時37分 267 8 275 440 18 458

議口内第3號 同　4時44分 118 10 128 237 21 258

議揚内第4號 同　4時53分 235 15 250 363 41 404

出汁内地5號 同　5時2分 157 0 157 389 23 412』

議揚内日高
一

198．6 6．6 205．2 363．4 25．6 389

F

傍聰席第1號 同　5時12分 444 13 457 769 74 843

盤面席上2號 同　5時20分 1，311 8 1，319 2，180 55 2，235

傍聴席第3號 同　5時30分 1，596 11 1，607 2，549 4L 2，590

傍聴席第4號 同　5時38分 1，069 25 1，094 1，931 59 1，990

傍聰席亭均
一

1，105 14．3 1，119．3 1，857．3 57．3 1，914．5

階上廊下第1號 同　6時5分 302 18 320 678 1・・ 716

階上廊下第2號 同　6時14分 460 35 495 575 47 622

階上廊下亭均
一

381 26．5 407．5 626．5 42．5 669

階上廊下第1號 同　5暗47分 636 34 670 1，180 59 コ，239

階下廊下第2號 同　5蒔54分 ，558 4工 599 766 58 824

階下廊下平均
一

397 37．5 634．5 973 58．5 1，031．5

外　　　氣 1同・二分 【・19 1・31 ・3・　1 823 1・・i 846

第6回　3月17日　二二中
培 養 2　　日 1　培 養 5　　日

試瞼揚所 試瞼時刻
分裂菌瞬駿劇 合　　計 ［分裂菌麟状劇 合　　計

議揚内第1號 午後3時15分 300 5 305 461 16 477

議揚内第2號 同　3時24分 310 11 32L 479 ．24． 503

議山内第3號 同　3時31分 263 15 278 433 27 460’

母野内第4號 同　3時38：分 357 丁6 373 505 26 531

心病内乱5號 同　3時46分 350 27 377 478 33 511

議揚内隠均 一
316 14．8 33α8 471．2 25．2 496．4

傍同席第1號 同　3時55分 854 26 880 1，108 66 1，174

傍i憾席上2號 同　4時8分 394 5 399 523 2L 544

幽幽面心3號 同　4時15分 609 30 639 768 42 ・810

画面席第4號 同　4時22分 1，148 21 】，169 1，225 23 】，24S

傍聴席平均
一

751．3 20．5 771．8 906 38 944

階上廊下第1號 同　4時30分 644 38 680 761　’ 64 825

階上廊下第2號 同、4時37分 711 21 732 778 27 805

階上廊下準均
一

677．5 28．5 706 ’　769．5 4～あ 815

階下廊下第1號 同　4時45分 1，293 21 1，314 7，870 33 1，903

階下廊下第2號 同　4時52分 484 16 500 620 21 641

階下廊下亭均
一

888．5 】8．5 907 】，24苓 27 1，272
1

外　　　氣 陣・時・分 ト・・3 1・・ 11灘’ 亀・3・1 49 1亀・8・
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∫第7回　3月24同、回議中

培
』． { 2　日　1 ．培 養 5　　日

試験揚所 試験時刻 分裂菌1糸樋1 合　　計 1分裂歯1糸状菌1合 計

議場内陸1號 午後2時44分 411 2 413 622 14 636・

議門内第2號 厨　2時52分 334 2・ 336 595 16 611・

議門内第3號 同　2時59分 487 8 495 712　． 22 734

．議揚内野4號 同　3時7分 516 2 518 810 12 822

門門内野5號 同　3時14分 572 8 580 653 12 665

議揚内野均 一
264　1 4．4 668．4 678．4 】5．2 693．6

傍i臨席第1號 同　3時21分 981 8　’ 989 1，074 8 、1，082

9

傍蕪席第2號 同　2時13分 1，248 14　ひ 1，262 1，296　． 14 i，310

傍門閥第3號 同　2時28分 1，214 46 1，260 1，685 47 1，732

傍聴席第4號 同　2時36分 791 4 795 1，111 25 1，136

傍聴席下肥
一

1，058ゐ 18．0 1，076ゐ 1，291ゐ 23．5 1，315

階上廊下第1號 同　1時58分 1，206 8 1，214 1，631 8 1，639　　　1’

階上廊下第2號 同　2時5分 483 8 491 718 14 732

階上廊下亭均
一

844．5 8 85a5髄 1，174．5 11 ユ，185．5 ρ

階下廊下第1號 同　1時41分 1，435 10・ 1，445 1，670 11 コ，681 ’

階下廓下第2號 同　1時50分 284 3 287 449』 14 463 き

階下廊下亭均
一

859．5 6．5 866 1，059．5 12．5 1，072
ミ

P

外　釧 同　3時22分 ・訓 8 245 i… ・｝ 314 …

第．8同3月24日會’一中

培 養 2　　日 1　培 養 6　　H1
試験勘所 試験時刻 分裂劇糸駅菌1合 計 1分裂菌1糸朕菌1合 計

議了内第1號 午後4時56分 292 0 292 449 0 449

議場内第2號 同　5時4分 479 479 747 9 756

議腸内第3號 伺　5時11分 445 8 453 　．．　嚇V09 30 739 乏

議揚内学4號 同　5時18分 366 2 368 519 7 526
辱

議揚内第5號 同　5時25分 278 7 285 331． 11 342 ∫

議幌内召～均『

一
．372 ＆4 ＄75．4 55工・ 114 562。4，

5

傍聴席第1號 同　4時25分 621 22 643 1，050 25 ］，075

傍蕪席第2號 同　4時34分 0’ 631 983　！ 8 991

傍聴席第3號 同’4時41分 551 24 575 1，370・ 26． 1，396
聖

傍蕪席第4號 同　4時48分 1，123 21 コ，144 】．521・ ．24 1，545

傍町制挙隅
一

731ゐ 16．8 748．3 1，231　一 20．8 1，251．8　幽
｛

細

（1）

菌　　二 二、　一 覧 表

空氣1立方米中の丁数
第1表　　培養2日
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上瞼腸班 第1同 第2同 第3同 第4同 第5同 第6同 第7回 第8同
第3，・，6

y7の4同
第4及8の2同 第3乃至

謔W同の
● 挙　　均亭　　均総ZF

議山内第1號 500 1，300 4，800 3，600 7，400 2，500
ト14，000

2，600 4，025 3，100 3，717

半揚内第2號 2，400 900 2，000 3，000 2，700・ 2，000 9，000 5，300 3，925 4，150 4，000

笹目沖田3號 2，300 2，100 2，000 3，600 1，900 2，200 9，200 5，800 3，825 4，700 4，117

腸壁内野4號 2，100 1，000 3，1GO 2，900 2，000 5，300 3，700 8，700 3，525 5，300 4，283

議揚内堀5號 1，200 1，500 2，900 3，100 1，700 1，500 13，800 4，100 4，975 3，600 4，517

謡曲内雫均 1，700 1，360 2，960 3，240 3，140 2，700 9，940 5，300 4，055 4，170 4，127

傍懸野鴨1號 】，300 1，800 8，300 7，800 6，000 2，900 工2，工00 7，100 7，325 7，450 7，367

傍賠席第2號 2，500 300 5，500 2，000 10，500 2，200 17，100 5，500 8，825 3，750 7，133

傍嘉席第3號 13，200 1，100 19，000 12，600 4，700 2，200 15，900 15，700 10，450 19，150 11，683

傍賠席第4號 3，000 1，000 10，000 15，300 12，000 1，100 43，000 9，200 16，525 12，250 15，100

傍嘉席亭均 5，000 1，050 10，700 9，425 8，300 2，100 22，025 9，375 10，781 10，650 10，321

階上廊下第1號 3，000 2，400 5，900 9，300 4，300 11，200 7，675

階上廊下第2號

K上廊下亭均

3，200

R，100
1珊 3，200

S，550

2，500

T，900

1，500

Q，900

9，200

P0，200

4，100

T，888

階下廊下第工號 2，100 2，500 7，000 3，000 5，300 6，300 5，400

階下廊下第2號 】，000 1，000 3，200 3，800 2，600 9，100 4，675

階上廊下亭均 1，550 1，750 5，100 3，400 3，950 ’7，700 5，038

外　剰 12，200 臥…1 エ…1 3，600 16，6qo ⑤…1 1

第2表　　培養5日

試験揚駈

議揚内船ユ號

議揚間第2號

帯揚内野3一

議揚内孫4號’

議揚内野5號

潔癖内貼増

増聰席第1號

傍聴席第2號

平帯開平3號

傍隅隅第4號

傍嫡出甘塩

階上廊下第1號

階上廊下第2発

馬上廊下亭呼

塩下廓下歯1號

階下廊下第2號

階下廊下亭均

第1同

2，900

4，800

7，400

6，500

5，900

5，500

4，400

9，700

26，600

16，600

14，325

11，200

14，000

12，600

5，200

4，200

4，700

第2同

6，900

3，200

2，700

4，200

8，100

5，020

5，200

2，300

4，400

9，500

5，350

7，200

6，600

6，900

17，600

5，800

1ユ，700

第3同

10，400

5，800

7，100

9，000

6，200

7，700

23，200

10，700

30，900

25，700

22，625

9，800

7，700

8，750

11，200

7，000

9，100

第4同

11，700

10β00

15，900

6，300

10，500

11，040

16，200

4，109

13，400

28，700

15，600

第5同

28，500

19，800

23，400

12，800

17，200

20，340

28．100

24，200

33，400

23，400

27，275

23，500

9，200

16，350

15，600

14，300

14，95G

第6同

15，700

13，100

12，900

22，500

18，800

16，600

19，200

11，900

12，200

7，800

12，775

19，500

11，500

15，500

23，100

10，300

16，700

第7同第8同

　，

39，600

50，600

23，700

53，700

44，940

5710022，300

61，400

29，700

37，700

11，310

62，975

24，000

30，500

27，250

11，800

22，300

17，050

i8，500

17，000

23，400

18，800

20，000

23，100

23，000

49，400

21，500

29，250

第3，5，6

及7の4同
準　　均

27，925

19，575

23，500

17，000

23，975

22，395

47，825

19，125

28，550

45，000

35，125

19，200

14，725

16，963

15，425

13，475

14，450

第4及第3乃
8の2同第8同の
干　　三三’李

17，000

14，650

16，4う0

14，850

14，650

15，520

19，650

13，550

31，400

25，100

22，425

24，283

14，966

21，150

16，283

20，867

19，510

28，533

17，267

29，500

38，367

28，417
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　　　　　　　　　　、

西9憾岐う須姥由6吟蹄

ρ　　　一　　一．「

E試験勘所
「第1同

第2呵 第3同 第4同 第5同 第6同 第7同 8第同
第3，5，　第4及第3渠乃
y7の4同8の．2同仁琴・同の
ｱ　　均亭．．均糊ZF均

外　氣i 1亀・・Ql蜘・1 ・翫…1鴉・6・・2・…1
‘18，450

（2）　径4吋ペトリー皿中に於ける落下三歎

　　　第1表　2『分立露出　培養2日

　、

詞ｱ揚所’ 第1同 第2同 第3同 第4同 第5同 第6i可 第7同 第8同
第拘5，6

y7の4同
窮4及8の「2同 第3　至

m8同の
平　　均ZF 均総準

議胃内第工號 13 35 37 真04 45 62 79 59 与5・8 S1お 643

議撃開平2號 11 28 27 57 41． 62 55 79 46．3 68・ 54．4

講場内第3號 36 コ5 73 97 22． 59 108 89　、　　・ 45．5 83 ケ4．7

議揚内第4號 25 49 77 64 50 73 i15
72， 7S．8 ．　68．， 75．2

議場内第5號 34 90 70 128 34 82 105 68 73 98 8L3
議蝪内亭均　　　　艦 23．8 434 56．8 90 38．4 67．G 92洛 73．4 599 79．7 6968

24 204 盆40 ’332　・ 79 209 209． 12｝； 184．3 ．227．5 ．198．7

傍誌席第2號 333 67 159 灘 280 96 312 145 2113 99．5 174．3

傍聰席第3號 424・ 236 5ろ6 365 36ろ 147 28L 247 337．3 306 326．8

傍聴席第4號 2q2『 71 91 338 221 208 167 27a 141」8 305 2162

傍聴席奉均 268．3 144．5 261．5 27鉱3 2362 165 242．3 218．8 234あ 216．5

階上廊下第1號 90 121 80． 71 L63 、265・ 144．8

階上廊下第2號 86 78 136 80 156 102 118．5

階上廊下出血 88 99．5 108 75．5 159．6 183．5 13L6

階下廊下第1號 237 205 117 証18 303 340 219．5

属下廊下第2號 64 59 39・ 132 12隻 52・ 86．8

階下廊下亭均 150．5 132 78 12δ 213．5 196 153．1
1

1

外　氣／ 1’・・1… ・1・18 ！… 1・・ 1 123・ I　l

第2表：2・下間露出・培養5日

＼

第3；5，6 第4及　ρ 第3、乃至

試験高所 ・第1同 第2同 第3同 第4同 第5同 第6同 第7同 第S同 及7の4同 ’8の②回 第8同の
亭　　均 亭9均纏李

．窺賜内第1號 20 47 59 171’ 】001 1071 134 91 ユ00’ 131 】10。3

議肝内第5號 33 45’ 35 61 1031 101 83 128幽 SO．5 94．5 8ろ．踏

帯揚内第3號 53 22 115‘ 143 43 96 1S3 136 109．3
139．5・　「

119．3

議場内面4號 53 67 124 69 80 123 183 103 127．5 き6 113．7

議揚馬第5號 61 120 71’ 180「 102 120 170 82 115．8 ・131㍉ 120．8

議揚内干均 44 602 80．8 124．8 85ゆ 109．4 150．6 、108．4 10β．6 1164 109瀞

傍穂席第1號 39 285 332’ 346．1 170’ 278 290 225 247．5 285．5 ’206．8

三三席第2號 365 ・93 207「 78 596 ：123 387 232－ 328．3 155’ 493≧8

傍聴席第3號 4go 、292 705 405， 607、 199 383． 340 473．5 372．5 4蚤β・う

喪傍聴席第4號 344’ 102　． 236． 343． 43盆． 208 258，． 373 296 358’ 3，163

傍聴席李均 309．5 193 ：382・5 ’293・ 451・3 、202 329．5 292．5 336．3 292．8 343‘5
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試瞼揚所 第1同 第2同 第3同 第4同 第5同 第6同・ 第7同 第8同　　　亭

均平

箋融畿・罐羅
均鵬亭均

凸階上廊下第1號

K上廊下第2號

G・階上廊下平均

116　　14S

P21・　110

P18ゐ［129

121　．

P70

P45．5

166

P12

P139

213

P76

P94．5

374

P61

Q67．5

218：5

P18．5・

P68．5

階下廊下第1號

K下廊下第2號

K下廊下第均

249

S36

R42．5

　285　　】35

@101　’　41

ド275

Q15

345

P58

Q51．5

406

X4

Q50

290．3

?Q7

Q08．6

外　氣l　l ・・1釧　1 180 87・】・9113961　｝．

第3表　5分間露出　培養2日

試開山所 第1同 第2同 第3同 第4同 第5同 第6同 第7同 第8同
第3，5，6

y7の4回
焉@　；均

　4及1第3乃蚕第皐の2駿鵯

議揚内第1號 26 32 70 208 83 －121 176 118 112あ 163 129．3

絶品内第2號 23 40 126 132 56 140 169 238 ユ22．8 185 143．5

議編制第3號 61 89 117 231・ 64 104 184 189 U7．3 148．2

池亭内第4號 36 40 220 181 102 」55 189 155 166．5 168 167

i議揚内高5號 37 162 181 181 28 138 126 89 118．4 135 123β

議揚内旋均 36．6 72．6 142．8 186．6 66．6 13L6 168．8 157．8 127．5 17鉱2 142．4

、

i

傍出晶出1號 99 492 485 566 218 278 378 278 339．8 422 367盆

傍i論詰第2號 445 102 321 278 512 122 368 212 440．8 245’ 302．2

傍晶晶第3號 563 321 594 430 567 212 490 293 445．8 361．5 431

些些席第4號 341 87 405 332 466 542 308 359 430．3 345．5 40珍
1

傍聴席亭均 362 綱 451．3 401．5 440β 29〔L8 386 285．5 414．1 343．5 375．6

乳

階上廊下第1號 163 96 179 113 210 441 235．8
し

階上廊下第2號 91 173 174 251 279 192 224
、　　　．

階上廊下李均 127 134．5 176．5 182 244．5 316．5 229．9

二

階下廊下第1號
．　『　　　　　一　　一

p344 571 一266 299 435 364 341

階下廊下第2號 114 94 96 193 141 132 140．5

階下廊下平均 229　1 332．5 181 1 246 ［2s8 248 240．8 1

、

外　　　　氣 い28 141・ i 187 1… ［68 i 28牝31，　1

第4表5分間露出培養5日
第3，5，6 第4及 第3乃歪

試瞼揚所 第1同 第2同 第3同 第4同 第5同 第6回 第7同 第8同 及7の4同築　　均 8の2同
焉@　均

第8同の

g亭均
議場内第1號 38 51 8訓 皇28 126 169 298 178 169．5 203 180．7

議揚内第2號 47 62 174 陣 161 2G6 331 361 218 252．5 229あ

議揚内意3號

c場内第4號；

c揚内高5號

152

T1

W5

143

T7

P89

122

Q81

P88

1287 12ア

P66

P14

181

P75

P61

210

Q83

P82

328

Q21

P08

160

Q26．4

P41．3

307．5

Q14．5

P59．5

2092

Q22．3

P60・7

議賦課準均 74．6 100．4 170 122翫6 138．8 178．4 260 239．2 1ユ8aOI 227．4 2DO．5
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第3，5，6 第4 及第3乃至
試強腸所『 第1同 第2同 第3同 第41可 第5同 第6同 第7同 第8同 及7の4同 8の2同第3伺の

1 挙　　均 亭 均総平

伽隠席第匹號 ・121． 593 551 590 342 373・ 461 41倉’ 431．8 501』 454．8

傍聰席第2號 ’4う9 121 386 285 543 187 547 322 415β 3035 3733

傍聴席第3號 694 405 857 455 835 240 590 419 630．5 437 549．3

傍聴席第4號 370 117 494 362 728 614 384 473 555． 417．5 5092

傍聴席亭均 411 309 572 423 612 253．5 495．5 406．5 508．3 414．8 472・9

階上廊下第1號 197 136 213 235 221 551 309

階上廊下第2號 92 195 213 283 293 263 263

階上廊下幽趣 144．5 165．5 213 259 257 407 286．0

階下廊下第1號 397 588 306 437 866 559 542

階下廓下第2號 152 141 136　’ 208 189 188 180．3

階下廊下亭均 274．5 364．5 221 322．5 527．5 373あ ．36工1

外　　　氣 1 183 1474 1t 319 1・i・3t 871 1 ・…i i

（3） 10分間100卒方遡上に於ける落下菌数　、

第1表培養2日

試験番所　　　ρ 第1同 第2同 第3同 第4同 櫛同 第6同 第7同
F第8同 第3，5，6

y7の4同朋　　均

第．4及8の2同準　　均 第3乃至・
謔W同の1
Z二二」

議揚内第r號

��齠�Q號

c揚内第3號

c揚内第4號

c揚内第5號

c揚内挙均

75

T3

P工2

P07

P34

X6．2

132

P17

P35　．

P76

S26

P972

179・

Q16

P61

S56

R92

Q80．8

・・8

275

P28．

Q50

P57

Q05．2

、305

R21

Q78「

R73

R77

R30．8

413

R36

S95

T18

T80

U684

292

S79

S53

R68

Q85

R75．4

278．3

R87

Q45．5

R99．3

R76．5

R17．3

405

R9D

S88

R71．5

S18．5

S14．6

含20．5

垂Q1．3

R39．7

R90

R90．5

R52・41

傍蕪席第1號

T聰席第2號

T蕪席第3號
T聴席第4號

T聴席平均

176

P，403

P，782

P，188

P，137．3

1，102

Q96

P，003

Q14

U53．8

1，193

V91

Q，182

U97

P，215．8

1，539

S29

P，476

P，266

P，177．5

457，

P，319

z，607

P，094

P，119£

880

R99

U39

P，169

V71お

989

P，262

P，260

V95

P，076．5

643’

U31層

T75

P，144

V48．3

8793

X42．8

P，422

X38．8

P，045．8

1，091

T30

P，025．5

P，205

X17．9

930．2

W05．2

P，289．81

P，027．5

P．0133

階上廊下第1號

K上曲玉第2號

K上廊下平均

426

R29

R77と5

456

S06

S31

416

T67

S91．5

320

S95

S07．5

680

V32

V06

1，214

S91

W52．5

657．5

T71．3

U14．4

階下廊下第1號

K下廊下第2號

K下廊下準均

1043

@280
U61．5

693

Q95

S84

613

Q12

S12．5

670

T99

U34．5

1，314

TDO

XQ7

1，445

Q87

W66

1010．5

R99毒

V05

1 ト53・ 1外　氣　1236　　　53・　1・4・　L9・・　t　’睡・ 1

第ゴ2表培養5日
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試瞼揚所 第1同 第2同 第3同 第4同 第5同 第6同 第7同 第8同
第3，5，6
y7の4同亭　　均

響げ，喬鷹1能李　　均：苧

議揚内第1號 109 185 257 724 413 477 636 449 445£ 558．7 492．7

議揚内第2號 142 191 287 326 458 503 611 756 464．8 541 4902

議揚内第3號 338 218 446 709 258 460 734 739 474．5 724 557．7

1 議揚内乱4號 229 246 657 422 404 531 822 526 60象5 474 560．3

議揚内第5號 274 528 402 727 41盆 511 665 342 49乳5 534．5 509．8

議揚内調均 218．4 273．6 409．S 5S1．6 389 496．4 693．6 562．4 497．0 576．4 520．1

1

傍聴席第1號 254 1，424 1，534 1，602 843 1，174 1，082 1，075 ユ，13．3 338．5 1，218．3
重

禽

傍懸章第2號 594 394 892 526 2，235 544 1，310 991 1，245．4 758．5 1，083

傍枡席第3號 2，％5 1，435 2，884 工，631 2，590 810 1，732 1，396 2，004 1，513．5 1，840．5

‘

傍熱席第4號 1，463 400 1，328 1，313 1，990 1，248 1，136 1，545 1，425．5 1，429 1．426」

傍聴席平均． 1β91．5 913．3 L659。5 1，268 1，914．5 944 1，315 1251．8 1，458．3 1，259．9 1，392．1

塾 階上廊下第1號 566 555 570 716 825 1，639 937．5
L

階上廊下第2號 461 518 703 622 805 732 715．5

階上廊下亭均 513．5 536．5 636．5 669 815 1，185．5 826．5

ミ

階下廊下第1號 1，157 1，429 707 1，239 1，903 1，681 1，384

階下廓下第2號 1，399 430 260 824 641 463 347

階下廊下亭均 1，278 929．5 483．5 為03L5匹272 1，072 965．5

外　氣．1 299 1・躍 1 846 陣1 ・・引 i塒・｝ 1
ノ

8．　瀦 球 差

く1）議 場 （2）傍聴席

灘　　　球　　　差 灘　　　球　　　差二二
ｯ度‘（駅！分）

理想漏
?ｷ度
i華氏） 騨・1獅圃卵・1鯛：…

副直
ｬ度駅ノ朴

理想灘
?ｷ度
i華氏）口吻・響銅國剛馴獅・

　0

P9

R0

SQ

T0

P00　1

56．0

T6．7

T乳1

T7．4

T7．7

T9．0

4β

T．5

＝

一5．7＝＝ 一7．67．2636．65．3

一一

T」

T．3

　　一
@12．4

@12．0
P。 p1L7

P：鑑　1

一3．53．1λ82ゐ1．3 ｛1：1麹・・｛ 　0
@21
@30
@40
@50

56．0

T6．7

T7．1

T7．4

T7ン

T9．0

32
S．0

一一

X．2

W．9

W．6

W．3

福O

一6．86．56．25．9蝿 一5．1虫8生54．228

9．　謡 扇 率
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’議』．場．ド内第．幽平慨．翠、験　成．績，

綜，律引物三冬景槍箇用表

温度灘農氣動／

晶晶の跨

些
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90

一％

　15

80・14

70

60

50
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1・写方卿詳論諜 臭　・氣
無臭にi獣
ずる％

焼　　 ・酸
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　　　　　」
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ぐ．．
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1
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8
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且
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6
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2

1一

ユ
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44 u．12・・20’
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－1．

L2L
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叶
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2

下
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議場内第2「同期瞼成’績

　建築物換氣度槍定用
　　合　空　氣．圖・一三

一　一　　．　．　一　』　　　．　　　　　　　　　「　　幽　　　一　　　　　　．　　一　　．

ｷ度灘，度氣動　　塵　　　　境　漏球の差　　1立方駅中の籔 細　　　　菌
@聚落籔2分間準板

＋％1　　　一％＋％ 一％ ＋％ 15。1モ壽
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議，場杓　第琴’同　試験‘成績
　　　　　　　建築、・物換氣　度楡定．珀’1’’』　　　　　　　　　ゴ

　のD温度丁度氣動．灘r球の差 塵　　　埃1立方吸中の数 ’細 ﾚ落譜『21分間亭板 奥　　氣
ｳ臭に封
ｸろ％

炭　　　　酸1萬分中の量
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議場内生4同試験成績
　建築物換氣度槍定用
綜　合　室　氣　圖　表

温度温度氣動　　塵　　　　挨
漏球の差　　1立方帆「号の籔：

細　　 菌

聚落数
2分間挙板

＋％

85

90

、一計
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80

70
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一％．
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議場，丙第与同識験成’績

　建築．吻’『換十度覧同定用』『

綜合』室氣圓表
1・ ｷ度一度三下．　塵　　　　「埃
．・ l球の差　　1立が眼中の鍛

・＋％

、

　80

重・

90：

9き’

Σ

　　　；’ユ00

’70

60

一％＋％　　　一％
＝［再「　40　　150，00σ
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ユ
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．8　二
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ユ
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．＿圭
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．0
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’　衆・議院！議・瘍幽内窒一三‘試験報’告． 59・

議．「 齠煌ﾓ6個試．験嘆’績
　蓮、築．勃換氣産：搬定粛
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議場内応8同調瞼成績
　建築物換氣山雨定用
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傍聴席第2回試験成績
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傍聴席第6同寸瞼成績
　建築物匹田度楡定用
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傍聴席第8同試験戒績
　建築物換氣’度槍定用
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1第・同1第・同1第・同［第・同’1第・同［第・同1彙・同1第・同

分碑ト％【 州・・巨・陪・i矧・・1・・［・・

換引率
完全状態
にi野する

　％

甲｝…1…i…1’…1…1…1…1…
乙59司…【・・・…1・・・…い・・…

　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　括

　2上各試験項目の成績に就き衛生的見地より之を槻察すれは次の如し

　1．潔匿　　室内の灘度は人の長幼，勢逸，適温の高低，室氣の動静等種々の關係

によりて之れか衛生的標準を定むるこご困難こせらる、所なるもウォノレベ川ト氏の實

験に從へはユ8。一20。Cに於て静止の場合には比灘40－60％を以て適度どせらる、を

以て此標準に撮れば’會議中に於ける議場及傍聴席内の漏度は第7及第8同試瞼の場面

を除くの外は悉く高きに過ぎ衛生的良好なりε稽し難し殊に傍聴席に於て然りこす

　2．炭　酸　　室内に於ける炭酸量は通常1麗を以て限度ごし之を超ゆるものは衛

生上良好ならすεせらる、を以て會嚢中議場内の喜喜は多くの場合不良に傾くものε

せさる粥す軟の言説蝉3戦勲の齢・よ物1窮宥りしも夫綱一帥

倒影2時間経過後壁試験を行へる第4及第8同の爾成績は既に1篇を超過せるを以て

會議歎時間に亘る場合は殆ご常に不良に隔るものこ認めさるを得す之れ換氣の不充分

なるを實謹するものにして大に考慮を要する所なるへし現在に於ける議場の換氣設備

ビしては傍聴席上の天井に同一の間隔を以て合計12個の出藍ロを備へ會忌中扇風器

（5馬力）を用ひて排氣に努めつ≧ありご錐各排氣口に近接せる場所に敵て開窓を常ε

するを以て廊下の室氣直接排飛語に遙恥し覧れか爲め議場及傍賠席駄の換氣能率は大

に低減せらるへく　且つ議場及傍聴席は共に廊下を以て園まれ換氣に際し既に外氣に

比して稽汚濁せる廊下の室氣によりて交換せらる、こごも亦不良に陥り易き原因にあ

らさかを虞る、ものなり而して議場内第2號の位置は毎次の試瞼に於て炭酸含量多

く之に反して第4號の位置は他に比し殆ご常に少量なり治れか原因は一にして足らさ

るへきも第2號附近に於ける出入ロの開閉度下愚4號附近の夫れに比し蓬かに少きも

其一因なるへきを思料す傍聴席は其天井に排議題を具ふるに拘らす毎同の試験に於
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て常に1霧以上に達し他の項目に於けち成績も亦等しく甚不良を示せり之れ公衆傍聴

席は直直議中殆ε立錐の鯨地なき迄多数傍聴人の入場せる場合多きを以て斯かる成績

を示すは寧ろ三三εすへく將來回れか改善の方法を講ずるの必要あるへし

　乱心時に於ける第1及第2同の爾成績を掛照するに議場及傍聴席共に第2同の炭酸

量は第1同の場合よb少なし上れ第2同に於ては暖房換氣を行へるか爲めにして室席

の場合には此程度の二二二三を有するこごを察知し得へし

　3．塵　埃・塵挨歎は閉二時ε回議時ごによbて著しき差異を生し一般に會議時

間の延長に俘ひ塵埃歎も亦増加するを認むへく議場中議員の出入激しき出入口に近き

第4號の位置に於ては常に塵埃数多く之に反して議員の出入比較的少き出入口に近き

第：2號の位置に在bては他に比し常に少歎にして前記炭酸量ご正反樹の關係を示せり

：第4同試験は記名投票（総数255）の行はれだる後を選ひ施行せるものにして第1號

（議長席後方）及第5號（遽記皇下方）の位置に在bては第3同試験當時に比し塵埃数2

倍以上に達せるは注意を彿ふに足るへきものご思考す　傍聴席内第1及第4號の塵埃

数他に比し著しく多きは其位置共に出入ロ附近に當るを以て傍聴人出入の混雑により一

て影響せらる、ものなるへし爾ほ比較三二に便せんか爲め普蓮の事務室εして會計課

並其前廊下の塵埃歎を槍定附記せb　　　．曾

’本試験法による塵埃数は比較的形態大なるもの、みを示し所謂微塵は之を除外せり

而して直接塵埃により呼吸器等人騰に及ぼす被害は圭こして此形態大なる塵埃による

こご多く殊に砂塵に於て詰りこす

　一般に議場三校敷室等に在りては其塵埃歎（本強定法によるもの）1立方吠中1萬以

上に及ふものは衛生上良好ε認めかπきを以て會議中議場の室氣は軍に塵埃激のみよ

う之を観るも不良の場合少からす傍聴席に至りては常に不良こせさるを得す

　4・細菌　　本検査に封しては米國協定：法に從へは落下菌数は22。Cに於て48時

間培養後二心せる聚落数を算定すへしごありヒノレ氏室氣瞼定器の使用書によれは華氏

98。（36．7。C）にて24－48時間叉は華氏70。（21．1C。）にて5日間培養iすへしごあるを．以

て小官等は先つ右米國協定法に從ひ試験し登育せる聚落歎を計算し更に3日問培養を

持出しπる後再ひ聚落歎を計算し以てヒノソ氏の方法による成績を求め詰るに爾者の成
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績に著しき差異を満たせb　之れ斯かる低温に於ては2日間培養の際には登育不充分

なる埋め其聚落を認め得さりし細菌にして培養5日に至り計上し得るに至れるものあ

うしか爲めなb從って5’日培養後に於ける聚落数は2日の此れに比し事實に近きもの

ε思考せしむるも而かも5日以後に至b更に聚落の壇加なしεせす從って植木氏等の

試験せる如く十数日に亘り終に聚落増加なきに至る迄培養を持績する’を至當ざすへき

も多数の槍膣に古して此の如き長時日の試験は極めて難事に属し且つ培養長きに亘る

ごきは其際試験室内の雑菌混入し之れか酌めに誤差を來さすごも限らさ、るを以て小官

等は前記の如く5日を以て中止せり．之寵するに話中の細菌髄法に凱ては培養

基の種類，培養温度及時間等によりて種々其成績を異にすへく室氣中の菌の種類，試

鹸時の季節其他の歌話に從ひ最も適話せる方法を講せさる可からさる等の關係より未

ナz完全なる標準方法あるを聞かす之等の瓢に正しては將來の研究に侯つへく現下に於

ては或一定二二に於て試験せる成績に就き比較饗照して乱心するの愚なかるへし而し

て戸外及室内室氣中の細菌敷に劃しては其衛生的穿掟標準なきを以て今俄かに其成績

に就き論議しかπきも傍聴席の議場に比して蓬かに不良なるは明かなる所なか

　5．換氣率敲上の如く會議中に於ける議場の換氣奉は氣動速度の測定を施行せ

さbしを以て其實値を知るを得すε錐第2同當時の速度及其5倍速度に基き算定せる

雨成績の範園を出てさるへきを信す即ち爾者の差は大約5％以内にあるを以て之によ

bて其概略を窺知し得へきを思考す而して所謂綜合圖表を用ひて各試験項目の成績の

綜合による最後の換氣牽決定に樹しては灘球差は重要なる一因子をなすを認むへし然

るに其灘球差算定に樹し必要なる氣動速度の瞼定は璽化アムモニウム蒸氣螢生器を使

用するにあるも此槍定法たる極めて概略的にして他の試瞼項目（臭氣を除く）に於ける

槍定注の精確なるに比し實に雲泥の差あり此の如き概略なる試験法の成績に從ひ最後

の換氣牽決定をなすか如きは米國協定法の鉄鮎ごする所なるへく他に適當なる槍定法

の研究を要するもε思考す

　換氣率の成績は可槍室内室氣の歌態全般を代表するものなるへきも之に封し律則す

へき衛生的到定標準あるを知らす從つて鼓に之を批劉するを得すε錐傍聴席の甚しく

不良なるは孚ふ可からさる事實にして實に考慮を要するものこ思考す
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白粉試験成績報告

技　師　衣

技　　手　上

技　手　服

　　笠

遠野
部

　　　豊

與作
安　藏

　今同含鉛自惚調査試鹸の爲め内務省衛生局に於て各方面より革集せられナヒる下訳試

験材料118種を一汁せられナこるにより之に就き分析試験を施し以て豫め其圭要成分を

槍明し鉛を含有するもQは更に硫酸鉛法に由り之を定量したるに次⑱試験成績を得た

う依て鼓に之を報告す

1．水

2．煉

3．固

4・生

白

自

煉・自

局’

粉

粉

粉

粉

1．

，．　2・

　第

試　　験　　材　　料

31種　　5．粉　　自

41種　　6．紙　　白

18種　　7．頗

　4種　　　　合計

　試　験　成　績

1　表含鉛　白　粉

粉

粉

紅

（52種）

盤1種

　2種

　1種

118種、

翻 品　　　名 1容器圏 圭　成　　分 麟謝 住　　所1 姓　名 騨案
14p2

寳　　玉　　花

註F自慢水

瓶，，

水干

@

丁丁性炭酸鉛

@　　，，

’11：1灘裏論叢・安原長市大阪府‘

ｺ野八代藏 ，，

3 白色清顔水 　 ，，
，，

9．30 大阪市東匠内本橋詰町 有田　安藏 ，，

4 月輪おしろい り ，， ，， 22．16 大阪市東匠常盤町3丁目 廣瀬小三郎 ，，

5 白色美顔水 　 噸， ，， 11．29 大阪市南匠鰻谷中の町 桃谷順天館 岐阜．縣

6 水　　白　　粉 ，， ，， ，，
12．53 不　　　　’詳 不　詳 山ロ縣

7 モ　リス白粉 ，， 煉 ，， 93．48 不　　　　　詳 モリス1辻 愛：知縣

8 白　　　　粉 蓋物 ，， ，，
66．24 不　　　　　詳 不　詳 岐阜縣

9 白　　　　　粉 瓶 ，， ，， 80．84 不　　　　　詳 不　詳 ，，

チドリ白粉・

秩@　　　粉

陶製壼

ｩ器

，，

u，，

璽基性炭酸錯酸化亜鉛

㈱譿ｫ炭酸鉛

3λ32’

T4．91

　不　　　　詳
蜊纐ヰ�?S西信蓮村
蜴嚔ｪ田744番地

別府化學貝

㍾H業所

ﾒ源藏

1大分縣
撃h大阪府

富貴榮花香

Gンプレス白粉

’瓶

C，

，，

C，

盟基性炭酸鉛タルク

ﾕ基性炭酸鉛

18．22

S4．12

大阪市酉匠薩摩堀南町
蜊緕s東匠南久賢寺町1丁目

’平田利三耶

?J　兵助

　，，

ｵ　　　，，

ゾ
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醐 晶　　　名 容器矧主 成 分艦闘 住　　　　　所 ド姓名 1畿瞳

14 ロース駈丹 瓶’ 煉
〔　　　　　　　　　　　　’

?譌�Y酸鉛
　「S7．37 大阪市東堺南久再調町1

嘯Pﾚ 申谷　兵助 大阪府

15 蝶ミツワ自粉 ，， ，， ，，
41．70 大阪市東匠唐物町1丁目 宇野八代藏’”

16 王輝・血粉　　ト』

，，　， ，，

盤基性炭酸餌
_化亜鉛　・・

39．47．　．　　，

　 ，， ，，

17 ：女學，自　粉 ，，

　 戦費性炭酸鉛 　　1S5．SO

大阪市東匠農人橋1丁目25番地

奥井萬藏 　

18 世界の花白粉 陶製海 ，，

，　　　，， 30．58 ，， ，， ，，

ユ9 プラ属白粉 瀕 C， 　
29．77 大阪市東匪鎗屋町ユ丁目 高野勝三耶 ，，

20 御：三白獅 ，， つレ 1，，
14易46 大阪布野医内本町3丁目 廣瀬勝i欠耶 ，，

轟香煉白密鮮　　花　　香

aF責．白

　　，，

ｲ廿・．・…

，，

`γ

　　　，，

D、　　　　　　　　

26．35

D50L12

　　　　，，
蜊緕s東匠南曲面寺町5
囑ﾚ　・

　　，，

sc・惣助　　「

，，

C，　・

£3 美． ?@白　粧 ，， 　 ，，
40．00 大阪市東匠雨替町2丁目 竹申徳三郎 ，，　　「

24・ 自　　　　・粉 陶製壼’” ，，
54．59 大阪市東旺上綿屋町’ 岡本勝之助 ち．．，，

．25 ．白、 粉．瓶 ，，　、 ，，’
56．13．

大阪市酉医順慶町1丁目5番地．　　　　・

．永井安兵衛， ，，、

皇6
清顔　白　粉 ，， ，， ，， 38．44 大阪市東匠内本橋詰町 有田安藏 ，ゴ

’27
ツキワ白粉 り ，， 　

17．50 大阪市東匿常盤町β丁目 廣瀬小三郎 ，，　，

28
，， 、　　

う， 48．24
大阪市北医久寳寺町2丁
ﾚ40雷地

長璽由兵徳 ，，

29 初　　　　　i菊 陶器 固煉
盤基性炭酸鋸酸化亜鉛 ．　6．55

不　　　　　詳
不　詳　　1 高知縣

30 國華固煉白粉 蓋物 ，， 堅基性炭酸鉛 68．02

大阪市東：匹農人橋1丁目25番地

奥井萬藏大阪府

；31 ミルマン固煉白

ｲ ，， ，ρ ，，
　　：U2．15

夫阪市東盧南久寳寺町5丁月

高田惣助
，，「

32 蒲固煉白粉 ，，　L ，， ，， 68ユ0 六器練踊替町2丁目 竹中徳三郊 ，，　’

133 女學固煉白粉 　 ，， ，，
82．87，

大阪市東匠農人橋1丁目25番地

奥井萬藏， ，，　．

34
固　煉　白　粉：Mikasa　Powder．

，， 　 ，，， 50．29 大阪市東匠内本橋詰町 有田安藏
　’
C，

・35 清顔固煉白粉 ，， ，， ，，
49．35 ，， ，，

，，

36 ハ　　　ト　　　バ

ﾅ　煉　白　粉 　 ，阻 ，，
64．20 大阪市東旺常盤町3丁目 廣瀬小三郎 ，，

’37
僻書つかび月　輪　白　粉

，， ，亀 　
54．79 ，， ，， 　

38 マルタ固煉白粉 ，， ，，印 ，，
64．62

，， ，， 　

「 曾39 固煉おしろい ，， ，， ，，
66．80 不・　　　詳 宇野源商店

，，

40 生　　白　　粉’ 包 方形’
，，

96．18 京　　　　都 1日　月　製 岐阜縣

41
，，

，，　　． ，，，

亜墓性炭酸鉛
秩@　陶　　土

36．50 大阪市酉匠京町堀上通4
囑ﾚ18番地

杉本勇之助 大阪府

42． ，，
，， ，， 亜基性炭酸鉛 99．74 不　　　　　詳 萩田’商店 ，，

43・

@」　1

，， 層，， ，， ，，
97．79 大阪市東国上綿屋町　’ 岡本勝之助 ，，

・44

S5．1

千　代　の　花
ｲ．おしろい㌦辱　．．粉おしろい

袋，， 粉，， 旧基性炭酸鉛
b．　　　粉
瘧譿ｫ炭酸鉛

48．57

T8．65

名古屋市酉匠新町4丁目

@不　　　　．詳

寺島豊次耶

@不　詳

愛知癖

�圏
46 切論原料．　　1

，　，， ，，
，，’ 93．43

，，　． ’，　9， 山ロ一

纏 白窃製　・門口　　、　，，” ，，

豊．基性炭酸鉛カルチウム

　　1垂Wや工0
，， ，， ，，

L　　　r辱　　　　　　　　． 1　　．

雛　　白．、粉．

噤@　子　　粉・

，，

C，

．，，

C，

’堅基性炭酸鉛
b，　　　●粉

@　　，，

51，821

S2．31

大阪市西匠北堀江二番町1番地

蜊緕s西匠京町堀上誼4丁目18番地

長田六三耶

剿{勇之助・

大阪府

@3，、
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番號隔 名容器1細圭成到鵬騰1住 所 姓名麟臆
50

51

52

一

円　さ

都　さ

　、桂

ら　し

ら　し

包

木箱

袋

粉・

，，

，，

璽基性炭酸鉛

　　　，，

　　　，，

36．59

57。53

δ7．5会

大阪市東匠谷町9丁目
12番地

大阪市北旺久賓寺町
2丁目40番地

　　　　，，

獺跡短府

長盟由兵備　”

　　，，　　　　　　　　　　，，

第．2表無鉛自粉（66禿重）

醐 晶　　　名
1容 器陣 圭成到 住　　　　　所 姓　名

　　　ll提出府縣　名

1 化　　粧　　水 瓶 水製 硫酸マグネシウ 名古屋市渦潮新道4丁月 寺島豊次郎 愛知縣・

2 ピ　ホ　一　液 ，， ，， 酸化　亜鉛 不　　　　　詳 土　　　尾 ・群馬繍

3 玉水（化粧水） ，， ，，

硫酸マグネシウ
，，　　　　　　● 不　詳 高知縣、

4 牝　　粧　　水 ，， ，， 不　　　　　詳 ，， ，， 山口縣

5 花　　香　　液 ，， ，， 澱　　　　　粉 ，， 落合政一
帥奈）1

p6 チドリ化粧水 ，， ，， 砺酸グリセリン 大分縣別府 化野貝島工
ﾆ所

大分鮒
7 Blancede　1）erle

，， ，， 酸化亜鉛 兵庫縣武庫鴻大庄村
日本リーバ，・一ブラザー

兵庫鰍

8 Kagashi
，， 　 ，，

帥戸市元町通1丁目234番
n

ス殊式會祉
ﾛ谷　七耶 ，，

9 Blance　de　Perle．
，，

並製
�F

，， 兵庫縣武庫郡大庄村
日本リーバ

[ブラザー ，，

1

10 バシフヰツクロ
[ズ水白粉

，， 水製
次附酸蒼鉛・タルク，澱粉

　　　　6s　　　　　詳
ス橡式會杜
s　詳 廣島縣．

11 チーエチ白粉 ，， ，，

次硝’酸蒼鉛
_化　亜　鉛

，， 田村芳香堂 ，，

12 チーエチ新化粧 ，， 　 酸化　亜　鉛・ ，， ，， ，，

13 乳白レート白粉 ，， ，，

酸化麗鉛，タル
N

東京市E本橋匪馬喰町1丁目

亭尾　賛平 警覗麟
14 ホーカリ・パッ　ト ，， 　 酸化　亜　鉛 東京市瀞田島柳原河岸 堀越嘉太郎’ ，，

15 御園の月（水白
ｲ）

，， ，，

酸牝　亜　鉛グ　リ　セ　リ　ン
東京市芝匠芝公園地9號：地6雷地

伊東胡蝶園 ，●

16 Best　Mainichi
nshir・i（水白粉） ，， ，曇 酸牝　亜　鉛

大阪市西匠北堀江御泡通51蕾地

大　島　測 大阪府．

17 白色ii麩高水 ，， ，， 酸化　亜　鉛 大阪市南匪鰻谷仲の町 桃谷順天館 ，，

18
スワン水白粉 ，， ，， ，， 大阪市東山鎗谷町1丁目 高野勝三郎 ，，

レート水白粉

hVory

，，

V，

，，

C，

　　　，，
_　化　亜・鉛白　　陶　　土

大阪市東匠南久寳寺町4丁目

蜊緕s北匠久慶寺町2丁「
ﾚ40番地

準二二亭
x　　　店

ｷ盤由兵衛

，，　．

C，
，

21 Happy　t・ilet
，， ，， ，，

　 ，， ，，

22 クラブ水白粉 ，， ，，

酸化　亜．鉛グ　リ　セ　リ　ン

大阪市南1昼水崎町 中山太陽堂 　

23 艶美の　露 ，， ，， 不　　　　詳 不　　　　　詳 熊本美容院 熊本：臨1

24 美　　・容　　精 ，，

　 ，，

　 　 ，，

25
白色原素液ロ　一　　L！　ン　ス

，，
，， グ　リ　セ　リ　ン

，， ，， ，，
！

26 艶美　白　粉 ，， 煉 熊本市駕町8番堆 桐原　朝憲 ，，

27 ク　　リ　一　　ム 蓋物 ，，　． 脂肪，ワセリン 不　　　　　詳 熊本美容院 ，，



室

78．
．衣　　笠b・上逡野●服1　部

’

、瞬．i
品 名’ e器矧

　　　ぐ　　　　，

蛛@成．i分 佳　　所　／ 姓名
三田府

p1名
チドリ煉白粉

ﾄ山子煉白粉

瓶箕雲 煉，，

酸化亜鈴澱粉

_、化亜，錯

化畢貝島工

ﾆ所
ﾛ屋　七耶

大分縣

ｺ庫縣

30 レーム煉白．ｲ ，， ’ジ，
　

車戸市大岡町3丁目91番
n 植木啓治： ，，

31 チーエチ白粉 ，， ，， ，， 不　　　　　詳 田村芳香堂 　㌔O島縣
32 ホーカー白粉 　 ，， ，， 東京市聯田隈柳原河岸 平日嘉太耶 警脇門

33 　噂
D乳白レート自欺

，， ，， ，，

東京市日本榔鵬喰町1丁目．

亭尾　轟轟 ，，

、34’

御園白粉 ，， ，， ，，

東京市芝匠芝公園地9號地6誉地

伊東胡蝶園 ，，

35 煉　　自　　粉 茶碗 、　
酸化　亜鉛，
秩@陶　　土

大阪市西匪京町堀上通4丁目18番地

　　　　〆
剿{勇之助 大　阪

毎　日　白　粉

謚逕瀦ｲ

瓶，，
，，

C，

酸化距．鉛
_化　駆鉛タ　　　ル　　　ク

鑛画論御池通
蜿ｦ南二三の町

大　島田

穀J順天館

，，

@

…

」　’lI

@38 鑑ンプレス煉白
ｲ

，， ，， 酸イヒ　豊E鉛 網牒騨久鯖町 中谷兵助 ，，

白黒白粉
蜿?ｩ粉

　，，

ｩ製瓶，，

　 ，，

C，

　　　　，，
A大阪糠職人橋1丁戸

　　，，

軏?F香園

，，

C，

李1 美乳一階 瓶 　 ，， ，， ，，
，う

；

42
レート白粉 ，， ，，

酸化　亜　鉛，タ　　ル　　、ク

黍薄東匠南郷町 亭尾賛亭
x　　　店

，，，

43 エyジ白粉 陶製瓶 ，， 酸化亜鈴灘牙 査阪岬町綿町3T 戸田二二 ，，

ξ
44

久ラブ良粉、瓶 ，，

酸化．麗鉛，タ　　ル　　　ク

大広市南匿水崎町 中山太陽堂
　

45 レー仏固煉白扮 幣子蛋 固煉鉛．化　亜 鉛・騨細線黙 植木啓治
兵庫縣

ζ 磯6 ホーカー
Nリーム白粉

零物 ，， ，， 卑京三田騨P原河単 掘越嘉太郎r 警覗聡

樂屋つかひ
芍?瀦ｲ．
?迪ﾅ煉白粉

穴ｫト固煉白粉

，，

C，

@

，，

Cシ’

C，

　　　，，
_化　亜鈴タ　　　ル　　　ク

@　　，，

轟麟脚勲大阪布籍匪鰻谷仲の町

D騨燭卿

伊東胡蝶園

穀J順天館「

熹�@賛亭
x’　　店

　　
A大阪府

@，，

50 クラブ固煉白粉 ，， ，， ，， 大阪市南医水崎町 中山太陽堂 ，，

　5ユ

P．5黛

T9

クラブ白扮錠

ﾕ美の花
pシフヰツクローズ粉白粉

ポール
氈@　　袋 ，，

ｲ，，

酸化吐露，白　　陶　　　　　土吹請酸蒼鉛酸牝亜鉛ジタルク

　　　，，

l　　　　詳

s　　　　詳

　　，，

F本美容院

@不　詳

　，，

F本縣

A島懸

桑港みやげチーエチ白粉

荢茶戟[ト粉白粉

　，，

{ール

，，

C，

　　　　　印
@　　，，

_’ ｻ　亜鉛，タ　　　ル　　　ク’

　　　　，，

結椏ﾅ日本橋匠馬喰町’
P丁目…

出村芳香堂

部�奄演T

　，，

x覗聴
56 レート打白粉 布褻 ，，’ ，，． ，， ，， ，，

57， 粉おしろい
艨f園の　花

包 ，， 酸化亜鉛澱粉
東京市芝匠芝：公園地9號6番地．

伊：輔蝶園． ，，

58 打おし．ろい
芍?ﾈでしこ 廊袋 ，， 酸化亜鉛 ，， 　 ，，

3 二二紛三舞
Xワジ粉白粉

ボール
H　，， ，，

C，

酸化亜鈴タ　　　ル　　　　　ク酸化鍵E鉛．澱紛

大隙楠匿鰻谷仲め町

E大阪市東匠鎗屋町1目丁

桃谷順天館

v?ｹ三耶『

大阪府

@’，，

、
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翻 晶　　　名 容器陣 圭　成　分 1　住　　所　1 姓　名
堤出府
怐@名

61 レート

ｴお’しろい
ボール

粉
酸化亜鉛，タル
N　　澱　　粉

大阪市東匠南久賢寺町4丁目

干尾　賛ZF
x　　　店

大阪府

62 エンジ白粉 米箱 ，， 酸化亜鉛　澱粉
大阪市南山憲美壽町’
R丁目

戸田　圓造 ，，

63 クラブ
ｯ　　白　　粉

ボール
　

酸化亜鉛タルク
b、　　　　粉

大阪市南匠水崎町 中山太陽堂 ，，

64 Mainichi　Ka血i
nshiroi 手帳形 紙 酸化　亜　鉛

大阪市西匠北堀江御池
ﾊ51番：地

＝た　島　測 ，，

65 御園紙白粉 ，， ，， タ　　　ル　　　ク

東京市芝垣芝公園地9號6雷地

伊東胡蝶園 警親旧

66 頬　　　　　紅 ボール
固煉

白陶土曜ルチウムマグ

lシウム色緊

大阪市問題凍賑町45番
n 吉田市太耶 大阪府

　　　　　　　　　　　　　　　　合　　計　　　　118種

　〔備考⊃　前記試瞼成績表中含鉛白粉第5號白色美顔永（岐阜縣提出）及無鉛第17號の白色美顔水（大阪府提田）

に其製造元同一なうに拘らす一に含鉛にして他に無鉛蹴うに多少奇異の感な穰かしめ†ニリ而して其無鉛品に包

装其他の外襯新らしく原鍼の儘なりしも含鉛品に巳に心細し？こるものにし’て且つ木栓貼紙青魚古きものなりし

こミを鍾に附言Eす

　　　　　　　　　　　　　　　3．・　結　　　　　　論

　近時衛生思想大に登達し世人の漸く含鉛自粉の人身に有害なるを認むるに至り製造

當業者亦此鮎に画意し善良なる白粉の提供に努むるの域に達し衛生上無害にして實用

上敢て差支なき無鉛製品の種類漸次市場に多からんこするの傾向を示しつ、あるは洵

に喜ふへき現象なりご錐も三際之を鑑別する事は素入あ能く成し得る所にあらす叉常

時白粉に親しむ梨園肚會に於ては鉛毒の惨渦に拶むこご屡々なりご錐も素人間に於て

は其強烈なる中毒を蒙り或は之を目撃する場合些なきを以て鉛毒に画する恐怖の論議

は未だ普く徹底せさるの戚あり　且つ鉛製白粉は比較的廉債にして皮膚に密着するの

・欺態即ち俗に所謂〔のび〕の善きこご蓬に無鉛製品に優るの特黙を有するか故に其需要

の依然こして高なるは前記試験成績表に示すか如く鉛製品の種類豫想外に白練なるを

以て之を観るも亦明哲の事實なるへし即ち供試自軍118種の内含鉛白粉52種（44％）

の多きに潅し之を去る明治36年當東京三生試験所に於て分析しだる坊聞白粉31種

の内含鉛白粉12種（39％）及同39年に於て分析しすaる白粉猛種の内含二二粉33種

（75％）の成績に封照するも鉛製自粉の著明なる減少を認むる能はす然も此聞15－18年

の星霜を閲し世一の衛生思想は論著なる登達を轟けたるに係はらす未托斯くの如く多

数の鉛製品を市場に見るは衛生上洵に遺旨に堪へさる所にして將楽ごても輩に需要者

6



許ミ3① 協．衣‘ C． ﾄ笠順祉．遠野●取∴，部

．．ﾌ囎灘ゆみ盛雄す雛於圃酢備を待つ脚保し痢吻臼！r庫
　姉揚正写三三照る姪らん脚今甲・三三らく三三の三三襯
’　封に禁止し嚴重なる取締を三三ぜさ’る・へから：ざる．ものε思料す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大回＋年三月

　　、附記．　前記含鉛白粉第5號白色美顔水に其後岐皐瞬に於て調査の結果弓造晶電ろこε分明也り

。

’を
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何首烏試験成績報告λ

、技師衣笠．，豊
技手辰濠術∫次郎．

　何首烏は漢藥の一にして支那及朝鮮に於ては既に古くより朝鮮人参ε共に不老長壽

の難面こして重用せらる》もの』如く本邦に於ても亦近時直直に之れか流行め傾向を

示せり和漠三歳圖會に家ρ記事あり場て其由摩を癖ふに足らんか1

一古昔能嗣醤鯉更入山取交藤任激肉感之六十有余面面始語数男主壽其中延秀百六十歳

延秀生首自首烏服忌亦生歎翌年百三十歳髪猶黒画面何首烏爲同名。“・

　何首烏の生藥學的研究に回しては最近藥學士高木重周氏の詳細なる報告（藥學雑誌

第472號487頁）あり同氏に從へは生藥εして坊間に用ひらる、何首烏には赤品品臼

色の3種あり其母植物の赤及黒色のものは和名をツノレドクダミε面し蓼科P・1yg・na－

ceaeに属するPleuropterus　multiHorus　Turcz（Polyg。num　multiHorum　Thウにして自色

のものは全然之を異にして臼前科Asdepiadaceae．に画するCynanchum　Wi1めrdii，

Hemsl．（痴言コイケマ）なり

　赤色何首烏はツノンドクダミの地下茎に並行し紡錐状をなして着生する塊根を烈日に

曝乾し操るものにして質硬く容易に破折し難く表面は赤褐色を呈し破折面は白色黄褐

色乃至赤褐色にしてアノレカリ及硫酸によbて紅色εなり硝酸には褐色を呈す支那朝鮮

及本邦の各地に産し小なるは甘藷の如く大なるは甜瓜の如きものありご云ふ朝鮮産を

良品ざするものご支那産何首烏を鼻嵐なるものεするものありて明かならす黒色何首

烏は黒豆を用ひて之を蒸製しすZるものなりざ謂ふ

　當所に於て小官等か今回試瞼に供用したる何首烏は支那四川省産ビ臥するものにし

て赤色何首鳥に属するものなるへく旧く拳大の大小不同の塊状をなし赤褐色を帯ひ特

異の香氣を有す之を切戴し粉末氣乾朕態εなしセるものに就き一般化學分析を施行し

セるに次の成績を得すこり依て弦に之を報告す
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ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

　　　　　　　　　　　試　　験　　成　　績

三品の氣乾状態に於け斎もの10◎分中ド含有する各成分の三次の如し

縞窒肇工05分
　内アムモ昌や性窒素　　 α04分

　　　アミン酸惟窒素　　　脚分
　　．酸アミド性窒素　　　　櫨田ぜす
粗脂肪（呂一テル越三三）・　　　　　　3・14分

レチ、シ（ヂステアリ」ルレチ．、ンミして）

　　　　　　　　　　　　3．74命
脂肪申の遊塵脂肪酸（オレイン酸ミし《）0．14分

醗脂物鞘するア脚ホ’・越幾斯　　麗2分

石油エーテル越幾斯．　　　　　　　0・34分

水に可溶性物質総量　　　　　　　　　　26・35分

勧『精　　　　　　α72分．

備考

韓化糖
薦　　糖
澱　　’粉

粗繊維
鑓・物　質（灰　分）

　内燐 酸（P205）

　　　酸化鐵（Fe203）

　　　酸化カルチウム（CaO）

水に可溶性物質申の鵠物質　．

水　　分
オキン・メチールアントラヒノン

化合物（クリソアナ酸電して）

8・10分

15．35分

45・15分

2・66分

4．54分

0・45分

0・44分

α08分

3・98分

9・41分

工78分

許シメチrルアンDヒ炉ン化舗i舌ツ昌伊吸エドネ禰氏の灘獅定量剖
（A．Tschirch　u，」．　Edner（Arc11．　d．　Phar皿，1907，＆150r）

　　　　　　　　　　　　　　　　　大正十年十月

、



市販牛乳の衡生的試瞼’成績報告
83

市販牛乳の衛生的試験成績報告

技

技

囑

囑

尊

師

手

手

手

託

三

衣

佐

池

服

小

須

堤

笠

藤　　徐

田　靖　一

部　　安

西　　隆

田

清

豊

作

郎

藏

保

雄

　這同内務省衛生局よりの照會に從ひ東京市内及接績町村に於ける販責牛乳に就き衛

往的試験を施行しナこるに次の成績を得ナこり依て弦に之を報告す

　本試験は特に母牛の健康状態飼料及牛乳申の三三の登育等の關係より四季中牛：乳の

品質最も・不良に隔り易き梅雨季を選ひ試瞼を施行しすこるものなり

　　　　　　　　’　　　試　　　験　　　方　　　法

　外観友慮及比重　常法に從ひ之を三三せり

　脂肪理行内務省！腎に從ひゲノγペノγ氏酸ブチロメートノγ法に擦り検定せり但し本法

ヰ省倉の定むる所に撮れば槍乳をアミーノンアノレコホノγ上に層積す可しごあるも多数成

’書の記載並に幾多の實験に徴し其順序を顛倒しアミーノレアノγコホノレは繰作の最後に於

て注回せり

　屈折率　ア。ケノンマン氏の方法に準下しクローノγカノンチウムぜ一ノγムを製出し浸漬

屈折計を用ひて17・5。Cに於て槍定もり

　硝酸の鑑識前記屈折奉瞼定に用ゐ把るクローカノンチウムゼーノンムの三下を試料に

供し常法に從ひヂフェニー川アミンを以て試験し其藍鍵の理度に依り硝酸現存の疑ひ

あるものe）硝酸反慮稽署しきもの（＋）及顯著なるもの（廿）の3種に匪別せb

　澱務豆乳の鑑識　ヨード溶液に劃する澱粉反回，ナトロン漁液に野する豆乳の鑑識

を施行しすZるに全供試乳中楡出せしものなし

　生乳と加葡乳ピの鑑識　ストリヒ氏に從ひ検乳10ccmに就きパラフェ昌レンジアミ

ン反慮を試験せり試瞼成績中（一）は80。C以上の加熟乳，（十）は79－80。Cの加熱



84． 衣笠6佐藤．O池．田b服部●小西・須　田●堤

乳，（壮）は78。C以下の加熟叉は生乳なる事を示す

　酸度ソクスレヅト及凡ンケノン民法に從ひ瞼孚ピ50c戯に就き之を槍直せb・

　アル＝ホル試験　フノγ1ク蒔石に準擦し施行せb　四強乳10ccIn　に68容量％アノ7

コホノγ10ccm　を注加し槍乳凝固せさる時は陰性反慮（一）εなし，凝固する時は更に

新に検膿10cc出を取b同上のアノγコホノγ髄ccm宛順次に注加し其凝固鮎を幽し凝

固に要ぜしアノyコ」駒レ量を試験成績中に掲載せリ

　レヅケターゼ試験　バノγテノγ買置に準撮し槍乳．10ccmに就き40。　Cに於てメチー

レンブラウ溶液の脱色時間を瞼解せb（衛生試瞼所彙報第18號189頁参照）

　綿菌　上筆公衆衛生山高高高二化學技術者二二ρ協定に係る牛乳の標準試験法碍か

・・d・・dm・th磁・・f血ilk・・記y・i・・f　th・Am・d・an，　P・可ic　heal㌻璃…i・tbn飢d出・・ssg了

ciation　oξo缶clal　agricultura1『hemists・1923　Forth　edillon）に徒ひ顯微鏡下に於て直擦三

歎を計算し且つ同時に甲板培養を行ひ其聚落数を算定し四一乳1ccm中の菌馬蝉祭

三歎を計上せり，成績表中（1一）印を附加せるものは直機塗鏡試験に於て細菌を登見せ

さbし事並に培養試験に於て細菌の登育を認あさりし事を示す　1　「、”　1’

　　　　　　　　　　　　　供．・試　　　材　　　料

　供試乳は六月十月よb同二十日に至る期間警観廃に嘗て管下各警察署に早し當該署

管内各糞番に於て早朝配達途上にあるものも牧去せるものにして各警察署管内に於け

る牧去品の牧去時刻及販責者の住所氏名を別押すれは次の如し

　　　　　　富坂警察署管内　　六月十．日牧去、　15種’．

1、．

2

3’

4

5

6

7

8

9

10層、

，11

12

午前6時

午前3時30分

午前4時．

午前5時30秀
牛前3時」30分　1

午．前6時

午前6時

午前4時

午前6時
・1午前6』時

午前5時30分

午前6．時

小石川匠原町一三iE番単

本郷匠東片町五番地’

本郷躍東片町七九番地　　　　．

府群集鴨町江戸橋際

本郷彊三追分町九八番地

網田匠三崎町一丁月六番地

回右川匿氷川下町三七番地’

小石川医駕籠町二八七番地

小石川1匝氷川下町三七番地

本引目三門町三一番地

府下集団町四丁目六島地

帥田匠錦町一丁目一八番地’

萩原駒十耶
模範牛乳二二’�･
叛　川．牛．1乳店

回　木　含　本　店

回泉牛乳．本店∴

　愛　　　光　　．舎

　古谷精一（興眞舎）1

長谷川偲、「・三ド
舌層谷．緬L・

　門．，馬．1へ忠㌦．．．吉・．．

臨
　宮　崎　　清　松
長　・妻．、杯
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番號1牧二時刻1 住 所 1姓 名

13

14

15

午前4時

午前5晴

午前6時

府下巣鴨町字挙松一一八六番地

府下巣鴨町一一一八番地

本郷瞬時木町一・丁目三八番地

酒　木　　國　吉

小　島　　忠　邉

牝　　星　　會

重職警察署管内 六月十一日牧去 25種

番謡 攻去時刻 住　　　　　　　　　　　　　所 1，姓　　名’

16 午前6時隻O分 本所魅緑町二丁目二三番地 豊　　　英：　舎
17 午前6時 本所匠麺澤町二丁目二〇番地　　　　　　　　　　　　　　　　幽 小泉牛…乳．店
18 午前6時 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，{所匝癒澤町二丁目一番地、 大　月　　七　事
19 午前6時 本所匝大李町一丁目四番地 佐　藤，由．藏
20 午前ら時 本所同線町二丁目二三番地 聾　　英』　舎
21 午前5時50分 本所匠林町三丁目三九割地 『淺　沼　章太郎
22 午前6時 深川匠富川町五丁目七郷地 一　色‘誠．一
23 午前6ヒ時 本所魁小泉町 雨　　　國　　　舎

24 午前6．時 本所匪櫻森町九二番地 島　田『正　二
25 午前6時 本所匪入江出門ー番地 ・蛭川政吉，郎
26’ 午前6蒔 本所匠北二葉町三五番地、 寺　尾　　鐵　二
27 午前61時 　　　　　　　　　　　●{所匠北二葉町三五番地「 　　　　　1宦@尾　　鐵．二
28 午前6昏 　　　　　　　　　　「

s　　　　詳 白　田：藤　吉
　　　LF識1 府下寺島町一三八入番地、

{所匠向昆小梅町二五一番地

加茂坂’金次耶
{　田’丑　松

r　　　　メ

31 午前6憐 府下吾嬬町請池五七番地 飯　田．高　峰
本所匪表町七明地

{所匝若宮吋一六三番地

前　田　松・次　耶

ﾑ　盛　　牛　舎
34 午前瞬 本所匪松倉町二丁目一雷地 輝　井　　粂．次
35 　　ト

ﾟ前6時20分 本所匝申柳元町三三番地 片　　　川　　　靖
モ

、

．36 午前6時29分 本所匿石原町三五番地 野呂安次郎
37 午前6．時 府下亀戸町三六二三番地 吉　田』　榮　慧
38 午前6時 本所匪若宮町一九七番地 田　邊　留太郎
39 午前6時 府下寺島町六一二番地 大　倉　　忠　吉
40 午前6時30分 府下大島町二丁目二三一番地 廣　澤　彦　三．耶

青山警察署管内 六月十’二日牧去 29種

41

42

43

44

45

46

47

自午前5時30分
至午前6時30分

同

同

同

同

同

同

上

上

上

上，

上
囚王

青山南町一丁目四八番地

赤叛匠幾町二丁目

府下中圏谷九六八番地

府下千駄ケ谷側〇〇へ番地

府下下畑谷六一九番地

赤坂匠田．町二丁目一三香地

麻布匪算町

山　城　　7こ　ま

服　部　　安　吉

川　東清　一　郎
田　　申　　一　　徳

小　黒　　松　藏

聯　津：徳　太．郎

角　倉　　賀　遣
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番號 牧去時刻 佳　　　　　所　／ ．姓　　　　　名

48 自午前5時30分 麹町匠永田町二丁目三Q番地’ 鈴木牛・乳店
49 同　　　上 赤坂世界山北町一丁目一番地 三　橋　　春．吉

50’ 同　　　上 牛込国邦舞町一〇七番地
小兇牛乳橡式會杜

51 同　　　上 府下千駄ケ谷八五番地　　　　　　　　　　　． 櫻　井　　定　．男
52 同　　　上 府下代々木山谷二〇五雷地

平生協力　會
53 同』　上 府下淀橋町角筈八七九番地一 西　　山　　道　　明

同　　　上・

ｯ　　　上

麻布匠宮村町　　　　　　　　　　　　，　　r

{下千駄ケ谷原宿八i九番地
興、．　藁　　黒

�ﾌ井寅二　瓦
56 同　　上： 府下下澁谷下等尾二七旧地

永　井　　勘　吉・
57 同　　　上． 四谷匠永住町一番地 猪股牛乳商店
58 同　　　上・ 麻布匠箪笥町 篠　崎　　大　吉
59 同　　　上． 府下世田ケ谷 植民’{園勢働會’ f

60 同　　上、 麹町匠永田町三丁1目二d番地－’ 鈴木真三耶
61 同　　　上 府下上漉谷一五一番地「’ 生民軒牛乳店．
62 同　　　上 　　　　　　　　　　　　　、ﾔ叛匠青山北町五丁目 吉橋牛乳　店
63 同’ @　上 府下下澁谷羽根澤三五四番地 自腰牛乳店
64 同　　　上， 　　　　　　　　　　　　　L{下下澁谷群雲寺前 志’ ﾍ　峰　吉
65 同　　　上 麻布匠亀町五〇番地 田　村　　寅　吉
66 同　　　上、 府下千駄ケ谷原宿六三番地 盛同舎（高田徳興）

67 同　　　上 赤坂匠青山高樹町一四番地一號　　　　　　・ 宇田川『銀之助
6S 同　　　上 赤坂田青山北町五丁目四五番地 荏・原　宗・太　郎

69 同’　　上 麹町匠麹町三丁目七番地 坂　川昌牛乳　店

外町田警察署管内 六月十三日牧去 34種

同一攻去晦唄 佳 所 姓 名

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82‘

83

’84

・85

』86

自午前5時
至午前6時

頃　　　上

目　　　上

同‘　上
午前4時15分

午前4前25分

・午前5時一同6時

午前4時20分

午前5時一同6時

同　　　上

同　　　上

午前4時30分

午前5蒔一同6時

同　　　．上・

同　　　上

午前5時30分

午前5時一同6時

1碑田下五軒町一三番：地
　　〆

本郷回春木町一丁目三八番地

本此世湯島天憩町二丁目三二番地

日本橋匠大町馬町三丁目二六番地

．田田匝嚢所町

瀞田上同朋町二〇番地

淺草匪幅井町一丁目四番地

際田園東松下町二四番地

下谷医欝長町五二番地

増田島西小川町二丁目九番地

府下日暮里谷野八二番地、．

津田匪遽雀町一八番地

本郷医東片町七九番：地

瀬田匠五軒町一四番暉

下谷匪西黒門町ニニ雷地

瀞田匠美土代町二丁目一番地’

下谷匠仲御徒町憎丁目五三番地

1概
障・

膿

八　百　七

1飯村醗衛

・島信之
形　　安

見　　　次

田　　　次

助

治

郎

春谷桃太耶
鈴木大　三　平
和　田　　重　勇

胆　藤　　寅　松

小山田午之丞
藤　本’以　i美

三川牛乳店
晒　座　　廣　吉

山　口　善太　耶

佐　々　倉清　二

辻村　牛．乳　店・



市販牛乳の衛1生的試‘験成績i報告
87

番號 牧去時刻 住　　　　　　　厩 姓　　　　　名

87 午前5時 紳田隈錦町三丁目 武　田　忠　兵　衝

88 午前5時一同6時 榊田匪亀住町一〇番地 鹿　沼，松　藏
89 午前4時30分 淺田隈向柳原一丁目四番地 ・植　草　　誠　三
90 午前5時 下谷匪南稻荷町六三番地 齋藤久　三　耶
91 午前5時一同6時 下谷匠練屏町二九番地 「大　野　　賢　．二

92 同　　　上 日本橋匪畑町三丁目一一番地 小　金．源　亭
98 午前4時15分 憩田螺岩本町ニー番地 今　村，　初　i欠
94 午前5時一同6時 瀞旧慣三崎町一丁目六番地 角　倉　　正　遣
95 同　　　上 淋田匠憩保佃戸番地 石　森　興　五　耶

96 同　　　上 本郷煙草町二丁目一番地 亭　井　　幸　　作
97 同　　　上 本郷匪根津藍染町一〇番地 渡　邊　政　次　耶

98 同　　　上 本郷匠湯島天紳町三丁目六番地． 鈴木清次　耶
99 同　　　上 臼田匪豊島町回〇番地 布施1敬　之　助
100 同　　　上 E本橋匠小鼠馬町三丁目八番地 宮　本，　孫　』吉

101 同　　　上 口本橋匪馬喰町四丁目二〇番地　’ 森　田　方　太　耶
102 同　　上 播州匪美出代町三丁目四雷地 遽　　　藤　　　正

103 同　　　上 日本橋里並殻町三丁目一二番地
林　　「吉　五　郎　　　■　　．

洲崎警察署管内 六月十’五日牧去 21種

番劇 牧去時刻 1　住　　　　　所 レ姓　　名・

】04 午前4時20分 深川匠森下町三一番地 原　　田，　貞　郎
105 午前4時30分 深川匠挙久町二丁目八番地 宋　績　　一　義
工0～ 午前5時20分 深川匿西亭井町二六番地 宮　下　’若　松1
107 午前4時25分 深川匠西亭井町二六番目 宮　下　　若　松
108 午前5聴 深川匝越中島町三番目 行　田　作太耶
ユ09 午前3時55分 深川匠黒江町二三番地 西　川　　義　夫
1工0 午前7時 深川匠海遇町三二番地 川上、銀之助
111 午前5時40分 日本橋匠住吉町二二番地 坂川．牛乳　店
112 午前5時20分 日本橋圖蠣殻町一丁目四番地 小　山　　議　一
113 午前5時 京橋魁元八丁堀五丁目一一番地 宇　山　辰之　助
114 午前6時35分 深川匠東森下町四三番地 行　田　牛　乳．店

115 午前5時20分 深川匠黒江町一九番地 耳～　門　　正　一

116 午前6時30分 深川匠東大工町六一番地』 今．井　　幸　平
1工7 午前6時 府下本砂町七三八番地 小宮山定…聚部
118 午前6時30分 府下砂町八右術門 小　泉　　牧　揚
129 午前6時30分 深川匪洲崎辮天町二丁目七番地 岩　浪　　ツ　ネ
120 午前5時15分 深川匠山本町一五番；地 田　申　　久　吉
121 午前7時 深川匠露岸町三四番地 熊ケ容牛乳店
122 午前5時　　・ 深川匠西亭井町三〇番地・『’ 快　　　進　　　批

123 同　　　上 深川匠黒江町一二三番地 石　井　正　三　耶

124 同　　　上 深川匪黒江町二六番地 丸　　山　　：文　治

亭亭警察署管内 ．六月十六日牧去 33種
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雷馴 牧去時刻 1　往　　　　　所 姓　　　　　名

125

?Q6　．

自午前5時30分
鞄ｯ　7時
ｯ　　　上

府下柏木一〇一〇番地

{下柏木一八六番地

久　　’保　　　　明

ﾎ　田　　智　濤

127 同：　．上 府下下澁谷三七〇番地 長井　直：之　助

128 同　　上 府下層雲四八番地 伊・藤　　一　郎

ユ29 同’　　上 府下柏木三四四番地 久保谷保干
　　陶P30　、 同　　在二 府下角筈五二六番地 高　橋　　庄　一

131「 同’‘’　上 四谷匝三園町一一一番地　　　　、 佐々倉矢之吉
i32　’ 同　　　上 府下角筈八七九番地 四　　山　　道　　明

133晒 祠’　上． 府下大久保百人町三六旧地』 西』 J　　昇　・一

134 同・－ @！上 府下下濫谷五七七番地 小見牛乳株式會冠

135 同　　　上 府下粕木一〇一九番地 五十嵐喜三耶
136 同　　　上 府下幡ケ谷一・三五番地 叛　川　牛　乳　店

137 同“　・上 府下千駄ケ谷九二八番　　　　　’ 遠　藤　　義　勇

138 同　　　上 府下大久保百人町二五二番地　　㍗ 安部謙二耶
139 同　　　上 府下柏木一〇一〇番地「 久　　　保　　　明

ユ40 同　　　上 府下千駄ケ谷町〇七番地． 北村國　次耶
141．・ 同　　’上 不　　詳 ・小川み　よ　し

ユ42 同　　　上 牛込匠柳町ご五番地’ 笠　柳　愛　光祉’

143 同　　　上 牛込圖若松町六三番地 猪　狩’昇　一・

144 同　　　上 牛込匪百人町三六番地 西　　谷　　昇　一

145 同　　　上 府下角筈五二六番地 笠　輪　　総　治

146 同　　　上 牛込匿山吹町五番地 萩　原　　夏　耶

　　甲P47 同　　　上 府下幡ケ谷三〇一番地 橋’本　　秀　男

148 同　　　上 府下角筈一番地 渡　淺　　喜　作

149 同　　　上 府下柏水一〇一〇番地 久　1保　　　　明

150、， ・同　　、上 府下東大久保五一番地 吉’野喜，久男
151’ 同　　　上 府下角筈ミー番地 高橋宇　三郎
152 同　　　上 府下角筈七八八番地 加瀬亭兵衙
153 同　　，上 府下代々永山谷一八一番地 日　崎喜亭次
154 同，　上 牛込匪市ケ谷谷町五五番地 高　田　　繁　藏

155 同－ @　上 牛込匝余丁町五六番地 鈴　木　　喜　作

156・ 同’@上 牛込二二ケ谷谷町五五番地 高　田　　繁　藏

ユ57『 同　　　上・ 府下角筈新町二五〇番地 三　田　　與　吉

高輪警察署管内 六月十’七日牧去 29種

小一’牧一刻 住 所’ t姓 名　1

ユ・8皇筒前き臨。分

霊59　　同　　’上

ユ60　　同　・、　上

161　　　　・同　　　　　㌧尋ヒ　1

162；　　二同　　　　　．よ」

163　・・　同・’　　　、上

164　　同　　　上

’165　ぎ同．　上

府下申目黒一〇〇〇番地

麻布匠宮村町七八番蟻

府下下澁谷

芝匠高輪南町三〇番地・

芝匠白金三光町五番地

芝山白金毫町二丁目五〇番地…

麻布匠我善坊五〇番地　　　　　　　・

茸匪白金三光町ご七三留地

　北　　　榮　　　舎

　村　　　松　　　衝

　十　榮　舎　本　店

．三川牛乳店
　倉林岩　太郎
　小　川　　梅　吉

　古　賀　牛　乳　店

　西　川　　藤　助
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番號1 攻去時刻 ド　住　　　　　所 1姓　　名
166 自午前5時

��@6時30分
府下荏原郡碑丈谷一三八番地 田　村　　貞　馬

167 同　　　上 府下上大崎五三四番地， 堀　田　慶次耶
168 同　　　上 麻布匠鱗町一五四番地 愛　　　光　　　會

工69 同　　　上 府下荏原郡大崎町桐ケ谷一ご二番地 山・本　　和　吉
170 同　　　上 府下下澁谷・一・五八八番地 新　　　興　　　舎
171 同　　　上， 芝慮三田四國町二九番地 渡　邊　　悦　豊
172 同　　　上 芝半白金三光町二〇三番地 高　橋政次耶．
173 同　　　上 府下下目黒四五〇番地 目黒軒（小山仙吉〉

174．． 同．　上 府下北晶川一六四番地 小安農園出張所
175　　L

P76
同　　　上

ｯ、主
府下上大崎五七九番地

{下荏原邪品川町歩行新宿

　　　　　　　　●C堀　切　塁　ご耶

@鳥　海　　房　吉
177 同　　．上 府下国軍谷一五八八番地　． 菅　時　　金・藏
．17S 同　　　上 昇平自金三光町二〇番地 青木・葉編　松
’179

同　　　上 興国白金三光町二九番地・　　　　　　・、　　　　　　　　　　　　　　　　、 ．植村金太，耶
180　’ 同　　　上 芝山白金三光町二〇番地 ・長谷川安之助「
181 同　　　上 芝匠二本榎町一丁目五番地 久保　田　　里
182　， 同　　　上 府下荏原郡下澁谷二〇番地 眞　田　常　二耶
183 同　　　上’ 赤叛匠田町二丁目一三番地 飯　澤　、太　耶
184 同　　　上 芝匠三田四國町二丁目四番地， 坂　倉’勇　市
185 ．同　　　上 芝出雲金三光町三七番地 長　　　田　　　豊
186 同　　　上 　　　　　　　　　　　　　　、ﾅ匠新堀町三一番地・ 小　川　　健　治

新場橋警察署管内 6月18日牧去 23種

番號i 攻去時刻 佳　　　　　　　　　　　　所 姓　　　　　名

187 午前4時55分 H本橋匠川瀬町一二番地 棘　屋　　太　吉
188 午前5時10分 日本橋匪北鞘町一二番地 小　　高　　　　保
189 午前5時30分 紳田匠錦町一丁目一八番地 竹　田　忠　兵衛
190　・ 午前5時40分 紳田匠美二代町三丁目四番地 蓮　　藤　　　保

一

㌔ 191 午前5時15分 日本橋匠箔屋駄馬番地 岩　木辮　次　耶
「

．192 午前6時 京橋匠南水谷町六跡地 金　本　　隆　三
ユ93 午前5時50分 階上匠幽思町一八番地 藤　本　　伊　美
194 午前4時30分 日本橋匠北島町刷了目三〇番地 古　屋　　精　一
195 午前4時35分 日本橋買上棋町面懸地 田　中　　晋　吉
196 午前5時 麻布三尉弾唄町 淺　　野　　馬　二
197 午前5時20分 日本橋医箔屋町五番地 岩、本町　次　郎
198 午前4時30分 日本橋匠北島町二丁目三番地 萩原保太耶
199 午前6時 京橋匠銀座二丁目一番地’ 中　森　　丈　三

’200 午前5時55分 京橋匠新榮町二丁目三番地 山　　ロ　　金　　三

201 午前4時15分 日本橋匪北晶出一丁目三〇番地 近藤喜代沿1
202 午前4時40分 日本橋国蠣惣町主丁目一二番地 林　　吉五耶・．
203， 午前4暗5Q分 日本橋難解町三丁目一番地 小金源兵衛
204 午前4，時15分 日本橋匠住吉町ご二番地 赤　松　　範　一
205 午前4時10分 日本橋匠蠣殻町一丁目四番地 小　山　　壽　一

1｝
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番画商蠣・刻　　住　　　　　所　レ姓　　名
206

Q07

Q08

t09

午前4時50分

ﾟ前6時30分

ﾟ前4時10分
D午前5時

H本橋匠住吉町こご番地

坙{橋匠北島町一丁目二四番地　，

[川匠西挙井町二六番地　・

�c唯美土代町　　　　　．，．，

坂川牟乳店（日本橋出張所）小椋．岩　i…た　耶．宮　下．・、若　松笹　倉，　精　二

上野警察署管内 6月19’日牧去 31種

番・號1 牧去時刻 住　　　　　所．　i ．姓　　　　　名

310 午前5時30分 下谷稲西黒門町ニニ番地 山　口、牛乳　店　　　　コ

211 午前5噂30分 紳田匠三崎町一丁目六番地’ 角　倉：幽正　道
212 午前5時20分 紳田畦五軒町一四番端 肥　座　　慶　吉
・213’ 午前5時40分 帥田偏連雀町一八番地 小見牛乳松式會肚
・214 午前5時 紳自席山雀町一八番地 か兇牛訊株式會莚．

F

2i5 午前4時40分 　　　　　　　●ｬ石川七山川下町三四番地　　　　　　　　　　． 興　　：眞　　舎．
216・・ 午前4時1与分　　曜

下谷匠仲御徒町一丁目五〇番地『 辻　沼　牛　乳　店
217 午前4時郭話 紳田匠亀住町一〇番地　　い．，

鹿　沼　牛　乳　店　　　「　　　．

’刎8’・ 午：前5・時15分 淺草間小島町 由　本精農舎
219　「， 午前5暗1ぎ分 下谷巴仲御徒町四丁目二七持地：『 晶晶舎牛乳店
220 午前4蒔40分 本郷匠本郷二丁目三五番地 東洋軒牛乳店
221 午前5時・10分 本郷風東片町五番地 東京模範牛乳店
222！ 午前4時45分、 下谷匠練撰町二九番地 大　野　　賢　毒
223 午前4時45分 東　洋　軒　本　店 1

224 午前4時30分 下谷匪御徒町三丁目三二番地・ 新井藤太耶・
225 午前4時30分 本郷匠湯島天網町二丁目三二番地 駒　形　　安　治
226 午前5時20分 下谷匠二長町五ご雷地 和　田　　該’輔
227 午前5時40分 下谷匠二長町五〇番地 鈴　木，多　助

o
228 午前4時蓉0分 下谷旺北稻荷町三四番地 岩　瀬．本　店
229 午前5時55分 本郷匠春木町一丁目三八番地 池’島　新　之　助

230 午前4時55分 下谷押出稻荷町六三番地 （愚僧）齋藤久三耶

23L 午前4時20分 淺草創地方今戸町 島，’　太　　　鄭

232 午前5時 下谷匠西町三番地 興　　　眞　　髄 1

233 午前5時3q分 躍層匠美土代町三丁目四番地 嶺　岡牛乳　店
t

・234， 午前5暗30分 油田匠美土代町三丁目四番地　．、．、 嶺　岡牛乳　店
曾35．． 午前5時30分 紳田圖塁所町一番地 増．田　金次郎
236 午前4時40分 下谷匠上車坂町八番地 英久舎（渡三新冶）

237 午前5時10分 府下日暮里元金杉一〇八二番地 山、：川萬次耶
238 午前5時30分 小石川圖駕籠町六五番地 愛光舎（長谷川忠三）

∠239’ 午前6時10分 淺草匪地：方今戸町 島　　　太　　　耶

．240 午前5時4q分 日暮里冠町五九六番地 日暮里東海指診藤正

．麹町警察署管内 6，月「20日牧去 46、種

番號睡細評 住 、所 1姓・ 名

1曾4－陣前5麟・分1紳服灘町一丁目二八翻 ｝小兇牛乳1株．式會牡
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242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

午前6時
午前5時30分

午前7時

午前5時50分

午前6時

午前6時40分

午前6時20分

午前6時30分

午前5時30分

午前4時50分

午前6時40分

午前6時30分
午甫宣f6時30分．

午前5時30分

午前4時10分

午前5時10分

午前4時30分

午前5時15分

牛前7時40分

午前5時20分

午前6時20分

午前6時50分

午前5時10分

午前8時10分

午前8時45分

午前5時30分

午前5時30分

午前6時10分

午前8時

午前8時20分

午前8時30分

午前8時25分

午前6時55分

午前8時45分、

午前6時45分
午前7時50分
午前8時30分
午前9時15分
午前9時20分
午前8時10分

午前9時
午肩置8時50分

午前8時10分

午前9時

午前6蒔15分

牛込匪飯田町三丁目ニニ番地

麹町匪五番町一八雷地

京橋鹿南水谷町六番地

紳田匪仲猿樂町一七番地

紳田匠三崎町一丁目六番地

芝医西久保巴町二四番地

赤坂匿田町五丁目六番地

芝匠佐久間町二丁目一番地

紳田匠錦町一丁目一八番地

麹町匠永田町二丁目三〇雷地

麹町匠三番町二〇番地

麹町匠山元町一丁目七番地

麹町匠麹町三丁目四番地

赤坂匿田町二丁目一二番地

麹町匠富士見町一丁目八番地

麹町匠麹町三丁目七番地

麹町匪麹町九丁目一〇番地

牛込國市ケ谷山吹町五番地

牛込匠元岡町一丁目三三番地

牛込圓元岡町二丁目一番地

麹町匠富士見町一丁目ニニ番地

麹町匠富士見町一丁目二二番地

牛込匠携方町二三番地

麹町匠三番町六七番地

麹町匪上六丁町四二番地

府下千駄ケ谷町七五七番地

四谷匠麹町一二丁目八番地

赤叛匪傳馬町二丁目六雷地

牛込匠飯田町六丁目一三番地

麹町匠麹町八丁目六番地

麹町匪麹町一〇丁目四三番地

麹町匪麹町八丁目一五番地

赤叛匠榎叛町三番地

牛込匠紀尾井町三番地

赤叛匪青山南町一丁目四八番地

麹町匪麹町一〇丁目一三番地

麹町匠麹町八丁目八番地

麹町匠富士見町三丁目一番地

麹町匠三番町五五番地

麹町匠富士見町一丁目一三番地
麹町匠富士見町一丁目一九番地

麹町匪三番町八番地

麹町匠三番町五四番地

麹町匠三番町五番地

牛込匠飯田町ξ丁目一九番地

　　　　牛

興眞會芝支店
・竹　田　忠　兵　衛

鈴木耳　三郎
松　本　　榮　　作・

大原　浦　次　郎

三　上　亭　太　郎

上　津　　牧　　揚

酒井　来次　郎
坂．川　　　　轡
大．久　保　長　三

古　谷　　吉・造

間　宮　金　次　耶

小　田　清　三　郎

内　　　田　　　初

片　　岡　　テ　　ル

堀米政七耶
櫻　井　　矯　吉

君　田　竹　二　郎

末　吉　秀　五　郎

佐　々　：倉傳　一

長　尾　粂　次　郎

櫻．

後

愛

會

角

岡

示中

佐

岡

松

水

開

内

秋

森

藤

山

池

宗

小

赤

前

井　　金

藤　　樂

　　光』

田　　来

倉　　正

名　　仁

子　　　乳

藤　　和

田　　次

田　　政

川　　元

盛

村　　靖

　　盛

濡　爲　i欠

山　徳　太

本：　秀

田

山

田

林

田

井

俘

金
常

八

六

幸

吾、

市

會

吉

助

店

作

治

清

舎

子

會

郎

吉

等

吉

吉

十

措



92 衣笠壷佐伽藤づ池，田●服部．●’ト・西●須田・提

　　　　　　　　　試　　駿　　成　　績
　前記試験方法に從ひ試験し得だる成績は．便宜上之を2・表に匿分せb・即ち外観，三生，

比重・脂肪屈折言及硝酸に關するものを第1毒ご穿しストノレヒ氏弓懸・酸度，アノγコボ

ノレ試瞼，レヅクターゼ試験及細菌に慰するもめを露を表こなせり其の成績次の如し

　　　　　　第　1・表

富坂警察署管内　6．月・：10日牧去・15・種

番號 外　・　　親 ・山嶺 比 剰三野 屈折率 陣酸反感 備考
コニ ．純　白　色 中　性 　　　「R・030垂 3．3 38．0 ．　一 全　乳
睾 微　　黄　　色 ，， 1．0294

315 37．0
噌　P　　．

@　，，
，，

3 1純　・白・　色 ，，

1．0309噛 訂 37．5
，，

”　｝

4
，， 　

1．03101・ 3．1 37．8
，， ，，

5
，， ，， 1．0314 3．2 39．0

，， ，，

6
，， ，，

LO314’‘』 3．1 38乙4
，， ，，

…，　　7
，， ，， 1．0325 1．1 37．7

，， 脱脂乳
8 微　』黄　　色 ，， 1．0320 3．4 38．6

」，， 全乳
2 9 純　　白　　色 ，，

1．0314 a4’ P 38．3
，， ，，　　■

10
，， ，， 1．0304 3．0 1　　38．4

，， ，，　　L

11
，， ，，

1。0300　‘ 3．7 374
・，， ，，

i

12．
　 ，，

1．0314 3．3 384
，， ，，

13“ 薇：　黄　　色 ，， 1．0314 ・a3 38．0
，， ，，

14
，，

　
1．0286 3．1 38．4

，， ，，

15 純　　直　　色 ，， 1．0316 a2 384
，， ，，

原庭警察署管内　6．月、11日三脚’25種

番謡 外　　　窺 1反副 些　重 一一 屈折率 1・囎反矧 備　考

16・ 純　　白　　色 申　性 1．0306 3．4 38．4
一 全　乳

17
，，

，， 1．0306 含．7 37．9
，， ，，

18
，， ，， 1．0296 3．2 36．0

，， ．，，

工9
，， ，，

ユ．0286 翫1 35．9
　 ，，

20
，，

，，

1．0316． 3．5 384
，， ，，

21
，，　　’

　
1．0306 3．3 ・38．4

，， ，，

22
，，　　、 ，， 1．0316 3．0。 38．0

，， ，，

23． 微　賛『　色 ，，
110306 2．7 37．4

・　，， ，，

24 純「 秩@　色 ，，
1．0306・1 3．3 38．0

，， ，，

晶25
，，　　‘

　 1．0316 2β 384
，， ，，

26 微ド　黄ワ色 ，， エ．0316 ＆2 38．0 、，， ，，

27 純　　白　色 ，，
工．0306 『3．2 38ρ ，， ，

”28 ，， ，，

1．032ゾ 窪8 38．5
，， ，，
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番馴外　自陣劇・ビ剃脂劇屈・折同轍白白考
29 白　　色　　・純 申　性 1．0316 3．1 39．0

一 全乳
30

　　． ，，
LO316 3．0 3S．4　　　「　』

　　． 　

31．　1　距

　　ド　圃 7，「
1．0306 2．8

37．6　　鰯

，，， ，，

3零，
，，　’　， ，，

1．0296 2．3 36．6　　し

，，， ，，

33　「　、

微榮褐黄色 　
1．0319 3．5 39．3

，，， ，，

7

34　嘘 純　　白　　色． ，，
1．0296 32 38．0

，，， ，，

｛

3尋
1　　　　，，． ，，

1．0286 2．6 35．7　　」．’　　　1

　　　、 父，　1

36
，， ，，

1．0316 3．5 39．6
，， ，，

∫

37、
，， ，，

1．0316 3．0 39．6
，，　． ，，

38

R9

微　　黄　　色’

メ@　白　　色：

，，

C，

1．0286

?P．0286

2．5

Q．8

35．9　　‘・　　　　　「

R7．5

，，，

C，，

　，， 1

40
，，　． ，，

LO277 2．8 36．0　　　　　」
，， ，，

青山i警察署管内　6月］2日牧去’加種’

番劇外　劃反劇比重障．肪1屈折一轍劇儲
41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

6】

62

β3，

64

》65’

66

67

68

6臼

純　白
微　黄
純　白

　，，
　，，
　，，

　，，
　，，．

　　薇 黄

純　白
微　黄

　，，

　，，
　，，
　，，
純：．白

　，，
　，，
　，，
　，，
　，，
　，，
　，，

　　
　，，
　，，
　，，
　，，，．

色

色；

色

中性
，，

　

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

・i
・i

・引

：：匹1

：：

：：

：：、

：：

：：

：：

，1．0304

工．0294

、1．0304

’1．0289

i1．0304

11．0289

i1．0314

11．0325

1．0314

！1．0314　　』

11．0304’ @I

LO30ぺ
．1．0304

3．

3．1

3。0

2．6

13．0

2．7

3。2

色
色　　　　　　　　3・0

色　　　1：1
い■糠i．1：1

　　　、1028訓　 乞9

色＝　　　　、1・0295　　　2・8

　　　「1の336　　30
　　　：1．0305　　　　　　　　3．0

　　　　1．0326　　　　　　　2．8

　　　　1．0297　　　　　　　　2．6　・

　　　　1。0297　　　　　　　3。1

　　　　1。0297　　　　　　　　3．1

　　　　1。02S7　　　　　　　3。8

　　　　1．0264　　　　　　　2．7

　　　　1．0295　　　　　　　3。5

　　　　1．0315　　　　　　　32　　．

　　　　1．（｝295　　　　　　　　3．3

　　　　】．0295　　　　　　　3。0

』382
・36．6

37．5

35．6・

．37．9

36．2

38．6

3・0；38β
＆o m3＆5
3・013乳6

S8．3

36．8

．37．S

37．¢

37．0』

36．0

・36．6

38．喜

37．5－

38．6

37。2

「37．0．

37．3

36．9

．35．0㌦幽

；37．4

138・3

；36母

37．4

，，

？

，，

，，

，，

P

？

P

P

十

，，

，，

，，

？

，，

，，

十

，，

，，

，，

全乳
，，

，，

，　，，

，，

，，

，，

，，，

，，　、

，，

，，

，，

，，

，，

，，，．

，，

層　，，

乏，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，．

の
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、． O騨田警察暑管内1　6月13鳳牧去・34・種

1番劇 外 矧反回t 比重陣 劇 屈折…寧 「轍躍 陣考
70 純　　白　　色 申　性 1ρ3Q1 30 33．0・ ＿　　幽・ 全乳
71

，， ，，
1．0312 ao』 38．0

　 ，，

72
，， ，，

1．0309 3．0 384 ，，L ，，

73
，， ，，

1．0311 3．1 3ミ．0
，， ，，

1

，74
，， ，，

1．0309 3．7 38．6 ，，　「 ，，

75 微　　褐　　色 　
■0309 且9 3R。2 ，， ，，

76 純　　白　　色 ，，
1．0322 3．1 38．0

，， ，，

77 微　　黄　　色 ，，
1．0312 3．3 38．0

，， 1．”
78

「，， ，，
1．0333 3．4 38心 ，，　’ ；．”

79
，，

　
1．0301 鉱8 37．0．

，， ，，

80 純　　良　　色 ，，
1．0312 2．6 37．6「

，， ，，

L

81
，， ，，

1．0312 3．1 37．0 ，， ，，

S2
，， ，，

1．0301 3．0 37・蚤
？

，，

83
，， ，，

1．0301 盆7 38．6 一 ，，．

84
，， ，，

1．0322 3．0 38．0
？

，，

85
，， ，，

1．0290 3．1 36．9
一 ，，

S6 微　　黄　　色 ，，
1．0322 鉱9 37ン ，， ，，　1

87
，， ，，

1．0312 2ゆ 37．6
，， 　

88 純　　自，　色 ，，
1．0306 3．1 38．0 ，， ，，

89
，，

，，

1．03！2 3．0 38。0層
，， ，，

90 微　　黄　　色 ，，

LO312 32 38．0 ，， ，，

91
，， ，，

1．0312 2β 38β
？

，，

92 純　　白　色 ，，
1．0322 a1 38．8 一 ，，

2
93 微　　黄　　色

，，

コ．0313 3．2 3S．5
，， ，，

94 純　　白　　色
，，

1．0322 3．3 39．0 ，，
　

95
，，

，，

1．0313 3．8 39ρ 　 1　　　　　　，，

96
，，

，，
’LO269 2．9 35．0 ？ L　　，，

97
，，

，，，

1．0279 3．0 36．2 一

｝　　，，　，

．98 ，，

，，

LO301 ao 37．0 ，，
｝．

99
，，

　
1．0290 32 38．0

？

，，

100
，，

L，，

1．0291 3．1 38．0 一 ，，

101，
，， ，，

LO324 3．0 38ゴ ，，
，，

102
，， ，，

㍗0323 a2 38．5’

@　　o
，， ，，

103
，， ，，

1．0302 5．0 38．σ
，， ，，

1

洲崎警察署管内　　6月「15日牧場．21種「

：番號1 外　　　親 反副 比 重三一 屈折劇 浦酸心慮 備考
104 純　　白　　色 中　性 1．0306 3．0、

　、「ぞ
R8．0渓

一 全乳「τ

105
，， ，∫

1．0306’ 3ユ 33¢ ” 鈴

106 微　　黄　　色 ，ジ
．1．0296・ 32 3＆41

　． 　

107 純　　白　　色 ，，

1．03q6： 3．0 38．5　・
，，1「 ，，

108
　 ，，

1．0316’ 3．0 38β ，，’ @　　　　． ，，
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番號i外 測反慮 比　　重 1脂刷 庇折率 1轍反酬 備考
109 純　　白　　色 申　性 1ρ296 3．1 38β 階 全乳
110

，，
，， 1．0316 3．0 39．0

，， 　

111
，，

，， 1．0316 3．1 33．3
，， ，，

112 微　　黄　　色 ．，，
1．0316 3．1 3乞6 ，， ，，

113 純　　白　　色 の
1．0311』 2．7 37．8

，， ，，

114
，， ，，

1．0316 3．4 38．8 ？
，，

1工5
，， ，，

LO306 3．9 33．8
，， ，，

116 微　　黄　　色 ，，
1．0306 ＆0 29．0

一 ，，

117 純　　白　　色 ，，
1．0311 3，1　． 3S4

，， ，，

118 微　　黄　　色 ，，
1．0280 a6 35．4

，， ，，

119 純　　白　　色 　
1護｝30】 3．0 38．0

，， ，，

120
，， ，，

】．0306 3．1 38．0
，， ，，

］21 微　　黄　　色 、，，
1．0296 盆9 37．8

，， ，，

122 純　　白　　色 ，，
1．0291 3．9 38．7

，， ，，

123
，， ，，

10291 3．1 36．9
，， ，，

124 微　　黄　　色 ，， 1．0296 4．1 37．5
，， ，，

淀橋警察署管内　　6月16日牧去　　33種

番剃外　劃反回比重1脂肪陣折傘「硲酸薦障考
125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

・145

ユ46

147

148

純　　 色

微

純

白

，，

，，

，，

，，

，，

黄

白

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，プ

，，

，，

，，

，，

黄
白

，，

色

色

微　　 色

純　　 色

中性
，，

：：

：：

：：

1”
1”
「”

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

b

　

，，

，，

，，

，．　　’

】．0309

11．0299

】．0299

LO299

LO288

’】．0315

1．0315

1．0309

1．0292

．1．0288

1．0309

1．0309

1．0256

1．0266

1．0309

1．0319

1．0266

1．0309

1．0319

1．0288

】．0309

1．0299

1．0319

コ．0277

3．3

3．3

2．9

3。5

2．9

3。0

3．1

3．8

3ユ・

3．1

2．4

3．1

3．3

2．6

3．0

2．7

2，4

3．3

3．0

3．1

32
3，2

2．8

2．7

37．2

38．0

37．0

37．0

36．0

38．0

39．0

38．0

37．4

37．0

38．8

3S．0

352

35．0

39．0

38．6

35．3

38．5

38．6

38．4

38．5

38。5

39．0

36．7

，，「

，，

，，

，，

，，

？

，，

？

，，

，，

，，

？，

　全乳
　，，
　：：

　エ
　：：

．巨
■：・

B：
1：：

　，，
，，

，，

，，

，，

，，

引・
　

？

，，

，，

鴇
4
＼

～
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雷號 外　　　観 反周1 比・重． 仁脂 肪・I屈獅 1硝酸反慮 1備‘考

149’ 微　　黄　　色 ，，「@’
コ．0277 4．ろ 3アL3．・ 9 ，，

150 純　　白　　色 ，，
1．0277 霧9 35．9 骨 ，9

151 微　　青　　色 　● LO266 鉱8 35．0 1†・・
　

152 微　　黄　　色 ，，
1．0309 ．2．7　’ 37．4

一 ，，

153 純　　白　　色 ，， 1．0299 3．2 37．3
，， ，，

154 微　　黄　　色． ，，
1．0288 3」9　・ 38．3 十・

，，

155 純　　向　　色 ，， 1．028S 3。7　・ 36．8 一脚　．’ ，，

156 微　　黄　　色 ，， 1．0309 32 37．9
，， ，，

157 徹　　膏　　色 ，，　　’ 1．0288 3．3 37．3
，， ，，　卜

・高輪警察署管内　6月17日牧去・下種1

番劇 外　観．i 反，応／ 比重1 脂　　肪 回折牽 禰酸反慮 ：備考

158　辱，

純　　白　　色 申．悔 」。0315 2．8 38．0
一 全乳

｛1

159
　 ，，

1．0290’ 4．1 38．0
，， ，，

荒

160 微　　黄　　色 ，，’
LO315 3．0 38．0

，9 ，，「

く

161 純．　白　　色・ ，，
ユ．0298， 32 ．37．0

，， ，，

162
，， 噛，

．1．0304 4．1 37．6
，， ，，

163
，， ，，， 1．0297 32 37．2

，， ，，

164
，・ 跡 1．0273 2．8 36．0 廿 ，， 3

165
，， ，，

1．0290． 2．3 36．0・ 十・
，，

166
，，「 ，， 1．0276 3β 35．6 廿 ，，

脅

167
，ギ ，，

1．03U4 3．2 37．2 ？・

，，

168
，，

，ジ 1．0312 3．2 38．4
一 ，，

169
，， ，， LO3工2 3．5 39．0 ，，　’ ，，

170
，， ，，

1．0312 3．0 37．5
，， ，，

」1

171
，， ，プ 1．0295 3．2 38．0

，γ ，，

172
，，■ ，，■ 1．0295 3．2 37．0

　　　　　1

M　　1 ，，

173
，， 勇

工．0301 3．3ス 37．0 ？．

，，

ず

エ74
，， ，ダ

1．03曾1 3．3・， 38．0
一

シ，

175
，， ，，

1．03b4 3．0 36．4 十 ，，

176
，， ，，

1．0304 3ポ2 38．8 一 ，，
叉

177
，， ，，

1．0315 2。9・ 37．4
，，

ゴ，

178
　 ，，

1．0293・ 3．7 36．8
，， i　，，

179 薇　　黄　　色 ，，

i1．0293 4．2・ 37．0 ？・’ 階　　，，

180 純　　白　　色 ，，

、1．0293 4．8
　　騨
R5．9 ？

，，

181
，， 　

1．0牙93 4．1 36．4 ？、 　」、
C，

’

182 薇　　黄　　色 　’ 1．0276 8　　2‘7 35．0
一 ，，

183 純　　白　　色 ，，’ @　レ 1．0287 3．0 36．0 　　’
，，

184
，，

，，’ 1．030峯 3．5 38．5 ，，」 ，ゴ．

185 ，う 　セ
C，

LO320 3．1　・’ 39．0 ，，　’ ゴ，

186
，， 　

LO273 3．3 36．5
，，’

，ゴ　　， ミ

・新場橋警察署管内　　6月18’・日牧去　　28種



ご市・販守・．乳「の衛皇、的試11験．1軍・績i帳貨 27．

番號　， 外：・．1槻
反　慮‘　　　　　　　　　　●

比．、：重． ・眠肱． P屈折挙 陣三江1 備．1考」

187 純　　自　色 申．．．性 1．031与 　一R．1． 38．9，　」　，
1’

A　　二
・：・全ご：乳

1S8
η

．，，1 F
1．0304辱 3。7．・ 39ρ η

1，，1　　．．

1弓9
，， 融 ：Lo顕 3② 3896

”
ギ・・．　「

190
　 ．，，

1・03工5 2．6噛 38．昏
，2 　．C，！

191
，，． ．，，

‘1．03彰 ＆4．・ ．38．0 ，，

’ゴ，．

192 微　　褐　　色 ，乳，　．
1．0309 3．4・ ．384 ，， 冨1

193 縄　　白　　色 、，薯．　‘
．1．03Q4 ．3。1．． 38？2

，，
’ゴ，「

194
，， ワ，　i

LO315 ．2．6　レ 38P2
，，

こ・・’

195
，，庁 ，，

1．0295 3．3． 37㌧7
，2 ：，，

196
，，． ，，

1，0睾88
．　3．1　．　．　　　　， 、37・Q：｝．

，，

　．　1脚　■

C，

ユ97
，， ．，，　　’．

．1．0319 翫0．’ 38．4 ，，．
’，，　　　　　，

1

198
，，． ．，， ：LO293・ a3 38．3 ，， ・，，．1　　　．

199 微　　青　　色． ，薯 to簿
92」7． 38p3

，，　卜　　　　　　．
．　．　　　　　，，　．

2qo 微　謁　色 ，， ■03萄 3・0． 383 E　　　　　，， ，，　1 i

201・ ，， ，， ・1．0304 ・． @3．5． ．39；0・・
，，　．

202 純　　白．　色 ’”F ．3．5 7　．38．0’．’∴　　．　」　　　「
，，

i
‘203

，， ，，
1．03］5 3．0　． 38．0 ，，

，，　L

・204 1微　褐　瞥
．・，，・

1．0304　・
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

≠S　． 38．0・ ’∵　　　，，　　ノ．

@　」
食，　㌃

’　．」　1　F

205 純　　白　　色 ，，
1．0315 3．1 38．5 ’　，， ，，

微　　黄　　色 ，，
1．G304 34 「魑 R8。0’ 　覧．，，

，，

207 純　　白　　色 ，，
1．0304 3．4 39」0

、；

@「，， ，，

208
，， ，，

LO304 3．1 38」3 ，， ，，

‘　　　　　　L

209
，， ，，

1．0304 32 38．3
，， ，，

上野i警察署管丙　　　6月199日牧去’　31種’

9

番田 外　　　観 反　慮 比． 脂． b 屈折’…寧 陣酸購／ 備考・　　　　．

210 純　　白　　色 中　性 1．0322 2．8 38．5
停 全乳

211
，， ，，1 1．0312 3．5 88．2

，，
，，

212
，， 　　脚C，

1．0301 3PO， 38．5
，，

，，　．

213
，，　　　　　　　　r ，，

1．Gao1 32 38．0
，，

，，

214
，， ㌧，．，

】・0＄01 3．1 37．5．
号， ．，，

215
，， ，，

LO301　　　，

3P3， 38．4
，， ，，

216
，， ，，

1．0327 3．0． 38．5
芝．，

’，，　’

217
，，

’ミ， 1．0呂21 2．8 39．0
　　　　　，C，‘

．　　　　　　　　　　亀　　　　　　　，

@　　　．，，

218
，，，

1」
H，

1．0310　　　，

3．2 38．7
，，　　　　　「 ，，，

219
，， 雫，

1．0319 ，3・0， 38．5
2，

．．，，　．

220
ツ， ，ダ． 1．Q圏0 3・3、 37．0

2，． ，，：

221
～， 更，

1・0323 ．3．8． 37．0
要，

L，，　．

222
7， 　

1．0呂12 ・3．0 38．0
㍗，

．ラ，．

A

の

223
．，， ．，，　・．

1．0290　　　圏 3．2．・　　ρ 37．0
署， ，，

224
，， 　

1．0312 3．0 37．6
，．，． 1，，

225
，，

　　　、
＝D，，

1．q3Q1 3．5 38．0
辱，， ，，．

226《・． i　　” ，，．

@　レ

1．0琴10 3・q． 37．5
「乳 1，，1』
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番號［ 外二 馴反慮｛ 比重’ 肪 屈折黍 1轍反剰 備考1
227 純　　白　　色 中　性

　嘘 お；レ ．37．4
，， 杢乳

228 ，，
，，

1．0284 3．2 363 ，，」
，，

229
，，

，う
1．03i2 34 28β ，， ，，

230
，， ，，

1．0320 2；8 3863 ？

，，

231 1．0320 3．3 38．3
？

，， ，， ，，

232
，， ，，

LoSO1 3．5 37．7 一 ，，

233 ゴ， ，，　’ 1．0320 2．9 38．3 ，，
，，

234
，， ，，

1．03碧2 2．8 37．0 ，，
，，

235
，， 弱酸性 1づ0き01 3．6 3760

，，
，，

236
，，

中．・性 1．0全68 2．9 342 ，， ，，

237
，， ，，

1．0312 ’2．8幽 3S．0　　　監
，，

，，

238 ，、
，，

1．0312 3．3 38．3 ，，
，，

239 微　　黄　　色 ，，
1．0322 l　a2 3S．0 ，，

，，

240 純　　白　　色　　　　　　1
，，

1．0312 レ鉱7 38‘0
，， ，，

麹町警察署管内　　　6月20日牧去　　　46種

番號1 外　灘1 反副 比重i 脂　　肪 i屈獅 畷反劇 備考
241 微　　黄　　色 中　性 1．029り 3．2 38．0

一 全乳
242 純　　白　　色 ，，

1．0309 3．7 39．0
，， ，，

■，

243
，，

・乳・　1 LO2鳥S 3．5 37．2
，， ，，

244
，，

。．｛ 1．0309 3．5 38．6
，， ，9

「 蟹　・

＼

5
245

，，

，，　i 1．0299 3．2 37．3
，， ，，

246
，，

1．0319 、　　3．4 38．4
，， ，，

247
，，

1．0309 3．0 37．0
，，　　　　　．一 ，，

248
，， ，，

1．0309 3．0 37．6
，， ，，

、　　249

徹　　黄　　色
　　　　1”　1 1。0319’ 3．2 38．9

り ，．

、1Q50 純　　白　　色 ，，
1．0309 2．8 38．0

，，
，，　1

251 う，
，，

1．0319 3．0 28．0
　 ，，

252
，， ，，

1．0309 3．3・ 38．8
，， ，，

253
，， ，， 1．0290 3．1

，， ，，　　　　9

254
，， 　

1．0309 3．0 39．0
，， ，，

255
，， ，，

LO288 3．3 37．0
，， ，，

L

256 ゴ，

　
1．0309 2．7 38．0

　 ，，

257 薇　　黄　　色 　
1．0299 3．1 37．8

，， ，，

258 純　　白　　色 ，，
1．0309 3．1 38．0 ？

，，

259
，， ，， 1．0319 3．0 39ρ 一 ，，

260・
，， ，， 1．0298 3．3 37．2

，， ，，

261
，， ，，

1．0299 311’ 38．0 ，， ，，

262
，， 　

1．0319 3．0・ 38．2 ，， ，，

263
，， ，，

1．0309 3．3 38．0 ，， ，，

264
，， ，，

1．0299 3．1 37．9 ，， ，，

265
，， ，，

1．0309 3．0 38．0 ，， ，，

266 弱 ，，
1．0319 3．1』 384 Lゴ，

，，

●
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7

番號1外1 矧反降1比 軍 い旨』・劇 二折寧 硝酸反回 1備考
267 純　　白　　色 申　性 1．0309 3．0 38．0

一 全　乳
268

，， ，，
1．0319 乞6 38．9

，， ，，

269 微　　黄　　色 ，， 1．0290 2⑲ 38．0
，， ，，

270 純　　白　　色 ，， 1．0299 3．0 37．0
，， ，，、

271
　

，， 1．0293 3．4 36．9
，， ，，

272
，， ，，

ユ．0309 3．4 37£
，， ，，

～ 273
，， ，， 1．0309 鉱9 38．0

，， ，，

i 274
，， ，，

「1．0309 a1 37．3
，， ，，

275 ，， ，，
LO309 ao 37．3

，， ，，

276 ，， ，，
1．0319 a4 38．3

，， ，，

ド

277
，， ，，

1．0301 4．5 38．3
，， ，，

278
，， 　

1．0309 且6 37．0
，， ，，

5 279 ，， ，，
1．0309 a1 37．8

，， ，，

280 ，， 風　，，
1．0319 3．0 38．2

，， ，，

き

281 微　　黄　　色 ，， 工0309 3．1 37．5
，， ，，

二

282 純　　白　　色 ，，
1．0299 3．0 37．5

，， ，，
ξ

283 ，， ，，
1．0319 3．0 38．6

，， 　
ζ

284 微　　黄　　色 　
1．0309 3．1 38．3

，， ，，

L 285 純　　白　　色 ，，
：LO309 鼠2 37．6

，， ，，

286
，， ，，

1．0309 32 3S．3
，， ，，

第 2 表

富坂警察署管内 6月10日三三 15種

’番號 攻去時刻

層11午前6時30分
　　ト
2　［午盲萱『3時30分

31午前鱒’
4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

午前5時30分

午前3時30分

午前6時

午前6時
午前4時
午前β時

午前6時
午前δ時30分

午前6時

午前4時

午前5時
’午前6時

試瞼着手時刻

午前10時30分

，，

ストル
ビ氏

反　庶
酸　度

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

芝，

7．344

6。528

7．344

8．364

8．774

6．120

6．936

7．548

6．936

7．344

7．344

7．752

7．140

6．528

6．936

アルコ

ホル

試験

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

レヅクターゼ
試　　　瞼

5時26分時間

5時30分時間以上

，，

　　，，
3暗40分蒔間

5時30分時間以上

，，

，，

，，

，，

直接一山
法によう
細菌籔：

1，612，500

1，278，400

3，760，000

14，5875200

・ユ0，240，000

768，000

376，000

512，000

亭板培
法による

細菌籔
200

2，600

2，300

300

3，80b

原庭警察署管内 6月11日牧去 25種
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翻　▽ 歌去暗刻 試験着手時刻

スト惣ヒ氏・．

ｽ回
酸度

アルコ
z‘ル　・

氏fｱ
レヅクタrゼ

氏@　　瞼　　孟

直接槍鋭
ｯに’よろ

ﾗ蘭籔：

至叛培．に蕊ろ細菌

i6
午前6時40分 午前10時30分 一

7，140
」，，

　　6@　，T時305二間以上 一
辱　一 1．

17 午前6時 ，， i　　，，
5，712

’，， ，，　9． 一 一18
午前6時 ，， ，， 6♂324 ’，．■

ρ　，，　　ド

　　…p 一10
午前6時 ，， ，，

16，528
，，

1　，，

『 一20
午前6時 ，， ，， 弘548 ，， ，， 一 一

1

121 午前5時30分 ，， ，， 6，936
．　　，， 鞭 一 一

22
午前6時 ，， ，，

6，936　P

，，， 5時間四過牛脱色
一 　一一A　　■

23 午前6時 　 　 乞344 ，，

　‘
T時30分時間以上 1，593，600

一

F

24　F　「

午前6暗 ，， ，， 7，752
　

：．・
203，040

一
25 午前6時 ，， ，，

6，732
，， ，羽 一 一

26 午前6暗 ，，’ ，，
．6，528

，， ，， 一 一
27 午前6蒔 ，， ，， 6，732

、　　，， ” 一 一
28 午前6時 ，， ，， 乳344 ，， ，，

F　一
一

ll寄

29 午前5時 ，， ，，
・7，344

，，
，，’

一 一
30 午前6時 ，， ，，

6，732
．，， 　． ｝

二
｛

1
韓

31 午前6時　　　1　’
，， ，，

犠140　L　「　．

，， ，，5 一 脚
‘

32 午前6時 ，， ，， 5，508
，， ，， 一 一

≦

33 午前6時 ，， 9，
7，548

，， ，，

　陶　　F　．

　一
∫

　しR4 午前6時 ，， ，， 6，120
，， ，， 一

、一

8

、35 午前6時20分 ，， ，，
5，916

，， ，， 一 一
36 午前6時20分 ，， ，，

6，936
，，・ ，， 一 一

37 午前6時 ，， ，，
6732

，， ，， 一 一
；

38 午前6時， 　　」　馬　　　‘
C，　　・ ’2，

6，324 ，，　　’ 　粒㌦　F、
C， 一

2，300

39

S0・
@ぱ

　午前6時煙ﾟ前・時・・分、　　　■ 　，，

v　　　．，，

，， 6，120

U，324

．，

C，

　　　，，

T時間脱色

　172，960

x1，669，4唖0

＝

i青山警察署管内
E

6月12日牧去． 29一

番號
　　　　…

E牧去聴刻 試瞼着手時刻
ストル
r氏 酸　度

アルコ

zル
レヅクターゼ

直揺検鏡法によ．る 挙板培法による・

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲 反　懸 試験：
除 細菌．籔： 細菌

41 自午前5時30分至同、6時30分

午前10時30分 一
乞344

一 5時30分時間以上 哨　　　　　艦

@　噛
一

42
，，

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

@　，， ！，，
；6，324

，， ，，

1，693，2do
一

43’ 　「
C， ∫， ，，

6，324
，， 4時45分時間 剛　　F　　1

A 一
44

，，．

，；’

，，
6，732

，， 4時4（扮時間 一　　　レ 1800

45
　i，，　；

，，　i　ぞ』
，，

6，936 し　，， 　　　　かT時3q分時間以上’： 脚　　闘　　　　　． 』一 @浄

46
1　　｝，，

　　…
C，

1　，，
6，528 ：　●，

，，
1　　一一噂　　　、 一　　　　、

47
，， 　　　¢C，

1”． 6，936 ：，， 5‘時10分時周・ 1233ヨ860 r　一
．≧

Di

48
，， 　　　噂C， ：　

乞752
　

5時30分時間以上丸 「　　　一　　　　　．

4昏 　FC，

　　i　　’
C， ，，

7，140
，， 5く時10分時間 」　　　　哨

一
50 ・i 　　　堤■■

C，　　1
，，

15，100 i，， 5時30分曜間以上㌧ ’　　『　　　　　」 一　　．

51
，，

「　，，
，，

牝548 ，，

C

，，
一　　　　　冒 L一

52
，， ，， ，，

乳140 ，， ，， 一
53

，， ，，㌔ ，，・
7，936

，，　．

「「戸冒 @　　　”　・　，昌

@　錘 一 一 乙

ノ



市，∵販牛乳、の術生．的試験成績報告
101

番號・牧去・時…刻　　’試瞼着旧時刻
ストル
ビ氏　　酸　度
反　磨

アルコ
ホノレ

試　験

レヅクターゼ．

試　　’験

直接　鏡挙板如
法に．よう法によろ

細菌鍛i細菌籔

i

自午前5時30分
齠ｯ6時30分　　　，， 午前10時30分

@　，，　．

・一

C，

6，732

U，936

一，， 5時301分時間以上

@　　，，

＝
詣断　．

56・ ，，： ，， ，，・
6，120

，， ，， 声　、一 　，

57
，， ，， ，，

6，528
，， ，，

｝
3CO

58、 ，， 』，， L，， 乞956 ，， ，， 12，800
一

59
，， ，， 　

6，732
，， ，，

｝
一　　、

60
，， ，， ，，

5，508
，， 5　時　間 一 一

61
，， ，， ，，

6，324
，， 5時30分時間以上 一 一1

62． ，， ，，
5，100

，， ，， 一 ｝
63 　　　1C，

｝”’　　　，，

，，
7，752

，， ，， 一 一
64

，，「 ，， ，，

・　　　　・

U，120
，， ，，

1，504，000 山
65 ，，　　’

，， ，，
6，120

，，

5，． 栫@間 一 一
66

，， ，， ，，
5，712

，， 5時30分蒔間以上 一 ｝
67

，， ，， ，， 乳374 ，， ，，

一 一
68 ；，

，， －　，，
6，528

，， ，，
89，600．

一
69　’

，， ，， ，，
6，936

，，　・ ，， 38，400 一　　　　　．

外寸田警察署管内 6月、13日牧去 34種・

’番號 攻去時刻 試瞼二手時刻「
ストル
r氏 酸　度

アルコ

zル
レヅクタ一義・

直接槍鏡
@によう

操板培養
@によう

反　懸 試験
瞼

細菌鍛 細菌
70 午前5時一6時 午前9時30分・ 一一 乳344

一
5暗30分麟以上1

一 一
71

，， ，， ，，
帆548・

，， 5時間 一 一
72

，， ，，　’ ，，
7，344

，， 4時20分時間1 一 一F 73
，， ，，　　　　　　　　1’ ，，

6，732
，， 5時30分時間以上

一 一
74 午前4時15分 ，， ，，

6，732
，， 　 一 一

．75 午前4時25分‘ ，， ，，
7，140 ，う

，，

一
山

1 76 午前5時一6時 ，，　　’ ，，
7，752

，， ，， 507，960
一

77 午前4時2Q分 ，，　・ ，，
7，140

，， ，， 一 一
78 午前5時一6時 ，， ，，

6，528
，， ，， 一 一

79
　 ，， ，，

5，712
，， ，，

一 一
80・

，， ，， ，，
6，732 盆5c島 瞬間脱色 5」20，000 1，430．00

｝81．： 　一ﾟ前4時30分 ，， ，，
6，732

一 3時55分時間
一 肖

82 午前6時一β時’ ，， ，，
6，52S

，， 4時15分時間 一
1，700

83
　　L ，， ，，

5，916
，， 2時25分時間 97，760

一
84

，， ，，
　

7」140
，， 5時30分時間以上 一 『

85 午前5時30分 ，， 　
6，528

，， 2時45分時間
一 一

86 午前5時一6時 ，， ，， 肌140
，， 5時30分時間以上

一 一
87 午前5時 　 ，，

7，752
，， ，，

一 一
88 午前5時一6時 ，， ，，

6，936
，， ，，

一 一
『8gi 牛前．4時3q分

，， ，， 犠549
，， ，，「

一 一
90 午前5時 ，， ，， 乳344 ，，　， ，，

一
600

91 午前5時一6時 ，， ，，
7，752

，， ，， ，一 一



ユ02 衣　笠・佐　藤←・池．　田6服　部。奉　西1●須　　田b堤’

丁丁 改丁時刻 試機舞刻
ストル
r氏

ｽ磨
酸　度

D

アルコ
zル、

詞ｱ
レヅクターゼ

氏@　　瞼

直接二二
@による

ﾗ菌籔

挙板培養法による細菌籔

92 午前5時一6時 午前9時30分 一
7，752 ＿　　， 5博間 一 一

93 午前4時15分 「の @　　，，　　　　　　　　＝馬 ，，
駈548，

，， 5時30分時間以上 一 一
94 午前二5時「鱒 ピ　　　　，， ，，

’6／732．
，，

　
3，840，000 200

；95
，， ，， ，， 乳140 ，， 5時間 闇 一

96 。　1
，， ，，

5，712
，， 5時30分時間以上 ｝ 一

E

，97
，， ，， ，，

7，548
，， 3時20分時間 一 一

98 　　1C， ，，　　　　　　　　　FL ，，
6，732

　 5時間 一 一
99． i　　　　　　　　　　　　i

@　，， ，， ，，
7，752．

，， 5時30分時間以上 一 一
100 6，120，， 見’ @　　，， ，， ，， ，， 一 一
101 7，140

一
，，

，，　　　　　　　　か ，，

●

，， ，， 一
102 6，528．

，，
P　　　　，，　　　　　　　　　‘ ，， ，， ，， 一 一

103
，，

，　　，， ，，
6，523．

，， ，，
97，760 一　　■

o

洲崎警察署管内 6’月ユ5日牧去 21種

，番號 中頃時刻
　　　　　　’
詞ｱ曽手蒔刻．

ストルマ

q氏

ｽ慮
酸　度．

アルコ

`、
レヅクターゼ
氏D．＿、験

直接微鏡1挙板培

D1齢譲 法によう
ﾗ菌・．

104

P05
午前4時20分

ﾟ前4時30分

午前10時
@　”1、

一「　，， 7，140

V，140

一，，

5時30分時間以上、　　　，，

＝ ＝

ユ05 午前5時皇0分 ，， ，，
6，936

，，
，，

四 幅
107 午前、4時25分 　　　1’　　，，

，， 牝244
，・ @，，： ’，， 一　　■「 P陶画　　，

ユ08 午前5時 　 ，，
7，752

，， ，， 一 一
109 午前3時痴愚 　 ，，

犠956． ，，　－’ ，，
f一　　幽

噌
℃110． 午前7時1 　　　A ，，

7，752
，， ，， 一 ｝

…

111 牛前5時40分’ ，， ，覧 監140 ，， ，，

　　，U6，234 2CO．

112 午前5時20分 ，，1 ，，
7，548

，， ，， 一 噌
一

113 午前5時；　　　　1
，， ，，

S，364
，， 　 一 ｝

♂．

114 午前6時35分 ，，　　　　　　　　　・ ，， 乳140 ，， 3時35分時間・ 『
肌・　　　　一

r1

115 午前5蒔2紛 ，， ，，
6，936

，， 4時25分時間 一 噛
116 午前6時30分 ，，

　
7，54S

，， 5時3q分時間以上・ 一　　’

一
117． 午前6時・ ，， ，，

7，344．
，， ，， で一 ｝

118 午前6時39分 ，，
，， 6，120

，， ，， 腎 一
119 午前6時3q分 ，，」

，，
7，548

，， 　 一
噛　’

120． 午前5時1る分 旨　　　　　　　　，， ，，
6，936．

，， 3時47分時間・ 33・1弓7 3，300
p　　p

ζ

121 午前7暗 ，，　　　　　　　　　♂ ，， 16，120 ，， 5時30分時間以上 172う46S 700量

122． 午前5時・ ，，　　　　　　　　　， ，，
S，364

，，． ，，
248，160

一 1「

123， 午前5暗 ’，，　　　　　　　7
，， 7，140

，， ，， 一 ｛．

124 午前5時 ，2「 ，，
6，528

，，

’　一　㌧

一
：

淀橋警察署管内 β月16日牧去， 33種，．

蟹丁 丁去，時刻 試験着手時刻．
ストル
ビ氏

反引
回屋 アルコ

ホル

試験

レヅクターゼ1
試　　　験「1

　　鏡，
法による

親字薮
・劉邑智三戸30分匪後・醐：1γ：1剛一睡・・分時間叫一



市販・牛乳の衛・生的試験成績．報告
103

番號 孜去時刻‘ 試瞼着手暗刻
ストル
r干
ｽ　慮

酸度
アルコ
zル・・

x試謝
レヅクタ一躍

氏E．　験
直　瞼鏡
@によう

ﾗ菌鍛

苧板培養
@による

ﾗ薗
手26

自午前5時30分

鞄ｯ7時 午後0時30分 一
6，324

一 5時間 199，200、 2，200

127
，，

@　
，， 乞752 ，， 5時3〔扮時間以上 騨 一

128
oo ，， 、，，

7．141・
，， 1時50分時間 283，860 86，300

129
，， ，， ，，

6，324
，， 5時間 一

130
，， ，，

　．’C， 乞141 ，， ，， 67，680 「5，660

131
，， ，， ，，

6，732
，， 5時30分時間以上 一 一

132
，， ，， 　

6，528
，， ，， ｝ 一

F

133
，， ，， ，， 6，528

　 ，， 一 一
134

，， 　 ，，、
6，122

，， ，， 闘 一
135 ’　 ，，

　㌧�f 義100・ 10．0α鳥 2時51分時間 ユ6，53頓，000 4　3，570，

136．
「，， ，，　「 一L

5．910・

一 5時間 一
1二．

137
，， ，， ，， 5，712

，， 4時49分時間 67，680 13．800’

138， ，， ，， ，， 5，304
，， 5時30分時間以上 ｝

二．

139， ，， ，， ，，
5．304・

’，，
σ　F

@　 一
』一

140
，， 　　　‘C， ，，

7。3軽・
・，， 3時8分暗固 498，000 598，050

14t・
，， ，， ，， 5，916

，， 2時57分時間 一
二

14盛
，， ，， ，，　　　「

6．528・
，， 1時45分時間 1，654，400 412；600，

143
，， F　，， ，， 5，916

，， 4時49分時間 申
93，700；

1

144・ ，，

　　　PC，
，， 6β24 ，， 5時間 伊 一

145
，， 　　　【C， ，，　　　舶 7」344

、，， ，，

一 』
146

，， ，， ，D 6，324 ’，， 5時30分風間以上 幽
よゴ’

147
，，

@，，
＃ 6，732 ，， 5時間 67，680 5，400

148・ ，， ，， 一
5，916

，，
印　■

@，， 串 師
149

，， ，・ 廿 ，7，140 5．Ooム ”20分時間 63，178，0CO 3，006，000

150
，，

一
5，916

一 ’5血潮分時間以上 一 一
151

，， ，， ，，
5，304

，， 2時56分時間 498，000 3，000

152． ，， ，，
6．3241．

，，→ ．5時30分時間以上 「
13，200、　＝∫

153
9， ，， ，，

6，324
，， ，噛 一 一

’154
，， ，， ＝，

6，324
，，‘㌦ ，，，

一 一
155

，， 「，，　－ ，，
5，712

，，

2時14分幽間，・ 263，940．60，000
り r　’

156
，， ，， ，， 6，324

，，

5時間　＝1 9，960 54，500』

157
，， ，， ，倉

6，936 ，， 5時30分時間以上・ 一
一　　－

高才警察署管内 9月17日牧去， 29種・

ストル アルコ レヅクターゼ
葺　槍鏡 挙板二

番號 牧去時刻 試瞼着手時刻 ヒ氏’

ｽ　慮
酸　度 義ル瞼 試　　　駿

法による
ﾗ菌徽．

法による

ﾗ菌数
158 自午前5時

鞄ｯ6時30分1 午前11時 一
7，062

一 5時55分時間以上 ．一 一
15駐

，， ，， ，，
6，206

タ，’ ，， 922，560 15，200

160
，， ，，　　　　　　　i

@，
，，

7，704 ，， ，， ．幽 剛
161

，， 1，， ，，
6，634

　
　　　へ
C，

　　噌　　　　　　　　　「

w　　　　一　　　　「 」

162
，， ∂、 @　　　，，

十’ 6，206
，， 1時55一時間 ユ49；400’， 180，000

163
，， e1 @　　　，，　　　　　　　　、 　、 6②06 ，， 5時30分時間以上 　■　　「　　　　脚　ρ　7

A　　・　　一
　r4



104 』表塗●嵯藤・施二噛ボ取ミ；部浴宛・こ’西響賓1㌔酵ら提i‘

，，　　．．　㌧ ．　　　」　　　一r　、，　，　1 ]F　　　　L ’＿’，　　－　－髄　　「、

．管號ド、1坂悔耀刻・　　　鵬　　、
㍗卜…　，　　く　”

@試瞼着手時刻．
9ネト～レ．．

�ﾝ
ｽ　慮

　馳・’、 アル岳

ﾖ1試
’ウ滲ク穿曽ぜ∴

@　　験

直接隙鏡湛に㌫ろ

ﾗ菌鍛

挙板培法によ：あ

ﾗ「菌

．16奄∴1 皇留轟分 午前其時　　　1 」 6，420 ＿　　　　． 15時3q分時間以上
．’

戟@　　』」　り

一：

1165
．，，　　　　，「L ’『 ・ゼ・レ　・・ ・，ゴ

5・77S，
，， ，，

一
6ρ0

166．・一 　1D，，　．． ，．＿，　・担　． ．，，　・　「
、5・35q，

，， ，，

〒
600

，167L
・，｝

@・　；
　L　　白
D㌦，モい』　　　・・

；，∫．．・（弧｛鵜，
，， ，， 7 占‘

71β8’　【

；　　～，・ ，， ’，，

じ「
U．848　　吐隔

，， ・： 149，400 45，900

E馳169．

　
，ジ　’

脚：，ザ　、

51992，
，， ，， 一 一

L170
・，，

　　　　＝し幽
「，∫　’”｛ 6・63儀、

，，

「　「

@　「@，， 一
4，QOO

、171．

　1E，， ・，，　　　　　　　　脚r

㌧∫， 一：き8濡4，
，，

｝ 一
ユ7a r・，，　　　　r ，，　　　　　　　　rr

：，ゴ

＿　5．778　　　【酔
，， ，，　　　； 7 一　　，

．ユ73∵9 ．」 ､， 、・．．　頓：ご ’，∫
6．420・

，，

”　i
114，540 一　　’

174
・，， ，，：：・ ，，　　・ ，， 1時2粉時間 99郵，000 186，000

膠　．lll，5・・
・．ド．・べ’・：ゴ∴　　・・ ，ジ．．8・13零，

，， 5時30分時間以上 一
15，5QO

176， 　　「　9　　　」C， ．．、　軍’：　’ ．，，　：．　’ ⑤84S，
，，

一
3，100‘，

177，
・・ C， 亀ξ　　　，， ’．7

6誼2Q。
，， 一

5，600

478、17． 　　昌　■マC， ぺ・・ Aゴ重・　　ピ ”，、⊥5二77母
，， ，， 一

4，700

179
・，，

、．，．「・・． A・專’：　’・ ，，　　　1 6，848，
，，

一
一　　　．

．工雛・ ，》．1

ρ

．，，． 6，420，
，， 　1C， 7 4QO

181　」
，　　　　一，， 頒f乳　　　、， ，，

6，420，
，， 　　田 一

一←一　‘

・182
，，

，，．：・、 ，，　．　’「 5．77＆
　 　看C， 一

5，600

F

・i183
，，

@…
ρ，　　　，，　　　　　　　　　、t

噌か 、7，062， 乳5㏄し 5分時間 227．（旧8，000 300，000

9184
・・ C，

．・ 齔J層’ C2 1一．．「 ’7，063
一

5時30分時点以上
一

甲　－

18學・・
～，

@多
1つご．・　　，・

i，，　，壕マ 1，6．420・
，， 一 一

．186
．”　　　　！

　　　‘辱
，ゴ ・、、6．420

，， ，， 一
4，000

一

新神橋警察署管内1
　－1．i！　’∵．；・．．

「・’

E6月18日牧牛 ・23種・

・番號
　　　　9’　、

s三時・刻7
1・u・1・ @　　　　　　ぴ詞ｱ酒手時刻　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　｛？

ストル
r氏、

ｽい
旧里

アルコ レヅスターゼ

氏@　　験

直接橡鏡
@による
ﾗ菌籔：

準板培養法による

ﾗ菌
187 午前4－時与分 午前19時30分『

コ　，ゆ1巳
∴黷

V　、
7，490

一
5時30分時間以上 一

ご旧

1s8’ 午前5時10分
∫．；・ご’，・、・頁・．、．　e　　　う，

1’`「
7，276

，， 47分時間 12；螂，ooo 3，160；000

189・

P90

噸前壷3瞬．　　　　　f午前写時40分・
｝；ゴ乱、　　・，　，，

@、をf　　　　　眠

@鈴

：，，

謔P：ら

8．1321

薰Q76

，，

C，

5曙30分時間以上

@’ξ

@　，，

＝
8，100

191 午前5時15分 ，，

！2
7，276

　 ，， 一 一
192 午前6時Q分’・

　　　　　r∴「＝・・　　　，，．∴～．・

ケ，

、6護～06

　 ，，　」．．
．：2，256，000 2，600

．ユ93． 午前5時60分 ，，． 　．

．β．20β．
，， ，、，， 一 一

短痴．’

轤P95．・’

・「装曹R扮・一
D1

ﾟ前鱒3与分

　　　　　噛　．　　魑1「．・＝’島’．r’

Cち

@　づ」・・　　　　1，

@　　，，

、　　．

@，，ン

e　ト　　，，

　　　りD，6．4乞σ

@乞06牙

，，　　’．

C，

　∴，，1
T時病後牛脱色

，　　　　一　　　　　　　　　　7

A　　噂　　　　L

@99，800

し｝　・

P，450

196 牛前5蒔Qr分も．・
‘　　　’、甥

聖　　　　L

@つ，　　・
6420．，．、， 昏時30分時閲以上’一・ 一

下97ピ『 午前鱒き。分 　　　モ↓9　　　　　，，　　　　　　，．ρ
1・，う　． 7．oq2

，， 己r　　　　　 一
6，600

198 午前蝿・分 　　　き
秩u　　　　，，　　　　　　　緊

舅　、 ち，992
，， 5時間後牛三色 e7一

．1，900

199 午前6・時O分　　　　｝

ρ　　　　　，，　　　　　　　馴F
．ちデ．・。 凱7q4㌦ 5時3q分時間以上 ぞ一 幽

竃舞｛｝Q髪．・．1．牛前哨時55分i∫ゼ」駈＝・
・’ P：’　・．，晃・　　　ヒぞ ゴ，∴・ 与．564

　 “舜 @，，　｝
亀言一・ 噛＿

201 牛前4時i紛：．
、駄・　’＝，，’・’　　　，・ 二「　，，

⑥848、”
、？　　　　，，　　　1 r腎■藺 』
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翻 攻口時刻 試験国手時刻
ストル
r氏
ｽ　慮

酸　度
アルコ‘

zル

詞ｱ
レヅクターゼ

氏@　　験

門戸　鏡
@による

ﾗ菌籔

平板培養
@による

ﾗ菌
1202 午前4時40分・ 午前1塒30分 一

6，848 ’一　　、 ・5時30分時間以上
一 一

：203 午前4時50分 ，， ，，
6，848

，， 4時45分幽間 1，280，000 ’6，100

「’204

午前4時15分 ，， ’，， 6，634
，， 曝30分時間以上 ．　　　＿

一
、205 午前4時10分 ，， ，，

7．490’
，， ，，

150，400 4，550

午前4時与。分 ，，
　

6，420
，， 5時10分時間 一

37，250

｝207 午前6時30分 ，， ，，
6206

，， 5時30分時間以上 ．19，920
一

208‘ 午前4時50分 ，， 「，， 8，560
，， ，，

一 一
丁09 午前5時 ，， ，，

6・848’
，， 4時15分時間 一　　　　　■ ’14，700

上野警察署管内 6月19日七去 ＄士三

番號

210

2！，1

212．

213

214

215

216

217

218

219

220

221・

2輩2

223

224

225、

盆26

227

228

229、

230

231

232

233

234

235

236．

237

238

239

240

攻去．時刻

午前5時30分

　　，，

午前5．時40分

午前5時
午前4時40分

午前4時15分

，，　r

　　，，

午前5時15分

　　，，

午前4時40分

午前5時15分’

午前4時45分’

午前4時30分
，，

　　，，

午前5時20分

午前5時40分

午前4時50分

午前4時55分

　　，，

午前4時20分

午前5時
午前5時30分

？，

　　，，

午前4時40分

午前5時10分

午前5時義血

午前6時10分

午前5．時40分

試験着手時刻．．

午前10時0分．

　　，，

「，，

，，

　

，，・

，，

，，

，，

，，

ストル
ビ氏　、

反　磨

，，

‘

，

，，

，，

・　，，

，，

，，

，，，

，，

，，　・

　　　アルコ
酸　度ホル
　　　．試験
7．062

7。918

5，564

5．564

5．992

7．062

7．062

6．848

7。276

7．276

7．062

6．420

7．062

6。848

5。992

5．992

6．634

6．634

6．206

6．848

6．634

6．206

6．420

6．848

6．848

10．700

6。206

6．634

6．63｛

6．848

7．062

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

5，0㏄　

，，

，，

，，

レヅクターゼ．

試　　　　験

5日寺…30分時間以上

　　，，

1時55分時間

5時0分時間
5時30分時間以上

，，

，，

，，

，，

　　　，，

5時0分時間
2時15分時間

5時30分時間以上

，，

直接四鏡
法による
細．菌鍛

弔板培養
法による’

細菌婁虻

4，ウSO，800．252，500

エ。，2二〇，ooo　．194，700

　ナ　　　　　

5時0分時間
5時30分時間以上・

　　，，

0時50分時間
4時45分日吉…間、

5時0分副寺間“．

5時30分時間以上

　　，，

b96，000　　　　一

．’ S9，80Q　．26，300

129，400

69，720

93，624，000

896，400

34，860

4，00q

501，200

5，200

5，550

1，200

85，420，債旧

96，000

2，950

10，850
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麹町警察署管内 6月．20日牧去 49種

．番號 試験着手時刻
ストル

r氏
ｽ．慮

酸　度
アルコ

zル
氏F瞼

レヅクターゼ

氏@　　瞼

直接搬鏡
@1二よう

ﾗ菌鍛

亭板培
@によう

ﾗ菌敬
241 午前5時3Q分

毛　　　1　　．

ﾟ前11睡Q分 一
6，420

一
5時30分蒔間以上・ ．一 一

：242　，
午前6時。分 ，， ，， 肌062 ，， ，， 一 一

24：3　　b 不　　詳 ，， ，，
6，420

　 ，， 一 一
244 午前7時0分 ，， 　

7490
，， ，，

4，982，400
一

245 午前5時50分 ，， ，，
7，704 ，， ，， 3，840 一

246 午前6時0分 ，， ，，
8，560

，， ，， 931，260 1，450

247 午前6時40分 ，， ’，，
6，206 ，， ，， 一

一　　　　．

248 午前6時20分 ，3 ，，
6，420 ，， 噛　　　　　　　　，，L

一 一
249 ．午前6蒔3q分 ，， ，，

6，634 ，， ，，

一
35，400

2501： ∫午前5時30時 ，， ，，

7，2ア6 ‘　，，
，，　・ 一

92，200

251 午前4時50分 ，， ，，
7，062 ，， ，，

1，408，000 32，600

252’ 午前6時4扮 ，， ，，
6，634 ，， ，， 一 一

253‘ 午前6時30分 　 ，，
5．992’

，，

1　ρ

@　，， ｝ 一
254 午前6時30分 う，

，，
6，42σ

，， ，， 一
3，200

255 不　　詳 ，， 廿 6，42σ 2．5幡 瞬間脱色 221，3エユ，200 159，400，000

256噸 午前4時10分 ，， 一
6．20〔y

一 5暗30分時間以封 一 一
257 午前5時10分 ，， ，，

6，848 ，， ，， 4282，800 538，800＝

258 午前4時30分 ，， ，，

6．420』
，， ，，

946，200 34，750

259 午前5時15分 ，， ，，
7，918 ，， ，， 一

2，950

260 午前7時40分 ，， ，，
9，102 ，， ，， 一 一

26r 午前5時20分 ，， ，，
6，634 ，， ，，

11，766，000 20，900

262 午前6時20分 ，， ，， 乳276 ，， 1時55分時間 L408，000 5πア0・000｛

263 午前6時50分 ，， ，，
6，42σ ，， 2時0分時間 697，200 222，500

264’ 午前5時10分 ，， 　 乳276 ，， 5時30分時間以上 一
＿　　　「

1

265 午前8時10分 ，， ，，
6，420 　 ，，

99，600 900

266・ 午前8時45分 　 ，，
7，276 ，， ，， 一 一

267 午前5時30分 ，， ，，
7，918 ，， ，，

164，340 187，700

269 午前5時30分 ，， ，， 7，276 ，， ，，
5，667，000

一
269 午前’6時m分 ，， 　

6，848 ，， ，， 一 一
270 午前8時0分 ，， ，， 5，992 ，， ，，

244，020 55，750

271 午前r8時20分 ，， ，， 6，420 ，， ，，
32，864 32，200

272「 午前’8時30分 ，， ，，
7，704 ，， ，，

320，00a 280，10D

273 午前8時25分 ，， ，， 肌276 ，， ，， 一
15，550

274・ 午前6時55分 ，， ，，

7L276
，， ，， 一 一

275 午前8時40分 ，， ，，
6206 ，， ，， 一

5，600

276 午前6時45分 ，， ，， 7，062 ，， ，， 一
3，950

277 午前ヴ蒔50分 ，， 廿 乞490 7．5c戯 0時45分時間 145，蹴，09D 694，600

278 午前8時30分・ ，， 一 肌276 一 5暗30分時間以上 6，972，000 426，130

279’』 午前9時15分 ，， ，，
6，848 ，， ，， 　一C 一

　　．Q80幽 午前9時20分 ，， ，，
5，778

，， 　 一 一
28工 午前8’ 桙P0分 ，， ，，

8，66ア
，， ，，

32，864 26，000

282 午前9時0分 　　　L　、
C， ，，

5，779 ，， ，，
1ゴ045，800 2，773．00
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翻 牧去時刻 試験着手暗刻
ストル

r氏
ｽ　慮

酸　度
アルコ

zル
氏@験

レヅクターゼ
氏@　　．験

直接四鏡
@によろ

ﾗ菌数

干板培養法によう

ﾗ菌籔：

283

Q84

Q85

Q86

午前8時50分

ﾟ前9時1q分

ﾟ前9時0分
ﾟ前6時15分

午前11時0分

@　，，．

@　，，

@　　

一，，，，，， 7，704

W，206

U，634

O062

肌5鵬

黶C，，，

0時55分時間

T蒔30分時間以上

@　，，

@　，，

ユ4，242，800

＝@一

85，570，00D

U3，800

R5，000

@一

　上記試験成績中よb更に各種試験項目に於ける成績の範團並に其相互間に於ける諸

種の三男等に就き之を要約表示すれは次の如し

　　　　　　　　1．比重，脂肪，屈折奉及酸度の最高最低表．”

署　名四悔副青叫外湘1綱1麟1麟瞬鋼上州麹帥麟計
比重

1．0325

P．0286

1．0327

P．0277

LO326

P．0264

LQ3＄3

P．0269

1．0316

kO280

1．03191　唱　♂　1

P．0256

1．0321．

P．0273

1．0319

P．Q288

1．0327

P．0268

1．0319

P．0288

1．0333，

R．0256

1剛難』 3．7

R．0

3．5

Q．3

a8

≠U

5．0

Q．6

4．1

Q．6』

4．5　　　4．8

Q．4　’『2．3

3．7

Q．6 鉱7

3．8”14．5　．

@　　急6

510

Q．3

劉鷺
39．0

R7．0

39．6・

R5．7

39．5

D35．0

39ρ

R5．0

39．0

R54

39．0

R5．0

39．0

R5．0

39．0

D37．0

39．0

R42

39．0

R6．9

・39．6

|342

搬｛難 8，774

U，120

7，752

T，508

7，956

T，100

乞752

T，712

8，364

U，120

7，752

T，100

．8，774

T，350

8，560

T，564

10．70

T・う64

9，102

T，778

10．70

T，100

II．比重，脂肪含量，屈折印焼硝酸反懸の關係

　　第1表屈折牽36．5未満のもの

番號i比 重　　脂 肪1屈折寧1 精酸三二
18

19

35

38

4b

44

46

56

65

96

97

118．

129

137

138

’141

1．0296

1．0286・

LO286

1．0286

1．0277、

1．0289

LO289

1．0285

1．0264

1．0269

ユ。0279

1．0280

1．0288

1．0256

LO266

1．0266

3．2

3，1

2．6

2．5

2．8

2．6

2。7

2．9

2．7

2．9

3．0

2．6

2．9

3．3

2．6

2．4

36。0

35．9

35．7

35．9

36．0’

35．5

362

幽36。0

35．0

35．0

36．2

35．4

36．0

35．2

35．0

35β

，，

，，

，，

，，

，，

　　かメの

十．．

’，，

？．

，，

廿

1†，

，，
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『

番＿號 比　．重1脂 肪L屈・拡剣 硲一反慮
150』 1．0277 3．9 35．9 寸

151 1．0266 2．8 35．0
，，

164 1．0273
　ヂQ．8畠 一　璽 36．0 う，1

L

165 1．0290　n－ 2．3 ，　「 36．0
・：溜

∫、’”十 F　’　．弓

秩e

166 1．0276 「　－ 3．6 35．6
　ド・二．』

|　　　「 E、■．鴨・　．

ザ・・

175
　　　　　己　　．

P．0304 3．0 36．4 十　　　．

．f’
　　5」1ユ80り、

1，029＄．，
　　　， ’　．　　ビ馳

S．8，
■『　　ワ　　， 　　「」　」

R5．9｝．一「；「
f　　　　「　　－　． 　　自

T

』ヅ
】

181 1．0293 4・1，
P

，．’ D364、，・ な・鳩：4・・． ．，、

31．、・

182 1．0276 2．7
，．、 け3ら二σ・ ．腎 ㌧：29 」二

183 1．0287・ ．’ @　　L齢h　　． 36① 幽36♂0　； 「

，，

228
　　　　　．｝
P。0284『

モ．ダ

R2
じ

36．3’
，，

’『 �R6闇、 i；0269’
U

軍　．

2否 ’お4．皇

，，．

み．

箏味旧弊即庫糊あ．1φ：ll蕪：1』

卜 比 、重 ・脂 肪
｝

屈 折　；峯
i．竜『硝

酸．．反’ 慮

32 ・i．0296 2．3 a6・6’

．， 　’、
一　　’

42 F　　1 ，1」0294． 3．1 36．6・㍉ ，．；
’，，

・・ 1．0304 3．0 「甲

36．8　．凋．，．1 ？

、57 1．0295 睾・8 36．6
一、

り

」　　・ 圏　，　　層

64 ，、．1・0287，． 3．8 、36・9
．執，

『’ U8．．
1．0295

」　　　　　　　　e

3．3 36．9
，，

！ 一

85 1．0290　　　　　　　　　　「 36r9
，，

123 1．0291』 3．1・
b　ρ

、 63．9
，，

14S 1．0277 2。7、
’

▼ 36．7
，？

155 1．028S 3．7
よ

36．8』

一
工78 ’LO293 3．7 36．8’

，，

“

！ご

186 ．1．0273 3．3 36．5
，，

271 1．0293 3．4 36．9
，，

II1∵レヅクタ」一ぜ試験

　　　署『名

j絶晧間” 富　叛弓庭
青・’ 三一田 測

崎1淀・

高輪
謡憾　　1

’勝麹町 合計　1

攻去総
bにi獣・すろ％

・時酔 13 24 「窄 23
　）

ｫ 26 19 零3． 41 224
セ178・3，

．r誌上醐 1 1 4 0 ・9・ 0 1 ．41乱．’ 0 24 18．4

ﾝ

ll・
．ぎ

3時間一5晴間 1 11 ‘2 4 3 ．桟 0 2 、1．！ ．0 16 ．・5・6

炉

2時間一3・時間

@　　　艦1’

0 0
㌧b！1

2 　O
e

三 0 0
・1・、：：

P．、、
・1・ 8 ．∫鉱8

1
1時間一2、時閲 0 0 1．．0 0 0 こ2「 2 0 1’ ．1 69 ・．

Q．1

　　　　’1～猪囑｢引回　　　　．　輌 oi 0
噛　圃∵や

1 0 4 1 1 ．↓．．3 8 ・∴”

13層
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・IV．．　細’　菌 試　　験

　　　署名
將ｼ菊

富　坂 原　庭 青　山 外騨田 洲　崎上橋高輪薪揚橋上晦 町合計
攻去総

bに封
Dする％

鏡検法によりて
菌な獲見ぜさろ 7 21 23 29 17 21 23 17 22 25 205 71．7

もの

平板培養滋…によ

りて菌の蛮育炬 10 24 27 30 18 19 14 13 19 19 193 、6乳5
認めさりしもの

平板培養法によ
ろ聚落簸30，000 5 1 2 3 3 6 11 8 7 9 55 19．2

未満のもの
同　　　上

30，000以上の 0 0 0 1 0 ㌧8 4 2 5 18 38 ．1＆3
もの

同　　　上
100，00D未満の 5 1 2 3 3 10 12 9 8 17 70 24．5

もの

同　　　上
100，000以上の 0 0 0 1 0 4 3 1 4 1 23 8．0

もの

鏡楡法によろ菌
籔ミ聚落鍛εの
差 0 1 3 2 3 5 3 3 3 6 29 10ユ
200，000未満の
もの

■

同　　　上
200，000以上の 8 3 ’3 3 1 4 2 3 5 11 43 15．0

もの

同　　　上
1，000，000晶晶 3 2 4 3 4 7 4 3 5 9 44 ユ5．4

のもの

同　　　上
1，000，000以上 5 2 2 2 0 2 1 3』 3 ’8 28 9．8

のもの

同　　　上
1，500，000未満 4 2 4 3 4 8 4 4 5 10 48 16．7

のもの

同．　　上
コ，50（LOOO以上 4 2 2 2 0 1 1 2 3 7 24 8．4

のもの

館

V．アノンコホノレ試験，レヅクターぜ試験及細菌ごの關係

細　　　　　　　　菌
藤豆 ストルビ山

J　　　磨
アルコホル
氏@　　瞼

レヅクターゼ

氏@　　験 欝講にほ繕事に
備　　考

．80

135

ユ49

183

188

235

255

277

283

廿

壮

2．50．“

10．Oc．c。

5．Oo．α

7．5㏄　

5。0㏄．

2．5嚥

7．50“

7．5輪

瞬間脱色

2時51分

　20分
　　5分

　47分
　昌0分
瞬間脱色

　45分
　55分

　5，120，000

16，534，000

68，178，000

227，088，000

12，948，000

93，624，0qo

221，311，200

145，898，000

14，242，800

】，430，000

23，570，000

3，006，000

　3eo，000

3，160，000

85，420，000　　酸度10．70

158，400，000

　694，600

85，570，000
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　　　　　　　　　　VI．　レヅ’クターぜ試験ε細菌εの關係

　　　　．　　　　　第1表脱色時間1時間未満のもの

’前表ε殆んざ同標に付き妓に之を省略す

　　　　　　　　第2表脱色時間1時間以上2時間未満のもの

翻浸トルヒ鵬ル　鮪ヅ　ﾖ古志議1粛粛
細 菌

備　　考・

128
一 鞠 1時50分時間 283，860 86，000

142
，， 　 1時45分時間 」，654，400 412，000

，

16牙 十 ，， 1時55分時間 149，400 180，000

174
一 ，， 1時22分時間 996，000 186，000

212
，， ，， 1時55分時間 10，240，000 194，700

262
，， ，， 1時55分時間 1，4C8，000 5，770，000

第3表　脱色時間2時間以上3時間未満のもの

ストルビ氏 アルコホル レヅクターゼ
細 菌

三民 反　　　慮 試　　　験 試　　　験 難囎黙 　亭板培養法にP　よる細菌籔：
備　　考

S3
一 一 2時25分臨画 97，760

一
85

，， ，， 3時45分時間 一
，，

141
，， ，， 2時57分時間 ，， ，，

】51
，， ，， 2時56分時間 498，000 3，000

155
，， ，， 2時14分時間 263，940 60，000

227
，， ，， 2時15分蒔問 429，400 501，200

263
，， ，， 2蒔0分時間 697，200 222，500

VIL試験成績総括表
　　　　　　署名富，．試験項目

叛原 庭青 山外神田洲 崎十一 高 押脚揚橋上 野 麹　町 合計
攻去総
ﾖに灘
ｷる％

欄不艮の例　　毒％1　　10［　0隔％0障％IOI，、琴％1ρloi・1・・
1・｛鴉028輔　　乏％ti謝　［，L乙娼、砿§％1轟　　・　　　・i。1％い1・5h・

穂3％未満のい1 左8％1謝，。1％1、鰯，よ窪％晦t、。§％t，。§％1、。1％［ ・・1…

　　36・5未滴の屈　もの折率37・0末満の

@　もの

、．　0

@0

520％624％ 　’4

?R・8％

@9
R1％

25．9％38・8％

　1

S8％

@2
X・5％

　6
P8．2％噛　824．2％

　8
Q7・6％

P0

R4・4％

00 26・5％26・5％ 01a2％ 28

S1

9β

P4．4

　　　　　　？

囑?ｽ慮　　＋

@　　　　　廿

000 000

　8
Q7・6％

@2・
薰O％・

@0、

　5
H4・7％

@0

@0

　5
P5．2％

@1
V0％

@5
P5・2％

　5
P72％

@3
Pe・3％

@2
ｧ0％

00－0 26あ％00

　1
Q・2％

O0

Z8

U7

9．8

z1

蛯T
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署　　　　名 富坂原　庭 青　山 外騨田

洲崎1淀橋　　1

高輪
糊橋上野麹町合．計　　　　　　　　　　　．

取去総
揩ﾉi崩
ｷる％

孟副専
0．

O

00 00 00 00 039・1％ 13・5％　13・5％ り　　　0　　0　　　1・

O　　0　　2　　6
@　　　　4・4％

04

ｺ1

アルコホル試瞼
i凝固ぜるもの）

0 0 0
、01 P 0 26．1％

嗣、o國副7
訟｛難重 　2

P3・3％

@0

00 00 00
　1
S・8％．

O

．0

@0

27・0％0』 20

　　　1
W」％932％

@　　1
@　　a2％

48・7％1雲2％ 12

Q

1．％

@・4．2

@α7

レヅクターゼ試
a一色時間1時間

｢満のもの

Q　　　O　　　O 1且9％ 0 13．0％ 　1
浮T％

1‘・4％ 13・2％ 3＆5％ 8 乞8

聚落鍛30，000
ﾈ上のもの

0 σ 0 1ag％ 0 　8
Q4．3％

　4
P3・8％

28・7％ 　5
H6．1％

ユ8

R9・1％

38 13．3

楽鰍10α000
ﾈ上のもの 0

6’ ・國。 鰯廊
1腿％ 熱冷

』急3 8．0’

槍鏡法による菌
買~聚落藍建の
ｷ200，000以上・

ﾌもの

　8
T3・3％

　3・コ2％ 　3
P0．3％

3　　　1
Wお％．．塩8％

　4
P2・1％

2牝0％ 　3
P2・8％

　5
P6．1％

　11
Q3・9％

43 15ρ

同上150，0000
ﾈ上のもの 　4Q6．7％

28．0％ 27．0％： 2　　’σ

T・9％

13．0％ 13・5％ 28・7％ 394％ 　7
P52％　、

24、 8．4，

同上100，000以
繧ﾌもの

　5
R3・3％ 劃翻轟。’ 勿6ユ％ 13・5％ 　3

P2．8％

39．7％ 　8’

P7・4％

：28 「9．81

　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　　　括

　以上試験の成績に撮れば槍乳286種中現行内務省牛乳螢業取締規即に抵鰯するもの

は外観不良のもの．9種（3．15％），比重1・028未満のもの15’種（5・24％），脂肪含量3・0％

未満のもの60種（20．98％）に上れり　六六當時の如き梅雨季．節に於は或は飼料の關係

等よb乳汁の濃度低下し爲に脂肪含量も亦減退せるものあらんも此の如く品質不良の

もの多数に上らんεは保健衡生上寒心に堪へす’

　乳清の屈折牽及硝酸二一は之によりて乳中加水の鑑識に資するものにしてアッケノγ

ヤ1ン氏〔Zes飴・h謡N・b・璃’Gξ・血s面13，ユ86，19671〕に從へは正常乳の屈折牽は38．5

40．09にして5％の加水に於で』37．7。10％’に於て36．7。1を示し叉マrイ友ロ仏ンシフ’ヅ

動γ二二〔Z・itsch・∫fN・h・’・、　G・h・・s薗，．18，737，1臼09。1及’藷i，’23．　li91m三三べは市

乳は通例・38－40。』にして36・5。以†の屈折奉を有するもめは明かに加干せる庵φε認

むへく38。以下のものは既に加水Q疑ひあるものこせらる　最近石尾技師等の東京

’



郵2 蒸雌轡触蜘1池フ㌧町ρ腿：1融同、西・毎甥・提

論調於け御回勲醐こ旧弊興r興igO騨融乳99種セこ騨試
嘩繍（雛巨匠雑2御29草）に鮒醐鞠こありて購64α91r混
乳1・減ては3エ04蜘・確雌減三野・・よ！三門q1確の低下繍・

遡を願せり然る吐記の蝋に罎れは屈擁躍論のもの2輝岬6種
脚％）は何れも輝肺今準及轍反脚蠣は某諸又は其「噸に於て必

ず不良に属すへきを示し」開静に樹しては前’記石尾技師等の市販乳27種に就きて得すZ

奄成肥螺椎二軸脚叙坪聯報鵠こ翠験輯を綜的れは現臥於け
毒市販丁丁滅菌乳に慌しては其屈折率36・5。未満のものは之をヵロ水門ご’して判牢する

も之か鋤過誤！こ際か蝉下之なきを確信鯵ものにして3舘脚躍糀

郷のは撚畷聯もlrし従敢沸砒齢肺脚外附に輝脂漏硝
酸星鷹の丙某一條項以上不良に犀す為ものは是叉加水乳こして認定する・も不可なかる

へきご信ず斯くしで丁丁・286種中32種即112％は加水乳宣認む可く更に37．0。未満

『もめにして二二ひあるものを姻τは1全吻多き燵働硝酸鷹めみ1こ

⑳て牛乳二陣の騨を施すの危灘を有鯵；亨は勿ス町GR・iss・名・i・3・h・

f馳’

ma五r，一u，　Geh血ssmi仕e138362．1919〕の主張並に前記石尾技師等の研究によbて明

かなるも上述の如く之を他の試験二項ご綜合鑑定を下す上に於て必要にして屈折率槍

定の際に穏たる残絵の乳清を以て容易に．試験し得るの便あるを以て屈折率試瞼ご並

行するを可εすへし・而して本二二に於て著明の陽性を呈せるものは殆ご全部屈折率

爵鱗『．．赤蒲にして其他の條件に於ても亦不良のもの多く而も圭ごして青山，淀橋高

輪暑管内方面に多かり．き之れ或は加水の爲に井水を使用ぜるにあらさ．るかを想像せし

む　何εなれは適度の水道水混加たようては碕酸反癒は陰性なれはなb

．酸度ば新鮮なる生乳にあbてはβか⑳李均⑥＄申7・5を示し煮沸乳は約0・5強低下

するを常ζ：するを場で市販蒸氣滅菌乳にしズ酸度8の以↓を有するものは新鮮なら轟

るやの疑を懐かしむる奪足るか如きも．1本試験の成績嫉客をアノシ亨ホノγ試験・：レヅグ

三三蘇細菌試験の成績ε樹照する罵殆ξ全、く憎致せす只僅に真αo以上のもの1；於

犀合致鷺多を認め髭ウ！，1故に本試験に乳汁の衛生警察的劃定上重要なる一項目にあら

康φ導き智思料すL・「．∴　　　　．苧，　．一ジ∴
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　．ストノレヒ氏三三に依サて生乳の疑ひあるもの6種（2・1％），アノγコホノン試験に於て不

良のもの7種（2．4％）を槍出せり爾者共にレグクタ．一ぜ試瞼及細菌試瞼の成緯ご能く

並行せるを認めたり

　レヅクターゼL試験に於て脱色時間1時聞未満のもの8種（2．8％）にして何れも細菌

試験に於て極めて不良を示し1時間二王2時間未満のもの6種（2．1％）も亦細菌試

験ご並行せるを認むるも2時間以上3時間未満のもの8種（2．8％）に在ては梢』致せさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
るものあり更に脱色時間3時間以上のものにして二二の細菌を含有するもの7種（2・

％）あるを認めナこb此等の諸鐵は前年當所に於て施行し得πる成績（衛生試三所彙報第

18號，189頁）ε一致せさるものあるを認むるも爾者の場合じ梁ける試験方注に於

て多少相蓮せる所あるを以て今俄かに三者何れか正しきやを三二するを得すε錐もレ

ヅクターぜ試験に於て脱色時間1時間未滞のものは雨者の場合に於て共に細菌試験成

績ご最も善く合致せるを認む可く從て細菌試瞼に代はる・トき衛生警察的簡易方法ご〔ζ

てはアノγコホノレ試験及ンヅクターゼ試験を併用し．アノンコボノγ試験に於て凝固するもの

並にレヅクターぜ試瞼に於て脱色時間1時間未満のものは之を衛生上不良の牛乳ごな

すを坦て保健衛生上最も機宜を得すZるものこ信ず細菌試瞼に於ては直接鏡槍法ご季

板培養法この爾者を併用せう然るに前者により．ては死菌も亦之を二二計上すへきを以

て加熟滅菌乳に回しては4叛培養法による聚落歎を以て正確なる細菌歎ごなすへきは

勿論なるも直接鏡槍法に依る菌激ご聚落歎この差は之に依りて滅菌操作以前に於ける

生乳の衛生的状態を窺知するに足るへきを以て市乳の衛生的試瞼εしては二者併用を

可こすへし，而して培養法に於ける聚落歎は常に直接鏡槍法による菌歎より超過せさ

る高き理なるに今次の試験成績中往々高樹の現象を呈せるものあり是れ直接鏡槍法の

不精確に基因するものにして寧ろ實鹸上免れ難き誤差こすへきものなる可1し

　牛乳の品質判定の標準に乱し其細菌歎に一定の限度を設け以て市乳の取締を實施せ

るは主こして三二なるも同工に於でも各州晶晶都市によりて其の標準を異にし未ナこ一

定せさるもの、如し今1910－17年中同回り各州及各都市に於て駿布せられナZる牛乳

に蜀する法規中其のパストーノレ滅菌乳中に於ける細菌数の許容限度を摘録すれは次の

如し
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■等孚L　　’（G罫ade　A，　Pas艶ur董zed）1ボ

殉　　及　　市　　名 規則登布年月日．@期 問

細菌数　（1㏄臨申）

滅菌前　　滅菌後

紅　　　　　　育　　　　　州 19｝7年1月9日 200，000 30，900

加　　　　　　　　　　　州 1917年5月22日・ も 　　　　　」Q00，00σ 15，000

イ　　ン　ヂ　　ア　　ナ　州 1917年4月13日
200，・000　　　、 10，．000・

5月1日一11月1日 200，000 £0，000

ユ915年2月23H 11月1E－5月1日 100，000 10，000層

．ヂアーセーシチーZers磐喚y 1915年4月1日 25．000・

カシサ．スシチー1くansas　citア，耳。 1915年．7月17日 50，000

オ　　レ　　ン　　ジ．’市 1915年’2月19日 5月1日一11月1日・ 200，000 30，000

Qrange，・N・J・ ，， ユ1月1日一5月1日 100，000
ユ0，0．0　　5

フォー昌ックス「市Phoenix，　Aτiz， 1915年3月14日 100，000 ’　30，000

リツチモγド市Rlchmond，　Va・・ 1915年12月13日
4万1ロー10月31日911月工日」3月31日 ：　50，00σ，．

@　25，000．
5，000

サクラメント市Sacra搬領to．　Ca1．． 1915年8丹19日 200，000 2，，000

グリンウツチ市Greenwi6h，　Coann． 1916年6月23日 200，000 30，000

．　2等乳 （Grade　B　Pasteurized）．

塑．レ

細菌　籔： （1㏄m・中）

州　　及　　市　　名 規則嶺布年月口・ 期　　　間．
㌧　　　　． 滅菌前 灘轟轟

一紐・　　　　育　　・　　州 1917年1月9日 ．1，500，000 　　「D100，000．

加．　　　　　　　　州 1917年5刀22日 1，000，000 50，000

イ’ン　ヂ　ア　ナ　．州 1917年4月13日 ．1，000，000 50，000

イース　トオレンヂ州 　　　　　　　，P915年2月23口
5月1日」11月1ロ
P1月1日一5月1日

750，000『500，000． 75，000
S0，000

ヂアー　セ．一　潔チー ”　4月1H ．・ T00，．000 30，000・

カ　ン・サ　ス　シ　チ　一 ，，　7月1日 300，000 50，000．

「・」季　　レ　　ン　　ジ　1市 ，，　2月16日 5月1日一11月1口 750，000馳 F75，000

11月1日一5月1ロ ．500，000 、’ S0；000

・ラ　オ　一・1昌　ッ　ク　　ス　　声 ，，　8月14日 500，000 100，000

　リ　ウ　チ　モ　ン　ド　市う　■・サ　　ク　　ラ．　，メ　　ン　　ト　市 ・．1明13日

h・8月19ロ
・　　一　　　　　　　　　　　，　　　　．

250，000

P，000，000，

25，000

T0，000

グ　リー一　ン．ウ　ツ，チ市 」916年G月23日 、1・090・000 100，000

3等孚レ．・・（Grade℃．　Pasteurized）∫

．州’　友・・市　　．名

組　　　　育　　　　州

4．．．ンヂアナ州
カン．サスシチー
フ　ォ　一　昌　ク　ス　市

規則襲布年月H

19正0年1月9　日

　，，　3月22圓’

1915年7月17日【

　，，　8月14H

期「 間

細・．・菌　鍛　（1㏄典・中）

滅菌司滅鰍
規定ナシ

ち1，000，00σ

規庫ナシ

1，000，000

規定ナシ

　5ゴ0000

規定ナシ
1（1，00‘10
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パストーノγ滅菌乳　（Pasteudzedmilk）

系皿菌数（1c㎝坤）
州　　及　　市　　名・ 規則登布年月日 期　　　間

滅菌前】’滅鰍

シ　　　カ　　　ゴ　　　市

Gヴァンストン市Evanst。n，皿・．

Tンダスキー市Sanduslζy，　Ohio・

Tンフランシ』スコ市
Aラメダ市　Arameda，　CaL

1912年8月14H

P915年3月26・日

@，，　1月5日
P916年11月9日・　　　　　’

@，，．．7刃25H

5月2日一9月30月11月1日一5月1E

T月1日一9月30日10月1日一4月30日

】，000，000

V50，000

@500，000
R00，000

U00，000

Q60；000』

@200，000

　100，000
@500，000

P，000，000

@500，000

P，000，000

焉D100，000

@100，000

　前記の1等第は主こして嬰兇及小見用に供せらる》ものなう　而して前表を通覧す

るごき1よ1等乳～£．しては滅菌前に；於ける生1乳1ccm中の細菌数20q’000滅菌後：30・0

り0，2等乳に勧ては滅菌前の生乳中ユ，000，000－1，500，QOO滅菌後100，000を三三す

．るもの多きを占むるを認む可し今假に此標準を現市乳に適用する時は1等乳の規定に

抵鯛するものは滅菌後に於けるもρ38種（13・3％）滅菌前に於けるもの43種（15・0％）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ2等乳こして不適のものは滅菌後に於けるもの23種（8．0％），．滅菌前に於ける’もの

：24－2二種（8・距9・8％）に及へり

．以上の試験に於て細菌に証するものは技師佐藤徐作，技手小西隆李，技生川三男勇

之を憺當施行せり　，　．　　』．　　　　．，．大正十四年．七月、



1靱6 ● 町「 口1　　・・　．．・城・．． 野

　　　　　阿片中モノレヒネ定量法の改良に就で

　　　　　　　　　　　　　　　　技．肺魚ロ，英三

　　．，，　　　　　　　　　噸い託　城『・野・清款鄭，

　阿片の含有するアノレカ冒イドは其数甚アこ多く從來製出せられナこるもの約20種を算

し就中キノyヒネは本品物の全効力を代表すゐ主成分εし七知られ阿片品位の優劣は詮

ナム威モルヒネ含量の多少に依て定まる　されは諸占者の研究設定せられナZる含量検

定方法に窟立面KH・Baue～氏著‘‘A・・1yti・ch・C面・曲Alk・1・id・“中堅載賜．

る～威の圭なるものは大要次の如し　　．　　・　．　　‘　　1　　　　．：ビ

血・th・d・・ach　FI置・k五9…Arch・P1…237，731・

瓢ethbde　nach　Beckurts　u．　Schraub：Phamユ．　ceロtralh．

　28，18S，
｛

瓢6th6de　n3ch　Loσf　3　Ztschr．　Allgem．　qsterr．　Apoth．

　Jahfb．50　301．

1〉【etbode　nach　E・Merck3　Jahresbericht，（1901）．10・

．，到［cthodρ亭ach　Rei≒hard＝ChemikeレZtg．2る斗061凱　．

　2臥81軌
Methode　dach　Gordin＝’Arch。　Pharm．238ρ335．

Methode　nach　Grandval　u．　Lajoux：Pharm．　Ztsch鵡

£Russland．．30，92．

Method3　nach　Kremel＝Pharm．　Post，　q887），66L

Methode　naGh　Monte㎎artinf　u．　Trasciatti；Pha磁騨

　Centralh、39，・77．

M号惣漁㎞‘」哩㎞恥rゆ伽〔7乏・

M・th・d・nach　D・b・u・d・ux・∫・um．晦戯・t血皿・．

　〔7、4，13．

Methode　nach　Diβterich＝Methode．nach　Deut喜dhsJ

　Arzneibuches　V．

　爾上記の外Sayre・St6deL　D・wzard；其他の定量法あるも要するに異曲同工にして只

供試量溶解油鼠沈降捌の相違に止b其方法に至りては大差なきものなるを以て之を略

す　而して是等定量法の内石灰浸出の理法に擦れるものはReckurts－Sayre－Stevens．

St6der．　K：reme1・Guerin．　Dowzaτd及Deb・urdeux証言の案定せる諾法英米局方及副直

：方所1：定の方法なりごす

　蓋し石灰溶出法は其方法の比較的簡潔にして之を各種品位の阿片に慮回するに相當

良好の結果を與へ藥局方三三の一方判こして阿片品位の鑑定に適當なるは公知の事に

属し外國局方に採録せられナこる所以も亦弦に存するものζ言ふへし乱れこも我藥局方

に就き試みに現行法及前回方所定法に依る試験成績を比較するに前者は後者に比して

槍出モノンヒネの％量低きを常εす　之を案ずるに前局方に在りては三三毛ノrヒネ（實
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・灘

’，4．・
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瞼に依るに約α3％のべンツォーノレ註記即ち二二アノンカロイド樹脂様物質色素等の外

洗源不完全に因る無機盤三等を混有し尚且モノγヒネはその結晶水を抱有するものε見

轍すへし）を重量的に定量するに反し現局方は滴定法に櫨iるを以て爽雑ぜるナノγカロ

．イドの幾分の影響以外其測定に關する正確度に於て遙に優り且つ本法にありては毛ノレ

竜ネは無水物ごして算出せらる、に因’るへし而して現行法は之を英米濁各局二丁前日

’本局方に比較するに12％前後の阿片の試瞼成績（60。にて乾燥の阿片粉末）に於ては

欠要次に示すか如き差異を生す

試　瞼　法1・ルビ緯量il試験剥 モルヒネ含量

濁　　逸　　局　　方

英　　國　　局’　：方

来　　國　　局　　：方

12．6201

12．2063

12・6914

現　日　局　力

醤　日　局　方

9．6968

10．4811

　上記の如く日本局方の成績か他に比し著しく低下する原因は果して奈邊に存するや

今此等局方の正文を照査するに其供試量ご水化石茨量及水の使用量メコン酸カノγチク

ムを析出するに使用する酒精量クローノンアムモニウム添加量モノンヒネ定量（析出）に取

用する石灰野党の容量（換言すれは之に相當する強禮量）に多少の相異あ6鐙するに其

結果に差異を來す所以も亦此間に存すへきを思ひ其規定量の當否並に試験成績に及ぼ

す影響の如何を知らんかナこめ此等の要灘に就き逐次實験を施行せり今其結果を記する

に當り参照に便せんかだめ現行日本藥局方阿片の條モノンヒネ定量怯を記載するこε次

の如し

　本品の60。Cを超えさる温に於て乾燥したる粉末59に水化石荻3gを和し水100

ccmを加へ屡強く振下しつ〉冷浸するこε2時間の後濾紙上に置きたる布片内に傾

鴻し之を絞閉し濾過して；其濾液50ccmに酒精5ccmを混和し振盗し更：に濾過し其濾

液44ccmに≒一ヲフγ20ccm及クロノL！一アム毛ニウム2gを混和し30分時間強く振

登し24時間放置：しテこる三弦に析出せる結晶を濾紙上に集め水10ccmを以て洗溝し，

60。Cを超えさる温に於て乾燥し冷後純干一テノレ．10ccmを以て濾紙上の結晶を洗漁

し　初め微温次に96－100。Cに於て乾燥しすこる後更に此結晶をN／、。盤酸20ccmに溶

解し，之に3蒲のヘマトキシリン溶液を和しNノユ。カリ液を滴高して中和するには該
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・液1を費す凱ε、112．2－12；3cgm．ならさるへから＝す1，＿…：∴，．　　　1，．

　　　　　∴．　．翼t供試量’：に就て．　』1：∵層F　’1
　現行日本町局方長於ける，阿片の供試量は59にして之三三局方に比すれば其2分の

・1に當力從って阿片石塚浸．出液の隈壌に於ても亦然るのみな’らす同局方に準撮して施

｛行1しにる實験の結果に擦れ斑些試量，毎91の場合嫉10g」叉曝メ59の場合．（何れの場合

洩こ：於ても水は．100c弊‘す）董；比しτ毛ノヒドネ瞼出量の寡少な．るを見る：蓋し供試量，59

の場合に在りては滴定の際毛ノγヒネ盤酸溶液の着色淡：明ドレエ5ナト㌣シリン、の機示

すゐ三三瓢の色調憂化を看取するに便なるか如きも後節に述ふるか如く標示藥の登色

度鰯にし瑚塗上く¢み噸鰍・く‘鰍取脚多少に準準準準を
生する三三に回る時は難試量は何れを適当附へきや今之回し三三片甦r就．

き施行しナζる試験の結果を白くれは次の如し　　　　　　　　’　　　一

　　　　　　　　　　　　實．　・瞼、第　　『1　．，例　　　∫’ゴ’己・

　　　　　　　供試量

沁試﨑ﾊ
・9取用の揚合1 　　　　　　　　　　1

|109取皿の揚合 卜，・・苅田の暢合

No．　1 14・3313 15．6800』 15．7573・．

12．6914 ユ4．1174

No．3 』12．0497 13．6896 13．6896

No．　4 143313 15．4721 15．5433

No．5 13．4757 14．8304 14．9730

實　　験　　第　　2　例

　　　　　　　　　供試眩し供試種別

い9胴の齢i ・・9肺野の揚合1
供試唄う9及1Ugの揚合の含量比

No．　1 0．2852 u22471 137．9　　　r
　　　’P．7825 4．8484　　　’ 132．7

No．3 2．9233 5．1336、 1＝1．7

NQ．4 3．7789 5．3760 1；1．4

NOb　5 7．7289 9」277　　＝ ．1；」．2．、

N◎．6 コ1．4080 12．90昌3 1＝L1

No．7 14．6166 14．9730’ 1で1日
過。．8 18．2528 18．6093・ 1＝1強

ぐ乃ち實験第ユ．例は毛ノンヒネ含量13％内外の阿片に在りては5g取用の場合は1110鐙

及．15g取珀の場合に比して其％量に於て約工3－1．6．％の低下するこ繧を示し叉實験筆

多例は各種の・手〃ヒーネ含量の阿片に就き供試量59及1qg、の場合に於け．る試験二二・を
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比較するに槍出量はモノレセネ含量高きもの程爾場合の商に差違を生する事少なく含量

の低下に’俘ひ懸隔愈艦多きを示すも供成量10gε15gの場合に於ては成績殆んε相伯

仲し‘叉實三三の諸貼を：考慮する時は供試量は8－10gを以て適當εすへし　從って・

二二液は阿片供試量に回し10倍即ち807100ccmの水ご永化石茨の一定量を以てす

るを可εす且毛ノン．ヒネ析出の目的に回しては浸出液の可及的多量を取用するこεに依

り定量の結果に好影響を齎すこごは試瞼成績（設定案に依る成績参照）の示す庭に依り

て明なりこす

　　　　　　　　　　　鉱　水化石茨の作用と其用量

・石灰浸出法に依るモノγヒネ定量法は嚢に記載せるか如く其方案に種々あるもモル琴

ネ弓取に墓く水化石茨並に水の添加量は概降水100分に樹し水化石灰約3分の割合

に在唖飽和砿水100分は1％分P、毛’r暦を溶鰯る轍暉にモ’γ瞬溶取

に就きて謂へは　阿片59取用の場合其モノレヒネ含量を25％（最高）ご三二すεきは

58中に鮪すへき毛舵裾キ259なるlr働飽和砿水100分は砂ヒネの離

に必要な・回り曝も畠中にはモ・レヒ回外鍬のア効ロ押存在しナルコチ，

ンの大部以外は何れもメヲン酸其他ε盤類を三二津るか故に之等に作用してアノレカロ，

イドを遊離し爾一部のアノレカロイドご結合し之を溶取するには更に多くの石炭水を必

要こす之れ水の100分に樹し水化石茨の過多量を以てする所以にして日本藥局方の

規定量即ち阿片5g水100分に回し水化石茨3gは過剰は正に過剰なうご錐もアノンカ．

ロイド定量上何等支障を來さ、るものこす惟ふに水化石灰0．15分は100分の水に溶　　，

解し飽和の状態こなるか融に阿片粉末ご腱理せんか先つ之に作用してアノγカロイド璽

類を分解し弦に不足を告くれは剰除の石弓は漸次之か補給の役をなし以て三三取を完

からしむ小官等實験に依れば水化石茨は2gを以て足るものごす蓋し此場合振回に依

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
うて霧しき泡沫を生するを以て阿片の8－10gを供試量εし尚且濾液の可及的多くを穫

得せんには或程度まて水化石次の添加を減するに若かされはなり

　　　　　　　　　　　　3．水　　あ　　用　　量

　嚢に述ヘナZるか如く溶糠の濃度はモノレヒネの析出に大なる關係を有し水の添加量一・

定のεき供試取用59ご109の場合に於ける溶液濃度の差異は討て定量の結果に署し
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§影響を茂ほすか故に一浸出め際庫偏すゐ水量は情事め許す限り・之を減却し以そ翼溶

液をしで毛ノγヒネ析出に適ずる濃度を保把じめさるべからす此面に於て水め用量は前

節實嘉例（第1及第勿の表示する腱に擦b供試阿片量に劉する＝’⑳倍量を適當こすべ

し此割合は：Bedζu畑鼠Dεbourdeau文面其他の古注に於ける建略，恐しく　前局芳ば

此封照に擦りたるも，現行局方に在りでは2σ倍た居れり即ち次の如し　「昌・

定・　量1　法 1鰍量 i水 定　　量 ”法’ P鰍量 1’水
BeckUrts調法 一89 物cc日ユ 英　　局　　方 89 80㏄m

Debourdeaux順法 159 150（堆m． 米　　局・．　力 89 80㏄m

Gu6rin非法 7．59 　　　　・，V50σm　層 窺日1肩ガ 59 100cc血

寧ayre〒S的v即・氏法 49 29㏄血 萄　日『局　方． 109 100cc加’

St6deを氏法 39 28。5㏄m

P・職・dl氏法 ，　　89
　　　　「　　．　F
P00ccm’ ，　”層

’ ’　　　　　　　　　　　　　－

f　　　　　　　　　　　　，　’

・・…一@　一・　…　　4ボ阿片浸出に要する時間㌔・

殉右蕨浸出洪に於ける振盈時間に蝕し細拍本局方底踏澄身爵間を窺是ぜ6蓋し三

豊時筒は長きを以て可εするも　毛ノレセネは水化石茨の過剰の存在に於ては振返偉容・

易亡溶溢するもめなムか故に更に之を短縮寸るも不可なかる可き推定の下に園山侯試

品に就き一は1蒔間」・一は2蒔間め振鼓あ下に供試を109きし爾除は同局方所定に湿

りて定量を施行しセるに次の成績を待ナめ

供試阿片　塒夢浸出鱒ず灘
　　lNoぎ覗・

、　　耳。・2、

11．5506

10・367ρ

11．5506　’

10．3701 、各2同亭均成績

，即ち上記の成績ビ擾る時はモノレヒネ浸出に宴歩ち時間は1時商浸出友2時間浸出兵已

結果に於七二んど差異なきもめビ云ふを得1くで從ろ七冷浸抵f時間を以て足れりざす

㌶∫層 @』．　5・猶轄添加の莉害・　　・一一’
幽幽日擦局方に於柘巖血温ま向継乱曲精の一糧を加へ輸・躰藥局

方に在bては之に依う七生する沈澱を濾聾し然る後クローノシナムモニウムを面し七ぞ

ノレヒ．ネを析出せしむるの規定なり即ち酒精の報助に依って浸出液中メコン油島ノレチウ

ムを沈降室温し以て析出すべきキノレピネ中心ゴシ酸の外心胎漂物養色素等の雨隠虚血

を阻止ずるに在るか如しr由れごも酒壷の添加ば直垂毛ノレヒネ析出ヒ好影響を與へ寸
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即ち毛ノγヒネは酒精の存在に於てはアムモニア性液中に易く残存するか故に生阿片の

試瞼に當り局方所定の方法に擦る時は阿片品位の下るに從ひ定量の結果に著しき影響

を崩すこご前記實験第：2例（供試量の項参照）に示すか如し　即ち此場合供試量5gの

過少なるご共に品位低き阿片の倍々寡少なるモルヒネ含量（三際現存量：に比して）を與

ふる所以なbこす

　Fromme氏ユ）は阿片浸出液中出」テノレの共存に於てアム毛．』アに由り析出せしめ煙

るモノレヒネ中メコン台石荻の爽雑を認めセるも小官等は實辱め結果に於ては現行規定

法に於て酒精を加ふるご否ごに拘らす其析出せしめナこる毛ノγkネ中毫もメコン酸の面

詰を認めす白白に前局方時代に於て集藏しセる析出モノγヒネ450g中鐵臨に由て淡紅

色を呈する僅徴の爽雑を讃し得だるに過ぎす此を以て之を見れば供試量5－10gより．

得る庭の毛ノレヒネ中メコン酸の爽雑は之を認めさるを三尊εすへし何εなれはメゴン

酸カノγチウムは後節其實験‘共に述ふるか如くアムモニア水素はクロールアムモニウ

ム溶液に溶解すへき性質あるか故に毛ノγヒネの析出する際母液中に温存し尚毛ノンヒネ

に附着せる母液は水洗に依って殆んど全く品品せごるへきものなれはなう　　、

　酒精添加のモノレヒネ定量に及ぼす影響は實験上添加量の多きもの直訴損失量大にし

て無添加に於て最少なり鼓に純モノレヒネを供試こして其影響を見るに次の如し・

1　あ揚’合 2　の　場　合 3　の　揚　合
供試モルヒネ

楡出・ル・糧隙失量 槍出モル・糧1損糧 槍出・ル・糧1徽量

醐　　　・，・774，．1…651・・8681・・…i・・88・／…57

　此試験は乾燥モノンヒネ0．1939gを40ccm飽和石送水に溶解し1はエータノン20ccm

洒精』40ccm及クローノレアム毛ニウム0・5gを残し，2は同趣方注に於て酒精を20ccm

に減し；3は同一方注に於て酒精の添加のみを省略し各30分時間振盟24時間放置

の後析出する庭の毛ノレヒネを分別し滴定法に依りて其量を定め各3同の三三値を求め

ずZるものなり

’文阿片に就き局方規定の試瞼に於て酒精ち6cmの添加を省略するご杏ごに依り硬直

績に次の如き差異を生す

i）Caese威tρ・憾R・p（1906）．55
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喉獄・副晒精励ガあ附合／瀦無・添力・の揚合
：Nα　　工

No．　　2

1No．　＝3

22816

10・1246

18乙2171・

3．7789

、10・90＆9

1きβ093、　　　　・

　以上の結果に櫨れは阿片中モノンとネの定量に就てはメコン酸は豫め客を三三除去窪

：灸の要なく從って酒精の添加は寧ろ之を省略するこ・εに依うモノ〆ヒネの損失量を寡少

雰らしφ勇實三三の手数ε時間を簡約し得るの利わり　　　　　．、＼　　一　　　∴

　　　・・甥－9・．．クロールアム毛昌ウム添加¢～モルヒネ析出に及ぼす影響㌃一∴’∴し

．・幽 ｢片浸出液中舟ノレヒネはクロー’レアムモ嗣シ郵の添加に依ρて生するアムモ昌アε、

添加千一げノレの忌め二心時晶晶析し來る此際グす，→ノセアム毛ニシムは水化カノレチ身，

ム及アノレカロイ’ドのカノンチグム盤類〔例ぺは（qゴH三、NO，），’Ca（OH）ゴの如き〕ご作用

しアム王‘アを遊離す而して此場合石灰浸出液はモ・レヒネの外アノy如ゾに可溶なるデ

ノレカロイ．ド等を二心’し且水酸化カノγチウムを以て飽和の状態に在聾溢しで此液44dc

m中に含有するカノγチウム量は阿片の品位如何に依って幾分か異なるも詫｛レヒネの

最高（現局方約25％）及最低（現局方約1％）含量に近き品位の阿片に就き施行しナこる

2－3の實験成績に撮れば大約0．09」0．1塘内外にして之ご作用すへ．きク戸←’ノレアムモ

ニウム匿大約0・25－0・309なり而してアムモニア若くは二二類の溶液は濃度の増す’に

從ひ昭々モルヒネに樹する溶解力を高め尚クローノγアム毛ニウムの市販品は水分其飽

の爽雑物を含有しNH、CI・の含量約．95－97％なるか故に是等の鮎を考慮に置く時は現

田方1・於て石詰曄4・ccm瀦を二面れは猛cc叫・幽す攣㌍一・・アム

、解％量はα59を以て足るも油層方1；於9まこの場合29を脇る轍に其準

多辱ρため毛ノγヒネ二二に影響を翠ほすこζ大なう是れ日奉藥局方に於て供誠阿片ρ

鳥毛腔糧沸備に低き糧数線ふる三池りごす叡供韻を］09聾
酒精無添加の場合に於ては其石灰浸出液50ccm中のCaは大約02－0．25鍔にして之ε

糊筋面一・レア轡艶繭α55一唖⑳麹てク・｝ア酵昌ウム．

マ）普通品を用ふるごしてこの場合三際上の添加量εしても1g以下を以て充分なウ罵

す今弦に同一転回を使用し現局方規定の方法に於てクロー〃アム毛ニウム添加章を
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0．591．Qg及2．qgの三つの場合に分ち其定量に及ぼす影響を考察せしにCaに由って

遊離するアムモニア量は何れの場合も同一一なるも剰除のクローノレアムモニウムは其量

を異にするを以て之か爲にモノレヒネ定量に及ぼす影響は著しく異るを見る即ち實験に

徴するに次の如し

ボ竺」 0・59 1．09’ ’2．09　・・

No．　1

No．　2

No．　3

5．8109

9．0907

24．7767

4．8484

8．6629’

24．3133層

3．3867』

7．3》95‘

24．1707

　　　No・1に其品位現局方に從へに約3・38％Nα2に約7・38％・Ng　3に約24・17％の阿片なり

　以上の成績に擦ればクローノレアムモニウム添加量の僅少なる場合結果良妊なるに反

し其多量を用ふる時は何れも低き％歎を與ふ此の影響はモ川ヒネ含量低き阿片に於て

議論にして含量高き品（上表Nα3の如き）に於て僅少なるを見るへし而して實験に・

照すに毛ノレヒネは遊離のアムモニアよりも寧ろ其盤類NH4C1に由って析出を阻止さ

る》こご顯著なるか故に現日本藥：局方に準し叉は後節設定案に依るモノレヒネ定量法に

於て添加すへきクローノレアムモ昌ウム量は前者の場合（石高浸拙濾液40ccmに歯し）

0．59後者の場合は（供試8－109の浸出液50ccmに良し）高々19を以て足れりこい

ふへし

　　　　　　　　　　7．モルヒネ析出に冠し＝一テル軍用と

　　　　　　　　　　　．エ」テルベシツォール混用の得失

　阿片の石高浸出液はモノンヒネの外ナノレコチン其他石高水に多少溶解すへきアノγカロ

イド，樹脂，色素等を含有す成書の記載に振ればナノγゴヂンは冷時に於てアノγカリに不

溶なるか如きも實験の結果に徴するに析出せるモノγヒネ中にはナノレコチンの少量を含

有し上記爽雑物は合して其0．15－0．45％半白0．3％に肖る之を以て不純物白白の方法

を講ずるはモノレヒネ定量の結果をして一層合理的ならしむる所以なるを思ひ毛ノγヒネ

を析出せしむるためエLテノレを使用する代りに乱捕テノγ・＾ξンツォーノγの混液を用び一

は以て毛ノγヒネの析出を容易ならしめ一は以て爽雑アノレヵロイドの除去に資しずこり

　ベンツォーノγはアノγカリ性水溶液ε振蚤の場合液層の分離困難を俘ひ且濾過快速な



蓬24 ～　　　茸町 ロ覧㌦ボ城　嘔寧

・1ぢさ・る嫌ある∫も∫：エ｝プルニ，ペシゴツゲ6ノレ⑳混和を3：：2め割合に於てする’ε魯は上記

，の映貼を除き得るせ共に晶晶ヒネの同一を促進佳良なムし画商て定量の結果其三三量
　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　「一一｝
　を多からしむ弦に阿片10種に就きエ←』テル畢用の場合ざ出一ラノy，一ミシツ、一：ノγ混

用の場合析出しセるモノレヒネ定量の結果を樹照すれは次の如し

供 試 阿．片
エ’

黹e ル箪用9）場合 1
エー eル・ベンツオール混’用の二合

9

No。 1 12．9766． 13．9035
隔　　「

No． 2 12．6914 13．9748

No．， 3 12．0497． 12．9766

No． 4． 14．3313 工5．5434

No． 5 コ3。4757 14．U74

N6． 6 9．5542 10．3385

Ro． 7， 19．2672 10．呂376

No． 8 11．4080 12♂0499

No． 9・・一
r 12．5488 i3・3331一

No． 10 8．9838 9．6968 ρ

．，即ち干「ヲノ鷲ベシツォーノγ混峰の使用は毛ノレヒ辱定量の結果を更に卑好正確参・ら，レ

歎尚析出手ノヒヒネ乾燥鋒の洗灘に於てま」「ティ￥・ぺζ，ツオ「ノ吻混和を匹：1巴なせ嫉

難㍗加イド除町の黙於て一層二三な肥す　・…　　鎖
　　　　　　　　，　　　8ザ放置時間の長短と析出量．

　日本藥局方モノヒヒネ定量法に於けるメコン酸カノレチウム除去後の濾液44ccmにエ

ーテノレ及クローノγアム毛二．クムの各規定量蓼加今且放置24時間の外48時間後に於

ける棚量及ひ鰍卑みをlo9囎力回し以胴一方欝依ってモ舵ネを上

し之を比較する喋肺朧に経て回しノこ御レ賜量は雄時間味短に依って

職き差異評するも鰍料10諏用の揚鱒蛾績魅適し欄鯵切結果
を得すζb

供　　　試，，　量　　　59 供　　　試9　　量，コ0窪・　’
供9試幽

．24時間放置い8時附置 ・鱒間麗，1旧離置
No．　1

mbよ2
mo9　3　．

mo〆4
FNo・・5

14．3313

P％9141

P2．0497

奄奄S．3313

P3．4757，

15．2582

奄R65470’

P2．9766

f15．1583

P4．4026

　　152867　　　、

@　1agプ4S　　・　　13．4757

@　15ユ869’

15．5434

z4．1174

P3．4757

P5．2582

P5．1156　　　　’　　　　，
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　前記試験に於てエーテノレの代りにエー・ラノγ，ペン％一ノy（8：2）を使用するごき嫁旋

置時間を大に短縮し得純毛ノンヒネを供試こして實験するにエーテノγを軍用し24時胤

の放置に於ては枡出量．0．24529なるに定日テノレ，ベンツオールを使用すれは放置5時・

間後に於てすら其析出量0．2458gξなり殆んピ伺等の結果を得へしされは供試量を

10gごしモノレヒネ晶析のずZめエーテノレ，ペンツォーノγ混液を使用するεきは数時間の放

置を以て足るへきも勤務時間の關係上先つ20時間放置を好都合こすへし．

　　　　　　　　9・水争エ輌テルに依るモルヒネ洗條に就て

　現行藥局方に於ては析出毛ノレヒネは先つ之を10c面の水を以て洗画するの規定な

b即ち之に依って附着する母液（爽雑アノンカロイド，アムモニア，色素等）を大身に除

去し得るも10鍔取用の場合は毛ノレヒネの析出亦從って多きか故に此場合洗返に使用

する水は20ccmを以て（毎年5ccmにて）するこご勿論こす（文献に依ればモノγヒネ

は10。Cに於て水φ10000倍叉20。Cに於ては其5000倍を以てするにあらされは

溶解せす），且洗晒後のモノγヒネは既に述ヘナこるか如くエーテノレ，ペンツォーノ7混液（此

揚玉は灘潤状態に在らさるを翼て爾液等分にて可なb）を以て洗面するこごにより墨

譜アノンカロイド，樹脂等を除去し且之に依って王ノレヒネの溶失を阻止し滴定の結果を

レて更に一段正鵠を得せしむへし　　　．

　　　　　　　　　　　10．標示藥に就て

　モノγ琴ネ定量上使用する標示藥には種々あうて現行日本藥工法はヘマトキγソンを・

採用せるも阿片より析出しずこるモノレヒネは之を定規鰹酸に溶解するに淡黄色叉は淡黄

褐色を呈するを常ごしこの標示藥を以てするに中和瓢の国色必すしも明確ならさるか・

故にその實際に通雨するにあらされに時に終末鮎の看察を誤るこざあり1從來②實験に

篠れ’はヘマトキシリンは之を阿片中のモノンヒネ滴定に使用するにアノγヵリに封し：て意．

外に不鋭敏なるのみならす供試液中モノレヒネ量の多少に依りその中和瓢の色調を異に

し加之冬季は夏季に比し一層朋瞭を欠く等實用上不便の鮎少なからさるは試験從事者’

の恐らく威を同うする腱なるへし

　余響は之に代ふへき佳適の標示藥を得んご欲し下記のものに就き先っモノン、ヒネに野

する滴定の結果を槍せり



126， 町’ ・ロ　”・　・城・ 野＝：

　　「
A　ル1カ　ロ 4ド溶渡e

一標．示，藥
耳ノ10KOH　1 い11・HC1

1 ．Hae皿atoxy：h 4．93　．．
5．0ア　？

Methy1τot 4．92 5．08

Cochenil16』 4．93 5．07

工ac㎞oid 4．90 5．10

ト 理　論　籔： 5．06 4．94

即ち、r・ルビ鳩％9なN11・Hρ115喚nに溶

解し7こるもの110ccm’ゐg取り　N／10　NaOHゐg以

て中和し其稻費量な定め7ニリ

・尚回外K：．H．　Bau蕊氏に依るに．

ア　ルカ　ロ イ　ド溶液
r

一　，

標　示　藥
NんoNaO耳 N／50H2SO4

L

Ha㎝≧atoxア恥 14．4－14．05 ・15，645．05

CQC｝Lenille ．13．35 16・65

ζ

■ackmo五d

lethylorange

13．2－13．35

P3．35

PL8－12．45「

16．8ご16．65

P6．65

P82－1ア．55

3 理　論「「取’ 】3．5 16．5

モルヒネ29為Nllo　H2SO4120CQnに溶解し水

な以唱て1000cc血ε’なし

此溶液の50Cc瑚々以て各標示藥ね用びH！50　Na’

’OHな以て滴定ぜうものなり

　止記の鋭敏度を見るにメチーノγオラシゲの外何れの標示藥に在りても差異顯著なら’

・童下れεも壁際之を阿片の定量ぼ懸帯し中和鐵標示の最も1明確にして（阿片］Ogを供

試εする揚合に在りても）何人も容易に之を看取し得るの利鞘に於てはメチ調川・一

回以外之に及ふものなく即ち本標示藥は阿片モノレちネ定量に恰平し特に其慣値を有す

るものこす

　本標示藥はメチーノγロー・ト，0．2gを90％アノγコホノγ75ccmに溶解し之に125ccm

の水を和して製すへし

　　　　　　　　　　　　　　繕　　…　　・　括‘

∫電環叙述しナεる事項に就き甚に其要旨を摘記すれは次の如し

　　イF・阿片中モノシヒ矛の定量は石灰法を簡潔ξするも阿片の供試用章は8－109を．

　以て適當εす

　　聖水化石雄は2鰻出時蘭は’世間而して如一・・ア．続二・ウ膝加量壱よ供

　才量59の場合は　0．59叉8－109の時は19を以で足る』

　　〉・．’メコン酸宥次は創め除去の要なく鴨酒精は之を使用せざるを有利ビす．』．

　　昌．エーカγに代ふるエーカレ，＾ミンツォーノγ混液（8：2）を以てせはモノγヒネの析．
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　出を佳良ならしめ且爽雑アノ効1ロ牢ド除去の瓢に於て一層有効なう

　　ホ．モノγヒネ析出に要する放置時間は以上め改案の下に於ては歎時間にて足るも

　試験者の勤務時間ざ二丁上め都合より20時間を可εすへし

　　へ．結晶洗源水は20ccmを用ひ乾燥後工一ブノレ，ペンツォーノレ混液（等分）を以て

　洗倒すれは不純物洗除の上に一層の効果あるへし

　　ト．阿片中毛ノンヒネの滴定に當り標示藥は特にメチノγロートを以て佳適ξす

　　チ・本獺定の趨法峰國聯．翻こ比し欺鰍低きQみならす品輝々

聯生阿片に之を糊するに毛舵幽幽低きもの程結果不良1・し喋現存量紛

差異倍妖勒之か原因は前胸黒岱テ・るか姐働あるも鰍量の遇少琴μち浸出

．堅陣低き饗する詑及㌍一〃層ムラニウム翻量の鎚晦興すへ

　し

‘余等は以上實辛め結果ご之に基く改案の旨意に依’り毛ノγヒネ含量槍定王⑱通言εし

て適當ざ認めテZる次の方案に從って定量し各國局方の成績礎封照するに其％歎は英米

の中間に居う境局方の成績及猫逸図法の成績に比して其％数に於て高き結果を示す

　乃ち設定案は之を品位種をなる阿片に適用するに毛ノレヒネの晶析を良好ならしめ三

重物質を除去し滴定の結果をして正鵠を得せしむるのみならす術實施上行簡の灘に来

て利ありご思料す弦に設定方案及比較試験成績を記すこご次の如し

　　　　　　　　　　　　　　設　　　定　　　案

　60。Cを超えさる温に於て乾燥し粉末こなせる阿片の89に水化石茨29を和し水

80ccmご共に強く振盈しつ》冷浸するこご1時間の後直径紳15cmの濾紙を以て濾過

し其濾液50ccmを取．リ劃一テノγ，ペンヅォーノレ混液（8：2）20ccm及ク織目ノγアムモニ

ウム1・Ogを入れすZる内容100ccmの厚壁振副司内に之を注翻し10分間緩和に振塗し

約20時間放置の後弦に析出する結晶を直径9cmの濾紙上に集め水20ccm（毎回5cc

m）を以て洗灘し60。Cを超えさる温に於て之を乾燥し冷後工一ラノレ，ペンツォーノン三

三（1：1）20ccmを以て洗溝し初め微温次に96－100。　Cの温に於て乾燥するの後N／10

定規聾酸に溶解し之にメチーノγロート溶液i3滴を和しN／lo定規アノγカリを以て滴

定し前後に於ける門門量の差（藥用阿片に在っては此場合毛ノγヒネε結合せる10分



珍＄ ・町∵　　　’ロ・1　∵●・’尋，城ヒ・　　了野閾

定規璽酸は17．5719・3cc【Pなら：さるへか、らす）にρ鄙ρ4・を乗して％数εす

　　　7∵　∴・．’∴ゴ・・．比、鞍試験．成闘績’，

供試副 濁　　　局“ 1凍　釧 英・　　局 現一・局一 設定案・

No．　1 42780 4．7343　　、

1．8538 5．3902

：No．　2 5．3475 7．3439 6．7592 32798 6．8733

No・　3 11．4793 11．9071 11．3795’ 9．3403 11．7645

No．4 15・6亀60 工6・3990 15．7430 14・8504 16．1423．

No．　5 18．2528 18．8232 18．0246‘ 17．1833 18．42ま9

階言蜷藥局方の定量灘阿片七三に7ム顧アを添加し蠣液を供斑な

す醐・モ〃蜥出山あり蠣の旧く蜘る脚瓢・原因すへ．し綱藥局方

ρ脚蹴輝・のみ鰯回る聯興用燭臨伽モン添
加量の適當なるご酒精使用量の少きため良好の結果を示し又英國藥局方は其方案繭口

本藥局方のそれご類似するも臨化アム毛ニウムの量的關三等に於て其成績後者に優る

ものこ認む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正十四年十月
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　　　　　　　　　　　煽　目

第一章　緒　　論

第二章　家兎の胃に適用ぜる四盟化炭素の運命

第三章　四油化炭素の一・般中毒作用

　】・　南京鼠に古すろ中毒作用

　2・純及市販四堅化炭素の南京鼠に樹すろ

　　　毒性の比較

　3　家：兎にi封ずろ中毒作用．

第四章　出歯化炭素に依る各種動物臓器の解剖

　　　誌面

　1・経ロ投與後の臓器心性

　工・　家兎1こ封ずる孟春成績
　　　ロ
　2・幽冥に封ずる實瞼成績

　3・犬に封ずる實験成績

　4，’猫に封ずる實瞼成績

　II・皮下適用後の臓器品性

　1・南京鼠に直する實瞼成績

　次

　2・　家兎にi干すろ實瞼成績

第五章クロロフォルム．並に二硫牝炭童の家兎

　の臓器｛こi封ずる作用

第六章　四血忌炭素及クロロフガルムの経口投

　興後の絶過

　L　経ロー同価與後の一般症昧の経過

　2・断四盤化炭素経口投與後解剖墜化の経過

　零・クロロ．フォルム経口馬立後解剖憂化の

　　　経過
第七章　四盤化炭素及クロロフォルムの家兎心、

　　　臓に封ずる作用

　　L　摘出家兎心臓に封ずお作用

　2・　家兎の血堅に封ずろ作用

第八章　縫論及結論

　　　　　引　用　丈　献

婁に合野技師は四三化炭素の化學的調査を途けて報告せり小官等は之に關して三物

三三方面より生膿に豊する作用を調査しπるを以て妓に之を報告せんεす

　　　　　　　　　　　　　　第・一章　　緒　　　論

　四三化炭素は1839年レーノー氏に隔て登見せられ’1864年サンソム氏及ノ・一レーエ）

氏か之を贈の目的1・慮用せ撚鵜も一般の三二ぐ1・到ら紗しか・865年シ

ンブソゾ）氏に依り之か一般に認めらる、に到れリスミス3）サンソム及ノ・一レー氏に

依れば輕度の麻酔には適せるも長時の癒用には適せす且心臓を障害するものピ回し把

り從て歯痛叉は紳維納の如き局所の疹痛に鷹直せられだり1努4年ラホント4，・氏は動



ユ30 ．久保田弔、清　　水　・　橘，弁1。・1・野1・ロ

物鰍に於て四靴炭率は・鵬を第一1こ轄するを脚醐口襟すへし切しす・り

1899年ホィ〃・・5・氏1纏ろ呼吸を障害す傭を指摘せ）ユ897恥一マス6・氏は四

盤化炭素の別名カタゾン’耳ath頭nフェニキシンPh6㎡xinテトラクローノレメタンTetfa－

chlormethan等を畢け麻酔藥こして英國の讐家ρみに推奨せらる、二巴を記載せb1901

年キオンカ7）氏は家兎の吸入試験に依り四盤化炭素はクロ・フすノンムに比して毒性弱

きを報告し1911年レーマン8）氏は猫に於ても同様の結果なる事を報告しナこり1920年

プレッツ’、氏は海山及牛血球に記する溶解作用に依b四二化炭素はクゴロブォノγムに比

し約ユ0倍強力なりざなし次て1921年ヨアヒモグノン10）氏に依れば淡水魚及メチニコ

フ菌に封ずる毒獣⑳四難繍まク・・フ・・蝋比し毒輝！即ち淡水魚閾

’して其の比は1♂5：1．0・メチニコフ菌に回しては10．2：’1・0なり、ご叉キース・リング11）二

面れは乱心講劉する灘作用の上ヒは四品繊素5にして～叩ろ～γム熔寛

云ふ叉ヒューネノγユ2）のストラゥブ氏摘出蛙心臓試験に依ればメタン誘導膿にて盤上の

数の増すに從ひ聯遊宴即は増那するご云ふ然るに同年米國のホッセ13）卑は30頭の犬

の實験に依b動物の騙三遍εして從來の夫に勝り同時にマヅクゴイ14）氏の猿に封ずる

毒忌試験に依りて禮重1kg．1こ樹し四盤化炭素6．Occmは何等認むへき害なく從て人

類闇し往融融偽へ喀話せウ1922託り一押期セ・・瘍に於て囚
人15人に四二化炭素3－10ccm．を服用せしめ陀るに膿用後の作用は輕度の眩量二心

温語を毒し流血に購害なく叉治療前尿中に舶及馳三二励ナ・紬のも何

等三悪せる等の事なかうしご叉ノ・ソプトン16）氏はニコノン民ご共に一殺人者の進んで四

，二化炭素を服用しすZる者の死後臨機に於て各臓器に何等退行憂性を写すε報告し同時

に18－25歳の農學生に蜀し二三の目的にて四豊化炭素3．Occmを服用せしめセるに2ρ

名中ユ3名か二度の頭痛ご眩量εを訴へ4名が騰内灼熱威を訴へすこりご叉ラン＾εノレ

ド7’氏はフ・ら鴫減て麟の内的に四難灘を隅人暇用せしめナζるに回

者一名もなく其生塗作用は圭εして頭痛点心にして或は嘘吐せるものあb減れごも一

般に副作用なかblし～三又ぺ。ソア及ひマイター1s）両氏は犬に就きて膿重1kg・に上し

0．3一α59の四面化炭素は何等症候を認めさるも1．09なる時は中毒症状を呈し而して

之れセ呈せさる量即1kg・封0ρ5ccmε錐も穎微鏡的に肝臓及ひ腎臓に奨化を來テこす
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愛云ふ1923年ラン《ミノント1”）氏は再ひ3萬人1；封し四盤化淡素を服用せしめ3名の中

毒者を出せり而して其中毒症欺は省略するも1名の解剖槍査に依b肝臓に於て官道の

周園に壇殖性の鍵化を認めだり此の場合使用せる四則化炭素は不純なりε叉シ。7’ラ

及びア。～硬r一ノレ20）爾民は犬，家兎及海翼に付き實験をなし四鐘化巌素は十二指腸轟に

最も有効にして鯛鍛には少しく数あb纏鍛1こは無効にて治療有効量は髄重1kgに

樹し0．13ccm中毒量は1・0－4・Occ卑にして斯る場合には肝臓實質を障害し随意及不随

意筋に抑座作用を呈すご

　か一ノレ・ソーテ…ンプトン・ランペノγト氏等の報告に次いで我か日本に於ても同年5

月阿部勝馬氏等2ユ》は自ら精製せる算盤化炭素を家兎に径口的及ひ艀賑内注射に依り毒

性試瞼を行ひ艀賑内注射の場合には四盤化炭素はクロロフォルムと殆ご同檬か叉は幾

i分強き毒性を有し径ロ的に投下し把る場合は其毒忌クロロフォノγムに蓬かに劣るを以

て之を人膿に磨等し一方に於て其騙鍛作用は從來のマト』：・ン，チ参伍ノレ等に勝b他方

聖画て副作用の極微なる事を報告せり從て各圧雪會肚に於ても競て四十化炭素製剣を

磯責するに到り我か讐學會に於ても其の効果毒性に就て實験報告をなすもの多歎た上

れ’り　即阿部氏等ご殆ご同時に石遠氏22）は200名の患者に慮用して十二指腸鐘に効果

ありこなし細心使用せは副作用少なしご叉古庄乙彦氏恥は四璽化炭素二同服用たては

十二指腸巌を完全に騙除し得さゐも礎來めものに比し駆巌作用強きを認め蓮用か効果，

多く学年男子には2．5ccm以上は副作用の頻登度多しご叉志村宗季氏盟）ば8例の實験

例に於て室腹時四域化炭素3．0窪を投し3時間後硫酸マグネシアを投文せるに副作用

こして凡へて嘔吐，頭痛，眩量，食慾不振等を訴へ其頻登度はチ毛・一ノγガネマトh一ノレ

等に比して多けれこも其効果は：是等に優るごも劣らすご：又轟山晋氏25》は9例の幽遠に

1撃て4例に副作用を認め4同以主蓮用するに依りて目的を達し頓服は効果を牧むる能

はす又間歌使用も連痢に比して効果少なし～三

　・』1923年6月ラムソン友寿．クリアン爾氏26）は犬に就てフェノーノγテトラ　クロ鰻〉シ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，〃
フタレインPheno1¢trachlor－Phthaleinを用ひて肝臓機能の試瞼を行ひ鋼重1kgに墨し．

4．Occmの四贈化炭素は肝臓機能を障害すれこも96時間後は全く完全に之を恢復し腎

擁は此量に別ては少しも害せられす．又膿重1k9に御し2．Occmにては明かなる障

繍
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双畷0面m・を包野し℃’148∵繍魎蘭隔を澄き牟投與しナεる並少しも毒作朔を呈懸す定

叉伺葬1匙月ブムゾソ氏27）等ば即興化炭素の藥理に赫ぎ非常ヒ廣汎なる研究を堅牢せ

う’而して彼等の登見せる方法に依’うでめみ其中毒の程獲を知う得る1こなし犬に就き艦

；重ユk9・，に恥し5．Occ血よガ25．cc【h迄の四三に於て回向の三三な：る時は全ぐ回書に，し

て20．①c6m・を燈重8．8k9の犬に毎日投潔して2：L・：に到』り『て始めて重篤嫁1ち症状を

還し拠り　家兎につきてばか一ノン及シリンガー爾氏鋤め實瞼の如ぐ毒性過敏なるを確

かめたり此犬及ひ家兎に劃する毒性に大なる差あるによりて犬の實験を以て他の動物：

は勿論人間に館納して癒用するは危麗なる事明かなりεす

　1924年4月藤井秀旭氏29♪は四盤化炭素ε種：寿の騙鍛捌の肝臓及心臓め組繍ご征す

鍵牝に村’罰研究報告せり之に依れば騙鑑捌申四劇化炭素は鎌，腎｛懸に審質的鍵化を郵．

す事特に強度にtて燈重2kgの家兎に9α29　の四盤牝炭素：を投曝すれ1は：既に肝臓仁

箸明の退行慶性を起しα5gを與ぶれは肝軽質細胞は崩解浦失し腎臓は四盛化炭素の

少量に依て綜毬艦細尿管に退行鍵性を卑し細尿管腔に多歎の圓柱を有し心臓も筋繊維

鰐脂肪浸潤又は細胞核銀建を來すご藤井氏はぺ・ソア及弼ヤー繋’，ラ図一・卿ト陀シ，．

：ブラ及ダクベール20）の諸氏に…欠て四麗化炭素か臓器實質1こ憂化あるを主張せるものな

れεも其病理解剖的所見は少レく異なる所あb次て和田雄三九氏30）のグロロフォノレム

・ご・四亜化炭素の添物學的作用の比較研究を蟻南京鼠，家兎，水子，摘出蛙心，摘出家蒐

揚管，及子宮に付’き施行し且毒作用に依りて回れゐ解剖憂事をも併せ研究したる結果

江依れは温血動物に乱しては吸入せしむる場合も皮下注射叉は胃内に適用せる場合に，

ても四臨化炭素の毒性致弗量の關係はクロロフォノレムに及はさるか若しくは之ご匹敵　　、

するのみなり之れ細胞毒ε』しては四酸化表素はク二階フォノレ払よう強けれごも高等動

物に覧て其毒性か後者に及はさるか如く見ゆみiは馴者炉吸牧せられ難き儒に其動物の　！

生命を維持するに必要なる臓器に迄到着する事容易ならざるに依るξ：叉動物實験に於・

て各個騰に封ずる毒姓の影響に著しき差違めるに依りて人類に於ても各個人の威受性

に依りて≡其影…響異なるべしご

　爾同年4月岩川克輝，湘良敏三州等31）は摘出蛙心に暗しでは四四化漿素はクロロ為

アムより毒性強く露出野心に解し吸入法に依る時は反町に毒性弱く，南京鼠の皮下注射’
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法に依る時は四盤化炭素の致死的引力はクロ・ηフォノγムより精弱く，家兎等割試験にてノ．

は前者は皮下注射の場合よりも強く肝臓に於て著明なる脂肪痩性を見たり．ε五十嵐菊・

雄氏32）は學園兇童に2－3月の連績投與法に依b四盤化炭素を與へ服用後3時間にして’

雪ンナ翠硫酸マグネシアを投卸し忙るに　十二指腸鍛には効果あるも他の寄生轟には

効果なく副作用ごgては　嘔吐，食慾減退」腹痛等を呈じ尿中蛋白，赤血球，尿粥柱を皐

起れごも爾後恢復せbε　濱ロデ郎氏鋤は12例の寄生印刷患者に四劉ヒ炭素を慮饗

し3．Og¢）投與に於ては効果不完全にて副作用は稀なちされこも凹凹せす且つ投町勢・

は血歴を減少せしむるご　三崎英一氏鋤の鯉及蛙に付き四盤化炭素及クロロフォノンム，

の麻酔作用を比較研究しテこる結果に依れば吸入法の時は其毒性クロロフずノレムの1／10．

水溶液の場合は反劉に25・倍の強さなりε．棘尾骨氏訪）に依れば家兎及平野の血液に・

封ずる溶血作用は四璽化炭素かクロロフォノγムに比し6－7．5倍の強さを有すε云ふ

・以上め如く田平化炭素の廠酔作用はク・ロフォノレムに及はさる事遠しε錐も其毒性』』

に至bてはグロロフォノレムに優るこも決して劣らさるを知る即ち水溶液εしては淡水

急メチ屯コ7菌（ヨアヒモグノレ）水野（和田）鯉及び蛙（三條）等1こ作用せしむれは常に

四豊化炭素の毒性はク’ロロアォノンムの夫れに優う叉摘出蛙心（キースリング・ヒューネー

ノン，和田，．岩川及相良）子宮（和田）腸管（和田）等の臓器及海瞑（プレヅツ友引尾）牛（プ

レ。ツ）家兎（紳尾）等の血球に樹しても同様の關係を有するを以て細胞毒εしては常に

四麗化炭素の毒性はクロロフォノンムより強き位置にあるものなb而して蒸氣ε・して吸

入せしむる時は家兎（キオンカ）猫（レーマソ）蛙（和田）南京鼠（和田）露出下心（岩川及

相良）等に樹してば四王化炭素はクロロフォルみよb毒性叩く只鯉及蛙（三門）に樹レ

ては反樹に強し次に皮下に適用せる場合に於ては家兎（阿部）蛙（和田）に別して四盤化・

炭素はクロロフォノレムに比し毒性強けれεも南京鼠（和田・岩川及相良）に晒しては判断

に弱し最後に径口的投與の場合に於て家兎1こ附しては阿部及岩川氏等は一興化炭素は

クロ“フォ’γムに比し毒性弱しε云ひ和田氏は雨者殆ご同様なるか或は致死量は決定

せられすε云ふ

　門門細胞原形質毒ごしては多歎の剛者は四豊町炭素の毒性クロロフォノンみに比し強・

しε主張せるに完全なる高等動物に早しては吸入，皮下，．経口等に依り投即するに；莫毒
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性二丁め繕果蓼宗せる：ば蓋し爾物質の物理酌性質め棺蓮に錦ずるもめなちさし即揮登‘1

濫度肝藍1化炭素は々6。賦776Cク訟bフ．オノ鋭ムは＝62¢Cにしマ亡クゴ1セ’フォル’．ムピ庇「し1

恐し難二二膿は瀦加8％儲0・82％に．し梱二野熟灘凹み動麟
に溶解牛牧琶ら：るΣ事も蓮かる可ぐ從て其二丁症獣登現の時期も蹴る》ものと見るを『

得べく’叉娩度三門しゼるもめ排泄iせちゐ～事も亦回るゲもめε考ズるを梅療レ・『∵荘

1・グ伽；ブ評縦依柄蜘之菱化野ずεすi無鰍ロの事實な厩も1四三脚繁に依

づで來テピす事實は．最近憶見．ぜられ蒔rノγめ々．拓ヒィ戎をし七爲さしめ総る猿の内藤

帯解に依う内臓には何等解剖的礎化を認め．さりし事1文〉、ンブト：・ン氏の一殺人者に窒｝1

する贋験に於て臓器に何等邉行謎性を魂あ・ざり、、し半開め報告有れ竃竃”先づ飛ウソア｝

及》イ：ヤ÷二丁は犬に付ぎランぜノレト氏は人間に於ゼ肝臓あ獲化を輕験し：1：シ層フi弥

及マク裡」西爾氏は夫，伊野1湖冥に付き肝臓の實質攣化を見’次て日本に因て藤井∴1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む和州岩川及相良の諸氏は殆ど同時に四藍化炭素に依与臓器め鍵労する事を報告し配

置二階其病理解割所見は斑々なれεも肝臓の興野は皆等しぐ認むる平なサ．：＝・．・・

・次に人間に於て四豊野炭素服用後の副作用こしでツーチ，バンプトン武阿部ゴ志村，五

f嵐等の諸氏は何れも下学，嘔心，’嘔吐，頭庸，腹痛，食慾不振等を記載し五十嵐民；は戻1

に蛋自．；赤血球∫圓門門を見和田氏は家兎に於て尿に蛋自及圓柱を見還る憎め報告あ・

るを以て蓋し副作用は全然なしεするこごを得さゐへし’　一　一！い＝一一

詑を要するに四二化炭素は其毒性に於てク仰フォノレムに決して劣らす只猫・り内臓

㊧場合に於でのみク月戸宥ノγムに劣る置云ふ反封の現象は果して事實なるや否やを

確讃する爲小官等は次の轡型の實瞼を行ひたるに未セ文献に記載なき叉は之宣異：容所｝’

あ：る1を以て弦に報告せ痴ζ欲す　層　　．．’，…　、、：・、，∫∴　　’．”．，’∴い．

∵　1、：！＿ご第二董＿家兎の胃に適用せる四壷緒炭累め特命し　∵　’・一’．

二茜消化炭素の水に封ずる溶解度ば前述の如ぐ少なもを以て三下せらる㌧事壱亦勘妙

るハ∴しざ想嫁ぜら〆る、蜘ピ＝向投與後に腸管内に於ける移動型吸牧の朕呪を探究すぢ・

は興味ある事なれは次の数種の實験を行ひたb．元より四藍化炭素は化學酌には門門∫’

なみ物質にしてアノレカ吸酸にて熟する忍分解せす只カレゴ闘ノ畦謝勤口液を伽娘

：加熟する時は災酸ε盧酸ε・に舜解する’ものなう故に生燈申に喚牧ぜら1れねる揚合も：生1



四　塵化炭こ素　の・藥。物「學．酌　調査報告：1：、
］351、

髄内に継ては痩化する事なく排澄せらる、ご予想せらるyも騰内に於て分解せす‘云

ふ確認も未セ登見せられさるを以て四盤化炭素の運命の追求には暫く禮内に於て分解・

せさる場合ε分解する揚合ごを考慮して實験を進めだり、

　　實験例．1．・．’家兎燈重1∫8509・♀・…　　　　1

　四盤化炭素’5，0c（狐た胃管な介して注入し2時間牛後脱血して胃及腸管内容物質及血液祉夫々水蒸氣藻鯉な圏’

行研各丁丁液に就き四二牝炭素及クロロフォルムの反磨な試瞼ぜリ然るに胃の内容物中に約1・5㏄皿め四塑化炭

素麺得れる外凡て陰性に了にれリ、一・

　　實瞼例21．、1家兎髄重1，750g♂　　二1

　四盤化炭素5．0㏄恥な曽管カテーテルにて迭λし4時間牛後撲殺し胃，小腸，大腸，膀胱等の内容物に付蒸瞬9

な行ひ1要綱：ぜろに胃の内容物臭に約1・Oc㎝小腸内容物申に約2・Ocdnの碁盤化炭素な獲見濁り，

　　實験例3．　i家兎正嘉2，0009　　　　　　　　　　　　　　　　”　，1・

　四盟化炭素5．Oc㎝しな胃管オーテテルにて注入し勿時間後撲殺し冑，小腸，大腸，膀胱等φ夫々φ内容物及肝，

脾，心，腎肺，月礪等の水蒸籍難留な行び†二うに其鯛液中にに酒精苛働哩1識リ分解ずる「四三化炭…蓑及ナフト

ールアルカリ液に俵ろククロフォルム反慮陰性に了れリ・，尿中の微量四堅化炭素の槍出にに今盛技師ね煩ばし†二

るな以て附記して惑謝の意な表す

　　實験例4，　家兎膿重2，000g♂

　四酸化炭素2・0繊な投興し呼吸箱に入れ一力よりに空氣な逡り他方よりにアルg甲ル中に吸引して四聾化炭

素な二三ぜんピ試み†これミも肯陰にさりき　　　　　　　　　　』　　　ご1

　以王の少数の實験にては未だ決定的の結論を與へ旧きる，も懸盤化炭素は2時間孚に

ては大部分胃内に止まり4時間宇には胃及小腸に止まる事を知b三把ウ　而して’20

時間後は全く行衛不明こなれb　ラムソン氏等は犬に就き實験し其暗々に四盤化炭素

臭を謹明し得セるも之を捕則する事は失敗に附せゲ小官等も家兎あ呼陣中より之を

三三せんεして能はさりき

　　實験例5，　家兎四重2，0009♂

　四二牝炭素「5・ccmな投興し實瞼例4ミ同檬の装置にて硲酸加硝酸銀水申に吸引．し？二うに24時間中の呼氣中

に璽素に謹明ぜられす　叉此動物の血液5・Ocl凱な弓取し盤素な定量ぜるに1CO分中0．450〒0．4539・な謝こり

　　實験例6．　家兎四重2，0609♂

’四盟化炭素2・0㏄mな経踊帯興し其前後に於て尿中の聾素量な定量し，こるに　投興前5日間の全尿量360c㎝｝

中の全盛素量に食臨εして0泌9投興后5H間の全尿量336㏄m中の騒素量は食倒ミしてα45gにし・く蛤ご塩

化なし　ヌ．鍛口の間隔な置き・て再び四藍化炭素20．CCmな直面せる1＝雨雪前5日間あ全尿：量260c｛脳中に盤棄　　0

一三量に0・3469投興后5口間の全尿量267㏄皿中の腫素量に0・37891＝して約9％の増加回り　　’　隔
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・工騰1 ダ・嬉唐漸ド靖　・派1；・♂’惰　舞．蝿埼謬副

　　・二上の費騨ご働血液友尿嘱こ1四盛同素三三回しで盛素三三鍛をヵ回す雛

醐耀醜を得ず∵』酉…船’∴1糎糟．熔・∴1ぺ』－∴㌧’…』1∵・；

　　　實」瞼例7．　家兎隆重2，0009』・＆∵、ゾ爵∵　・．≧二濤～∵＝・÷∵∫iか　：’1∴・∫｝∴・∫一’「1

　　嘩催素翫。㎝曜畷貼行ひ．猫脚後血灘回し齢蜘；囎ψ辮白句三三璽獅噸

催琴竺ぞ・ビ．・噸異融解照門し物越・20噸三巴告辞糊卑畔三三三田’‘
’塵墾巫開脚き・・…．∵・1・・’．．…』．・1、．’：1、・一．∴・、∴，鰍・≠1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　次に家兎の膣重1k9に封し四割化炭素を夫々下記の分量に繹三四興し莫薗後に於

麗二で撚？温点7ぞ岬噸弊騨即詰騨
　　　　画廊例8．・　．．』　’‘　「一‘1　・．：．．1♂’1　：1”…：・　　　　　！．

　　1　月　27　日　　趙重2，2409　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　、　’　圃’　』「∵’層　．　　　　　』‘　』「；必∵！「5．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　血液1・5㏄㎎海面23。C氣屡75界5．mm・（HgP以下同断）∵1・

　　　　炭酸騨・943叫炭酸醗率脚6％．　．一・，．・．、・・．
　　1　月．1～8　日・，．髄重2，2409

　　　四盟化炭素1．2cc順順興

　　1月29日　髄重2，2409食懲訣合番氣不艮

　　　　血液1・5ccm昏晦、温度32。C撃墜760通偽　　　　　・

　　　・1炭酸容積1043む伽1炭酸百分奉32i⑯％：・ 『’@＼’：・・．．1，、∴』・▽　　・「．・、　・　　∴、・』．

　　1月30日　胆重2，0409元氣恢復　　　　　　　　　　　　　　　’　5．．∴、、　1．．・．’∵．1い：

　　　　血液2。0㏄m油取温度2工OC氣堅753　mヨ］山　、．

　　　　炭酸容積0。44㏄m炭酸百分傘32．27％・

　　2月・2甘’盤重2」0809・午前10時恥分‘・　　　　馬

　　　　・目配5獲；・2L5gc皿　弓取・温度　240C　氣歴　766　㎜．

　　　　・病儲積μ41詫言百分率3217％．．．、・・・…．　1

　　　　二二例9．

　　2月3日　家兎髄重2，L209♀午前10時50分

　　　　血液盆2蜘探取澱25・c鰻770㎜．　　　一ら 1・無　 ∵11．

　　　脚購醸0・δ・⑳炭醗醗寧鍮萄％　『層　1じ．1　1孔’1・鋸・圏

　　2ド・．騒4．．艮　　畳豊垂露：2・血509午前置L◎晦30翁k．・　　’・口　”・1　’　　『∵！　9・．∫」：．，　，

　　　　血液2rO㏄田探取温度25。C氣墜775　mm…　　　　　’一．∵．『「r”1、；　∫：　　 i．．ピ’1

　　　　・騨雑聯騨炭酸百騰蝋鱗・…一．．．・’

　　～耳5．巨・・卿“5q桟．・．H・…　　：・…『∵…、一一∴’州『‘．
調　．：．漏壷執1蝉小畔興・　一・．．．・，」　．・一1、己、・…：：・、．二う

　　2月6・日臨環1㎏午下⑩聯ρ．夢、・，・・…3．∵，∵．・：．、・・・・・…1・．，，
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　　血液2・5ccm探取温度23。C氣魅769　m臨　　　　　　　　　　　　　　　．ド・

　　炭酸容積0．57ccm炭酸百分傘47．01％

2’ 氏@7　日　　髄重2，0659午前10　時…40分

　　血液2・5ccm乱取温度17。C氣墜758　m臨

　　炭酸容積0・57CCIn炭酸百分率45・1％

　實験例10．

2月23日髄劉0509♀午前10時30分　　　　一．　　か，
　　血液採取2．δcc皿温度20。C氣堅761　mm．

　　炭酸容積0．35㎜炭酸百分奉24．26％

2月24日謹重乳5109午前］0時25分層 @　　　　　”
　　血液探取島6ごCm温度22。C氣歴7601m臨．’、

　　炭酸容積0・37㏄m炭酸百分率26・376％…　　　　　　　　層・

2月25日　盟重2，0009午後1時

　四睡化炭素aOcCm経ロ投與

2月26H髄重1，9909午前10時501分．．

　　血液探取2・Oc（鵬温度24。C氣墜765　mm・

　　炭酸容積　0・4cc皿炭酸百分率　29・62％

2月号27日　盟重1，9009食慾不振にして食餌な残す楽食のみなり午前10時55分

　　血液餌取2・4ccm温度19。C氣墜758㎜L・　　　　　　　　　　　　　　　・

　　炭酸容積0・4㏄瓢炭酸百分傘29・62％

2月28日　髄重1，8559食慾全くなし食餌の全部な残す午前10時

　　血液探取2・6cc凪温度15QC氣堅764㎜n．

　　炭酸容積0・49c㎝慶酸百分率37・35％

　　實験例］L

禽項23日　盤重2・1109♀午前10時30分

　　血液探取2．2cc塒温度20。C氣墜761　mm。

　　炭酸容積0・34c㎝炭酸百分i率23・31％

幼24H：丁重2，1359午前10時30分野　　　　　，’

　　血液探取2．5cc皿温度23。C氣歴760　m1血．

　　炭酸容穫0．35㏄m炭酸百分傘24・59％

：2月25日　明週2，2159午後1時

　　四騒化炭素4・4㏄m軍側日興　　　　、

2月26日　野洲1，9109午前10時30分

：前Hより下痢便旺に排泄し肥州不頁無力駅態にし・（心擢弱な：り、，耳、邊線静脈よリ探血困難1＝して幸しり（1・0㏄m
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探取ぜり　温度250C氣歴765　m血．

　　陸酸容積α375c㎝炭酸百分傘2乳36％

　2　月　27　口　　霞重1，825g

　　元氣多少恢復下痢慎なし尿中に血液な混入す午前11瀞

　　血液網取2．3㏄m温度20。C氣塵757㎜．

　　炭酸容積0・32㏄m炭酸百分牽21・12％

2月28口盛重1，7759

　　元三無く尿中血液多量混入す探血不能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
3月1日

　　難死ぜるな襲見肝臓腎騰墜駅あり・腹腔内に多量の滲出液堵「り、

　以上の4例の厚層に於て血漿の炭酸琵斯結合能力には著しき憂欝なきか如し故に四

界化炭素か分解して辛酸を出して酸毒症を起すか如き事無きもあご認めら・る、も四盤

化炭素に依り血液に層化なきものごは断言し難し

　　　　　　　　　　　第三彙　四騒化警固の一般中轟作用

　単解化炭素の無燈に封ずる毒性の有無及其純否に依る強弱を知らんこして純四三化

騨ク・・フ・陥及r鰐籍無）耳蝉嘩僻事鰍鮪）を脚南輯翠

家兎に付き試験を施行せり

　　　　　　　　　　（1）南京鼠に樹する一般中毒作用

　南京鼠禮重・209内外のもあに純四盤化炭素⑱中等量を脊部に洋射する時は注射後

直ちに元氣沈黙するも興野後恢復し　旺に躰上を馳騙し躯幹を咬焦す漸次元氣不良ε

なり30分後には踵旨し躰上を打開するに反影緩慢にして遁走運動鈍し　2君時間後

には顎部を前肢間に挿入し器壁を打つも遁走せす即麻酔状の観を呈す一二時皮層を挾

捻すれは齢・纐を試み・も歩磁蹴らす騨間を三三も排恥回しく

疲態脱力の状を示し呼吸淺表ごなり三位ざすれは辛して復位す．翌朝概ね艶死せるを

登回す

　大量の解物を注射する時は其直後不安にして歎分後は元三頓に沈衰し顎部を躰上匹

樹歩行二野灘鯛し屡々繊εして蹉凱或晦轍飢織賜吸
困難こなb績て呼吸逼止す　　　　　　　　　　、．，、，　　、，・．．．’1に二

　解剖所見　注射部位に藥液多量に瀦溜す　．、：，　　　・　　　．　　　ゴ・



四贈．1化炭素の藥物學的調査報告’　　　　139

　　（2）純・市販四盤炭素の南京鼠に樹する毒性の比較　’

鋤醐樋④1勲脚「1翻劇第・日［第・臼1第・日陣・司．蜘／第・則：備考

魏 24．0 且41 死 咽 一 一 一 ｝ 一
13 19．0 Lg！ 死 一 一 一

一　　　「

一 一 第5ロより1
14 22．0 ・1 ^ 瀕死 生 生 生 生 生 「生・・ 讐同職
15 26．0 1．3　，．

生 生・ 生 生 生 生 生 同　上
16 19．0 α弓3 生 生 生・1 生 生 生” 生『 同　上
17 20．0 0．66． 生 生 生一 生 生 ．生，、 生 同　上

18 10．0 042 生 生．』 生 生 生 生噂‘1’ ・’ ｶ・一同土
，19 ．19．0

0145ゲ

生 瀕死 死 ｝　　　　　　L

一 7， ．r

’1 D賃験例13　パラデ》÷ノ以（北里研究所）　’

　、、．．・∴∫（第、2　表）．い　　，　　　　　　・　．．．r・；

鋤磯躍（・）1魏劉注射即1騨暦日悌・日i鱗日悌・・1騨1．儲1
，1o．．． 23・q 、生・． 瀕死 死、一

一 一
プ　　　　　　　一 ，　　．｝ ノ　　　　　　r　　　　　　．　　F

’15 20．O 鉱0
‘’

?@　　’ 閏 一 一 一 一 一
］4 20．0 2，0‘ 死 「

■　　　　＿
一．　「　　’　　、　　　　　　　’

一
＿　一　　　　　　　　　」 ＿　　　　　　　　　．

13 26．0 a6 死 一
．　　　　一

一 一 一 一
61： 23ゆ 2．3 生， ・生’ L．生 生．r 生 、生 生 ’　　　　　　　・　　　．、｝

2 22．0 1．1 ．生 生 生 生 死 一 一
「　ぎ　」 30．0’ 1．0’1’生・ 曙生’ 生 生 生 ’生『 生

7目一元氣’

s冥
4　レD 2昂q．’3ao o＝与7

Oπブ

死1’生　L
一　　　　　’

ｶ
一4

ｶ
一瀕死1 一死 ＝ ＝ 1

實．旧例14武田一三四三化炭素

　（第三表）
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‘（第．』．4　　表〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　以上の實験成績に依れば四盤化炭素の純否に依bて解毒力に張麗ある．も明かに之を

戸別する事能は参純四盤化炭素にあbては膿重のヲ、。量を皮下に適用して殆んε毎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨
回致死せしめ得らる》も　不純なるものに有りては反って毒性少なくして其量を以て

して三半んε死せす髄重のユん量を以て術生存す1るものあり然る1三一一方三重のユん

量を以て発死するもの有るを見れば南京鼠に附しては最少致死量の決定は困難なるか

如し而して其純否に依る一般中毒症歌の差違は殆ざ認められす

　更に生存せる動物を長く観察するに四重の・％。一工／100量の試験に於て48頭中2日

目に蜷死せるもの1頭，3日目に発死せるものは5頭，其他4日目のもの1頭，6日目

のもの1頭，8日目のもの2頭にして合計10頭なり此内6頭はエん量を注射せるもの

なb，而して何れも局所に潰瘍は生せされだも普通の二丁の場合ε異り20日目頃痂

皮を形成せり

　　　　　　　　　　　　（3）家兎に樹する中毒作用

　純四三化炭素5．O　ccmを胃管カテテーノγを以て三重2000　g内外の家兎に投回しテこ

るに動物は直ちに元氣不良，呼吸頻一こなり，食慾不振二三す一時間後に到＠は元氣は

一々沈衰し飼養箱の壁を打興するも外耳の蓮動鈍く無爲ざ成り塗に麻酔状を呈す24

時間後に至れば元氣頗る不良にして食思全く杜絶し排尿は減少し或は全く無く呼吸は

促迫す鼻孔よb時ざしては分泌液の漏出を認むる事φう　終にば眼瞼の反射蟹玉鈍麻

し呼吸は次第に図表εなり逡に麗死するに到る而して時に艶死せすして元氣沈衰，食

、

物醐鯉（・）醸齢瞬訓」第・司第・日 第矧第・BIF・・6朗第・司 備考　　’
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　　　　　　　　　　　　　＼

丁毒に依る症状ば要するに麻幽：にして興昧あらさるを以て比較的大量の四三化炭素

　　　　　　　　　　　　　　　｛
を連日投與してそれに依りて起る二化を観察したり
　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　實験例16野兎丁重1，960g（9月22日）

丑』．趣鯉」四三劉遅量＠m）性劃蛋・陣
　　　　　　1，960　　　　　‘　　1護）6　　　　j　　！

9月22日
　　　　　　1475　：1澗　日2qo　　24H

　　　　　　　　　　　　　　　㍉～
　　　　　　　　實験例17家兎　　　！，885g（9月22日）

要』

一

内　服・前アルカリ性

一
内服前元氣夏好
熾梃纒s義ミなる

20．0 アルカリ性 一 元標不同食思訣乏下痢な
30．0 アルカツ性 ｝

し元氣不艮1

H思少しくあり
50．0 酸　　　性 一 元氣全不艮食思皆無

　一唱 一 一 朝弊死ぜるな獲見す

…　塵（・と1

9月22日
　・24日
　　25日
　　26日

1，885

1，920

1，855

1，800

四饗欝剰

3丁目iこ艶し2・0

　　，，

　　．：二 慕

）1性

　内　服　前
　アルカリ性
　アルカリ性
　アルカリ性
　酸　　　性
　弱　酸　性

劇蛋白．摘 要

、T

内服国元回目好
内服後門ふ
元氣食慾共に墜らす

食慾不振

元熱食慾皆無

　實験例17にありては蛋白を謹明す　ヰ至れり叉他の實験例に於ては膣重2，955g’

癬鰻化を赫・主張す・もの多きを以lrl棺等も下欄及鰍雛織髄を・

色アノンヵり性に』して放置すれは凝固す　胃には　里の食廉を有し幽門の粘膜の鐡壁に．

丁丁靡燗せる部を認めたb　腸の粘膜面には充　　を認めす　膀胱は尿を以て充満ざ

れ後尿は弱酸性にして透明なb　肝臓は三三黄　　呈し租掴濁し指厘を加ふる：時は脆

、

へ



・雌2；

、1謄幡・　　汽
　　　　　　　　　三三謝郵旧臣・

、．嗣画囎嫁三三磯赤柱旧臣は鱒の難容雛し破躍質の境
．・ﾆ照し四四騨を呈する部励膿覇所嘩色購せる鰯株薩
麹三三．して之れを三三：すれをま泡沫多き液を滲出ずう醐級三巴笥ま肉眼的に思しき

罪状を認めす　・　　　　　　　一・．，　’li旨　　・1…　　　　　　」，層、バ0・

　．顯衛鏡検査所見』1・…　　　　「・一，’　’ρ’・1．

｛舞略灘纈出し夫：噸醐牌作うス卵工恥マトキ砂賄及や1キ

妙●轡ン：を以て三二四脚せ箪騨小葉の蝉騰岬園
凹く聯騨脚・瞬め噸繊瞠よ殆蜘繍麟の脇駆なり小葉囎
糖脚聯ま鵜糊らさるも月旨肪の潴を認めす賢臓は三三維騰鯛

ρ脚尿甑融雪駅亭の細叙染色沸1；聯興るものあり継嶽
纈曝鱗卿す．灘1・は月旨鐸潤を・乙r、るも纏核の染色の不鮮明誤嚥る

畔郷樋，．㈱は蜥胞賭せるも掘れr醐繊には賄を解鯛牌

記臆購なレ．一　　1！　一’・．　・、
岬靴麟醸して胴鰍同時噸も相當に侵すものな糠を四三

咳rち層．脚継嚇騨騨田｝；蝦鯛癖を改め馳せん・す　1…

．伽豪勢きは、裡籾家兎に坊cc・1の噸繊素を毎回三態曙瞳を

雛哺噸戸に瀬難事4縮約移て組即鯨をな．しナrるに纏索間に

，岬賜！揖嚇謝の勲表す

　　　　ン…　緊緊章1・四耳蝉炭索に　・る各種軸物興野⑱鶴甲攣憐

　　　　　　　　　　　　　A関野搬即嘩難

　　鵡動物を渤簾納鳳禰烈一群態を燃しすrる働万一・γ楽は賞

讃蝉平門を胃三三入し其響峯同所屠殺し腋嚇器を顯し染色検
，舞齢∴ゼ’・・．・・

　　　　・三巴．．∵　第1剛鳳糊す、る實験成績：、・hv　∵∴∵牢．

∵1∵，、』：・∫1・’ 塩|・」8顯四一・α9・（明・29・m…　　一，・．・



四監化炭素、の藥物學的調査報．・告 ’143

　　　．不純唖化炭素耀重1．馴・凱・ρ…々投戴26時離屠殺す一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　顯微鏡所見　肝臓小葉の中心静脈周園の細胞核染色せす酔細胞索ρ限界不明にして1顯普なる脂肪浸潤怨來オこ

　　し脂肪に小滴をカすものあり肝小葉め温膝部の細胞核に著明に染色さろ，腎臓に断て起呼盟周園の曲細尿管の

　　細胞核は染色不鮮明にしく時に計理或に崩臥するな見　直細尿管に移行サる部にも核のよく染色ぜさるものあ

　　噸　心臓の筋細胞核に一般に剥く渠証し核の愛牝ぜるもの罎し

　　　　　　　　　　　　實験例19・家兎・髄重1，7859．〈ユ0，月1日），　　　　　・1

　　　不純四点化炭i素腔重1kg・に野』し0・5　ccmな投親し26時間後屠殺す

　　顯微鏡所見　肝小葉の申心静脈の周園に近く脂肪浸潤著しく認められ剛強に移行するに，從び脂肪顧粒の涜着す

　　「乃な認め寸細胞核に申心静脈に近き部にてに染色彊の治失な來引し或ば時に空胞な形成すおものありて染色鮮

　　朋ならす　腎及心臓の所見に前例ミ同檬なり

　　　　　　　　　　　　實、1瞼例20家兎膣重2，1409　（10月．3日）・

　　　不純胎盤化炭素鐙重1kg・に野し0・1　c㎝な投與し26時間後居殺す

　　顯微鏡所見　肝臓申心静脈の画風にに脂肪浸潤の全く獲現しれろ所ε襲現ぜさろ所ミあり　細胞核に多少秘隠．

　　し染色不鮮明なるものあり小葉淺緑にも脂肪（b沈着ぜろ所電・ぜさる所ミあり’腎臓に於てに懸毬謹附近の細尿

　　省の細胞に染色不鮮明なリ　心臓二面にに異常祉認めす．

　　　　　　　　　　　　實験例21家兎　禮重1，800g　（10月5日）・

　　　純四塵牝炭棄睦重1k…｝にi購しα5℃cln四獣興し．26時間後屠殺す

　　顧母線所見　肝臓小葉の中心静脈擾大也うものあり多数の脂肪顧粒の浸潤な來7二し細胞核1‡覆れて見えす小葉

　　の繍は細胞核崩解欠1鞘失す腎臓曲調謄の細胞核1燦色不鮮蹴リ心臓筋繍鮮僅撚る脂肪頼粒榴

　　め細胞核染色不鮮明にして崩解ぜるものあ’り・

　　　　　　　　　　　　評論例22　家兎　｛禮：重2，000g　（10月6日）

　　　純四塵化炭素鎧重11・朗こ思しα1cc・・搬濃し2嚇越後屠殺す

　　　山面鏡所見肝臓小葉の申心静脈の周團は顯普なる脂肪浸潤か來アニし細胞核に爲1ヒ謀れて見えす小葉の邊線

．’狽ﾉに脂肪の沈着な見さろも紬胞核に空胞な形成し或に染色禮の消失を來†こぜリ腎臓曲細床管の細胞核の犯さ

　　かも鰯姻心臓鹸虚し
　　　話岡　　實翻・・家兎騒1μ、。9（、。月7日）

　　　細雨炭難論1穿1・凱α・5面な搾與じ・6輔囎衡
　　顯微鏡所見　肝臓の脂肪浸潤に肝小葉全汎に及び細胞核に染色悪しく只虜かに邊緑部の強直核のみ鮮明に染色

　　慨裾るも或腔胞彫剰るもの捌腎融細騨の織核染鰭か鵬豹ひ筋に隈常旛射

　　　　　　　　　　　　實験例24　家兎　髄重1，950g　（10月1日）

　　　封切ミして正常なる家兎祉屠殺し索り

　　細微鏡陣肝臓の糊縢醐瞭に認められ小葉中置1・劃てに脂肪繍観され湿舌緑部にi嘱微細の
■

　　囎肪頴粒の沈着すうな見ろ細胞核に一般に鮮明に染色ゼらろ　腎臓縣毬髄曲細尿管及ヘンレイ長蹄恥部の細胞に

　　iに脂肪浸潤叉に異常ね認めす　心臓も亦同標躯化なし

ゆ



　　　胆雲㌶隆1壕llll：留1ゑ1滋　芦

　　　・：亀｝韮翻』「　　　　　　　　　・一・鉄三三．鰹轡：琳』歯b囁帝弓

隠脚鱗幽幽嚇怒油漉聯醐二郷tて騨
　　攣鯉鰯隊四郷噸確門門軍噛嚇雌鯵も働1．、．璋旨鞭棚’

　　摂理的の奉れ蹴鯛・芯峰明ら縛難題か柳な・b．π餅状は聯弾

　　．噸嚇を糎m郷蹴鰹思しく晦籟聯之以鶴なる離
　　　噸鱒麟麟聯解るを常撃墜蹄少灘男加聯
　　鱒野曝賜餌・碑膨’瞬・駝輝病一，
　　．、．純艮不純四隅化野素：亀；付き1ては寧ろ純な畜煮不純なる者に比し其作用旧きか如し即

　　　不純なるもの》毒性弱きは他の物質か混入せるを意回するものに9しで‘・三際に於て不・

　　　純四三化炭素中にぱ二硫化表素，ダゴロク途ノレム辱穣出するを常ごす此等混入物質の生

　　箪鱒獅三四鰯貸し．・
　　　　　　　　　　　　　　；銘．乳瀬闇鍋實麟緩．

　　　　　　　　　　　實験例25海狽；禮重砺09　qO月8日）

　　　三重1㎏．に罰し純四！鳴門羨素0。1c㎝起特典し2b・時闘疲屠殺す

　　　門門耳凹凹の中野獺騨旨肪瀾瀦に㍉て織鱒全く潰知ん・し働に葡・もの郁
　　’：も空胞な形成し或に崩解ぜるもあり．腎臓に」・酸に皮質髄質に比して染色不鮮明にして曲細尿誉の細胞核に：漕失

　　こ・叉に崩解し　1心筋の細胞核多少墜化せるた認む／．

昼　　　實騨2r瀬騨830琴．（10月“g旬
　　　髄…1・回し細騨膿α・5㎜な投卑し’2塒醸融す、

　　，翠脚見回三韓ド騨潤鰯も桝騨韓り．腎馴棚r三三凹め1：り・
　　　心臓1こは異常’なし

　　　　　　　　』　1晶晶・7轍騒73・9（1・月12的，

　　　　野照ミして正常の二二な屠殺前

　　　三三見回韻の細胞醐かにしで働二三三三の三部即脂肪灘械さるも民力1嘩緑

　　．纏脚・騨岬岬∵’鞭騨r蹴畢妊
　　　、．魔頒駄働囎化赫鳳澱・も馴しては其騰殊に騰の灘締すを知

　　　や1叫下家兎の場合lr比し備購塗曖性を撚聯蜘し磁も決闘こむ

　　　煎．騨内にを聯騨せ郷琵脚噸瀬騨焼す購ヰ瞬
∫鱒謝罪歌脚聯ρ外卿聯軸す野州の一般勲速耳」

　　　兎ε同標にして食慾不振元氣沈衰等を顕す外客に顯著なる鍵化を見す　1．、．・・　∴∴



四　盤一牝　炭　索　の　i藥　物　學．，的調査報　告． 14う

　　　　　　　　　　　　　　　．i第・3・・犬に封ずる：實験成績巳．∵1㌦

　　　　　1－’・・”　　・實験例28：犬，髄重：2，8609『・て10月13－・1日）．．∵∵；・・♂L

　髄重1k9．1ヒ：i動し純四丁托炭素0．1蕊画を投與し25睡商後唐綾す’　・　♂　　　　F∴一：・／　・・：’・

躍鏡航舟灘スダ。エ・・．にて染色遼温織勧ヘマ喜吻シに悟る染色蹴蛭小蜘志部の巌

に溜濁な來7二ぜろもの多鐡あり　腎臓の縣毬週期常宏し曲細尿管及ヘシ瞬氏蹄係部6太き部秀あ核の染色亡し

心臓1二に異常姦し　・　　甲し　　　　　　　一　・　　・　”・幽1∴　　・「　　・・1　・こ　＼　∴　・や1’「

　　　ド’■憤験幽門暉四部・卿4b）「．「1．1鉱，

髄1k9閾騨無向膏血甑な投翻し26制禦殺す　　．　・；∵、・
顕微鏡所見　肝臓に小葉の細胞核著明にして少しくスダン皿にて染色するも脂肪穎粒祉翻す細胞核に一般に染

鰭艮な・も小噺騨の織軸組恥形成・し叉面面幽幽献す・ものあり心蜘・隅常に鋤す

　　　　　　　　　　實瞼例30犬髄重9β95g（10’月15、日），，
　　　　　　　　り
髄・㎏閥し自動催棄侃cc輪投飢串繭鵬紺　曙噛

顯微鏡所見　肝臓1「於’（に細胞索に明にして小葉中心部の細胞核は．染色ぜられ論蔵部に於てに空胞な形成し染

色齢失覇も離職臓舳綜鰍一・珂購係部の核の染燃しく瑚襯ん代るもの多い嚇

の核には異常なし！　　　「　．　　　　1

　　　　　　　　　　皇儲例31犬1魔軍6，7209　（10月22日）

樋1kglこ凱純四塵三三“『騨な投與し26輔後屠殺ず　　’

鰍鏡無価中心脈鯛騨齢潜函肪穎晦細謹郷1・も撒雄・・之な脚身魂噸失し

核髄彬成・叉鵬・て轍・れ甥融耀，騨蹴轍軍・撫の醐旨麟し
i細胞索見えさる部あ『リ　心筋及其細胞核にに博識蹴し

　　　　　　　　　　　實験例32犬「髄重2，7859（10月22日）’　「

　盤重1kg♂に塾し純四融化側索甥　0．5　c㎝な投佳し’26時間後屠殺す

暗面鏡所見　肝臓小葉の細胞索は清失し中心部にに著しく脂肪の浸潤な回れし核に崩断酒失し雄健部にに脂肪

沈着な下す　腎臓曲細尿並にヘンレイ旧衣係部の綿駆核僻犯され　心筋織維上に脂肪の浸潤な來†こし其間の細胞

核に清失せるものあり胃

犬噛する一般輝は門門以吻バ棚・時は30’鱒間・三して齢睡眠を

來だし約2：時間にして畳醒し元氣沈黙し食慾不振ε：なるも成長せる犬にあbては元

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氣欄間曝照し繊上灘触弍家勅如謬出皆野加を認めす鰍鏡的
には三軍1kg・に磐し0・2　ccm以上を投與す旧時は肝臓に脂肪痩性を來すも回れ以半

なみ時時來さす　賢臓に於ては家記；比して稽顯著に、鍵性を見たb

　　　　　　　　　　　　　　　　第41獅謝する實験成績
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　　　　　　　　　　　四望例33：’猫『忍野・を5009（10月23日）

　丁重1kg・に避し純四丁化炭素0掩㏄血な操興し六るド約2時固後に至り胃内容勃な吐出し†二るな以て試験

・寸止襯察し7；る禰験慾不振，元氣醸，・髄減少恥來U9．叩（・1月・0直）ド1三重島7509

ずなれ・り・三四聾化一三1同朋興か獲に或る影回な及ぼしす二る事明なワ　此日：再び三重1kg・に回して純四書化

購蝉蜘橡興し三絶解しめ～4噸後離隔測　・．・・　，’．
顯微鏡所見　肝臓小葉の中心静脈の周園に顯著なろ脂肪髄澗ありて細胞核に崩解す小葉三線部にに脂肪の正閏

滅め椥繊陳維証し空胞貯炭す二二於て舳細麗嘩測・捗り上蜘胞1・脂肪離の浸蹴
に油滴駅に沈着して其間の核に殆んミ見えさるも纏毬髄にに何等愛化な認めす皮質ミ髄質ヒの境界に於て脂肪

沈着最著しく骸部の細胞核に崩解し或に空胞な形成す．心筋にも著明なる脂肪愛性な見れり

　　　　　　　　　　　實瞼例34　猫　禮重2，5009　（ユ工月11日）　　　’　・

二重1㎏に封し純四二化炭素α1ccl・搬興し爾後絶翻4時滅後屠殺塗

顯微鏡所見肝臓小葉全部に顯著なる脂肪浸潤な來冒し細胞核に湾失して見えず三三かに中心静脈部及葉間結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■締組織の核のみへ々トキシリンにて染色ぜらる腎野冊心臓の所見に前例ピ同樺噸リ’

　　　　　　　　　　　實験例35猫、謹重’2，000g・（11：月13．日）：．　　γ

純四凱炭勲オ．匹・油1諮解し】0％目し其α1ccmな髄・k剖轡して嫉醗験24二二居殺・

顯微鏡所見　前例ε大同小異なれεも小葉の申心部にに脂肪顧粒多くして細胞核見えす之に反し三線部に於て

に之れな認むれピも其染色悪しきな見象り　腎臓の緯鯵髄異状なく曲細尿管の上皮細砲に脂朧麸性甚し　心筋の

核の染色甚†二悪し之」又崩解すうもの多し

　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

猫噛すろ門脈齢「騨三巴物嗣臥して始め瀧醸し下野・至り催眠す・ものうるも

‘『かて畳醒す剖檎毒言腔内の滲串液著明ならす肝臓に黄色にして個濁甚しく散三三に嚢赤部な見る　腎臓に割

断面潤濁汚臓色な呈し皮下の境界不明なリ’心臓にに競徹観なし

　以上家兎・海瞑・犬　及猫　じ付き四四化炭素の緯織に封ずる作用を實験したるを

以て二等動物に樹する組織攣化の程度を表示すれは次の如し（表中脂肪攣催強度附中

等度廿軽度＋陰盤L・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第　5　表）

拗鰯油陣重（・） 盟電1㎏●邑娯ﾖ㏄血、1　肝　　［　腎　　　　心1

　　’
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動物種類三重（・）岬krに轟垂（CC1。）肝 腎
、が

犬’

脚君，撃60

9，460

9，395

6，72Q

2，785

猫』

4，500

∫3・750

2，500

‘2・OQO

0．1

0．05

0．1

0．2

0．5

α5（嘔吐）

α5（19日後再投興｝

0．1

α01（蒜0ζ編出｝

土

州

柑

±

士

廿

研

土

十

廿

十

　之を通覧するに動物の種類に依りて四瞳化炭素に甥する抵抗力は自ら異なるを知れ

う即犬は最も三七にして猫は鏡敏なb而して家兎海瞑は其中間に位するものなり

之を以て之を見るも四盤化炭素を人に慮用する時は人間か犬の如く鈍威なれは幸なる

も猫の偉く鏡敏なる時に最も上瞼なる事言を話す此瓢に關しては奉一ル及シフンかい

必需の説に賛成するものなり’』　　一・

　　　　　　　　　　　　　　　お　皮下適用後の臓器心性

　四盤化炭素は前述の如く樫ロ投産後に於て腸管よb吸牧せら勉て生騰臓器に解剖鍵

牝を及ぼせこも皮下に之を琿回しナこる時に起る臓器の憂化の程度は不明な範は之を地

較するは興味ある問題なり依て次の實験を施行せり

　　　　　　　　　　　　　第1南京鼠に甥する實験成績

　　　　　　　　　實験例36南京鼠膿血209’（10月21日）

　純四盟化炭素奄盟重：の1／20ccln：密な皮下に注射し18時間後屠殺す

　顯微鏡所見　肝臓小葉全汎に脂肪三田浸潤し細胞核明ならす叉崩解ぜろ細胞核も殆んε覆にれて見えす邊緑

部にに多少よく染色ぜろ核な認あれり腎臓細尿管の上皮細胞にに著しき憂化な認めす

　　　　　　　　　　　　　　第2家兎に樹する實験成績

　　　　　　　　　三聖例37　家兎．膿重1，9259　（10月21日）

齪1㎏回し地下嵌琴α1伽な皮下1こ注肌18時醸居殺す
　顯微鏡所見　肝臓小葉の漫線部な僅に除き全汎に渉リげ（脂肪浸潤む來ぜリ邊縁の細胞核甚†二染色悪し腎臓の

曲細尿管の細胞核に犯され心“筋實質問に脂肪三諦の浸潤ぜる々認めれり注射部位の藥液に全く吸攻ぜられ局所

の異常な認めす

　即白絹化炭素を皮下に適用せる場合も径等等與ご殆ご同様め一般症状を呈し臓器



14＆ ’久保．田’℃1清　水，属一弁●・野；口’

の鍵性も伺標にしヂ只少しく：同ム量に於て嫉増悪せるを認あ†こりごゴ、．・1い∴

　　　　．第五彙　クロロ．7オルム並に二硫化炭素の家兎の臓器に射する作用

ク・砂。～・ムほ不継る理化難中1・蜀錦離せられーゴ硫嫉素も獺々混

在す・物質な鋤て噂堅目の作用賊蘇を有すムも卿職諸か嘩
化炭素より毒性強けれは四盤化炭素中毒の際其責を之等に負はしむるを得れこも若㌻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
之に鴎徳騨き時は油化螺あ毒性を癒せし淫し1門門は雛の懸
に於て不純縢化炭素（市販品）は糊盤論証（當所論品）話し構聴きを山

郷を雌噸の澗を諦も黙り曙9クロロフ・オ静搾難螺
の蝉r鮒確恥聯Uこり・、：．，一　．、、＿・．、弓．♂．・
　　　　　　　　　．實験例38　家1唯　骨豊重1，9009　（’11．月16日）　　．　、．．、．　．　．．、

　盟重1kg・に謝し日本樂局方クロロフォルム0・5㏄瓜な投與し26時間居殺す

融鋤見．購撚心部廟の磁全ぐ清失し系磁繭，戯も脂翻二野がに紬邊郷，

に移行するに旧び顕著なる脂肪浸潤を來†こし核に覆にれて見えす　腎臓縣回盲にに何¢異常蹴く曲細尿管の細・

胞核参し墜写し染色也さろ＝もヘンレイ氏蹄係部の實質にに．稻顯著なる脂肪沈着な來索し該部の核に1省失ぜしも

のあり，典擶基質寺田：滲りて蹟肪攣稀な豪し和胞核に甚しく．崩解ぜリ

　　　　　　　　　實瞼例33，家兎燈重2・9909（11月17日）

盤重i垂9：1・三日ン纏局方如。ラ。ルムα・C・・1搬興し24時臨受唐鮒

　顧微鏡所見　肝臓小葉全汎に脂肪穎粒な認む中心部【t遇縁部に比し稻多量に1存す細胞核に比較的よく染色ぜ

らるしも染色健の清失ぜうもの或に膨大ぜちぢの等な見ろ

腎臓に曲細尿管の細胞核異常な認めさうもヘンレイ氏蹄係部にスダン皿に依り染色煙られ僅微の脂肪穎粒な見、

7ニリ　心筋繊維にに稻高度の脂肪攣性な認めナこり　．

　　　　　　　　　・細雨．4◎・細心1・9199（｝1月・・19・日）一・，，、、一

　出目1kg・に面し日本藥局方クFIF　71渇～レム、0・1　cc卑な投興：し24時間後屠殺す・こ・．，　F　r．「∵　　．・．

鰍広見肝心・葉の中心醐r近き細か輔欄々細る三郷1＝に蹴小難汎の織核図形

し疑醐蛎幣臓曙雛暉の岬箪圃二色三二すへγレ砥鰐塑系鵬に彫は1塒
失ぜ・のあり・ダ・凪・・て翻緒あ・も騨穎粒郷開脚鞘1一罪・騨嘩惨況鮮壁1

．蹴隅隅三町独をγ1ゆ裡r御⑳勲聴！≠寒蘭し瞭
するものφ鱒食慾不振等④｝般症熟ホ四隣化淡泰ξ・殆ζ同様働遣唖瞼上腹腔内野

は滲出液少量増加し肝臓は橦黄色を呈し質の脆弱著しきものありて多くは掴濁ず『『’啓、

臓の肉膜は透徹瓢髪失ふも．のみゲゼ∴、篤　．・，・：・訊露・∫．ぺ』1・，冒∴∴・㈹
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1・］匹49

：’，臓器組織の顯微鏡的攣化は四藍化炭素の場合ε同一程度なるも！肝臓にあbヤは同

一か若しくは少しく増悪し心臓にありては精顯著に輩ざる～を認めナめ’、回れ〆蔵

コフォノγムにあbては四磁化炭素に比し10倍濃厚に水に溶解し且つ心血速かなるか虚

語器に渡移広幅職瞬結黙約る鯛丸幅勲撫2鱗雌の
蝉の郵に⑳ては噸感熱夘ゴフ・ノンムの灘の翻を劃鵬棚困難な

ゲ依て同一飾1画面鮒礫物の綿⑳磁磯働騨1齢を取
るかご ﾋ噸εな：るも卿購｝；關即鱒濡せんご㌔・
　　．、　贈例41・家兎髄郵025ぎ（：12月8日）：∴・

脚・k・闇しこ一己α1ccmを細し24繭後屠殺す1・，　、・∵’・

鰍二見騰小葉二心静脈に働戦なる脂肪一働認蝿繍にも亦之な認諦二二撒に二三

批恥共嘩側剖楡上騰の堺田購の外飾卜し　■・一…

零依漁れは二硫餓素め泓醐ら瀬脂薬嚇嫌し劉ナ醍
も蓋し量的關係あれは未だ杢く漸言し難し’

次にｱ成績臓示すれ聯昧の如し幽・1一・．．1・

　　　．：1・・　　∫　：第6表
家兎三重（・）陣重・・畔蹴・難量（…）1肝 腎 心

1，900

．2，090，

1，600

2，025

クロロフォルム　　0．5

　　，，　　　　　　0．1

　　，，，　　　　　　　　・』0．05

二硫化炭素　　　　0ユ

世　　　　　　＋

廿’　　　　士

二■：

　’「’汁5

，．　・十

　　　　　　第六量四二二二雍及ク如ラ。ルムめ径口三三後の七三

　既に前章に於て記述し弛るか如く四固化炭素及クすロフ。ノレムの経回投與後盤時間

軸∫は殆綱醸の作用礁緯示し痴れ顧れ・か不翻り疎軽生日の
経過‘共に臓器の解剖的憂状も亦攣化す悪きは見易き理なれεも其攣化の涯速は爾藥

励離作用に密撚る藤鮪す麟崩なり依て之か磯は最も鯨あるもあ『な

れ隊兎纐臨時礫物を投與して一定油日の後順次曙殺して組織の灘を槍

査しデこり　女＝方た於ては此等藥物あ二同投継後の二般症妖婆養奪あ訣漉を長く窺察

して鹸化を鋤たるを以て次に鰍成績を遠へ破す一・’・一：ド∴’∫・∵三’・

　　　　　　　　　’第1・輕臼冨同歯與後あ二面症状の経萢二
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四臨化炭素の藥物學的調査報告
1δ1

　　　　　　　　　　實験例42　家兎　騰重　2，160（9）　（1L月3日）

　彊重1kg・1＝封し純四藍化炭素μ1c（脚．な投目し滞3．日後（U月6雪解重2・0909）居殺す

　顯微鏡班見　肝臓小葉の細胞索に不明瞭にして中心静脈の周園は脂肪浸潤な見該部の核に染色盟崩解し或に

空胞な形成す遡緑1＝於ても同檬なり　腎臓にスダン瓜にて染色し7ころに脂肺球な認めす細胞核の肇色度明・ら．か

にして殆異常なし　心臓結締組織に脂肪球の沈着あり其他異常寒し

　　　　　　　　　　，實験例43　家兎．二重1，880g　（11月3日）

　髄重：1kg・に封し純四三牝炭素0・1㏄mな投晒し満5口後（11月8肩甲重．1・6909）屠殺す

　顯微鏡所見　肝小葉中心部の細胞索に明らかに認められ細胞核に艮く染色《られ少許の脂肪頬粒存す邊線部

に於てに細胞核染色せすして崩配賦歯面に空胞な形成するもφあり葉間結締組織間に脂肪球の沈着な見る腎臓

曲細尿管其他の細胞核にに異状逃し　心臓筋織維にに軽度の脂肪浸潤な來ぜり

　　　　　　　　　　實験例44　家兎　膿重1，990g　（11月3肩）

　髄重1kg・1＝幽し純四鹸化炭素0．1ccmな投醒し満7日後（11月40日髄重2，0009）屠殺す

　蛮書鏡所見　肝小葉の細胞索は目明」ならさるも核の染色度に一般に鮮明にして空胞な形戊ぜるもの少し脂肪

穎粒に中心静脈の周回及小葉邊線に存在し心中商暦にに存ぜす腎臓上皮細胞は一般に夏く三色ぜられ心筋にに

輕度の脂肪沈着な認め象り

　　　　　　　　　　晶晶例45　家兎　禮：重2，350g　（1ユ月3日目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　盟重1kg．に姦し純同盟化炭素0・1ccmな投温し滞10日後（11月13　E髄重20909）屠殺す

．顯微鏡所見　肝小葉の細胞索に明に認められ中心部に脂肪頴粒の残存なし核の染色術不艮なるものあり・腎及

心にに異状なし

　　　　　　　　　　實験例46家兎　膿重2，060g　（11月17日

　幽趣1kg・に出し純四鹸化炭素0・1c㎝な投弔し満2週間後（12月1日盟重ユ，9009）居殺す

　題言鏡所見　肝實質細胞爾染色ぜさる部あり脂肪浸潤偶小葉の全汎に渉りて存在す　腎及心には異状なし

　　　　　　　　　　實験例47’家兎禮重1，9859（11月13日）

盤重1唾・にi封し純四盟化炭素0議。面々投翻し満20日後（12月3石盤重2065g居殺す

　顯微鏡所見　肝小葉中心部には術スダン皿にて染色する脂肪小頴粒多数あり細胞核も時に演戯ぜるものあ虜

腎壁心にに異状なかりき

，以上の結果に依れば平等組織の快復の最も速かなるは腎臓及心臓にして腎臓は3－5

日には多少の憂化を認め得るも其以後は全く恢復せり肝臓の丁丁は最も旧きものにし

て，週間を過くるも樹脂肪浸潤を認めたり、而して其量は時日の経過ご共に減．するを

見ナこり　殊に20日目にはクツペノγ氏星芒細胞内に主こして登見せられナこ，b

　病理解剖同腹腔内の滲出液は3－7日の経過に於て少量増加を認むれεも其後は認め



　妬2　　　　　　　久層保㌦・乏佃．’：ヅ溝．水　◎1輻　　井　ピ．野・．口

4尋さbき　　　　告，1♂　’㌻』・㌧　’ ．…’．：．1，

　　　　　　　　．第三3‘・クロ1ウフiシ財ム経口投與後解剖吾々の纒過　　1：：τ；！1讐．

疑・照1講劇4嘩；’1騨瞳　i平解戸嘘「じ’lll．

髄1㎏難しクロロフ・ルムα1ccm搬興灘降（11月17．．日．髄重2，2109）膿げ∵，

關侍講購葉の細麟醐ち輝山郷’硬心欝直刀の遣瀬識し灘凱歩脚し蜘

欝細鱗瓢畿謹禁薪1細編糊旨肪調戯岬聯
∵三貿’，鉱1麟瞬嫁兎髄1瞳1φ知瞬）♂
　盤重1㎏にi聞しクロロフオル・へ0・1ccm・ゐ9投興’し渾，5・：1彰障qL’月4日解ii琶2・2699）屠殺「「・、　．．

蹴籔見肝糠の附近醐か1；認め鱒宇脚御町騨騰騨墨蹟骸に麟臆しき紛あ
り　腎臓のヘンレイ氏蹄係にスダン皿にて微かに染色するも異状尋認めす　心筋にに微細宏ろ脂肪浸潤ありて核

の彫莇もの籾　　　．　　・．∴一∵三・』　・』「　1』「∴9

∵、　．．：、弼．・∵∵實験例．50．家卑二重2，lqqg；（11月ユ9日》

　盟重1琴9・に封しクロロフォルム0・1cc瓜な投與し満1週間後（11　月　26　日畳豊重τユ，820望）・屠殺す＝

　二三鏡所見　肝小葉の細胞核に明かにして中心部及三線部に少許の脂肪頬粒な見7こ・る外核に一般に染色鮮に

して聯空胞噸やり恥撃黙覚めす．・　・、・・、・，　．∵、

　以上の實瞼成績’に依りクロ’ロブ躯ンムに一依’り．；來柁せ’る組織の解剖攣1伏は比較的早く

即一週間後には殆ε恢復せらる、を知れり　　　　、　　　　　　　＝1ごレ∵

　之を要するに四二化炭素に依6中毒ぜる三三の解剖鍵化の恢復は著しく涯延するも

の解も殉フ挫，に麟φは華た迅騨’瀦にあbては鷹くrも．一

度輿ヘナZる作用は葺く層班に比感せるも9なウ・此事實は謡物箪9作用かクロロフ・ル

ムに比して蝶嘩して灘聯事ご蝉雛帳！牒し鱗れさ碕締条都
か，・之．は爾物質の丁丁的物理的性質を考察する時は首肯せち．る、ものなう即四王三炭

素謡クロロフォノ〆ム同様iメタン誘導艦に、しC然かも盤素分子をユ個』多く有し且う容解

度は砂’くしで吸牧干しど考入得れ共｝度吸牧せらる』、や膿液か三途排出する事も從て

逞延し血膿細胞に長く接面し之を中毒するものこ考へらる』諌事實は叉後章述ふる摘

出家蒐心臓試験に依り裏書せられ居るを見だり「即心臓運動は四極化炭素に依ム中毒

静止するもツ・ンゲラγ氏液に依あ駿復する’事ク仁，亡ワ勧γムの夫れに比して蓬かに掻き

・もの准り∵’何れの場合より見る’も四球化炭素の毒性はクゴロブ鼎γムの毒性を蓬かに凌
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駕し居る事明かなり　故に経口投與に於ても決して：反墨なみ現象を呈するもの1にあら

すε信ずるを得～し

　　　　第七葦　四塵化炭繁及ケ臨書フォルムの家兎摘出心臓に封ずる作用

　此爾物質か心臓毒なる事は既に緒論に於て述へだる’か如く’・摘出蛙心に諭しては四

面化炭素はクロロフォルムより毒性強く　露出小心には吸入法に依る時は反樹に弱し

叉人間に出ては血忌を減少せり小官等は温血動物家兎に付き心臓に幽する二三の實験

を施行せb

　　　　　　　　　　　第1摘出家兎心臓に劉する作用

　摘出家兎心臓に樹する實瞼は未ナこ此面に見えされは露出虚心に謝する結果忌如何な

る相違あるかを閲明する必要あb而て其方法はランゲンドルソ氏鋤法の憂洪に依bセ

b該二二成績に依れば四応化炭素は0．00025％のりンゲノγ氏液の溶液に於てはi5分直

心搏動を減退し8分後最小ごなるも未ナZ全く静止せしむるに至らす11分後よb漸次

搏動は増加し慮り15分後正常のフンゲノγ氏液ε置換しナZるに漸次恢復し36’笏・孚後

は完全に憐復したり0ゆ2％に於ては灌流血3分にして心証動静止せり依て直ちに正常

リンゲノγ氏液ざ置換しだるに2発後心房微に搏動し始め3分後心室の搏動直れに從

少17分後嘩程度の憐毎を見ナzるも塗に奮位に達す．るに卸らす∵

　．ぞロロフ。ノγムにありては其0兜Qq2％に於て血流後少しく搏動の身幅減少を見に晩

εもユ3分後爾良く搏動し居るを以て正常閉ンゲノレ昂液ε置換・しずZるじ5分後は復奮

し陀り0卵％に於ては二流後1分⑱秒にて心搏動全く心止．し　正常ツンゲイ膠氏液

ε置換しセるに僅かに30秒にして搏動を開始し搏動毎に運動は菖に近牟ρき5分後

全く恢復しナζり　　　　　～　　　』　　、㍉∫　　・　一　　　＝　・・

　即四二化炭素の0・00025％は0・00002弘，・毛・ノンにクPロア♂！みの・0．QO2％は・αOQO25

モノレに相虚し前者は少しく心臓を障害しπるにも拘らす後者ば其10倍濃厚液を

以てしても何等心運動に障害を來さす叉四品化炭素の0・02％は0．002，毛ノγに4・ロロ

フヨノγムの0．08％は0・01モノγ1こ相幽し　前者は鋒毒の1／、濃庫なる’に不拘前者は全く



、ξ15盛 久」保．．田　●・清1，：氷　・ρ　稲　　弗　●、．野　　．口

此等め事實は前章に述へ陀，る緯ロ投與後組織に解剖攣牝の脛過の有標ε殆ん、ξ相符

合するものなb

　　　　’89　　，　　r．「 ．　　　．，附　、個　 ．第・一

　　心蓮動に依ろ債杯蓮動の比較た示す
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　　　　　　　　　　　　第2　家兎の二上に封ずる作用

　既に図工氏は人間に於て経口投與後甘甘の沈降する事を報告せり　小官等は前項に

於そ四三化炭素はク官亡フォノソムに勝れる心臓毒回る事を認めすZれビも完全なる生望

め心臓に堕しては如何なる作用を及ぼす者なるかを知らんεして實験を施行せり　然

るに實鹸成績に依ればウレタン麻酔家兎を以て四早早炭素3－5c卿の吸入を2－3舜商

の間に終了しナZるに吸入の始めは反射作用に依り呼吸逼止し　爲めに血厘の18－20m

m．（Hg）の昇騰を見れεも呼吸奮に復すれば50－60mm．（Hg）の沈降を來ナaし漸次血歴

昇騰し普遮105内外にして醤位に復するを見泥b

　　　　　　　」實瞼例51家兎　禮重2，330g　♂　（10肩28日）

　ウレタン・1．59皮下注射

間　【血 劇脈灘・・秒） 摘 要

午後ユ．暗0分

午後1時3分
午後1・旧電…3分25秒

’108

108

128

　114
　114，

算也られす 四盤化炭素5．Occm吸入開始
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附圖第二は圖三共本圖の通り訂正す
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卜師「力昌ウレ」な介して吸入捌しめれる後の血睡（孕憂化
：↑C1魂C161c撃m9 P⊆C】41gcmな吸入導管中1＝揮散ぜしむ

索に四盤化炭素ビ1クロロクゼ

　ムごに付き血厘に封ずる作用

比較し把るに々スケに依りて

沃したる時は　四盤化炭素は

与ccmを以ても尚回歴を沈降せ

，むれ，ごもクロロブォノンムは2．0

｝mを以て極めて僅かに沈降せ

！むるに沁すし二丁の励

と於て何れも反射的．に呼吸を中

ヒせしむるを以て其間に藥物を

軍散せしむる事明らかなb干て

獄管カニクレを以で人工呼吸法

i・働囎入しすごるに瀦各1

ccm　にて比較するにクロロフ育

ノレムも著しく血歴を沈降するも

四三化炭素は之よりも甚しく沈

降するを見たり而して叉後者

に有り．ては血座降下の時期か涯

・く現はれ且つ恢復も著しく逞し

（附圖第二及第三撃照）

．以上の二實験に依り二者に封
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時　間一 血 劇脈騨・秒）1 摘 要．

午後1時5分 ・・o 同上 同 上 中 止．

午後1蒔5分40秒 126
一一

午後1時6分3秒 82・

一午後1蒔7分30秒 64

一
午後1蒔8分8秒
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午後1時8分40秒 58 88
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氣管「ヵ昌ウレJな介して吸入ぜしめナニる後の血腿の憂化
：↑C耳C1‘1¢m9 QpCI41cc！nな吸入導管中に揮散せしむ：．、

「－

氓ﾉ西盤化炭素・ご・クロロプゼ

ノレムどヒ膏き下座に閉する作用

を比較し把ぢにヤスケに依りて

吸入したる時は　四盤化炭素は

』0．5ccn1を以ても三三塵を沈降せ

しむれこもク廿ロブォノレムは2・O

ccmを以で極めて僅かに沈降ぜ

しむるに過ぎすして吸入の始め

．に於て何れも反射的に呼吸を中

止せしむるを以七其間に干物を

揮散せしむる事明らかなり依て

三管カニウレを以て入工呼吸法

に依りて邊入しずこるに二者各1

ccm　にて比較するにクロロフ青

ノレムも著しく血歴を沈降するも

四二化炭素は乏よりも甚しく沈

降するを見たり　而して叉後者

に有り．ては血歴降下の時期か渥

・く現はれ且つ恢復も著しく逞し

（附圖第二及第三撃照）

　．以上の二實験に依り二者に封
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るを以て其問に下轍を投面し禮外に排出せしむれは理論上無害なbご云ひ得るも胃

粘膜ご雛も水に溶解し起る盤類ペプトン叉は7アコーノ吸アノレ環一ノセに溶解せる物質

は画論ぜらる、を以て　四璽化炭素も健胃より吸牧：せらる、もの．ξ考ぶるか至賞なゆ・1

は必ず吸収せられて或程度の障害を招齢する事は考へらる》なb　此瓢に良し實験を

施行しナこるも動物に幽して脂肪類ならさる下測の適當なる者入手燈さ）し爲失敗し三一：

しナZり　後日機會あらは追試すかし　 1，　，　，’，．　　∫．＿・㌧

・緒論に於て諦濡したるか如くラツーシレト氏は3萬人に三遍の目的を以て投輿して三．

人ρ中毒者を出せるか之か原因を四晦化炭素中1『含有せる物質に蹄せしφ居るも其羅

物か如何なる．ものなりや記載不明律れεも小官等の實験及ひ其中毒症朕より見る時は．・

四盤化表素自耳⑱中毒にあらさる・やを思考せしむ’

　最後に二藍化炭素の爲に生しナεる解剖二化ε機能の憂化εは密接なる關係を有す1れ一

壷必すしも並行するものに非す　即ちr方ρ腎臓り鐸されセる時は他方の腎臓に依b

て代償せられ居るか如く．肝臓にあかても亦小葉9中心静脈の三園に近き細胞索か侵．

さる》も爾それよb邊緑部の健康なる部分（中心静脈附近部ご其機能同一なるや否や

を知らさるも）が代償作用を螢み以て生膿を正常の如く推持する事は何人も考へ得る・

所にして蓋g米國のラムソγ一二涙の説の如く臓器機能の障害を以て中毒の標示ご：

なし其二二障害なきものは全く正常なb軍の弓張は代償機能の完全なる心臓辮膜症の・

所有者を正常なbε云ふに比すへく　或は少くごも解剖鍵化の存する問は假倉機能憂

慮はなく．こも韓膿晦一曲捌こ有する者r云珂きなり蝋より贈るも第二

樟繊の如く唖化糠はク四フ・ノンム・よbも鱒なるもρなり隊ゆ亥1幽

々の方面より考察するに騙鐙藥ごしての効果は別ごして　生髄に乱しては最も注意を

要する危瞼なる旧物なりご云はざるを得す

　以上の歳績によサ結論するこご次の：如し㌧ン　一覧　’　　　』

　1．家兎に付き四霊化巌素の経口的投與をなしセるに2塒…30・分疏には胃に4『時

30分後には胃及小腸に一見せられすこれεも20時間後匿消化審筍内にぽ奎≦謹萌章ら

れす又縢磁尿幅之饗界ざ・⑳なら旗分画物確塩断勲
の増量をも見す　叉異常血色素及血漿中の炭酸結合能力の増減を見す



1⑱， 久，帳．田1’●　清一水　‘三一自井．9’野’口．

つ．・市販四阿化炭素（．ク℃ゴフ射γム及二硫化炭素を槍出せるもの）三三四三化表素

を比較す面こ毒性殆ビ差異なきも純直直強きか如し之毒性弱き二硫化炭素等に依b減

弱せられ髭るものなるへし　　　　　「…　　　’　幽ゴ　　『　　　「

・3。南根拠に付き四盟化炭素の致死量を決定する箏ほ困難なれ共膿重のユノ、。量なむ

時は一同致死せしむるごきを得

　4．四臨化炭素は経ロ投與に出て犬，猫，家兎及海翼の肝，腎，心に夫々脂肪攣性を來

たさしむ其程度は猫最む過敏にしで家兎海瞑之に次ぎ犬最も鈍戚なり猫は騰重1kg

に干し四豊化炭素の『（LOlcc㎡を以て肝及冑に．i誉萌なる脂肪攣性を來し’家兎海瞑は

0．05ccm曽 �ﾈて肝に精著明の膠質憂性を來し，犬は0．2ccmを．以で腎に0．5cc出を以て

肝及腎に憂性を尽せb　而して家兎に就き四盤化炭素を．4週鯨連判投摂する時は引解

賓中に結締組織の増殖を下す

　5．家兎に付き皮下注射に依る肝，腎の饗性は経口投與に依る削れよりも精強し

　6．クロロフォノレムは家兎に就き膿重ユkg・’に樹し0．1ccmなる時は肝に脂肪照性

1著明なるも0・05ccmなる時は薯しからす

　7・下り巨に就き髄重1kg．に解し0・1ccmあ四璽化炭素を弓勢投與しだるに夢解後

19日迄は脂肪獲i性著明なるも21日目には著しからす，クロロフォノ3！ムにあbては第

5日迄は肝の野性著明なるも7日目には全く去る

　8．家兎摘出心臓に回しては四半化炭素及ク凹型フォノンムの作用は麻庫なれこも其

量ご作用の時期εより見る時は前者は後者より毒性強し，家兎の血塵に封しては四聾

化炭素はク門下フォノγムに比して降下せしむる作用強し
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（4）　LaHbnちThe　Nation皿Dispensato浄y　1884，　P。388．
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（19）　　Ira皿ber亡，　Jour・of　A塒er・Med・Asきoc・192琴vol。80，　P・526。
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（22）石　　　　遽氏　塁潜露學比恵誌　第228號大正12年5丹
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（24）志村』柱脚氏治療及露：方面43號大正12年8月

（25，亀山　晋氏岡山下歯雑誌第404短大正12年6月
（26）　Paul　d．　Lamson　and　A，エMc．　Lean：The　Jour．　of　Pharmacologアand　exp．　TheraF　Vd121．　Nα4．1923

（27）．P3ul　d・Lam30n，　George　H・Gardner，　R・耳・Gustロ餐on　E・D・Maire・A・J・Mc÷工ean　and　H・S蚕wells

　　；The　Jo町．　of　Pharm．　and　exp．　T距er鼻p．　Vol　22．　No．4Nov，1923．

（28）　M・．G　Hall　and工E・shiuinger；Jour・Argic・Research　1923，　xxlll　163－191

（29）藤井秀揖氏第21回日本内科學曾滋藤大正工3年4．月
（30）　和田雄三九氏　京都署重富維誌　第21巻第4號大正工3年4月

（31）岩川克輝，相冥敏三氏北越留學會維誌第3S．巻第1號大正13年4．児
（＄2）　五十嵐　菊雄躍　同

（3釣．渡ロー’ ?％ｯ
（34）三口英一氏同

（35）鶴崎　知内同
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　　　　　　　　　　　　　　曙　・．．．∴，こ．」．・，、：．・1．・な．∴、一．∴嚇・ガ

　　　　　　　　飲食物着色料の…毒性試験成績報告・・1．・∵
　　　　　　　　　　　　・　ゼ　　一　　・　・’・　・　。　　・　　℃　・・・・　・…　　　　　　’　　　　・　1‘1・一　　’　　1．阜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　技＿師．，、久保・・田　　，．實．　－、

　　　　　　　　　‘，’噌　　’嶋託惰’永’ノト’茱耶b．1…、1
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　．・∴∵∴’1探11奪・野亘1・、勇1ξ．・、滋

　　　　　　　　　　　　　　・1　　・　　一　　1　　　・　　一　　　・　．　”・　幽…　’　∵・
　　裳に瀬川技師は多数の市販飲食物着色料の化學的試験を行ひ其本態を明にし爾：文臣

に働て出離の撫を決定し報酬・、り靹脚不騨脚鞭を脚！・
　り・・』’・・一：　　・・．幽　’　　・　・ヘー1・…　響・「’：ゴ　’…　，・『　・・昌　・　・　仁・

　　　　・ヅ・ゲルブ　　　・7ザ凡．，＝・．！、…ぐ，、、ニビな

　　　　ポンソー6K・　　舜汁ブ秒今z、1
　　　　パテントプラウL・Z。　　　エヒトグリゥン　　1　・’・　　’　．．∴、：・1

　　　　アリザリンゲルブG・（S・）　　・ウラ昌ン

　　　　ールペチアグ・・ン　・・砺酬一・．、；’．＼ ．∵餌．

　　　∴ギネアエヒト殉ウン．　．．スダソ　　．　　、　．，＿、．．．　　．．．、　．、

　　小官等は此等の内強禮僅少なb・しアリザジソ，・ボノレド；一∫ギネ1アエ七ト・グブウン，

　．及スダンの三種を除外し其他9種の色素に就き先ず三三的試験を行ひ各色素の構造を

決定し髄よb其灘を雑9ナ・嫌鋤實験を行ひ鰍相穿て：各回め灘を潔

　定したう（衛生試瞼所彙報第・23．號192－320頁参照）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

色　　素　　名 化論難及組成 色素族 推定毒心

南京鼠

d19に
鴛浮ｸる致
?ﾊ（mg）

摘出家兎三二にi撮

ｷろ毒性
?p　　’

三三より得？こる毒性の認定

アヅオゲルブ
`zoge1｝あ

ヂ昌トロ，ヂフェ昌一ル，

Aミノオランゲ
c三nitrodiphenyla颯inorange・

ﾌ僅少ミトリ，昌トロ，ヂ

モノアヅラ

F　素族
強∴

’　　一

@6P

　　－　　’

@強・
sクリγ　”
_ミ七三

㌧層

ｭ　，

e　　　　　　　　　　　　馳　．

唱

フェ鼻㌣ル・、アミノオラ
塔Q’・

曹

幽　　邑　F ‘．　　，

A・．　”・．　　　　‘’1

’Tr㎞itr・diphenylam血06rapge　ヂ昌卜ロヂフェ

昌一ル，．アミンDhlitro・
diphenylamiロ　並にトリ
昌トロ，ヂフェ昌一ルアミ
ン　Trinitr・diphenyiamin

電の混合色素

オランゲR． ベンツ．オール，アツヲ，ピ
0漉9e・R． 一タ，ナフトール，ヂスル

zン酸曹逡Be㎜oユazo一β一naphtholdi一

モノアヅテ

F　素　族
弱 2．0 弱 躬

∂
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色　　緊　　名 化記名第組球 毎素族 推定毒力

SUlfbs蕊urena1蜘m 1

　　　　“Aルファ，ナフチール，ア
ボンソー6．R．
ooncoau　6．　R，

ヅラ，ビータ．ナフトール，

Kンマー，ヂズルホン酸
モノ，アヅオ
F　ii稜　族

弱 3．0 弱 ／弱

曹蓮盟Natri㎜saiz　derα・
Naphthア1＿azo＿β一nap与th．

狽п{di－su1飴s通町e
ρ　　　　．

パテントプラウ
`．Z．

oatentblau　A．　Z．

メタ，オキシ，ヂ出テール，
aベンチール，ヂアミド，
gリフェ昌一ル，カルビノ
vル，ヂズルホン酸のカ

トリ，フェ昌．

黹泣＜^ン
F素族

溺
　1　．　rQ．0 ’　弱』 窮

．ルチウム塑
Calciumsalz　des　Metaoxyd・．

i蕊thyldibenzyldia血idotrip鱒

??Ey11（瓢r恥・lcs・1賊u・e
8

パテントプラウ
kZ．
oatentblan　L．Z．

メ’タオキシ，テトラgエチ
[ル，ヂアミド，トリフェ
ｹ・一ル，カルビノール，ヂ

Yルホ酸

同　　上 溺 2．0 弱 弱　，

Meta．　oxy・tetraethyl　dia．
midotriphenyl　carbinoldis．　　　幽

ulfbsaure鴻atrium

テトラメチール，ヂベン
エヒトグリゲン テール．プソイド，ローズ 同　　上 騙 2．5 弱 弱
Echtg【t1n ア昌リン，ヂズルホ酸ナ

トリウム ’

Tetralnethyユdibenzylpseud層
orosanilindisulfbsaurenatr一
．

工㎜

ア旦ザリンゲルブ
f・Alizaringelb　G　　　－

メタ，ニトロ，ペンテール，
Aッヲザリチール酸Meta－Pitぬbenzア1azosali（写1－

r3ure

モノアヅテ
F　素　族

強 0．9

『
強

レゾルチンフ．タレインの クサントン
ウ　ラ　昌　　ン
trani11　・

ナトリウム臨’なりNatriumsalz　des　Resorcin． 色素族中
Iキシ化合

弱 1．0
‘　噛 稻　強

phthaleh・s 髄
○

ヘルペチアリグリ
Eン
gelvetiagr直n

テトラ，メチール，ヂパ
堰Cアミドトリフエ昌一
求Cヵルビノール，モノズ
泣z酸ナトリウム
satralnethyldi・p　Amidotr－
奄垂??獅凾撃モ≠窒b宴高盾撃高盾獅盾唐P】1長）sa

トリフェ昌

黹泣＜^ン
F素族中マ
宴Lットグ
潟Eγ麗

騙 3．0

@　，

「瀦
　．　　　　　層

H

　　O浮窒?獅≠狽獅浮

以上の如く推定巴實験の結果εの一致せさるものはウラニンにして其他は凡て一致

せるを見ナこり　ウラニンはエオシンε似たる構造を有し只臭素を有せさるめみなり今

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉
毒性の強弱に從ひ配列すれは次の如し

　　　←一一毒性強　　　　　　　　　　一一》毒性錫
　　アリザリンゲルブ　　　　　　　　　オランゲR　　　　　　　　　　　　　爺ンソー6R。

　　　　　　　　　　　　ウラ昌ン　　パテントプラウL．Z・　エヒトグリゥン　　　　　　　．

　　アヅヲゲルブ　　　　　　　　　　　パテントプラウA・Z　　　　　　　　　　＾ルペチアグリウン



9

1碗． 釈媒．．二細、、φ．二清’・永払．ザ野、・辱・：1臼．

　　舞幽魂晦’蜘押ングンジ蘭三略吻汐嚇
　　には逡く表にざるを以で之を三三に慮引して甚しく危害を與へさる可しεは老へ：ら

　　る1》も衛生．ヒより考察す捧時は一層無害．なる者を使用するに若かさ：るを以て三者は有

害・ Rウラテン聴峰はしきを脈三瀬害翻，梱賦脚トiプ

01 P・：’1【1．；一’；’ゴ：’i1恐恐i∴＼‘壮li

　　　　　　　　　l　．．．ヒ・・‘「，　・　1’「1．’．．1．1‘くll．　　　　　l

l一’亀；i・’1㌶留．ジ’弓

　　P・i．ンi▽’．・㌦滋滋’窪㌦∴∵＼・

　　　∫『’㌧’、’「；　：　「「・1　．．乞ぎ1．．’・…

｝・㌶1・・…・鎖ン1聴iい』幽’
　　　＿．，．，．，一一一、．．’渥：∴’二”層‘∵’1！　「エ

　　∴・　二∵：1∵・1’∴．．1∴’・　一’．穏∴・：．∵〔卦・∴！∫㌧”・∴£、∴㌶1．∵1・1ド㌧∫い1

　　・㌍　』・い1ご叡’，窟｝ご黒、「溶ζト∴1．．競∵∵ドニ・：∵．・㌶：．擁バや　・，∴∴
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●

技師久一保田耳
門託清水小次鄭

　凡そ或藥難を防腐捌こして使用して可なるや否やに付きては其急性中毒作用のみに

依りて決定す如き者にあらすして飲食物に混入せられ木に依り連用せられて漫性中毒

作用を惹起するや否やに依うて快定せらる届き者なり　若しも隣腐捌其物か生艦内に

蓄積する作用有るに於ては勿論之を防腐測εして用ふる事能は寸ご錐も囁冠する毎に

速に心外に排泄せらる〉者にして其生命に作用を及ほざ、る量に於ては連用するも何

等支障無きものご云ふを得へし縛れこも斯る確讃を得るには長き時日を要するを以

て感心には輩に類似の藥渕ε比較研究に依りて其可否を決定する事εしテεり

　化墨画遣上より考察　槍膣パラクローノレ安息香酸は安息香酸のパラ位にクローノγの

入りにる後者に全く類似の製品にして構造上より観察する時は安息香酸の毒性作用層

に比し強きか若しくは之ご同程度の作用を有するものこ推定するに難からすダ而し

て彼の酒類の防腐剤ごして許可せられ居るサリヂーノレ酸は石炭酸にカノγボオキシル基

（一COOうの附ける者にして其作用は石炭酸に比するに遙かに及はすご錐も尚原形質に

樹する毒性作用強し之を安息香酸に比する時は其化學構造の差違は水酸基（LOH）に

して其毒性に至bては多少差違有る臨きも甚すこしからさるは類推するに難からす，即

バラクローノレ安息香酸をサリチーノレ酸心安母香酸等の既知の物質ざ比較する所以なb

　動物蘇蜜成績　パラク・一ル安息香酸以外は重炭酸ナトリウムにて中和し溶解して

實験したり

　　　　　　　　　第一　サリチール酸の南」京鼠に封ずる作用

　本品の中等量を皮下注射を行ふ時は直後一時駿揚状を呈し呼吸頻数εなb三分後四

肢運動の強掬績て震顔拙搦を來ナεす30分にして痙轡を旧し反射充奮性高まり此頃よ

り少量の排尿ありロ邊より泡沫様の液を漏し或は眼分泌物増加し時εしては汗腺分泌

増加の爲か禮躯の毛は漁ふるを見πり痙攣駿作の欝に朝講反側或は後弓反張を來泥し



泳』ド’減

廠困鰹軸琴騨蝿聯ρゑ！メr％．．一、、
●

髄重19に付き

．ギ・一」F　ヒ　．‘，、’．　『㌧㌧　．＝、唖

一三いか幽 過
動物番號

@　．　」　　レ

注射量（加9） 話劇鄭日陰三司第四・障五日1 其　　他

1・’ 2。0’勉 『q死・　・
一 一 一 一

念・・ 14｝’． 死．
一 一 一 一・・二一．

R 　　　　　」h　　　0．5
C　　　　　　　　　　　　1　　　．

E　死　” 『 一 ｝ 一
4 0．5 死 一 一 一 一

●’ A1・15　”

@　6
諱F．．．71，‘’●

　　0‘4，■・　　＝　　臆 ‘；．死1・

m　死
A生・・

　n　　　　　　　　　　　　　■F

W　一
f死．『死∫i

一　　　1

ｶll生∴．二生

一生　P
サ　　　一」∴　　．

@生
@．’生1

，　　r　，

¥日後肩所異常なし

β　、．　ボ ＿ρ・1 　　生、、r二　・

生．、 ，隼 生　「 ．生

岬ち糧曝少灘準喫細興律・、り1∴凪∴一・．、．ご．． @・．．謡

∴・1∴．∫、第そ綿翻？南京鼠瞬菊鯛．　㌦．．、、
蝉即下rては三目鋤餐監尿畷願三一勘駒する鉢罫て・タ

ナリチーr嬢旧作脚構舞鵬聯ヨ翻し漸蛎郷鰍困難

謄鱒晦鱗騨計器鱗騨騨要するか
　　　　　　　　　　　　　　　／　　．P　　”　　・　ナ　・’・　　「　　　　’1．‘　　　「　　　層　・　　’　　　‘　貞

1

“

経 過
動物番號　隔 回議i識ポ

闘當司第調悌’三白「悔酬i第五Hl：其・ 他．

10　・ 2．0 死 一 一 ｝ 一
、

11　． 1．0 死 一 一 一
1牙1 1ρ 死 ｝哺 一 一 一

　　13・．” 1．0 ・生 生・ ．生 ・生 生
十日後局所
J化’なし

14 α9 死 P 一 一 一

，・
Pち ”α9』 ’瀕　死 ．生　「 ’，生 、：生‘ 生気・： ＼蛋

16 0．9 瀕　死． 、生 生 生 生 生　，

17．・」 0£ ・・ mし死 ．　一　’　層　竜

一 一
＝一． 生

ユ8・． ・　　0β 、死　・ ．　一　r　・・ ・叱一
一

．　　　一 ’　‘’　　1　・

．　　1

19い 0．7 死 一 一 一
一　層

十日後局所
20　． o．7 生 生 生 生 生 墜具なし…

21 ’0．5　， 生 生 生 生’ 生 ，，

22 o・31’㌧ヤ 1ぷく蛤㌧，、 三’ｶ腔， 、ヂｶビ・1 ’生 生 ，，

1「1：郎ち本下め最少嶺死量は未π時分決定的にあら・きれ乞も0・8mg・1’を其巴なせは爾ほ

Ol晦9汲∫1血9等じて生子するものあう1て共毒性のナソ・チ㌣ル酸起比す御二．著レく溺’

セまきを1：認む，る電Φ7垂；り気囲　・‘・馳悪・’．㌦’㌦∵　．…　　”：・’・・　！ノ・・．・・．・　・㍗・∫’・・，1

、」・晒：・∵虐’∵：∵，・・君第三・州ラケF一計琴i息丁丁⑳中毒作用：∵　、、’、・・’∵1・・1．㌧
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　此の物質に依り廿日鼠に惹起する中毒作用は前二者の中間に位するか如きも比較的

大量にては四肢伸張　脱力或は震額及痙攣登作を惹起するを見花り　其他排尿頻同呼

吸困難皮毛粗剛等の症獣は前二者ε同心なり

軸重にi起する
経 過

動物番號 注射量mg・ 翻當二三二日1第三H防四日防五日1 其　　他．

23 2．0 死 一 一 一 一
24 1．0 死 一 一 一 一
25 0．9 死 一 一 ｝ 一
26 0．8 死 一 一 一 一
27　『 　　　「iL8 死 一 陶一 一 一 十四日後異
28 0厚 生 生 生 生 生 状なし

29 0．7 生 生 生 生 生 地上
30 0．6 死 一 一 一 一
31 0．6 生 生 生 生 生 全　上

32 0．5 生 生 生 生 生 ，，

’33 0．3 生 生 生 生 生 ，，

’以上の實験にて其最少致死量は廿日鼠の膿重1gに甥し0．8mgなり之を前安息香

酸の其に比するに箱強きか如し

　　　　　　　　　　　　　ミクロビン，職crobi皿e

　贈品はパラク漏出ノン安息香酸の市販名にして之に劉して實験を遽けナzるに其最小致

死量は廿日鼠の重重］gに聾し0．7－0．8mgなb

　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　　論

　以上の實験成績を綜合して考察するにサリチーノレ酸の内力最も強くバラクローノレ安、

息香酸及安息香酸の毒力は多少差回あるも殆ご同程度にして強ひて階程を索むれはバ

ラクローノレ安息香酸か安息香酸より梢強きか如し之構造より類推しすZる毒性の差違ご

殆ε一致する庭なり

　サリチーノレ酸は既に酒類の防腐剤εして使用を許可せられ居るものなれは之より毒

性弱きバラクローノレ安息香酸か防腐効果充分ならは防腐捌ごして使用可なる可きも之

れε同程度の毒性を有する安息香酸は防腐剤εして許可せられす且つ本品は防腐作用

に出て歩リチーノン酸に劣るか故に之を防腐剤εして使用するは適當ならすε認む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正十四年七月
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　　　　7。　Zur　Ilestim皿uhg．　d：es　F劃【orphins　in　Opium．　by　E磁‘そ’幽‘溺％〃4

51。5乃ま吻π0．

　　　　：Bei　der　Morphinbestimmung　im　Opiuln　nach　der　MethQde　des　japanischen　Arz一

・・ib・・hes（Ph・・m・∫・p・IV）．晦1t．m・n　imm・・ei・…i・d・ig・・e　W・ヰ…d・w・・j・

amer　an　Mo甲hin翁desto　niedriger伝11t．das　Resultat　aus∴Die　V6rfhsser　haben　eihe

modi丘cierte　Methode　ausgearbeitet，．diO　nicht　mr　zum　o伍clneilen一，　sondern　auch　zum

minderwertigen（mo！：phinarmen）Opium　mit　g：1eicher　IGenaulgkeit　amψendbar　ist，　Dies

lautet：一Mall　S6h丘t紀1t　8g　bei　60。　getrockneten　Opiumpulvers　eine　Stunde　mit　29

CalciUmhydroxyd　und　80cc　Wass6r．　Man丘1trirt　diese　Mischung　durch　ein　Filter　von

caユ5cm　DuI℃hmesser，　setzt　zu　50cc　des　Filtrates（＝590piumpulver）20cc　Aether－

Benzolgemisch（8：2）und　l　g　Ammoniumchlorid，　schwe負kt　10　Minuten　leicht　um

und　lasst　20　Stunden　stehen，　Man　sammeIt　nun　die　ausgeschiedeneh　KrystalIe　auf

dem　Filter　von　9cm　Durchmesser，　wascht　mlt　20cc　Wasser’und　trocknet　sie．bei．

einer　60。　nicht　ueb6rsteigenden　Tempera七ur・Dann　w註scht　m琶n．sie　mit　20cc　Aether－

B・…19・misch（1・1），　t…k・・t・un辱・h・t「b・i　g・1互・d・・Wa・m・，5P益t・・比i　96－100．・

E・d！i・hエ6・tm・n．． ﾆ・・g・祀i・igt・Alk・1。id旗U・b…cみ・5・N／lo．s・1・・浅ure・・d　ti亡・i・t

m辻N／10・、Alk誠靹ge．zurOck（1ロdicator．，　Methylrot）・Der　Morphingehalt　wird　ausge－

dr蔵ckt　durch　die　Ccm　Zahl　der　verbrauchten　Salzs乱ure　multipliziert　mit　O．5704．

　　　　’Ei・e　ve・gl・i・h・・d・U・tersh・h・ng．坦it　de・B・・timm・・9・甲・th・d・・d・・㎝d・・en

PharI血acop6en　ergab：　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宥

Probe’

No，　1

No．　2

No．　3

No．　4

No．　5

Ph．　（㎏rコn。

4．2780

5．3475

11．4793、

15．6860

18．2528

Ph．　U。S．A．

6．2744

7．3439

1199071

16．3990．

18．8砦32．　・

正｝h●　Bエ「it，

4．7343

6．7592

11．3795

15．7430

1S．0246

Ph・Jap・

1．8533

3．279S

9．3403

14．8304

17．1833

Eigene　method・

5．3902

6．8733

11．7645

1661423

18．4239

methan

chungen綾ber　das　Tetrac1｝10rmethan　ausgef渡hrt．

　　　　8．　Beitr㎏e　zur　Phaエ血akologie　des　Tetraohlo士meもhans．　vo11ノ：ノζ初。忽，

κ5乃勿♂『％・y；晒騨‘痂％〃〆．s・翫ゑ砿　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　　　　In　den　vorliegendell　I二iteraturen　haben　wir　gefUndeh，　dass　die　Toxicitat　des

Tetrachlorme書hans　llur　bei　der．oralen　Darreichung　wer直ger　als　die　des　Chloro表）rms

isちbei　sonstigell　Fallen　dagegen　nicht・．・Um　es　zu　bes信！nmeね，　ob　das　Tetrachlor－

　　　　　　　wirldich　weniger　gi丘ig　als　das　Chloro斥）rm　sei，　haben　wir　fblgende　Untersu一

．
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　　　　　1。Das’Schicksal　des　anδie　Tiere　p　3r　os　gef鰍erヒen　Tetrachlormethans．

　　　　　2．　1）ie　allgemeinen．　Vergiftullgserscheinungell　des　Tetrachlormethans．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　3．　Die．pathologiSche　anatomische　Ver義ndemng　der　Organen　der：Kaninche1ユ，　der

Meerscweinche馬der　Hunden，　der　Katzen　u1ユd　der　Mause　durch　das　Tetrachlormetha無．

　　　　　4．・Die　patho16g三sche　anatomische　Veranderung　der　Organen　der　Kaninchen

・durch　Chloroform　u1ユd　die　durch　Schwe辰｝1kohlenstof£．．

　　　　　5．Der　Verlauf　der　pathologischen　anatomischen　Veranderu1ユgen　llach　ein1ユ1aliger

F西tterung’ р?刀@Tetrachlormethans　und　des　Chlorofbrms．

　　　　　6．D三e　Wirkungell　des　Tetrachlormethans　und　des　Chlorobrms　auf　Herz（艶s

Kallinchens．

　　　　　Kurz　zusammen毎ssend　haben　wir　co1ユstatiert，　dass．Tetrachlofmethan　auch　bei

・der　oralen　Dafreichung　mehr　g商g　als　Chlorofbrm　ist．　　　　　　　（M蕊rz，・1925・）

　　　　　9．　Toxikologische　Uhtersuchungen並ber　die　Teerf洗rbe皿，　vo11ノ：ノ動∂o勿，

κ　、％力勿露％z〃2ゴy＝抽幽6乃盛

　　　　　Die　Gi丘igkeit　der　Teer亀rben　vαロ1eun　Artell　haben　wir　bestimmち輌e　es　in

．der．die　Farbstof艶nach　dem　Grad　der．Gifしigkeit　in　Reihenfblge　angeordnet6n　fblgenden

’Tabelle　zg　sehen　lst，　worill　sie　von　links　nach　rechts　abgellommen　lst．

評

ll

Orage　G
Alizalingelb PonCeau　6R

Uranin Patenl：b玉au．L．Z． Echtgr廿n
Azogelb Helvetiagr廿コ

Patentblau　A．Z．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Feb■u裂τ，1925・）】

　　　　　10．　Toxikologische　U’ntersuchunge皿　髄ber　p胃Ohlorbenzoes銭ure，　Ben聞

．20es蕊ure　un｛叉Salicyls参ure・vonノニノ爺4∂o彪〃3〆ノζ・％勿zた〃・

．・　Kurz　zusammen魚ssend　haben　wir．　constatietナdass　die　Salicyls乱ure　am　st芭rksten

・gi丘ig　und　die　p－Chlorbenzossaure　und　die　主3enzoesaure　weniger　gi丘ig　sind，　und　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
de111etzten　beiden　die　erste　gallz　im　ge血geren　Grad　mehr　gi価g　als　die　letzte　ist．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σuli，192ろ。）
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